
色調は褐色を呈し，一部に暗褐色を呈する部分もみられる。底径は6．8cmで，現存高は3．6cmであ

る。

27は，本嬢から出土した底部片で，外面に縦ナデが加えられている。底面の中央部には，径1．5

cm程度の浅い凹みがある。内面は剥落が著しく，調整は不明である。胎土には砂粒を多く含み，

焼成は良好である。色調は外面が褐色，内面が暗褐色を呈している。底径は5．5cmで，現存高は

1．9cmである。

本墳からは166点と多くの土器片が出土しており，主体は加曽利EIII式期のものである。早期

の条痕文系土器片が1点だけ混入している。したがって，本横の時期は加曽利EIII式期と考えら

れる。なお，本墳からは，土器片錘3点，土製円板2息　有孔円板1点が出土している。
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第229図　第135号土壌出土遺物実測図・拓影図
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第142号土壌（第315図）

本土境は，G5e8区に確認され，遺跡の中央部に位置している。平面形は，径1．35mの不整円

形で，南西側が外に張り出している。壁は垂直に立ち上がり，底面は平坦で，円筒形状に掘りこ

まれている。確認面からの深さは，95cmである。覆土は，6層からなり，各層がレンズ状に堆積

する自然堆積である。遺物は，縄文土器片が覆土から11点出土している。

第142号土壌出土土器（第230図1～4）

1－4は，いずれも胴部片である。1は，隆線による区画内に多条の縄文を施している。2は，

幅の広い直線的磨消帯を有している。3・4は，縄文だけが付されている。

本墳からは11点の土器片が出土しており，早期の条痕文系土器片が1点混入している以外は中

期のものである。以上から本境の時期は加曽利EIII式期と考えられる。本墳からは土器片錘1点

が出土している。

ガ
第230図　第142号土壌出土遺物拓影図

第144号土壌（第306図）

本土頻は，G5f，区に確認され，遺跡の中央部に位置している。平面形は，径1．4mの円形であ

る。壁は垂直に立ち上がり，底面は平坦で，同筒形状に掘りこまれている。確認面からの深さは，

130cmと深い土境である。8層からなり，各層がレンズ状に堆積する自然堆積である。遺物の出

土量は，縄文土器片が覆土から10点と少ないが，石皿が底面から2点出土している。

＆こ．三一妄慧ぎ

l　　　1　－　1

第231図　第144号土壌出土遺物拓影図

区画内に縄文を施している。3は，口縁直下の破片で，

第144号土塊出土遺物（第231図）

1は，貝殻腹縁文が縦位に施文された

上に横位の沈線文を加えている胴部片で，

前期の興津式土器と思われる。2～4は，

中期の胴部片である。2は，両側にナゾ

リを加えた隆線で曲線的モチーフを描き，

横位の沈線下に条線文を縦位に粗く地文

している。4は，厚手で縄文だけを施している。

本墳からは10点の土器片が出土しており，1以外はすべて中期のものである。また，本城から
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は2点の完形の石皿が出土しており注目される。以上から，本塀の時期は加曽利EIII式期と考えられる。

第149号土壌（第332図）

本土項は，G5h7区を中心に確認され，第32号住居跡の東側4mに位置している。平面形は，

長径2．5m（推定）・短径1．4mの梧円形状である。長径方向は，N－500－Eを指している。東及

び北東側で第200号土壌と重複している。新旧関係は，土層などからみて本土頻が古いと考えら

れる。壁は垂直な立ち上がりを見せ，底面は平坦である。確認面からの深さは100mである。覆

土は，9層からなり，レンズ状に堆積しているが締まりがない。中間の層には，貝層が分布して

いる。遺物は，縄文土器片が覆土から33点出土している。

第149号土壌出土土器（第232図1～10）

1は，山形の波頂部を有するロ綾部片で，波頂部からL字状，逆L字状を呈する隆帯が垂下し，

口縁部文様帯を区画している。隆帯上には，軽く押圧が加えられている。口唇部には，1条の有

節洗練文を付し，口縁部の区画内にも同様の手法により，有節沈線文を縦位，斜位に充填してい

る。頸部は無文帯となり，以下にハマグリ類の腹縁による爪形文が施されている。ロ綾部内面に

は，稜を有している。胎土に長石粒，雲母片を多く含んでいる。器面全体に磨滅が進んでいる。

2は，断面三角形の隆帯を垂下させ，破片上端に爪形文を付している胴部片である。3～5は，

ヽ・・－．・・・・・．．ィ．lJよ・、・・・

第232図　第149号土壌出土遺物拓影図
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指圧による庄痕列を加えている胴部片で，4はくびれ部にあたり，横位の擦痕が認められ，3－

5は同一個体と考えられる。6は，押圧を加えた太い隆線を垂下させている胴部片である。7・

8は，器面が無文の口縁部片である。7は，全くの無文で，8は，口唇部に浅い＿キザミ目を付し

ている。9は，有節沈線文を曲線的に施文する胴部片である。10は，加曽利E式期の胴部片で，

複節縄文LRLが地文されている。

本項からは33点の土器片が出土しており，10を除いてはすべて阿王台Ib式期のものである。

本墳からは土器片錘2点と，ハマダリ，シオフキ，オキシジミ，アカニシなどの貝類も出土して

いる。以上の出土土器の様相から判断すれば，本項の時期は阿王台I b式期と考えられる。

第150号土塊（第306区l）

本土項は，G5g8区を中心に確認され，遺跡の中央部に位置している。平面形は，長径1．45m

・短径1．2mの楕円形である。長径方向は，N－840－Eを指している。壁は外傾して立ち上がり，

底面は中央が皿状に凹んでいる。確認面からの深さは，72cmである。覆土は，6層からなり大部

分が締まっている。遺物は，縄文土器片が覆土から6点出土している。

蒜．こil：、Z二
第150号土壌出土土器

2　儲眩卸‾‘〝3　　（第233図1～3）

0　　　　　　　　10。m l・2は，早期の条痕文系
！　　　；　　　！

第233回　第150号土塊出土遺物拓影図
土器である。1は，外削ぎ状

を呈する口緑直下に斜位の刺

突文を付し，微隆起線で幾何学的区画を施し，区画内に細沈線を充填している。内面は貝殻条痕

文が斜位に施されている。2は，擦痕文が付されている胴部片である。3は，無文の口縁部片で，

折り返し口線状を呈している。縄文前期後半のものと思われる。

本墳からは6点の土器片が出土しており，3以外はすべて早期のものである。1から判断すれ

ば，本境の時期は野島式期と考えられる。

第153号土壌（第322図）

本土塀は，G5f。区を中心に確認され，遺跡の中央部に位置している。平面形は，径1．76mの

円形で，東西両側が外に突出している。なお，西側で第166号土壌と重複している。土層などの

様子からみて本土境の埋没後第166号土壌が築かれたと考えられる。壁は垂直に立ち上がり，底

面は平坦で，円筒形状に掘りこまれている。確認面からの深さは，108cmと深い。覆土は，8層

からなり，ほぼ自然堆積である。遺物は，縄文土器片が覆土から45点出土している。
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第153号土壌出土土器（第234図1－7）

1は，阿王台式土器のロ綾部片で，断面三角形の隆帯による楕円区画に沿って2条の有節沈線

文を施している。2は，口辺部片で，1条の微隆線でロ綾部無文帯を区画し，以下に縄文を施し

ている。3－6は，胴部片で垂下する微隆線による区画外に縄文を施文している。3・4の隆線

の断面は鋭い三角形を呈し，縄文も類似しているので両者は同一個体と考えられる。一方，5・

6は，2と共に隆線の断面形はあまり鋭くない。7は，沈線による区画内に縄文を充填している

胴部の小片である。

本墳からは45点の土器片が出土しており，その主体は加曽利EⅣ式期のものである。阿王台式

土器は1の1点だけで，混入と考えられる。以上から，本境の時期は加曽利EⅣ式期と考えられ

る。
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第234図　第153号土壌出土遺物拓影図
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第155号土壌（第323図）

本土境はG6hl区に確認され，第33号住居跡の西側11mに位置している。平面形は，長径0．97

m・短径0．73mの楕円形である。長径方向は，N－40。－Wを指している。壁は外傾して立ち上が

り，底面は平坦である。確認面からの深さは，16cmで非常に浅い。覆土は，3層からなり，遺物

は，縄文土器片が覆土から23点出土している。

第155号土壌出土土器（第235図1～5）

1は，厚手の口縁部片で，微隆線で文様を構成するものと思われる。胎土には長石，石英粒，

雲母片などを含み，粗い。2は，貼付隆線により曲線的モチーフを描く口縁部片で，モチーフ内

に縄文を施している。3は，縄文地文上に沈線文を施すものと思われる口縁部の小片である。4

は，無節縄文が全面に施されているロ縁部片であるが，磨滅が著しい。5は，無文の外反する口

綾部片である。
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本墳からは23点の土器片が出土しており，いずれも加曽利EⅣ式期の古い段階のものと思われ

る。したがって，本境の時期は加曽利EⅣ式期と考えられる。

第235図　第155号土壌出土遺物拓影図
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第156号土壌（第333図）

本土塀は，G6hl区を中心に確認され，遺跡の中央部に位置している。平面形は，径1．8mの円

形で，北側で第154号土塀と重複している。新旧関係は，不明である。壁は垂直に立ち上がり，

底面は平坦で，円筒形状に掘りこまれている。確認面からの深さは131mで，6区の中では4番

めに深い土横である。覆土は，9層からなり，ほぼ自然堆積をしている。遺物は，縄文土器片が

覆土から58点出土している。

第156号土壌出土土器（第236図1～10）

1は，早期のもので，胎土に多量の繊維を含んでいる。口唇部に斜位のキザミ目を付し，器面

には斜位の貝殻条痕文を施している。2－7は，微隆線による施文を有するもので，2～4・6
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第236図　第156号土壌出土遺物拓影図



07は冒綾部片で9　5は胴部片である。2ほ学　帽の広いロ綾部無文革を有し9　胴部に2本組の徴

降嫁による磨消帯を施している。器面の整形が悪ら　凹凸しており9　器壁は厚く2．1cmである。

30607は9　日綾部無文革を1条の徴隆線で区画し，以下に縄文を施している。いずれも器

商の磨滅が著しい。舶来　厚手の打線部片で　微隆線で文様を構成するものと思われる。第ユ55

号土塀の1と文様の胎土とも類似しており警　固一個体かと思われる。5ほラ　胴下半部片で9　逆U

字状の区画内に縄文が条が横走するように充填されている。8ほ撃　縄文だけの胴部片である。9

の膵は　条線文が付されている。9ほ9　内湾する日録部に無文革を残し9　以下に縦位の条線文を

施している。器面に炭化物の付着が認められる。10は，胴部片で斜位。縦位に乱雑に施されてい

る。

本墳からは58点の土器片が出土しておりヲ　その主体は加曽利EⅣ式期の古い段階のものと思わ

れる。早期のものは1だけで言昆人と思われる。以上から9　本境の時期は加曽利EⅣ式期と考え

られる。なお撃　本境からほ土製閏板1点が出土している。

第用2号土壌（第313図）

本土壌は9　H5昆8区に確認され9　第35号住居跡の北側5mに位置している。平面形は「径』蟻

mの閏形で、北側で第掴号土壌　東側で、第鋼号土壌　重複している。新旧関係は，土層などか

らみて本土壌が第202号土壌よりも古いと考えられるが撃　第203号土壌とでは不明である。壁は垂

直に立ち上がり9　底面は平坦でラ　円筒形状に掘りこまれている。確認面からの深さは9　90cmであ

る。覆土は9　8層からなり9枚乱されたように複雑な堆積をしている。遺物は9　縄文土器片が覆

土から70点出土している。

第用2号土壌出土土器（第237図1－9）

1～4ほ予　後隆線による文様を施しており91～3ほ日録部片，4ほ胴部片である。1～3ほ9

同一個体でラ　描線部無文革を温条のナゾリによる微隆線で区画し9　以下に縄文を施している。4

は9　垂下する微隆線で区画を施し9　区画外に単節縄文と付加条縄文が併用されている。5ほ9　ロ

繚直下に無文革を有し普　縦位の条線文が施されている小片であるが，焼成が甘ら　色調は灰白色

を呈している。6～8ほ9　縄文だけが施文されている胴部片である。6◎7ほ単節9　8は無節縄

文である。

9ほ9　本壕の覆土から出土した台付土器の台部片である。接合部には横から孔が4か所あげら

れている。全体的に磨滅しているが9　外面は縦ナデが加えられている。内面は磨滅が進んでお軋

調整方向は不明である。胎土には細砂や小石粒を含み9少しざらざらしている。焼成はやや不良でラ

色調は褐色を呈している。現存高は5．6cmである。
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本墳からは70点の土器片が出土しており，加曽利EⅣ式期のものが主体を占めている。早期の

条痕文土器片は2点にすぎない。以上から，本項の時期は加曽利EⅣ式期と考えられる。

．：－：

告湖憬瑠璃溜2

挽

藁総軍悪訟
、二・∴㍉・こ：・

C
J 舟軋1。。m

第237図　第162号土壌出土遺物実測図・拓影図

第164号土壌（第306図）

本土額は，G5j7区を中心に確認され，第36号住居跡の北側4mに位置している。平面形は，

径1・6mの円形である。壁はほぼ垂直に立ち上がり，底面は平坦である。確認面からの深さは，

70cmである。覆土は，4層からなり，各層が交差しながらレンズ状に堆積する自然堆積である。

遺物は，縄文土器片が底面近くの覆土から27点出土している。

第164号土壌出土土器（第238図1－8）

1は，早期の胴部片で，表裏面に貝殻条痕文を施文している。表面は縦位，裏面は斜位に付し

ている。2は，ロ縁部文様帯を隆線で区画し，内部に縄文を施している。3は，2本組の隆線が

垂下している胴部片で，炭化物が器面に付着している。4は，大形の胴部片で，直線的磨消帯を

施している。胎土には長石や石英粒を多く含み，粗い，内面は剥落が著しい。5は，縄文地文上

に沈線で文様を描くロ縁部片である。縄文は，口縁直下の1列だけ横位回転で，以下は縦位回転

である。6・7は，縦位の条線文だけの胴部片である。8は，やや外反する無文の口縁部片であ

る。

本墳からは27点の土器片が出土しており，主体は加曽利EIII式期のものである。早期のものは

1の1点だけである。以上から，本横の時期は加曽利EIII式期と考えられる。本項からは有孔円

板が2点出土している。
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第238図　第164号土塊出土遣物拓影図
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第165号土壌（第332図）

本土境は，G5e4区に確認され，第31号住居跡の北側11mに位置している。平面形は，径1．3m

の円形で，南東側で第132号土壌と重複している。新旧関係は，土層などの様子からみて本土横

が，第132号土頻よりも古いと考えられる。壁はほぼ垂直に立ち上がり，底面は平坦で，円筒形

状に掘りこまれている。確認面からの深さは，120cmである。覆土は，3層からなり，すべて褐

色土で，各層がレンズ状に堆積している。遺物は，縄文土器片が覆土から30点出土している。
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第239図　第165号土壌出土遺物拓影図
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第165号土壌出土土器

（第239図1－5）

1は，ロ綾部無文帯をナ

10cmゾリにより形成し，以下に
」　　　⊥＿　　　i

褐文を施している。2・3

は，隆線による区画を施している胴部片で，区画間に縄文を付している。4・5は，胴部片であ

る。4は縦位の条線文，5は縄文だけを施文している。5は，胎土に長石，石英粒，雲母片など

を多く含み，粗い。

本墳からは30点の土器片が出土しており，主体は加曽利EIII式期のものである。したがって，

本横の時期は加曽利Em式期と考えられる。

第177号土塊（第313図）

本土横は，H5ao区に確認され，第34号住居跡の北側0．5mに位置している。平面形は，径1．06

m（推定）の円形状と思われる。北側から東側にかけて第204号土境と重複している。新旧関係

は，土層などの様子からみて第204号土境の埋没後，本土壌が築かれたと考えられる。壁は垂直
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に立ち上がり，底面は平坦である。確認面からの深さは，72cmである。覆土は6層からなり，上

層の1～3層は自然堆積であるが，下層は不自然な堆積である。遺物は，縄文土器片が覆土から

29点出土している。

第177号土壌出土土器（第240図1－5）

1・2は，緩い波状縁を呈する口緑部片で，微隆線による曲線的区画内に縄文を充填している。

3・4は，胴部片で，微隆線による区画内に縄文を施している。5は，縄文だけの胴部片で，胎

土に長石，石英粒と雲母片などを多く含み，粗い。

本項からは29点の土器片が出土しており，その主体は加曽利EⅣ式期のものが占めている。し

たがって，本埠の時期は加曽利EⅣ式期と考えられる。

第240図　第177号土壌出土遺物拓影図

第178号土壌（第323図）

本土境は，H5a。区を中心に確認され，第34号住居跡の北西側0．5mに位置している。平面形は，

長径1．35m・短径1．23mの楕円形である。長径方向は，N－750－Wを指している。壁は外傾して

立ち上がり，底面には2か所のピットがあり，西から東にかけて坂状をなし凹凸が著しい。確認

面からの深さは，最深部で50cmである。覆土は，2層からなっている。遺物は，縄文土器片が覆

土から14点出土している。

第118号土壌出土土器（第241図1～3）

1は，口綾部無文帯を1条の微隆線で区画している。2は，内湾する器形を呈する口辺部片で，

破片上端部は，輪積み部から剥離している。2本組の細い沈線で逆U字状の区画を描き，区画内

0　　　　　　　　　　　　　　　10cm

j i i

第241回　第178号土壌出土遺物拓影図
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に縄文を施し，沈線間を磨消している。

3は，縄文だけの胴部片である。

本墳からは14点の土器片が出土して

いるが，型式的特徴に乏しい破片が多



く時期判定がむずかしいが，1・2の微隆線および細い洗練区画から判断すれば，加曽利EⅣ式

期の古い段階のものと思われる。したがって，本頻の時期は加曽利EⅣ式期と考えられる。

第179号土壌（第323図）

本土境は，H5a，区に確認され，第34号住居跡の西側2mに位置している。平面形は，長径1．63

m・短径1．06mの楕円形である。長径方向は，N－720－Wを指している。壁は外傾して立ち上が

り，底面は緩やかに起伏している。確認面からの深さは，20cmである。覆土は，2層からなって

いる。遺物は，縄文土器片が覆土から42点出土している。

第179号土壌出土土器（第242図1－5）

1－4は，微隆線による施文が主となるもので，1は口綾部片，2は口辺部片，3・4は胴部

片である。1は，緩い波状を呈するロ綾部片で，曲線的区画内に縄文を施している。2は，横位

のナゾリによる微隆線でロ縁部無文帯を区画し，以下に単節縄文LRを斜位回転で地文している。

3・4は，垂下する微隆線の間に縄文を加えている。

5は，本頻の覆土から出土した胴下半部から底部にかけての破片である。外面に微隆線が垂下

し，区画間に単節縄文RLが充填されている。底面近くは横ナデにより調整されているが，粗い。

内面は縦ナデが加えられている。底部は突出している。胎土には砂粒を含み，焼成は良好である。

色調は外面が黄褐色で，内面が褐色を呈している。底径は6．8cmで，現存高は7．7cmである。

本墳からは42点の土器片が出土しており，そのほとんどが加曽利EⅣ式期のものである。した

がって，本境の時期は加曽利EⅣ式期と考えられる。

二Ill＝∴こ二
第242図　第179号土壌出土遺物実測図・拓影図

第180号土壌（第323図）

本土横は，H5a9区を中心に確認され，第34号住居跡の西側2mに位置している。平面形は，

長径1．17m・短径0．96mの楕円形である。長径方向は，N－720－Wを指している。壁は外傾して
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立ち上がり，底面はやや凹凸している。確認画からの深さは，21cmである。覆土は，2層からな

っている。遺物は，縄文土器片が覆土から10点出土している。

J

ト　き準賢明l芸
10cm

第180号土壌出土土器（第243図1－4）
第243図　第180号土壌出土遺物拓影図

1・2は，微隆線で曲線的モチーフを

構成し，モチーフ間に縄文を施しているロ綾部片である。1の胎土には長石，石英粒を含んでい

る。2は，器面が磨滅している。3は，薄手で小形土器の胴部片で，細い沈線でU字状の区画が

施され，区画内に縄文が付されている。4は，無節縄文が全面に施されている胴部片である。

本墳からは10点の土器片が出土しており，いずれも加曽利EⅣ式期のものである。したがって

本横の時期は加曽利EⅣ式期と考えられる。

第181号土壌（第307図）

本土横は，H5b8区に確認され，第35号住居跡の北東側4mに位置している。平面形は，径1．55

mの円形である。壁は外傾して立ち上がり，底面は平坦である。確認面からの深さは，23cmであ

る。覆土は，3層からなっている。遺物は，縄文土器片が覆土から15点出土している。

10cm

！　　　；　　　［

第244図　第181号土壌出土遺物拓影図

第181号土壌出土土器

（第244図1－3）

1は，胴部の小片で，微隆線が垂下

し，区画間に縄文が施されている。2

は，波状を呈するロ緑部片であるが，

披頂部を欠損している。口綾部無文帯

を1条の微隆線で区画し，胴部に2本組の沈線で逆U字状を呈する磨消帯を施し，区画間には縄文

を充填している。口綾部無文帯をまたぐように橋状把手が披頂部に向かって付されていたが，途

中で欠損している。把手上には単節縄文RLが施されている。口縁部内面には鋭い稜がみられる。

3は，無節褐文Lが縦位回転で施文されている胴部片である。

本墳からは15点の土器片が出土しており，その主体は加曽利EⅣ式期のものである。したがっ

て，本境の時期は加曽利EⅣ式期と考えられる。

第182号土壌（第324図）

本土境は，H5b9区に確認され，第34号住居跡の西側2mに位置している。平面形は，長軸1．35m
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・短軸0瀾mの不整方形である。長軸方向は，N－120－Eを指している。壁は外傾して立ち上が

り，底面は平坦である0北側は20cm差で2段に掘りこまれている。確認面からの深さは，最深

部で41cmである0覆土は，3層からなっている。遣物は，縄文土器片が覆土から10点出土してい

る。

0　　’▼　ヱ　　　　　　　10cm

！　　　；　　　i

第245図　第182号土壌出土遺物拓影図

第182号土壌出土土器

（第245図1～3）

1は，内傾する口辺部片で，破片上

端に微隆線がみられ，以下に縄文を施

している02・3は，細い沈線で曲線的モチーフが描かれる胴部片で，区画内に縄文が充填されている。

本墳からは10点の土器片が出土しており，そのほとんどは加曽利EⅣ式期のものと思われる。

したがって，本塀の時期は加曽利EⅣ式期と考えられる。

第185号土壌（第340図）

本土壌は，H5C9区を中心に確認され，第35号住居跡の東側2mに位置している。平面形は，

長径5・7m・短径1・35mの溝状に長く掘りこまれている。長径方向はN－560－Wを指している。

壁は外傾して立ち上がり，底面は平坦である。確認面からの深さは，28cmである。覆土は，3層

からなっている。遺物は，縄文土器片が覆土から25点出土している。

第185号土壌出土土器（第246図1～5）

1は，微隆線が垂下している胴部片で，区画間に縄文が付されている。2は，口唇部が極端に

薄くなり，尖る口綾部片で，日録直下に1条の沈線を巡らし，以下に無節縄文を施している。3

～5は，細い沈線による曲線的モチーフ内に縄文が充填されている胴部片である。3と5は，縄

文が類似しており，同一個体と思われる。

本場からは25点の土器片が出土しており，その大半が加曽利EⅣ式期のものである。したがっ

て，本境の時期は加曽利EⅣ式期と考えられる。

第24咽　第185号土壌出土遺物拓影図
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第1錮号土壌　こし第307図1

本土壌はラ　G5f4区を中心に確認され9　第3ユ号住居跡内に位置している。新旧関係は普　土層から

本土壌が新しいと考えられる。平面形は9　長径2。05mの短径主犯mの円形に近い楕円形で　第凱

号住居跡の炉を壊して築かれている。長径方向はN…690…1好を指している。壁はほぼ垂直に立ち

十が生　底面は平出で，円筒脈状に握りこまれている。確認面からの深さは，8ニ：kmである。〕覆士は，

9層からな勘　上層の　き　層には　第凱号住居跡の炉の焼土が含まれている。3～9層は予　レ

ンズ状に自然堆積している。〕遺物は，縄文土器片が覆土から162点出土している。、

、　′　＿ご　　ニj　－＿　　1‾、　ノ黒、＿ノト、、く一　・　一

1は，本堰の覆土から出土した緩い波状を呈する目線部の大破片である。目線部は強く内湾し，

「巧手部は内側へ肥厚し，外反している。L二時緑十下には刺突文列を巡らし，以下は縄文地文上に

本線の沈線で太小の逆U字状の区画を描勘　洗練間を磨消している。構文は単節RLで撃　横位撃

斜位回転で地文されているし「外面に炭化物が付着している。「勺面は丁寧に横十デされている。つ精

工には砂粒を含み，焼成は良好である。色調は褐色を呈している。推定口径は28．Omlで，現存

高は12．3cnlである。

2は∴本堰の覆土から出土した破片6点と，‾本坤と重複している第31号土塀の覆土から出土し

た3点の破片が接合したもので言果鉢形土器の胴上半部から下半部にかけての破片である。上半

部はLr等二状のモチーフが2本組の沈線で描かれ，区画の内外に単節縄文R Lが縦位回転で施され

ている。沈線間は磨消されている。下半部は逆U字状のモチーフが1本の沈線で描かれ9　区画内

は磨消されている。胴部中位は緩く　くびれている。内面上半部は横ナデ，下半部は縦ナデが加え

られている。胎土には砂粒を含み，焼成は良好である。色調は外面は褐色を主としているが，暗

褐色の部分もみられる。内面は褐色を呈している。推定最大胴径は32．4cnlで，現有高は19．5cm

である。

3は，本堰の覆土から出土した10数点の破片が接合し，目線部から胴上半部にかけてだけが器

形復元できたものである。口縁部が内湾し，目線直下に1条の凹線を巡らし，以下に租い単節縄

文RI▼．が全面に施文されている。器面は全体に磨滅している。内面上半部は横ナデ，下半部は縦

ナデが施されている。下端には剥落が認められる。胎土には小石粒や砂粒を含み学　焼成は良好で

ある。色調は外面に黒褐色，暗褐色，褐色を呈する部分があ生　内面が褐色を呈している。推定

口径は24．4cmで，現存高は12．8cmである。

4は，本項の覆土から出土した壷形土器の胴部片である。口辺部はやや直立気味に立ち上生

胴部は球形を呈し，薄手である。細隆線で時計回l）と逆時計回l）の渦巻文が器面に施されている。

器面は丁寧に研磨され，外面の一部に黒色の付着物がみられるが，何であるかは不明である。胎
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第247図　第194号土壌出土遺物実測図（1）



海産薗′

第248図　第194号土壌出土遺物拓影図（2）
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土には砂粒を含み，焼成は良好である。色調は橙色を呈している。推定最大胴径は19．0cmで，

現存高は11．9cmである。

5～15は，両側にナゾリを加えた隆線により曲線的モチーフが描かれている。5－7・9・14

は口緑部片，8・10～13・15は胴部片である。5は，ロ縁直下に1条の凹線を巡らし，以下に隆

線で文様を構成している。6は，やや薄手のロ綾部片である。7・9・10は，大柄な渦巻などの
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曲線的モチ…フが描かれている日綾部片である。7ほ小形土器と思われる。9月0ほ，緩い波状

線を里し普　器壁が厚く，モチーフ間の縄文も類似していることから同一個体と考えられる。いず

れも隆線は断面三角形に近く9　鋭くなっている。11－13は，隆線の断面が三角形に近くなってい

る。紺まくびれ部片である。8815の隆線は低くやや太めである。8ほ9　薄手のくびれ部片で内

面に炭化物の付着が著しい。15は，胴下半部片で9　2条の隆線が垂下している。14は，目線直下

に1条の隆線を巡らしラ　以下に縄文を施している。16－20は，沈線による施文が主となるもので

ある。16は，幅の狭いロ綾部無文革を1条の沈線で区切り9　以下に縄文を施している。17は9　曲

線的磨消帯を有する胴部片で，磨消管内に沈線文を加えている。18弓9は，日宇状のモチーフを

2本組の洗練で描く胴部の小片で，沈線間は磨消され9　区画間には縄文が付されている。20は，

1本の洗練によるU字状9　逆日宇状の区画内が磨消され，区画外に縄文を施している。21～23は9

日綾部無文帯を有し，以下に縄文を付している。24は9　日緑直下に円形刺突文を巡らし9　以下に

縄文を施している。25826は9　日唇上面が平坦に作出されていて特色がある。目線直下に刺突文

列が施され，以下に太めの曲線的磨消帯が付されている。両者は共通する特徴から同一個体と思

われる。27029～31は9　条線文が施されている。27は，口綾部無文帯を残し，以下に縦位の条線

文が付されているが，磨滅が著しい。29は，太い沈線が垂下し，縦位の条線文が施されている胴

部片である。30・31も，胴部の小片で，30は縦位に密に，31は細い条線文が縦位に付されている。

28の33は9　無文のロ綾部9　日辺部片である。28は，折り返し状のロ緑を呈しており，縄文前期後

半のものかと思われる。33は，口唇部に向かって外反しながら器厚を減じており，口唇部は尖り

気味である。32は，縄文だけの胴部片である。

本墳からは162点という大豊の土器片が出土しており，その主体は1～4に器形復元できたも

のから判断すれば加曽利Em式期の新しい段階のものと思われる。本墳からは，主体となる加曽

利EIII式土器以外に，早期の条痕文土器片，28のような前期後半のもの，阿王台式土器片も1－

2点混在している。また，本墳からは赤彩の土器片，土器片錘5点，土製円板1点，有孔円板1

点9　磨石9　礫器9　掻器，砥石各1点も出土している。以上から9　本壕の時期は，加曽利Em式期

と考えられる。

第摘草豊壌（第324図）

本土壌は9　G5g3区を中心に確認され，第32号住居跡内に位置している。新旧関係は土層から

本土堰が新しいと考えられる。平面形は，長径2．1m・短径1．8m（推定）の棺円形状と思われる。

長径方向は，N－250－Wを指している。南側で第199号土壌と重複しているが，新旧関係は，不

明である。壁はほぼ垂直に立ち上がり，底面は起伏している。確認面からの深さは，最深部で55

cmである。覆土は，3層からなっている。遺物は，縄文土器片が覆土から59点出土している。
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第196号土塊出土土器（第249図1－11）

1は，微隆線で曲線的モチーフが描かれている胴部片で，区画内に縄文が施されている。2－

6は，ロ緑直下に1条の洗練を巡らし，胴部にU字状，逆U字状の沈線区画を施し，区画内を磨

消している。2はロ綾部片で，他は胴部片である。2・3・5・6は，縄文が類似しており同一

個体と思われる。7は，ロ縁部無文帯を1条の沈線で区切り，以下に縄文を施している。8は，

口緑直下に小さな刺突文列が加えられた小片である。9は，縦位の条線文が付された後にナデが

加えられている。破片の上下端とも輪積み部から剥離している。10・11は，共に単節縄文LRだ

けが施文されている胴部片である。

本墳からは59点の土器片が出土しているが，いずれも加曽利EIIl式期の新しい段階のものと思

われる。したがって，本境の時期は加曽利EIII式期と考えられる。

第249図　第196号土壌出土遺物拓影図

第197号土壌（第315図）

本土壌は，H5b7区に確認され，第36号住居跡内に位置している。新旧関係は，底面の切り合

い関係から本土境が新しいと考えられる。平面形は，長径1．54m・短径1．4mの不整楕円形であ

る。長径方向は，N－230－Wを指している。第36号住居跡の北壁を切って，築かれている。壁は

外傾して立ち上がり，底面は平坦である。確認面からの深さは，71cmである。覆土は，9層から

なり，4層を除いて締まっており，レンズ状に自然堆積している。遺物は，縄文土器片が覆土か

ら12点出土している。

－298－



口
付

‘

、

　

　

　

1

　

　

r

I

I

・

上
官
も
l
謳

ヽ

　

、

　

　

　

　

　

　

　

、

．
1
－
－
・
不

仲

も

4

7

、

－

1

　

　

ノ
°
．

∴
．

第250図　第197号土壌出土遺物拓影図
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第197号土壌出土土器

（第250図1－4）

110cm lは，厚手の胴部片で，

微隆線による曲線的区画

内に縄文が充填されている。破片の上下端とも，輪積み部分で剥がれている。2・3は，同一個

体であるが接合はできない。口緑直下から鋭いへラ状施文具による沈線が縦位に施されている。

あまり類例を知らないもので注目される。4は，無節縄文が施されている胴部片である。

本墳からは12点の土器片が出土しており，すべて中期のものである。出土土器から判断すると，

本頻の時期は加曽利EIIl式期と考えられるが，明らかでない。本墳からは土器片錘1点が出土し

ている。

第198号土境（第324図）

本土塀は，H5ao区を中心に確認され，第34号住居跡内に位置している。新旧関係は本塀の方

が新しいものと思われる。平面形は，長径1．15m・短径0．94mの楕円形である。長径方向は，N

－30。－Eを指している。第34号住居跡の壁を切って，袋状に掘りこまれている。壁はフラスコ状に

立ち上がり，底面は平坦である。確認面からの深さは，133cmで，6区の中では3番めに深い土

境である。覆土は，10層からなり，堆積のしかたはやや複雑である。遣物は，縄文土器片が覆土

の上層を中心に232点出土している。

第198号土壌出土土器（第251～252図1～34）

1は，本境の覆土から出土した10点程の破片が接合したもので，緩い波状緑を呈する深鉢形土

器の口綾部から胴部にかけての破片である。胴部はかなりくびれている。口縁部無文帯を1条の

波状緑に沿う微隆線により区画し，胴部には太めの沈線で，逆U字状に近い区画を施し，内部を

磨消している。区画外には粗い単節縄文LRが施されている。逆U字状文は，波頂部下から両側

に垂れ下る沈線により描かれ，上端はわずかに開いており，微隆線による波頂部下にあたる位置

に円形刺突文が軽く付されている。ロ綾部無文帯と内面は，横ナデにより調整されているが，粗

雑である。胎土には砂粒を含み，焼成は良好である。色調は暗褐色を呈している。推定口径は

22．5cmで，現存高は12．5cmである。

2－11は，微隆線による地文が主となるものである。2は，山形の波頂部を有するロ綾部片で，

微隆線による曲線的モチーフが描かれ，モチーフの内外に縄文を充填している。披頂部下の微隆

線は断面三角形状に突出している。緩い波状縁を呈し，微隆線による区画内に縄文を施し，波

頂部下の微隆線の一部は2と同様に突出している。4－6は，微隆線による曲線的モチーフが描
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かれているロ綾部片である。7ほ9　波状縁を豊し，微隆線による曲線的区画文と縄文を施してい

る。8～はは9　胴部片で垂下する微隆線で区画を施し，区画間に縄文を付している。8ほくびれ

部片911は胴下半部片である。12～15は，目線部無文帯を1条の微隆線で区画し9　以下に縄文を

施している。12は9　波状緑を里し9徴隆線は貼り付けられ，高く明瞭である。14は，外反してい

る。摘ま，無文革の幅が極端に狭い。16の21～23は管　同一個体と考えられる。ロ綾部は波状を里

しラ　ロ綾部無文麿を1条の貼付微隆線で区切り9　波頂部下の徴隆線は斜め上方に向かって少し突

出している。胴部には細い沈線で逆日宇状の区画を施し，区画内に単節縄文LRを縦位回転で施

文している。器面には剥落がみられる。17は学　厚手の胴部片で，微隆線によるU字状の区画と沈

線による逆Ⅴ字状の区画が施され9　区画内には共に縄文が充填されている。器面には炭化物の付

着がわずかにみられる。16と同様に9　微隆線と沈線の両方の手法が同一個体に共存している点は

注目される。18は9　波頂部が平坦となる波状日録部片で予　後隆線による施文がみられる。19の20

は9　沈線による連日字状の区画文が施されている胴部片である。19はやや太めの沈線で区画され

ている。20は極細い沈線で区画され，内部は磨消されている。破片の上端部に炭化物が付着して

いる。24は9　日綾部が少し外反し9　日縁直下に1条の凹線を巡らし，以下に無節縄文を施文して

いる。25は，ロ綾部無文革を1条の凹線で区切り9　以下に縄文を付している。26は9　緩い波状を

呈するロ綾部片で，幅の狭い無文帯を形成し，以下に単節縄文LRを横私　縦私　斜位回転で施

文している。波頂部ではロ唇部にまで縄文帯が延びている。波頂部の口唇部には軽いキザミ目が

付されている。破片の右側には炭化物が付着している。27は，胴部のくびれ部片で，縄文だけが

施されている。器面に炭化物が付着している。28は9　早期のもので，表に縦位の擦痕文と洗練文

が加えられており9　胎土に繊維を含んでいる。29は9　条線状の粗い縦位の沈線文が付されている

胴部片である。30は，無文のロ綾部片である。

31は，本境の覆土から出土した破片4点が接合したもので，深鉢形土器の胴下半部から底部に

かけての破片である。外面の上端部には単節縄文LRを縦位回転で施文しているが，縄文の撚り

はやや緩い。以下は縦ナデを加えている。器面の整形は粗く，凹凸があり，器厚が一定してい

ない。内面は横ナデである。胎土には砂粒を含み，焼成は良好である。色調は外面がにぷい赤褐

色，内面が褐色を呈している。推定底径は6．7cmで，現存高は工上5cmである。

32は，本境の覆土から出土した底部片で，外面に縦ナデを加え9　底面近くは横ナデにより調整

されている。内面はナデを施している。胎土に砂粒を含み9　焼成は良好である。色調は外面が褐

色9　内面は黒褐色を呈している。推定底径は5．3cmで，現存高は5．0cmである。

33は，本壕の覆土から出土した底部片で9　外面は横ナデ，内面はナデを加えている。胎土に微

砂を含み，焼成は良好である。色調は外面が褐色，内面が灰褐色を呈している。推定底径は5．3cm

で，現存高は2．1cmである。
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第252図　第198号土壌出土遺物実測図・拓影図（2）

34は，本塀の覆土から出土した底部片で，外面は横ナデ，内面はナデが施されている。胎土に

は砂粒を含み，焼成は良好である。色調は内外面とも褐色を呈している。推定底径は6．0cmで，

現存高は2．4cmである。

本墳からは232点と非常に多くの土器片が出土しており，その主体は加曽利EⅣ式期のもので

ある。この中には赤彩土器片が2点含まれている。早期の土器片は28の1点だけで混入と思われ

る。以上から，本境の時期は加曽利EⅣ式期と考えられる。なお，本墳からは土器片錘2点，土

製円板1点，有孔円板1点が出土している。

第199号土壌（第324図）

本土頻は，G5h。区を中心に確認され，第196号土壌同様第32号住居跡内に位置している。新旧

関係は，土層から本墳が新しいと考えられる。平面形は，径1．3mの円形で，北側で第196号土塀と

重複している。壁は垂直に立ち上がり，底面は平坦で，円筒形状に掘りこまれている。確認面か

らの深さは，66cmである。覆土は，第196号土境と同様に3層からなっている。遺物は，縄文土

器片が覆土から18点出土している。
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第199号土壌出土土器（第253図1－7）

1・2は，微隆線で曲線的モチーフが描かれ，区画内に縄文が施されている。1は，内傾する

口綾部片である。2は，胎土に石英粒や雲母片を含む胴部片である。3・4は，沈線による施文

が主となるものである。3は，内湾するロ綾部片で，幅の狭い無文帯を1条の沈線で区画し，胴

部に逆U字状の沈線区画を描き，内部を磨消している。縄文は，異条の単節RLで，沈線直下は

横位，以下は縦位回転で施文している。4は，U字状の区画内に縄文を充填している胴部片であ

る。5は，縄文だけが施された胴下半部片である。

6は，本塀の北側の覆土から逆位で出土した底部片である。外面には，単節縄文LRが縦位回

転で施文され，底面近くは無文となり，縦ナデの後に斜位，横位のナデが加えられている。内面

は軽くナデられている。胎土には砂粒を含み，焼成は良好である。色調は外面が褐色，内面が暗

灰色を呈している。底径は6．0cmで，現存高は7．5cmである。

7は，本境の中央部の覆土から正位で出土した底部片で，上端部は丁寧に打ち欠かれており，

何かに再利用するための意図的な作為が感じられる。外面には条線文が縦位に粗く施文され，底

面近くは横ナデが加えられている。内面は縦ナデが丁寧に施され，光沢を発するようである。胎

土には砂粒を多く含み，焼成は良好である。色調は外面が褐色，内面が暗褐色を呈している。底

径は6．8cmで，現存高は7．3cmである。

本墳からは18点の土器片が出土しており，主体は加曽利EIII式期の新しい段階のものである。

したがって，本横の時期は加曽利EIII式期と考えられる。

二三　二　千二
第253図　第199号土壌出土遺物実測図・拓影図

第205号土壌（第307図）

本土頻は，H6bl区に確認され，第34号住居跡の東側0．5mに位置している。平面形は，径0．7m

の円形で，南側で第183号土蝶と重複している。新旧関係は不明である。壁は外傾して立ち上が
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r），底面は平坦である。確認面からの深さは，53cmである。覆土は，3層からなっている。遺物

は，縄文土器片が覆土から14点出土している。
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第254回　第205号土塊出土遺物拓影図

第205号土壌出土土器

（第254図1－3）

1は，ロ綾部無文帯をナゾリによ

る微隆線で区画し，以下に縄文を施

している。2は，微隆線が垂下し，

区画内に縄文が施されている胴部片で，胎土に石英粒を多く含んでいる。3は，縄文だけの胴部

片で，やや薄手である。

本墳からは14点の土器片が出土しており，いずれも加曽利EⅣ式期のものと思われる。したが

って，本境の時期は加曽利EⅣ式期と考えられる。

第212号土壌（第342図）

本土横は，G4C6区を中心に確認され，第47号住居跡内に位置している。新旧関係は，土層か

ら本土横が古いと考えられる。平面形は，長径4．55m・短径1．33mの不定形で，溝状に長くな

っている。壁は垂直に立ち上がり，底面は平坦で，北西側・西側で15cm差で2段に掘りこまれて

いる。確認面からの深さは，最深部で40cmである。覆土は，6層からなり，1・5・6層は締ま

っている。各層が交互に入りくんだ複雑な堆積のしかたをしている。遣物は，縄文土器片が覆土

から40点出土している。

第212号土壌出土土器（第255図1－8）
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1は，口緑部無文帯を1条の沈線で区切り，以下に縄文を施している。2は，曲線的な洗練区

画内に縄文を充填している胴部片である。3と4は，同一個体と思われる。3は，口縁部に丸い

弁状の突起を付し，幅の狭い無文帯を残し，以下は全面に無節縄文Lを斜位，縦位回転で施文し

ている。外面には炭化物の付着がみられる。5は，ロ綾部無文帯を有し，以下に無節縄文Lを縦

位回転で聴文している。6は，胴部片で，破片上半部に無節縄文がみられ，下半部に横位の弧状を

呈する条線文が付されている。6－8も，器壁の厚さや施文の類似から同一個体と考えられる。

7・8も胴部片で，条線文を密に横位・斜位に施文している。

本墳からは40点の土器片が出土しており，その主体は加曽利EIII式期のものである。出土土器

のなかに1点の灰粕陶器片が混入している。以上から，本横の時期は加曽利EIII式期と考えられ

る。なお，本墳からは土器片錘，土製円板各1点が出土している。

第215号土壌（第336図）

本土額は，G4e4区を中心に確認され，第47号住居跡の南東側3mに位置している。平面形は，

長径4・9m・短径1・66mの不整長楕円形である。長径方向は，N－430－Eを指している。壁は西

壁で凹凸がみられるが，他は外傾して立ち上がっている。底面は平坦である。確認面からの深さ

は，25cmである。覆土は，5層からなっている。遺物は，縄文土器片が覆土から32点出土してい

る。
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第256図　第215号土塊出土遺物拓影図

第215号土壌出土土器

（第256図1～3）

1は，口綾部に浅い1条の凹

線を巡らし，以下に縄文を付し

ている。2は，低い隆線が垂下

している胴部片で，区画間に縄文を施している。3は，縄文だけの胴部片である。

本墳からは32点の土器片が出土しており，その主体は加曽利EIIl式期のものである。したがっ

て，本境の時期は加曽利EIII式期と考えられる。なお，本墳からは土器片錘1点が出土している。

第226号土壌（第308図）

本土壌は，H4g6区に確認され，第54号住居跡と第50号住居跡の重複部に位置している。平面

形は，径0・8mの円形である。本土境は，土層の様子からみて両住居跡の廃絶後に築かれたと考

えられる。壁は垂直に立ち上がり，底面は平坦である。確認面からの深さは，37cmである。覆土

は，2層からなっている。遺物は，縄文土器片が覆土から15点出土している。
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第231号土塊（第325図）

本土頻は，H4f7区を中心に確認され，第46号住居跡内に位置している。新旧関係は不明であ

る。平面形は，長径1．5m・短径1．24mの楕円形である。長径方向は，N－650－Wを指している。

壁は垂直に立ち上がり，底面は平坦である。確認面からの深さは，64cmである。覆土は，3層か

らな生　各層がレンズ状に堆積する自然堆積である。遺物は，縄文土器片が南壁近くの覆土から

78点出土している。

第231号土壌出土土器（第257図1－10）

1・2は，ロ縁部無文帯を1条のナゾリによる微隆線で区切り，以下に縄文を施している。1

は，器面が磨滅している。3－6は，口綾部無文帯を有し，胴部に曲線的磨梢帯を施し，区画外

には縄文を加えている。3－6は，施文の特徴から判断して同一個体と考えられる。7は，ロ緑

部無文帯を1条の凹線で区画し，以下に無節縄文を施している。8は，無文のロ緑部片で，器面

に横ナデが粗く加えられている。

9は，本境の覆土から出土した。破片14点が接合したもので，深鉢形土器の胴下半部から底部

にかけての破片である。外面には単節縄文RLが斜位回転により施文され，底面の近くは丁寧な
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横ナデが加えられ，無文となっている。内面は横ナデが施されている。胎土には長石，石英粒，

雲母片などを多く含んでおり，粗雑である。焼成は良好で，色調は内外面とも褐色を呈している。

底径は6．6cmで，現存高は19．8cmである。

10は，本横の覆土から出土した台付土器の破片である。胴下半部には縦位の沈線が2本単位で

施され，洗練間は磨梢帯と縄文の充填部分が交互にくりかえされている。縄文は単節RLで斜位

回転により条が横走している。接合部はナデ調整され，接合部の底面は非常に薄く，3mm程度で

ある。接合部には，横から小孔があけられ，孔は6か所と推定される。内面はナデ調整である。

台部上端は内湾している。胎土には細砂を含み，焼成は良好である。色調は外面が褐色，内面が

暗褐色を呈している。現存高は5．4cmである。

本項からは78点の土器片が出土しており，主体は加曽利EIII式期の新しい段階のものである。

したがって，本境の時期は加曽利EIII式期と考えられる。なお，本墳からは土器片錘2点が出土

している。

第249号土壌（第337区i）

本土塀は，G4i8区を中心に確認され，第48号住居跡の北側3mに位置している。南側で第250

号土塀と重複している。新旧関係は，不明である。平面形は，長径2．61m・短径1．71mの不整楕

円形である。長径方向は，N－75。Wを指している。確認面からの深さは，最深部で27cmである。

壁は外傾して立ち上がり，底面には4か所のピットがあり，凹凸がみられる。覆土は，6層から

なり，1～5層は締まっている。また，2層には焼土が含まれ，4・5層は粘性がある。遺物は，

縄文土器片が覆土から81点出土している。

第243号土壌出土土器（第258図1－12）

1・2は，微隆線による施文がみられる胴部片である。1は，区画内に縄文が充填されており，

2は，垂下する微隆線間に細かい縄文が施されている。3～5は，沈線で曲線的モチーフを構成

する胴部片で，区画内に縄文を施文している。5の縄文は，条間があいており，付加条縄文かと

㍉．11・－・－－－1
＼
＼
l
l
′

第256回　第249号土壌出土遣物実測図・拓影図
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思われる。6は，極薄手のロ緑部片で，全面に無節縄文が施され，ロ綾部が少し外反している。

7は，小形土器でロ緑部無文帯をわずかに残し，以下縦位に条線文を施している。8は，条線状

の沈線文が縦位に施されている胴部片である。9は，胴部片で条線文が横位に付されている。10

は，爪形状の刺突文が付されている胴部の小片である。11は，隆線で文様を描くロ綾部片であ

る。

12は，本横の覆土から出土した台付土器の接合部の破片である。上部の底面は丁寧にナデられ

ており，周囲はきれいに打ち欠かれている。外面には強い縦ナデにより稜線状をなす部分も認め

られる。台部の内面は横ナデが加えられている。なお，底面の中央部には楕円形を呈する小孔が焼

成後にあけられ，孔の周囲には剥離がみられる。胎土には小石粒，砂粒を含み，焼成は良好である。

色調は褐色を呈している。現存高は2．1cmである。

本墳からは81点の土器片が出土しており，その主体は加曽利EIII式期の新しい段階のものであ

る。したがって，本塀の時期は加曽利EIII式期の新しい段階と考えられる。なお，本墳からは焼

けた粘土塊が出土している。

第251号土壌（第308図）

本土境は，G4j8区を中心に確認され，第48号住居跡の北西側1mに位置している。平面形は，

径1．62mの円形である。壁は外傾して立ち上がり，底面は南東壁際にピットが掘られているほか

は平坦である。確認面からの深さは，最深部で75cmである。覆土は，5層からなり，各層がレン

ズ状に堆積する自然堆積である。遺物は，縄文土器片が覆土から76点出土している。

第251号土壌出土土器（第259図1－8）

1は，隆線による区画内に縄文が施されているロ綾部片である。2・3は，直線的磨消帯がみ

られる胴部片である。2はやや厚手で，磨消帯の幅が広い。3は薄手で，幅が狭い。4・5は，

口縁部無文帯を有し，以下は縄文が施されている。5は，口綾部無文帯が1条の凹線で区画され

ている。6は，縦位の密な条線文が付されている胴部片である。7は，縄文だけの胴部片で，破

片上端部に輪積み部分の強化のためのキザミ目が付されている。
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8は，本頻の覆土から出土した底部片で，底部は突出している。外面には縦ナデ，底面の近く

は横ナデにより調整されている。底面の中央部は，器壁が薄く，ごくわずかに凹んでいる。内面

もナデが加えられている。胎土には小石粒や砂粒を含み，焼成は良好である。色調は褐色を呈し

ている。推定底径は7．4cmで，現存高は3．7cmである。

本墳からは76点の土器片が出土しているが，小破片が多く詳しい時期判定はむずかしいが，加

曽利EIII式期のものと思われる。したがって，本境の時期も加曽利EIII式期と考えられる。

第252号土壌（第326図）

本土頻は，G4j7区を中心に確認され，第48号住居跡の西側2mに位置している。平面形は，長

径1．88m・短径1．48mの楕円形である。長径方向は，N－550－Eを指している。壁は外傾して立

ち上がり，底面は中央に1か所のピットが掘られているほかは平坦である。確認面からの深さは，

最深部のピット部分を測ると57cmである。覆土は，3層からなっている。遺物は，縄文土器片が

覆土から81点出土している。

第252号土壌出土土器（第260図1－9）

1－3は，微隆線による施文を主としている。1は，口綾部が肥厚し，無文帯を1条の微隆線

で区画し，以下に縄文を施している。胎土に多くの石英粒，雲母片を含んでいる。2・3は，胴

部片で，3はくびれ部片で薄手である。4・5は，沈線による曲線的区画内に縄文を施している

胴部片である。4の沈線は太く浅めで，胎土には多くの石英粒，雲母片を含んでいる。5の沈線

は細く鋭い。6・7は，条線文が付されている。6は，胴部片で乱雑な条線文が斜位に施されて

いる。7は，口緑部無文帯を有し，以下は縦位に施文している。8・9は，縄文だけが施文され

ている。8は，器面全体に粗い縄文が付されているロ緑部片で，9は胴部片である。

第260図　第252号土壌出土遺物拓影図
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本墳からは81点の土器片が出土しており，主体は加曽利EⅣ式期のものである。この中に1点

だけ早期の条痕文土器片が混入している。以上から，本項の時期は加曽利EⅣ式期と考えられる。

第257号土壌（第316図）

本土壌は，G4jo区を中心に確認され，第48号住居跡の北東側3mに位置している。平面形は，

長径0．98m・短径0．85mの不整楕円形で，北西側が内側にへこんでいる。長径方向は，N－330－

Eを指している。壁は外傾して立ち上がり，底面は平坦である。確認面からの深さは，19cmであ

る。覆土は，3層からなっている。遺物は，縄文土器片が覆土から16点出土している。

0　　　　　　　　　　　　　　　10cm
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第257号土壊出土土器（第261図1－3）

1・2は，中期のものである。1は，ロ

緑部に若干の無文帯を残し，以下に縄文を

第261図　第257号土壌出土遺物拓影図　　　　　施しており，器面が少し磨滅している。2

は，単節縄文LRが縦位回転で付されている胴部片である。3は，後期前半の口緑部片で，口緑

直下に1条の細い隆線を巡らし，以下に単節RLを横位回転で施文し，上端に2条の沈線を加え

ている。ロ緑部内面にも1条の沈線を巡らしている。

本墳からは16点の土器片が出土しており，主体は加曽利EIII式期のものである。後期の土器片

は3の1点だけである。以上から，本項の時期は加曽利EIII式期と考えられる。

第260号土壌（第308図）

本土蝶は，G5i2区を中心に確認され，第49号住居跡の北側0．5mに位置している。平面形は，

長径1．4m・短径1．2mの楕円形である。長径方向は，N－86。－Eを指している。壁は外傾して立

ち上がり，底面は平坦である。確認面からの深さは，40cmである。覆土は，2層からなっている。

遺物は，縄文土器片が覆土から27点出土している。

第260号土壌出土土器（第262図1－7）

1・2は，口綾部無文帯を1条の微隆線で区画し，以下に縄文を施している。1の微隆線は

貼付により，2の微隆線はナゾリにより作出されている。3は，貼付隆線が垂下している胴下

半部片で，区画間に単節褐文RLが縦位回転で施文され，底部近くは縦ナデが加えられて，無文

となっている。4は，縄文だけの胴部片である。5は，口辺部片で，上端に浅い1条の凹線を巡

らし，以下に条線文を格子目状に施文している。

6は，本棟の覆土から出土した探鉢形土器の胴下半部から底部にかけての破片である。外面の

ー310－



上端部にわずかに縄文が施されているが，縄文の上を含めて胴下半部には縦ナデが施されている

ために縄文の撚りの方向は不明である。胴下半部は無文となり，底面の近くは横ナデにより調整

されている。内面は軽いナデである。胎土には微砂を含み，焼成は良好である。色調は外面が黄

褐色，内面が灰褐色を呈している。推定底径は7．2cmで，現存高11．9cmである。

7は，本横の覆土から出土した底部片である。外面には単節縄文RLが斜位回転で施文され，

底面の近くは横ナデが加えられ，内面はナデである。胎土には砂粒を混入し，焼成は良好である。

色調は外面が褐色，内面が黒褐色を呈している。推定底径は5．2cmで，現存高は3．6cmである。

本項からは27点の土器片が出土しており，主体は加曽利EⅣ式期のものである。したがって，

本頻の時期は加曽利EⅣ式期と考えられる。なお，本城からは土器片錘1点が出土している。

、・了・‾1・‾：

第262図　第260号土壌出土遣物実測図・拓影図
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第267号土壌（第323図）

本土頻は，H5a2区に確認され，第49号号住居跡の南側0．5mに位置している。平面形は，長径

0．98m・短径0．85m楕円形である。長径方向は，N－330－Eを指している。壁は直線的に外傾して

立ち上がり，底面は平坦である。確認面からの深さは，34cmである。覆土は，3層からなってい

る。遺物は，縄文土器片が覆土から31点出土している。

－311－
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第263図　第267号土壌出土遺物拓影図

第267号土壌出土土器（第263図1－3）

1・2は，口緑部無文帯を1条の浅い沈

線で区画し，以下に縄文を施している。ロ

緑部は，1は内湾し，内面の剥落が著しい。

2は内傾している。3は，口辺部片で，破

片上端に1条の沈線を巡らし，以下に縦位の条線文を付している。

本墳からは31点の土器片が出土しており，主体は加曽利EIII式期のものである。したがって，

本頻の時期は加曽利EIII式期と考えられる。

第268号土壌（第309図）

本土塀は，H5a2区に確認され，第51号住居跡の北側1．5mに位置している。平面形は，径0．86m

の円形である。壁は垂直に立ち上がり，底面はやや起伏している。確認面からの深さは，47cmで

ある。覆土は，2層からなっている。遺物は，縄文土器片が覆土から26点出土している。

第268号土壌出土土器（第264図1－6）

1は，やや幅の広いロ縁部無文帯を低い1条の隆線で区画し，以下に単節縄文RLを施してい

る。2は，ロ縁部無文帯をナゾリにより形成し，以下に無節縄文を付している。3・4は，2本

組の沈線で曲線的モチーフが描かれている胴部片で，区画内に縄文を充填し，沈線間は磨梢され

ている。5は，縄文だけの胴部片で，単節縄文LRと複節縄文LRLが縦位の羽状を呈するよう

に，縦位回転で施文されている。6は，阿王台式土器の胴部片で，破片上端に波状沈線文が施さ

れている。

本墳からは26点の土器片が出土しており，主体は加曽利EIII式期のものである。阿王台式土器

は6の1点にすぎない。以上から，本城の時期は加曽利EIII式期と考えられる。

ノ／、畢轡㌔

第264図　第268号土壌出土遺物拓影図
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第272号土壌（第327図）

本土境は，H5d5区を中心に確認され，第52号住居跡の南東側4mに位置している。平面形は，
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長径1・36m・短径1・Omの楕円形である。長径方向は，N－360－Wを指している。壁は垂直に立

ち上がり，底面は中央から北にかけて30cm差で2段に掘りこまれている。確認面からの深さは，

最深部で4（吏mである。覆土は，2層からなっている。遣物は，縄文土器片が覆土から82点出土して

いる。

第272号土壌出土土器（第265図1－12）

1～3は，徴隆線による施文が主となっている。1・2は，口緑部無文帯を1条の微隆線で区

切り，以下に縄文を施している。3は，貼付の微隆線で曲線的モチーフを描き，区画内に縄文を

充填している。4は，直線的磨消帯を有する胴部片である。5は，口緑部無文帯を有し，以下に

縄文を施している。6・7・9は，□綾部にわずかの無文帯を残し，以下は全面に無節縄文を多

方向から回転施文している。これら3点は，無節縄文が共通することから同一個体と考えられる

が接合はできない。6・7は口緑部片，9は胴部片である。8・10は，単節縄文が付されている

もので，8はロ綾部片，10は胴部片である。11は，口辺部片で，口綾部無文帯を1条の沈線で区

画し，以下に曲線状の条線文を付している。12は，密な縦位の条線文を施している胴部片である。

本墳からは82点の土器片が出土しており，主体は加曽利EIII式期の新しい段階のものである。

したがって，本項の時期は加曽利EIII式期の新しい段階と考えられる。なお，本墳からは土器片

錘1点が出土している。
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一第265図　第272号土壌出土遺物拓影図

第274号土壌（第313図）

本土境は，H5dG区を中心に確認され，第37号住居跡の西側6mに位置している。平面形は，

径0・58m（推定）の円形で，北側で第292号土壌と重複している。本土額は，292号土壌の底面を

－313－



掘りこんで築かれているので，本土壌の方が新しいと考えられる。壁はほとんど垂直で，底面は

凹凸がみられる。覆土は，3層からなっている。遺物は，縄文土器片が覆土から27点出土してい

る。

第274号土壌出土土器（第266図1－9）

1－6は，早期の胴部片で，1－3は，微隆起線による装飾が主となっている。1は，微隆起

線が数条垂下しており，裏面は貝殻条痕文が横位に付されている。2は，2条の微隆起線が横走

しているもので，2だけは胎土に繊維の混入がみられない。3は，微隆起線による区画内に細沈

線を充填している。4－6は，表面に貝殻条痕文が縦位を主に地文されており，6の裏面は無文

である。4・5の裏面は剥落が著しく，調整は不明である。7・8は，中期後半のもので，口緑

部無文帯を有し，以下に縄文を施している。7は厚手で，8は薄手である。9は，後期の口綾部

片で，斜位の沈線文が施されている。

本墳からは27点の土器片が出土しており，主体は早期の条痕文系土器片である。中・後期のも

のは7－9の3点だけである。以上から，本塀の時期は早期の野島式期と考えられる。

第266図　第274号土壌出土遺物拓影図

O m　▼　　　　　　　　　10cm
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第281号土境（第309図）

本土境は，H5e6区を中心に確認され，第37号住居跡の南西側6mに位置している。平面形は，

径1．38mの円形である。壁は垂直に立ち上がり，底面は平坦で，円筒形状に掘りこまれている。

確認面からの深さは，88cmである。覆土は，2層からなっている。遺物は，縄文土器片が覆土か

ら138点出土している。

第281号土壌出土土器（第267図1－18）

1は，波状縁を呈し，太く浅い洗練でロ縁部文様帯を区画し，区画内に縄文を施している。2

は，ロ縁部文様帯を隆線で区画し，胴部に幅の広い直線的磨梢帯を垂下させている。3～5は，

直線的磨消帯を有する胴部片で，3・4の幅は狭く，5の幅は広い。区画間の縄文は，3・5が

一314－



単節，4が複節である。6－9・11は，隆線で曲線的モチーフを描くものである。6・7は口綾

部片，8・9・11は胴部片である。いずれもモチーフ間に縄文を充填している。8は厚手で，そ

の他はやや薄手である。9は，くびれ部片で，器面に炭化物の付着がみられる。10は，幅の狭い

曲線的磨消帯を有する胴部の小片で，地文の縄文は複節である。12・13は，ロ縁部無文帯を1条

の凹線で区画し，以下に縄文を施している。14は，全面に縄文が付されている口緑部片である。

15は，縦位の条線文を付している胴部片である。16は，早期の野島式土器の胴部片で，微隆起線

による幾何学的区画内に同様の微隆起線を充填している。

17は，本額の覆土から出土した器台形土器の破片である。受け面は平坦で，丁寧に調整されて

いる。外面には，2本1組の太い沈線が垂下している。孔は現存部で2か所認められるが，破片

のため本来の数や配列は不明である。内面は横ナデにより調整されているが粗い。胎土には細砂

粒を含み，焼成は良好である。色調は褐色を呈している。受け面の推定径は10．0cmで，現存高は

2．6cmである。

18は，本境の覆土から出土した底部片である。底面は平坦ではなく，やや丸味を帯びている。

外面には，沈線による懸垂文と縄文がわずかに認められ，磨消懸垂文を有していたものと思われ

る。底面の近くは縦ナデ，内面はナデが加えられ，底面は丁寧に調整されている。胎土には砂粒を含

が
一桁⊂＝⊃＼

第267図　第281号土壌出土遺物実測図・拓影図
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み，焼成は良好である。色調は外面が褐色，内面が暗灰色を呈している。底径は5．2cmで，現存

高は3．7cmである。

本墳からは138点と多くの土器片が出土しており，主体は加曽利EIII式期のものである。野島

式土器，阿王台式土器片が各1点ずつ混入している。以上から，本項の時期は加曽利EIII式期と

考えられる。なお，本墳からは土器片錘3点，土製円板，有孔円板各1点が出土している。

第291号土壌（第323図）

本土壌は，H5f7区を中心に確認され，第38号住居跡の南西側3mに位置している。平面形は，

径1．65mの円形である。壁はフラスコ状に立ち上がり，袋状の掘りこみである。底面は起伏が著

しい。確認面からの深さは，最深部で105cmである。覆土は，1層だけなので，埋め戻された土

層と考えられる。遺物は，縄文土器片が覆土から44点出土している。

第291号土壌出土土器（第268図1～6）

1は，ロ緑部の小片で，ロ縁直下に1条の沈線を巡らしている。2は，口辺部片で，隆線でロ

縁部文様帯が区画され，区画内に縄文を充填している。3は，縄文地文上に太めの沈線で曲線

的モチーフが描かれている胴部片である。4は，胴部のくびれ部片で，縄文地文上に沈線文が

垂下している。5は，口縁直下にナゾリによる無文帯を残し，以下に無節縄文Lが縦位回転で付

されている。内外面とも炭化物の付着が著しい。6は，幅の広い無文帯を有する口綾部片で，破

片の下端に1条の沈線が巡っている。

本墳からは44点の土器片が出土しており，主体は加曽利EIII式期のものである。早期の条痕文

土器片が1－2点混入している。以上から，本境の時期は加曽利EIII式期と考えられる。

第268回　第291号土壌出土遺物拓影図

第303号土壌（第328図）

本土境は，H5d。区に確認され，第52号住居跡の南西側5mに位置している。平面形は，長径

1．31m・短径1．05mの楕円形である。長径方向は，N－38。－Wを指している。壁は垂直に立ち上
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がr），底面は平坦である。確認面からの深さは，51cmである。覆土は，2層からなっている。遺

物は，縄文土器片が覆土から34点出土している。

第303号土塊出土土器（第269図1～7）

1は，口綾部文様帯が太めの沈線で楕円形に区画され，区画内に縄文を充填している。2は，

隆線で曲線的モチーフを描くもので，口辺部片と思われる。3は，垂下する隆線間に複節縄文を

施している胴部片である。4は，縄文だけが付されている胴下半部片で，破片の下半部は縦ナデ

により無文となっている。5は，薄手の胴部片で，微隆線で曲線的モチーフが描かれている。6

は，後期末の安行II式期の粗製土器のロ緑部片である。口唇部が肥厚し，口緑直下に刺突を加え

た1条の紐線が貼付され，以下の沈線区画内に縄文が充填されている。7は，細めの沈線で対

向するU字状と逆U字のモチーフが描かれている胴部片で，地文は無文である。

本墳からは34点の土器片が出土しており，その主体は加曽利EIII式期のものである。この中に

1～2点，早期や後期の土器片が混入している。以上から，本境の時期は加曽利EIII式期と考え

られる。

・い、∴、こ＿．・三：ざ．ここ∴： 一
・
．
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第269図　第303号土壌出土遺物拓影図

第308号土壌（第337図）

本土頻は，H4C。区を中心に確認され，第52号住居跡の南西側5mに位置している。平面形は，

長径2．13m・短径1．28mの不整楕円形である。長径方向は，N－670－Wを指している。壁は垂直

に立ち上がり，底面は中央から東側にかけて40cm差で2段に掘りこまれている。確認面からの深さ

は，最深部で74cmである。覆土は，3層からなっている。遣物は，縄文土器片が覆土から22点出

土している。

第308号土壌出土土器（第270図1－5）

1・2は，ロ縁部無文帯を1条の微隆線で区画しており，1は微隆線下に縄文を施しているが，

2は無文のままで，丁寧にナデられている。3－5は，縄文だけの胴部片である。4・5は，縄
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せん

文の回転方向を途中で変え，羽状ないしは羽状に類似する効果をあげている。4の左端部には穿
こう

孔した痕跡が残されている。

本項からは22点の土器片が出土してお男　その主体は加曽利EⅣ式期のものである。早期の条

痕文土器片も1点混入している。以上から，本項の時期は加曽利EⅣ式期と考えられる。なお，

本墳からは半欠の管状土製品が1点，有礼円板1点が出土している。

第270図　第308号土壌出土遺物拓影図

二．二．／ら

10cm
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第309号土城（第309図）

本土壌は，H4C。区に確認され，第53号住居跡の南側0．5mに位置している。平面形は，径

1．26mの不整円形で，北西がやや内側にへこんでいる。壁はほぼ垂直で，底面はやや起伏してい

る。確認面からの深さは，最深部で50cmである。覆土は，2層からなっている。遺物は，縄文土

器片が覆土から49点出土している。

第309号土壌出土土器（第271図1－8）

1・2は，両側にナゾリを加えた微隆線により，曲線的モチーフを描く口綾部片で，2はロ綾

部に無文帯を有している。3は，小形の緩い波状を呈する口綾部片で，幅の狭い無文帯をやや高

めの1条の貼付微隆線で区画し，胴部には縄文地文上に逆Ⅴ字状の沈線区画を描き，区画内を磨

消している。4・5は，口綾部無文帯を1条の微隆線で区画し，以下に縄文を施している。5は，

口唇部を欠損した口辺部片である。6－8は，同一個体と考えられる胴部片であるが，接合はで

きない。微隆線を垂下させて幅の広い磨消帯を形成し，区画間に無節縄文が施文されている。

本墳からは49点の土器片が出土しており，そのほとんどが加曽利EⅣ式期のものである。した

、・1・－ら’㌻？
志げ調号
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第271図　第309号土壌出土遺物拓影図
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がって，本頻の時期は加曽利EⅣ式期と考えられる。なお，本墳からは磨石2点，軽石製品1点

が出土している。

第310号土墳（第309・310図）

本土壌は，H4b。区に確認され，第53号住居跡内に位置している。新旧関係は不明である。A

・Bに分かれ，A号土境の方は，長径1．31m・短径1．18mの楕円形である。長径方向はN－530－W

を指している。B号土墳は径1・16mの円形である。どちらも壁は外傾して立ち上がり，底面は平

坦である。確認面からの深さは，A号土壌が33cm・B号土塀が23cmである。なお，A号土壌には，

中央に1か所のピットが掘られている。B号土壌は西側で，第338号土塀と重複している。新旧

関係は，不明である。覆土は，A号土壌が5層，B号土境が3層からなっている。遺物は，縄文

土器片が両方の覆土から合わせて65点出土している。

第310A・B号土壌出土土器

（第272図1－6）

1～5は，A号土塀から，6は，B号

5　鷺好　日61rCm土境から出土したものである。1は，隆
線が垂下している胴部片で，縄文が地文

第272図　第310A・B号土壌出土遺物拓影図
として施されている。2は，薄手の胴部

片で，細い沈線による曲線的区画が施され，区画内に縄文が充填されている。3・4は，口縁部

無文帯を1条の微隆線で区切り，以下に縄文が施されている。3は，無節縄文が施され，器面に

炭化物が付着している。4は，小形土器である。5は，無文のロ縁部片で，口唇部は平坦に作出

されている。内面に稜を有している。横位の擦痕がみられる阿王台式期の浅鉢形土器と思われる。

6は，縄文だけの胴部片である。

A号土墳からは59点の土器片が出土しており，主体は加曽利EⅣ式期のものである。この中に

5の阿王台式土器片が1点混入している。以上から，本塀の時期は加曽利EⅣ式期と考えられる。

なお，本墳からは土器片錘1点が出土している。

B号土壌からは6点の土器片が出土しているが，いずれも縄文だけのもので詳しい時期は不明

である。この中に1点の赤彩された土器片が含まれている。

第312号土壌（第311図）

本土頻は，G5j2区に確認され，第49号住居跡内に位置している。新旧関係は，住居跡の炉が

本横の壁を壊しているので，本境が古いと考えられる。平面形は，長径1．24m・短径0．84mの梧
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円形である。長径方向は，N－800－Eを指している。壁はほぼ垂直に立ち上がり，底面は皿状に

中央が凹んでいる。確認面からの深さは，96cmである。また，第49号住居跡の炉によって重複を

うけ，炉による加熱が本土境の覆土に達している。覆土は，5層からなっている。遺物は，縄文

土器片が覆土から34点出土している。

第312号土壌出土土器（第273図1－9）

1は，内湾の著しいロ綾部片で，ロ綾部無文帯を1条の微隆線で区画し，以下に縄文を施して

いるが，器面の磨滅が目立つ。2は，口綾部無文帯を1条の断面三角形を呈する貼付微隆線で区

画し，以下に縄文を付している。3は，波状を呈する薄手のロ緑部片で，ロ緑部無文帯を1条の

微隆線で区切団，以下に縄文を施しているが，器面の磨滅が著しい。5は，胴部片で拓本の右端

に微隆線がみられ，他の部分には縄文が施文されている。4は，全面に無節縄文が施されている

ロ綾部片である。6・7は，縄文と条線文が併用されている胴部片である。6は，縄文地文上に

縦位の条線文が重ねられている。7は，貼付隆線を境に，上半に縄文，下半に条線文を斜格子目

状に施文している。8は，幅の広い口縁部無文帯を1条の断面三角形を呈する高めの隆線で区画

している。9は，内傾する波状口綾部片で，ロ緑直下に1条の微隆線を巡らし，以下を無文のま

まとするもので，特異なものである。

本墳からは34点の土器片が出土しており，主体は加曽利EⅣ式期のものである。したがって，

本境の時期は加曽利EⅣ式期と考えられる。

0　11や豆甘　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　！

第273図　第312号土壌出土遺物拓影図

第333号土壌（第310図）

本土塀は，H∠田5区を中心に確認され，第52号住居跡の北側10mに位置している。平面形は，

長径1．03m・短径0．89mの楕円形である。長径方向は，N－540－Eを指している。50cm差の2段
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掘りこみで，壁は床面から垂直に立ち上がった後，外傾して立ち上がっている。底面は北東から南西にか

けて坂状をなしている。確認面からの深さは，最深部で74cmである。覆土は，4層からなり，各層

が交互に入りくんだ複雑な堆積をしている。遺物は，縄文土器片が覆土から22点出土している。

第333号土壌出土土器（第274図1～17）

1は，ロ縁部文様帯を沈線で楕円形に区画し，区画内に異条の単節縄文RLを横位回転で充填

している。2～7は，隆線で曲線的モチーフを構成したり，区画を施しているもので，2－4・

7はロ綾部，口辺部片，5・6は胴部片である。2・3は，緩い波状縁を呈し，ロ綾部文様帯を

隆線で区画し，2の区画内には縄文を施している。4は，薄手である。5・6は，2条単位の微

隆線で直線的，曲線的区画を施し，区画内に縄文を施している。5は，内面の剥落が著しい。7

1．1
16

第274図　第333号土壌出土遺物拓影図
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は，口縁部無文帯を1条の微隆線で区切り，以下に縄文を施している。8・11は，同一個体と思

われるが接合はできない。緩い波状縁を呈し，沈線で渦巻状のモチーフを描き，モチーフ内に縄

文を充填している。11は，器面がやや磨滅している。9・10・12は，沈線による施文が主となる

胴部片である。9は，胴下半部片で，曲線的区画内に縄文を充填している。10は，縄文地文上

に太めの沈線が1条垂下している。12は，直線的磨消帯を有しているが，器面の削落が著しい。

13～16は，口綾部無文帯を1条の浅い凹線で区切り，以下に縄文を施している。13は，無文帯の

幅が狭く，波状縁を呈するものと思われる。14・16は，縄文が類似しており，同一個体と思われ

る。17は，縄文だけの胴部のくびれ部片である。

本墳からは，22点の土器片が出土しており，そのほとんどが加曽利EIII式期のものである。し

たがって，本塀の時期は加曽利EIII式期と考えられる。なお，本墳からは土器片錘1点と若干の

炭化材が出土しているが，材質は不明である。

第337号土壌（第329図）

本土横は，H5dl区を中心に確認され，第53号住居跡内に位置している。新旧関係は不明であ

る。平面形は，長径1．46m・短径0．9mの不整楕円形で，南側がやや狭くなっている。長径方向

は，N－23。－Eを指している。壁は垂直に立ち上がり，底面はやや起伏している。確認面からの

深さは，40cmである。覆土は，3層からなっている。遺物は，縄文土器片が覆土から49点出土し

ている。

第275図　第337号土壌出土遺物拓影図

第337号土壌出土土器（第275図1－5）

1は，低隆線による区画が施されている胴部片で，区画内に縄文が施されている。胎土には石英

粒が目立ち，粗雑である。2－4は，縄文だけが施されており，2はロ縁部片，3・4は胴部片

である。2は，薄手で口縁直下から無節縄文Lが縦位回転で付されている。3・4は，単節縄文

RLが縦位回転で施文されている。5は，早期の条痕文土器の胴部片で，表裏面に横位に貝殻条

痕文が付され，胎土に繊維の混入が著しい。
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本墳からは49点の土器片が出土しており，その主体は加曽利EIII式期のもので，早期の土器片

は5の1点だけにすぎない。以上から，本頻の時期は加曽利EIII式期と考えられる。なお，本棟

からは土器片錘1点が出土している。

第338号土塊（第333図）

本土塀は，H4b。区に確認され，第53号住居跡内に位置している。新旧関係は不明である。平

面形は，長径0．7m（推定）・短径0．47m（推定）の楕円形と思われ，長径方向はN－43。－Eを

指している。東側で第310B号土壌と重複している。壁は垂直に立ち上がり，墳底は平坦である。

確認面からの深さは，52cmである。覆土は，3層からなっている。遺物は，縄文土器片が覆土か

ら47点出土している。

第338号土壌出土土器（第276図1～12）

1～4・6は，微隆線による施文が主となるもので，1は口縁部片，2～4・6は胴部片であ

る。1は，波状を呈するロ綾部片で，微隆線による曲線的区画内に縄文を充填している。2は，

微隆線による区画だけが施され，現存部には縄文はみられない。3・4・6は，微隆線による曲

線的区画内に縄文を施している。3は，くびれ部片である。5は，曲線的な沈線区画内に縄文が

充填されている胴部片であるが，器面の磨滅が著しい。7は，ロ縁直下の1条の沈線を境に縄文

の施文方向を変えているロ緑部片である。全体的に整形が悪い。8は，内傾する口綾部片で，ロ

縁部無文帯を有し，以下に縄文を付している。9は，全面に構文が施されている。10は，無文の

口緑部片で，全体的に強く外反し，口唇部は薄く尖り気味になっている。11は，縄文が施された

▼　　、

曲

皐　違

第276図　第338号土壌出土遺物実測図・拓影図
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橋状把手の破片である。

12は，本境の覆土から出土した底部片である。外面は斜位のナデ，底面の近くは横ナデが加え

られている。内面は粗雑なナデが施されている。胎土に小石粒や細砂粒を含み，焼成は良好であ

る。色調は褐色を呈している。底径は5．6cmで，現存高は3．2cmである。

本項からは47点の土器片が出土しており，主体は加曽利EⅣ式期のものである。したがって，

本境の時期は加曽利EⅣ式期と考えられる。なお，本墳からは土製円板1点が出土している。

第346号土壌（第342図）

本土壌は，H4e7区に確認され，第46号住居跡内に位置している。新旧関係は不明である。平

面形は，長径1．88m・短径1．71m（推定）の不定形と思われ，長径方向は，N－380－Eを指して

いる。壁は外傾して立ち上がり，底面は平坦である。確認面からの深さは，75cmである。覆土は，

4屑からなっている。遺物は，縄文土器片が覆土から90点出土している。

第346号土壌出土土器（第277図1－8）

1・2は，微隆線による地文が主となるロ縁部片である。1は，幅の狭い口綾部無文帯を1条

の微隆線で区画し，以下に縄文を付している。無文帯の一部は，左右からの微隆線のせり上りに

より突出している。2は，ロ綾部無文帯を有し，胴部にも微隆線による地文が認められる。3は，

曲線的な沈線区画内に縄文を充填している胴部の小片である。4・6・7は，縄文だけが地文さ

れており，4は，全面に施されている口綾部片である。6は，薄手の胴部片で，無節縄文が付さ

れているが，内外面とも剥落が著しい。7は，拓本の右側に炭化物が付着している。5は，縦位

の密な条線文が施されている胴部片である。8は，後期前半の胴部片で，粗い縄文の地文上に縦

位，斜位の沈線文が付されている。

本墳からは90点の土器片が出土しており，その主体は加曽利EⅣ式期のものである。8の他に

早期の条痕文土器片も1－2点混入している。以上から，本項の時期は加曽利EⅣ式期と考えら

れる。なお，本場からは土器片錘1点が出土している。
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第277図　第346号土壌出土遺物拓影図
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第354号土塊（第310図）

本土壌は，H5f2区を中心に確認され，第62号住居跡の北側7mに位置している。平面形は，

径1・5mの円形である。壁は垂直に立ち上がり，底面は平坦で，円筒形状に掘りこまれている。

確認面からの深さは，100cmである。覆土は，2層からなっている。遺物は，縄文土器片が覆土

から28点出土している。

第354号土壌出土土器（第278図1－5）

1～4は，いずれも微隆線による曲線的区画内に縄文を充填している胴部片である。5は，薄

手の胴部片で，破片の上端に爪形状の刺突文を付している。阿王台式土器片である。

本墳からは28点の土器片が出土しており，その主体は加曽利EⅣ式期のものである。5の他に

土師器の細片も～昆入している。以上から，本塀の時期は加曽利EⅣ式期と考えられる。なお，本

墳からは掻器1点が出土している。
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第278図　第354号土壌出土遺物拓影図

第355号土壌（第342図）

本土塀は，H4f7区を中心に確認され，第46号住居跡内に位置している。新旧関係は不明であ

る。平面形は，長径0・95m・短径0．58mの不定形である。長径方向は，N－0。を指している。壁

は外傾して立ち上がり，底面にはピット1か所を有しており，凹凸がある。確認面からの深さは，

最深部で51cmである。覆土は，2層からなっている。遺物は，縄文土器片が覆土から13点出土し

第279図　第355号土壌出土遺物拓影図

本墳からは13点の土器片が出土しており，

本横の時期は加曽利EIH式期と考えられる。

第355号土壌出土土器（第279図1－3）

1は，ロ縁部に大形の爪形文を1列付している。

2・3は，ロ綾部に無文帯を残し，以下に縄文を施

している。2は単節，3は無節縄文である。

主体は加曽利EIII式期のものである。したがって，
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第361号土塊（第330図）

本土横は，H5j。区に確認され　第77号住居跡と接して位置している。平面形は，長径2．14m・

短径1．18mの楕円形である。長径方向は，N－440－Eを指している。壁は外傾しているが，垂直

に近い立ち上がりである。底面には3か所のピットがみられ，凹凸している。確認面からの深さ

は，最深部で40cmである。覆土は，4層からなっている。遺物は，縄文土器片が覆土から11点出

土している。

第280回　第361号土壌出土遺物拓影図

第361号土壌出土土器（第280図1－3）

1は，口辺部片で，隆線で口縁部文様

帯を楕円形に区画し，区画内に縄文を施している。2は，微隆線による曲線的区画内に縄文を充

填している胴部片である。3は，条線文が縦位，斜位に施文されている胴部片である。

本墳からは11点の土器片が出土しており，主体は加曽利EIII～Ⅳ式期のものである。この中に

早期の条痕文土器片が1点出土している。以上から，本項の時期は加曽利EIII～Ⅳ式期と考えら

れるが，詳しい時期は不明である。

第362号土壌（第343図）

本土境は，H5i2区に確認され，第77号住居跡内に位置している。新旧関係は不明である。平面

形は，長径2．95m・短径1．75m（推定）の不整桔円形状と思われる。北西側が外側に突出した形

をしている。長径方向は，N－45。－Eを指している。壁は垂直に立ち上がり，底面には多数のピ

ットがあり凹凸が著しい。確認面からの深さは，最深部で42cmである。覆土は，13層からなり，

大部分の層は締まっている。7・8・10・11層には，焼土が含まれており各層が交互に入りく・ん

だ複雑な堆積をしている。遣物は，縄文土器片が覆土から50点出土している。

第362号土壌出土土器（第281図1～6）

1は，微隆線による区画内に縄文を施している胴部片で，胎土には石英粒や雲母片の混入が多い。

2は，口綾部無文帯を有し，以下に縄文を施している。3は，縄文だけの胴部で，焼成は不良で

ある。4・5は，条線文が付されている胴部片である。4は曲線的に，5は浅く密に施文されて

いる。6は，早期の口綾部片で，表面に斜位の貝殻条痕文，裏面に擦痕文を付し，口唇部にキザ

ミ目を方向を変えて施している。胎土に繊維を含んでいる。

本墳からは50点の土器片が出土しており，その主体は加曽利EⅣ式期のものである。早期のもの

は6の1点だけである。以上から，本塀の時期は加曽利EⅣ式期と考えられる。
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第281図　第362号土壌出土遺物拓影図
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第363号土塊（第334図）

本土境は，I5a3区を中心に確認され，第77号住居跡の東側3mに位置している。遺構の兄ほど

が農道下に広がっているため，全体が調査できなかった遺構である。平面形は，長径2．13m（推定）

・短径1．73mの楕円形状と思われる。長径方向は，N－9。－Eを指している。壁は外傾して立ち

上がり，底面はわずかに起伏している。確認面からの深さは，32cmである。覆土は，3層からな

っている。遺物は，縄文土器片が覆土から17点出土している。

／感染 〓
日
日
3
c
m

一

〃

日

月

第282図　第363号土境出土遺物拓影図

第363号土壌出土土器（第282区Il～3）

1は，太く浅い洗練で弧状の区画を施し，

区画内を磨消し，区画外に縄文を施してい

る胴部片である。2は，直線的磨梢帯を有する胴部片である。3は，縄文地文上に1本の隆帯

を貼付し，隆帯上に斜位のキザミ目を付している。類例の少ない資料と思われる。

本墳からは17点の土器片が出土しており，主体は加曽利EIIl式期のものである。早期の条痕文

土器片が1点混入している。以上から，本埠の時期は加曽利EIII式期と考えられる。

第364号土壌（第343区D

本土額は，I5a2区を中心に確認され，第77号住居跡の南側1mに位置している。平面形は，長

径2・43m・短径2・11mの不整楕円形で，北側が外に突出している。長径方向は，N－900－Eを指

している。壁はほぼ垂直に立ち上がり，底面は平坦である。確認面からの深さは，29cmである。

第283図　第364号土壌出土遺物拓影図
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覆土は，4層からなっている。遺物は，

縄文土器片が覆土から24点出土してい

る。

第364号土壌出土土器

（第283図1－3）



1ほ，両側にナゾリを加えた隆線により曲線的モチーフを描く胴部片である。203は9　縄文

だけの胴部片である。2ほ9　くびれ部片で縄文は細かい。3ほ9　厚手で粗い縄文が付されている。

本墳からは24点の土器片が出土してお畑　主体は加曽利E琵式期の　のである。早期の条痕文

土器片も主産混入している。以上から　本境の時期は加曽利E琵式期と考えられる。なお9　本墳

からは土器片錘1点が出」二している。

第3霞5号豊壌（第331図）

本土壌は　H翫2区を中心に確認され，第77号住居跡内に位置している。新旧関係は不明であ

る。平面形は学　長饉圭95m e短径1。2mの楕円形である。長径方向は学　N→狛㌧虻を指している。

壁はほぼ垂直に立ち上がり9　底面は80cm差で2段に掘りこまれ，中央から北にかけて60cm程深く

なっている。確認面からの深さは予最深部で93cmである。覆土は，4層からなっている。遣物は9

縄文土器片が覆土から58点出土している。

第鍼考豊壌出藍藍器（第284図1～1日

1ほ9　本境の覆土から出土した4単位の緩い波状縁を呈する深鉢形土器で普　胴下半部以下を欠

損している。日綾部無文革を1条のナゾリを加えた徴降嫁で区画し9　以下に単節縄文RLを全面

に付している。微隆線の直下は約1cmほどの無文部を残している。穐文は縦位回転を主としラ　目

線直下の一部は横位9　胴下半部は斜位回転されている。現存部の下半部には炭化物の付着がみら

れる。内面は横ナデが施されているが9　剥落や磨滅がみられ学　明瞭ではない。胎土には小石粒や

砂粒を含み，少しざらざらしている。焼成は良好で9　色調は暗褐色を呈している。胴下半部の一

部は学　2次加熱のためか褐色を呈している。推定口径は25。2cmで9　現存高は25．1cmである。

2～5は普　両側にナゾリが加えられ9　断面が三角形に近い形状を呈する隆線により，器面全体

に大柄な曲線的モチーフが描かれラ　モチーフ間には縄文が充填されている。2は9　緩い波状を呈

するロ繚部片で普　他は胴部片である。6ほ9　幅の狭い直線的磨消帯が垂下する胴部片で9　内面に

は炭化物の付着が著しい。7ほ辛　口綾部無文革を1条の沈線を巡らして区画し9　以下に鳩文を施

している。8ほ9　日唇部が肥厚する薄手の口綾部片で9　縄文地文上に太めの沈線文が加えられ

ている。9ほ9　条線文が曲線的に施文されている胴部片であるが9　器面が磨滅している。10十m

は9　後期の胴部片で，本境への混入品と考えられる。用は　曲線的な沈線区画内に細縄文を充壊

している。Hは　粗い縄文地文上に斜沈線が加えられている。

本墳からは58点の土器片が出土してお牛芦　その主体は加曽利Em式期の新しい段階のものであ

る。10enの他に早期の条痕文土器片も1～2点混入している。以上から9　本境の時期は加曽利

私Ⅲ式期と考えられる。なお，本墳からは土器片錘4鳥　土製円板2点が出土している。
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第284図　第365号土壌出土遺物実測図・拓影図

第370号土壌（第313図）

本土頻は，H5j3区に確認され，第77号住居跡の南東側2mに位置している。平面形は，径1．28

m（推定）の円形状と思われる。北側で第360号土頻と，南側で第363号土壌と重複している。新

旧関係は，不明である。壁は外傾して立ち上がり，底面は平坦である。確認面からの深さは，61

cmである。覆土は，4層からなっている。遺物は，縄文土器片が覆土から63点出土している。

第370号土壌出土土器（第285図1～10）

1・6は，ロ縁部文様帯を太めの沈線で楕円形に区画し，区画内に縄文を施している。2は，隆
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線による区画がみられる口辺部の小片である。3－5は，細めの沈線で文様を構成している。3

は，口縁部片で，区画内に縄文を充填している。4・5は，直線的磨消帯を有する胴部片で，区

画間に縄文を施している。7は，ロ綾部無文帯を有し，以下に縄文を施しているが，器面が磨滅

している。8は，器面全体に縄文が付されているロ綾部片であるが，磨滅が進んでいる。9・10

は，無文のロ綾部片である。9は，厚手で外反しており，大形の土器片と思われる。

本項からは63点の土器片が出土しており，主体は加曽利EIII式期のものである。早期の条痕文

土器片が1－2点混入している。以上から，本境の時期は加曽利EIII式期と考えられる。
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第285図　第370号土壌出土遺物拓影図
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第383号土壌（第311図）

本土境は，H4h。区に確認され，第56号住居跡と接して位置している。平面形は，長径1．58m・

短径1．42mの楕円形である。長径方向は，N－180－Wを指している。壁はほぼ垂直に立ち上がり，

底面は平坦で，円筒形状に掘りこまれている。確認面からの深さは，136cmで6区の中では2番

めに深い土壌である。西側で第384号土塀と重複しているが，新旧関係は，土層の様子からみて

本土頻が新しいと考えられる。覆土は，4層からなっている。遺物は，縄文土器片が覆土から67

点出土している。

第383号土壌出土土器（第286図1～5）

1は，本境の覆土から出土した小形深鉢形土器のロ綾部から胴部にかけての破片である。口縁

部が強く内湾し，頸部でくびれて胴下半部に至る器形を呈している。ロ綾部の幅の狭い無文帯を

1条の微隆線で区画し，以下は単節縄文RLを縦位回転で全面に地文している。外面のくびれ部

から下半部にかけては剥落や磨滅がみられ，わずかに炭化物も付着している。内面上半部は横ナ

デを施しているが，下半部は磨滅や剥落が著しく，整形方向は不明である。胎土に小石粒や砂粒
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を含み，焼成は良好である。色調は褐色を呈している。推定口径は9．8cmで現存高は13．0cmであ

る。

2は，内傾する口綾部片で，□綾部に2条の沈線を巡らし，直下に円形刺突文を一列並べ，以

下に縄文を施している。3は，縄文地文上に浅い凹線が斜位に付されている胴部片である。4

・5は，縄文だけを施している胴部片である。4は，縄文の走向を変え，一部は羽状に施してい

る。破片の上端は肥厚しており，輪積み部分で剥がれている。5は，厚手である。

本項からは67点の土器片が出土しており，主体は加曽利EIII式期のものであるが，磨滅したり，

剥落した破片が目立ち，図示できないものが多い。早期の条痕文土器片も2－3点混入している。

以上から，本境の時期は加曽利EIII式期と考えられる。なお，本墳からは土器片錘1点が出土し

ている。

塵琶抱
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第286図　第383号土壌出土遺物実測図・拓影図

第388号土壌（第342図）

本土横は，H4i8区を中心に確認され，第70号住居跡内に位置している。新旧関係は不明である。

平面形は，長径1．42m・短径1．15mの不定形である。長径方向は，N－520－Wを指している。確

認面からの深さは，18cmである。壁は垂直に立ち上がり，底面は平坦である。覆土は，5層から

なっている。遺物は，縄文土器片が覆土から12点出土し，接合の結果，深鉢形土器が復元されて

いる。

第388号土塊出土土器（第287図1－4）

1は，本境の覆土から出土した破片5点が接合したもので，山形の突起部を有する深鉢形土器

の口綾部から胴部にかけての破片である。幅の狭いロ綾部無文帯を貼り付けによる断面三角形を呈す

る隆線で区切り，以下に無節縄文Lを縦位回転を主に施している。内面上半部は横ナデ，下半部

は縦ナデを施している。胎土には砂粒を含み，焼成は良好である。色調は褐色を呈している。推

定口径は19．8cmである。

2－4は，胴部の小片である。2は，縄文だけが施され，器画に炭化物が付着している。3・
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4は，太めの沈線区画内に細縄文が充

填されている。胎土には大粒の石英粒

を多量に含み，両者は同一個体と考え

られる。

本墳からは12点の土器片が出土して

いるが，細片で図示できないものが多

い。しかし，器形復元できた1から判

断すれば，本塀の時期は加曽利EⅣ式

期と考えられる。

第287図　第388号土壌出土遺物実測図・拓影図

第389号土壌（第343図）

本土壌は，H4j8区に確認され，第70号住居跡内に位置している。新旧関係は不明である。平面

形は，長径1．52m・短径1．01m・0．58mで，円形と方形を合わせた形をしている。長径方向は，

N－60。－Wを指している。壁はほぼ垂直に立ち上がり，底面は20cm差で2段に掘りこまれている。

確認面からの深さは，最深部で30cmである。覆土は，2層からなっている。遺物は，縄文土器片が

覆土から52点出土している。

第389号土壌出土土器（第288図1－6）

1～5は，いずれも胴部の小片である。1は，直線的磨梢帯を有し，区画間に縄文を付してい

る。2は，縄文だけが施されている。3－5は，無節縄文が施されており，同一個体と考えられ

るが接合はできない。5は，胴下半部片で，破片の下半部は無文となっている。

6は，本横の覆土から出土した底部片である。外面は，縦，斜方向のナデ，底面の近くは横ナ

デが加えられているだけで無文である。内面は軽いナデが施されている。底面は周縁を除いて凹

十
‥
＼
：
、

ナデにより調整されている。胎土には砂粒を含み，焼成は良好である。色調は褐色を呈して

4

第288図　第389号土壌出土遺物実測図・拓影図
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いる。底径は9．2cmで，現存高は7．8cmである。

本墳からは52点の土器片が出土しているが，加曽利EIII式期のものと称名寺式期のものが混出

しており，本境の時期は不明である。なお，本項から磨製石斧1点が出土している。

第390号土壌（第311図）

本土嬢は，H4j8区に確認され，第70号住居跡内に位置している。新旧関係は不明である。平面

形は，径0．6mの円形である。壁は外傾して立ち上がり，墳底は皿状に中央が凹んでいる。確認

面からの深さは，21cmで浅い。覆土は，2層からなっている。遺物は，縄文土器片が覆土から29

点出土している。

第390号土壌出土土器（第289図1～5）

1は，直線的磨梢帯を有する胴部片で，区画間に縄文を施している。沈線区画はなされていな

い。2・3は，曲線的な沈線区画を施している胴部片で，2はⅤ字状の区画内を磨り消し，3は

区画内に縄文を施している。これら3点は中期のもので，4・5は，後期の称名寺式期のもので

ある。4は，口唇部が内側に肥厚する口縁部片で，細めの沈線区画内に縄文を施している。5は，

太めの沈線区画内に縄文を充填している胴部片である。

本墳からは29点の土器片が出土しており，加曽利E式期のものと称名寺式期のものが混在して

いる。したがって，本横の時期は不明である。

第289図　第390号土壌出土遣物拓影図

第392号土壌（第313図）

本土項は，I4a8区に確認され，第71号住居跡内に位置している。新旧関係は不明である。平面

形は，長径1．26m・短径0．74mの不整円形で，北西・南西の一部が内側にへこんでいる。壁はほ

ぼ垂直に立ち上がり，底面は平坦で，円筒形状に掘りこまれている。確認面からの深さは，84cm

である。覆土は，3層からなっている。遺物は，縄文土器片が覆土から多量に出土し147点を数

える。
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第2m図　第392号土壌出土遺物実測図・拓影図（1）
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第291回　第392号土壌出土遺物拓影図（2）

第392号土壌出土土器（第290－291図1－17）

1は，本境の中央部および南側の覆土下位，底面から10cmほど浮いた状態で正位で出土した大

破片2点が接合したもので，4単位の波状口縁を呈する深鉢形土器である。ロ綾部無文帯を微隆

線で区画し，胴部に徴隆線による曲線的モチーフを描き，モチーフ内に単節縄文RLを縦位回転

で施文している。モチーフ外の部分がH字状を呈するようにみられる点は注目される。器面の内

外に剥落が認められ，特に内面は激しい。胎土には砂粒を含み，焼成は良好である。色調は内外

面とも暗褐色を呈している。推定口径は26．7cmで，現存高は21．5cmである。

2は，本境の東側の覆土から一括して出土した破片が接合したもので，緩い4単位の波状口縁

を呈し，ロ縁部が緩く内湾し，胴部に向けてすぼまっている。披頂部下には舌状の突起が大小2

個上下に付されている。口縁部無文帯を1条の浅い凹線で区切り，以下全面に単節縄文LRが斜

位回転で，条が横走するように施文されている。器面の磨滅が認められる。内面は横ナデにより

整形されている。胎土には細砂を含み，焼成は良好である。色調は褐色を呈している。推定口径

は20．2cmで，現存高は20．9cmである。

3は，隆線による区画間に縄文が施されている胴部片である。4は，ロ綾部無文帯を1条の沈

線で区切り，以下に縄文を施している。5～8は，細い沈線で曲線的モチーフが描かれ，区画内

に縄文を充填している。9～11は，縄文だけが施されている。9は，全面に無節縄文が施されて

いるロ縁部片で，10・11は，単節縄文が付されている胴部片である。12は，縄文と縦位の条線文

が併用されている胴部片である。13～16は，条線文だけが施されている。13・14は，地文が共通

し，同一個体と考えられる。口縁部に幅の狭い無文帯を有し，以下に縦位の条線文を付している

深鉢形土器で，ロ縁部が内湾し，頸部がくびれ，胴部が若干張り出す器形を呈している。15は，
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胴下半部片で，密な縦位の条線文を付している。16は，曲線的条線文が施されている胴部片であ

る。17は，早期のもので胎土に繊維を含んでいる。微隆起線による区画内に細沈線を斜行させて

充填している。裏面には斜位の条痕文が付されている。

本項からは147点と多くの土器片が出土しており，その多くは加曽利EⅣ式期のもので，この

中には縄文が施された橋状把手の破片も含まれている。早期のものは17の1点だけで混入と思わ

れる。1・2およびその他の出土土器から判断して，本境の時期は加曽利EⅣ式期と考えられる。

なお，本塀からは土器片錘2点が出土している。

第393号土壌（第313図）

本土境は，I4a7区を中心に確認され，第73号住居跡内に位置している。新旧関係は不明である。

平面形は径1．28mの円形で，北東側で第71号住居跡のピットと接している。壁はほぼ垂直に立ち

上がり，底面は平坦である。確認面からの深さは，50cmである。覆土は，3層からなっている。

遺物は，縄文土器片が覆土から45点出土している。

第393号土壌出土土器（第292図1～6）

1は，ロ綾部文様帯を沈線で楕円形に区画し，区画内外に縄文を充填している。2は，ロ綾部

無文帯を1条の沈線で区切り，以下に条が縦走する褐文が施されている。3－5は，無節縮文を

施しており，3・4はロ縁部片，5は胴部片である。3は，ロ綾部無文帯をわずかに残し，4は

全面に施文されている。6は，縦位の条線文を付している胴部の小片である。

本墳からは45点の土器片が出土しており，主体は加曽利EIII式期のものである。したがって，

本蝶の時期は加曽利EllI式期と考えられる。

第292図　第393号土壌出土遺物拓影図

第394号土壌（第338図）

本土塀は，I4a7区に確認され，第71号住居跡内に位置している。新旧関係は不明である。平面

形は，長径1．15m・短径0．9mの不整楕円形である。長径方向は，N－750－Wを指している。壁

はフラスコ状に立ち上がり，袋状の掘りこみである。底面は，やや皿状に中央が凹んでいる。確

認面からの深さは，70cmである。覆土は，3層からなっている。遺物は，縄文土器片が覆土から
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100点出土している。

第394号土壌出土土器（第293図1－16）

1は，本塀の覆土から出土したもので，緩く内湾する口綾部を有し，頸部がややくびれる器形

を呈している。口綾部無文帯を1条の微隆線で区画し，その直下に円形刺突文を並べている。以

下全面に単節縄文LRを斜位回転を主に施文しているが，部分的に横位や縦位の個所もみられる。内面は

横ナデされている。胎土に小石粒，砂粒を含み，焼成は良好である。色調は外面が褐色，内面が

暗褐色を呈している。推定口径は22．6cmで，現有高は17．5cmである。

2は，低隆線が垂下し，隆線外に縄文を施している胴部片である。胎土には石英粒や雲母片の

混入が多く，色調は灰黄褐色を呈している。3は，口縁直下にわずかの無文帯を有し，以下に逆

U字状の磨消帯を施している。4・5・7は，口綾部無文帯を1条の浅い凹線で区画し，以下に
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縄文を施している0　0　は　共通する内湾する形状と織文を有しており督同一個体と思われる。7ほ9

内湾せずやや外反している。6ほ，沈線による磨摘草を有する薄手の胴部片である。　～用は学

田綾部無文革を有し9　以下に構文を施している。9ほ9　やや内湾する器形を豊し普　8の摘は　や

や外反している。8ゆ9の縄文は単節910は無節である。Hのほほ　縄文だけの胴部片である。

12は学　大形深鉢形土器の胴下半部片でラ　破片の上半には太粒の単節縄文LRが斜位回転で施文さ

れず　下半は無文となっている。Be摘ほ　条線文が付されている胴部片である。鐙は　胴下半部

の湾曲する部分の破片で9　逆U字状の沈線区画内に縦位の痩幸条線文を充壊している。摘　発

線文が曲線的に施文されている。

蟻は　本境の覆土から出土した底部片でラ　外面は横ナデ9　内面はナデが施されている。胎土に

は小石粒や砂粒を多く含み9焼成は良好である。色調は外面が褐色予内面が暗褐色を呈している。

底径は5．9cmで撃　現存高は3．6cmである。

蟻は　本境の覆土から出土した底部片で撃　外面は縦ナデ9　底面の近くは横ナデにより調整され

ている。内面および底面は剥落が著しい。器壁は薄い。胎土には砂粒を多く含み9　焼成は良好で

ある。色調は褐色を呈している。底径は6．0cmで普　現存高は4．9cmである。

本墳からは用意の土器片が出土しており9主体は加層利虻m式期のものである。したがって9

本境の時期は加曽利E琵式期　考えられる。なお　本坊からほ土器片錘6点が出土している。

窮鍼号豊壌（第331図）

本土壌は9I4b8区に確認され，第61号住居跡内に位置している。新旧関係は不明である。平面

形は普　長径0075m e短径0・54mの楕円形である。長径方向楓　戸主弓ぽ㌧虻を指している。北西側

で第399号土壌と重複している。新旧関係は9　不明である。壁は垂直に立ち上がり9　底面は平坦

である。確認面からの深さは，5細である。覆土は9　2層からなっている。遺物は9　縄文土器片

が覆土から61点出土している。

第調号豊壌出藍量器（第294図1～9）

1ほ9本境の覆土からまとまって出土した破片5点が接合したもので9　深鉢形土器の胴部片で普

くびれはやや緩い。胴下半部には太めの沈線で逆U字状のモチーフが描かれ9　内部に単節縄文R

Lが縦位回転で充填されている。破片の上端にも沈線文が認められるので9　胴上半部にも日宇状

の区画が施されていたものと思われる。区画外の無文部は縦ナデが加えられ学　内面上半部は横ナ

デ9　下半部は縦ナデが施されている。胎土には砂粒を多く含み9　焼成は良好である。色調は9　外

面が黒褐色を主としているが9　灰褐色の部分もみられる。内面は褐色を呈している。推定最大

胴径は32。8cmで9　現存高はユ8．2cmである。
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第294図　第398号土壌出土遺物実測図・拓影図

2は，本境の覆土から出土した4点の破片が接合したもので，口縁部が内湾する小形深鉢形土

器である。ロ縁直下に1条の四線を巡らし，以下は無節縄文Lを縦位回転で地文している。器壁

は6mm程度と薄手である。外面には剥落が認められる。内面は横ナデにより整形されている。胎

土には細砂を含み，焼成は良好である。色調は暗褐色を呈している。推定口径は13．8cmで，現存

高は8．9cmである。

3は，両側に強いナゾリが加えられた隆線で大柄な曲線文を描く胴部片である。4は，幅の広

い口綾部無文帯を有し，以下に褐文を付している。5・6は，同一個体と思われる胴部片で，全

面に縄文が施されている。5の外面にはところどころに剥落があり，拓本の左端は特に著しい。

7－9は，縄文だけが施されている，胴部の小片である。7は粗い縄文を付し，8は薄手である。

9は胴下半部片で，破片の下端は無文となっている。

本墳からは61点の土器片が出土しており，その主体は加曽利EIIl式期のものである。したがっ

て，本横の時期は加曽利EIII式期と考えられる。なお，本墳からは土器片錘1点が出土している。
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第402号土壌（第311図）

本土境は，I4b，区に確認され，第68号住居跡内に位置している。新旧関係は不明である。平面

形は，径1．09mの円形である。壁は垂直に立ち上がり，底面は平坦である。確認面からの深さは，

54cmである。覆土は，2層からなっているが，1層が主で，2層は壁の一部がくずれたものと考

えられる。遺物は，縄文土器片が覆土から24点出土している。

第402号土壌出土土器（第295図1－5）

1は，本境の覆土から一括して出土した破片10数点が接合したもので，深鉢形土器の口綾部から

胴部にかけての破片である。全体に整形が悪く，内外面共に凹凸が激しい。口綾部には無節縄文

が施され，その上から粗い条線文が弧状を呈するように乱雑に加えられている。胴部には縄文は

付されていない。内面には縦ナデが雑に施されている。胎土には細砂を含み，焼成は不良である。

色調は暗褐色を呈している。推定口径は18．9cmで，現存高は13．0cmである。

2は，1と同一個体と思われるが接合はしない。3は，口縁部無文帯を1条の貼付隆線で区画

し，以下に縄文を付している。4は，曲線的な沈線区画内に縄文を施している胴部片である。5

は，縄文だけが施された胴部片である。

本項からは24点の土器片が出土しており，その主体は加曽利EIII式期のものである。早期の条

痕文土器片も1点混入している。以上から，本坊の時期は加曽利EIII式期と考えられる。なお，

本城からは土器片錘1点が出土している。

第295回　第402号土壌出土遺物実測図・拓影図
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第412号土壌（第312図）

本土横は，I融7区を中心に確認され，第80号住居跡の北側3mに位置している。平面形は，長

径1．45m・短径1．29mの楕円形である。長径方向は，N－27。－Eを指している。壁は外傾して立

ち上がり，底面は中央から北東にかけて30cm差で2段に掘りこまれている。確認面からの深さは，

最深部で70cmである。覆土は，5層からなり，各層がレンズ状に堆積する自然堆積である。遺物
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は，縄文土器片が覆土から60点出土している。

第412号土壌出土土器（第296図1－14）

1は，隆線でロ綾部文様帯を楕円形に区画し，区画内に縄文を充填している口辺部片で，器面

は磨滅しているが，一部に赤彩された痕跡を残している。2・3・9は，直線的磨梢帯を有する

胴部片で，区画間に縄文を施している。2・3の磨消帯は幅が広く，9は幅が狭い。4－8は，

両側にナゾリを加えた隆線により大柄な曲線的モチーフが構成されるもので，モチーフ間に縄文

が充填されている。4は，波状緑を呈する大形土器片で，渦巻状と縦長の区画文を組みあわせて

1単位とする文様が構成されるものと思われ，頸部に無文帯を有している点に特徴がみられる。
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充填されている縄文は単節LRである。507の8ほ9　器壁の厚さや縄文の施文の手法が共通し9

同一個体と思われる胴部片である。6ほ，やや厚手の胴部片である。用は　目線部の小片で，目

線直下に円形刺突文を付している。刺突文は下から突き上げるように施されている。11は，日綾

部に無文革を残し予　以下に縄文を施している。12は普　口唇部が平坦でやや外削ぎ状に作出された

ロ綾部片で9　器面全体に反撚りの縄文が付されている。ユ3ほ9　乱雑な斜位の条線文が施された胴

部片である。

14は9　本境の覆土から出土した底部片でラ　外面には単節縄文RLが斜位回転で施文されている。

底面の近くは横ナデ，内面は縦ナデを丁寧に加えている。胎土には砂粒を含み，焼成は良好であ

る。色調は灰褐色を呈している。推定底径は7。9cmで9　現存高は8．5cmである。

本墳からは60点の土器片が出土しており，主体は加曽利E昆式期の　のである。したがって9

本境の時期は加曽利Em式期と考えられる。なお9　本墳からは土器片錘1点が出土している。

第416号土壌（、第312図）

本土境は言4e9区に確認され9　第74号住居跡内に位置している。新旧関係は不明である。平面

形は　径・鵬mの円形である。壁は垂直に立ち上がり9　底面は平坦である。確認面からの深さは，

舶cmである。覆土は9　3層からなっている。遺物は学　縄文土器片が覆土から楓蕉出土している。

第那号豊壌出藍競器（第297図1－17）

1ほ9　隆線で日録部文様帯を楕円形に区画し9　区画内に細縄文を充填している口辺部片である。

2ほ9　胴下半部片で，太めの沈線による逆日宇状の区画内に縄文を施している。3614は9　太め

の沈線で幾何学的モチーフが描かれている胴部片で，区画内に細縄文が充填されている。465

はラ　直線的磨消帯を有する胴部片で，区画間に蝿文を施している。6は9　ロ縁直下に2条の沈線

を巡らし，この沈線間に小さな刺突文を加え，胴部には縄文地文上に沈線文を施している。7－

9は響　微隆線による区画内に縄文を施しているもので9　7は日録部片9　8の9は胴部片である。

7ほ9　波状緑を呈し，8の9ほ，徴隆線が垂下し9　区画間に縄文を施している。10は，胴下半部

片で9　雑を浅い沈線で縄文施文部と無文部を分けている。捕ま，縦位の条線文だけの胴部の小片

である。12は9　無文のロ綾部片である。且3ほ9　無文の胴部片で，内面に炭化物が厚く付着してい

る。15は，曲線的沈線区画内に縄文を施している胴部片で9　胎土には大粒の石英粒を多量に含み，

粗雑である。16は，早期のもので，微隆起線が縦位に施されている胴部片である。

17は，本境の覆土から出土した底部片で9　整形が雑でず　底面の近くは横ナデが加えられている。

胎土には微砂を含み，焼成は良好である。色調は暗灰褐色を呈している。推定底径は5．6cmで言現

存高は2．0cmである。
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本項からは48点の土器片が出土しているが，加曽利EIII，Ⅳ式期および称名寺式期のものが混

在しており，早期の条痕文土器片も1点出土している。したがって，本項の時期は不明である。

なお，本項からは土器片錘2点が出土している。
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第417号土壌（第314図）

本土境は，工亜7区に確認され第74号住居跡内に位置している。新旧関係は，本塀の方が古い。平面

形は，径1．01m（推定）の円形状と思われる。第74号住居跡のピットによって西側を壊されてい

る。壁は外傾して立ち上がり，底面は平坦である。確認面からの深さは，15cmである。覆土は，

2層からなっている。遺物は，縄文土器片が覆土から24点出土している。
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第298図　第417土壌出土遺物拓影図

第417号土壌出土土器

j　（第298図1－4）

1は，直線的磨梢帯を

有し，区画間に粗い縄文

を施している胴部片である。2・3は，細かな無節縄文が施されている胴部片で同一個体と思わ

れる。4は，無文の胴部の小片で，縦位の擦痕文がみられる。

本墳からは24点の土器片が出土しており，その主体は加曽利EIII式期のものである。したがっ

て，本項の時期は加曽利EIII式期と考えられる。なお，本項からは土器片錘1点が出土している。
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第419号土壌（第331図）

本土嬢は，H4i。区を中心に確認され，第82号住居跡内に位置している。新旧関係は不明である。

平面形は，長径1・29m・短径1．03mの楕円形である。長径方向は，N－37。－Eを指している。壁

は外傾して立ち上がり，底面には2か所のピットがあり，起伏が著しい。確認面からの深さは，

最深部で36cmである。覆土は，4層からなっている。遺物は，縄文土器片が覆土から22点出土し

ている。

畢肇増
監悪感
＼∴J．
－　　　ノ

‘J∴l「’
第419号土壌出土土器（第299区Il～2）

』＝ヒ＝』Cm lは，ロ縁直下に1条の沈線を巡らし・以下に縄

第2錮図　第419号土壌出土遺物拓影図　　文を施している。2は，微隆線による曲線的区画内

に縄文が充填されているやや薄手の胴部片である。胎土には細かい長石や石英粒を多く含んでいる。

本墳からは22点の土器片が出土しており，主体は加曽利EⅣ式期のものである。したがって，

本項の時期は加曽利EⅣ式期と考えられる。

第420号土壌（第318図）

本土境は，H4i3区を中心に確認され，第82号住居跡内に位置している。新旧関係は不明である。

平面形は，長径1・41m・短径1．26mの不整楕円形で，南西の一部が内側に凹んでいる。長径方向

は，N－15。一Wを指している。壁はほぼ垂直に立ち上がり，底面は平坦である。確認面からの深

さは，57cmである。覆土は，3層からなっている。遺物は，縄文土器片が覆土から35点出土して

いる。

第420号土壌出土土器（第300図1－7）

1は，本項の東側の覆土上面の確認面から一括して出土した土器片が接合したもので，底部を

欠損するが，他は縦半分弱ほど残存している。平縁で口緑部は少し内湾し，頸部は若干くびれ，

以下胴部から底部に向けてすぼまっている。口縁直下に浅いナデによる凹線を巡らし，以下は全

体に太く粗い無節縄文Lを施文している。胴下半部は，縦ナデが加えられ無文となっている。内

面上半部は横ナデ，下半部は縦ナデを加えている。胎土には細砂を含み，焼成は良好である。色調

は褐色を呈している。推定口径は23．6cmで，現存高は30．0cmである。

2は，微隆線による文様が主となる口緑部片で，区画内に縄文を施している。3～5は，全面

に縄文が施されている口縁部片である。3・4は，口綾部にわずかに無文帯を残している。3・

5は単節，4は無節縄文である。6は，細い沈線の曲線的モチーフ内に縄文を充填している胴部

片である。7は，縦位の条線文が施されている胴部の小片である。
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本墳からは35点の土器片が出土しており，その主体は加曽利EⅣ式期のものである。したがっ

て，本項の時期は加曽利EⅣ式期と考えられる。なお，本場からは土器片錘1点が出土しており，

この土器片錘は同一個体の断欠2点からなっているが，接合はできない。

第300図　第420号土壌出土遺物実測図・拓影図

表2　土　壌　一　覧　表（6区）

番号 位　 置 長 径 方 向 平　 面　 形
規　　　　 模

壁面 底面 覆土
ビッ

ト数
出土遺 物

（点 ）
形態分類 備　　　 考

長径 ×短径血 深さ帥

1 G 6 b 9 N － 64 9－W 楕　 円　 形 3．8 7×2 ．0 2 64 外傾 皿状 9 十二叶 A Ⅲ2b

2 E 5 i 5 N －7 8旦－W 不 整 円 形 1．60 ×1 ．3 5 55 外傾 平坦 3 A Ⅲ2b

3 E 5 i6 円　　　 形 径　 0 ．60 24 外傾 平坦 4 A I lb

4 E 5 i6 円　　　 形 径　 0 ．74 17 外傾 平坦 3 A I lb

5 E 5 j 6 円　　　 形 径　 0 ．8 9 3 0 外傾 平坦 3 A 工Ib

6 E 5 h 8 N － 7 2 9－E 楕　 円　 形 2 ．0 2 ×1．46 11 3 垂直 起伏 8 B IⅢ3 b

7 E 5 i 7 円　　　 形 径　 0．8 1 2 6 外傾 平坦 3 A I lb

8 E 5 i 7 N －4 0 9－E 楕　 円　 形 ・1 ．1 7×0 ．9 0 27 外傾 平坦 5 A Ⅲ lb

9 F 5 e 5 N － 6 旦－W 楕　 円　 形 2．34 ×1 ．3 0 30 外傾 平 坦 6 A 皿lb

10 F 5 f 6 N －2 1旦r W 長 楕 円 形 2．70 ×1 ．1 0 20 外傾 平坦 3 A l］1b
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（2）

番 号 位　 置 長 径 方 向 平　 面　 形
規　　　　 模

）一 壁 面 底 面 覆 土
ピ 、、

卜数
「 出 土 遺 物

（点 ）
形 態 分 類 備　　　 考

長 径 × 短 径 扉 深 さ （皿

1 1 F 5 上 円　　　 形 径 、0 ．7 0 2 0 外 傾 平 坦 4
i

A I lb

1 2 F 5 g 7 N － 5 7 旦－W 楕　 円　 形 0 。9 2 × 0 ．6 7 1 5 外 傾 平 坦 5 A I l b

1 3 F 5 g 6 N … 6 1 旦－ W 楕　 円　 形
0 ・8 4 × 0 ・6 2 巨 8

外 傾 平 坦 3 A I l b

1 4 F 5 g 7 N － 4 7 旦－ W 楕　 円　 形 0 ．9 4 × 0 ．7 0 2 3 垂 直 平 坦 3 B I l b

1 5 F 5 g 7 N － 4 5 旦－ W 楕　 円　 形
1 ・2 2 × 0 ・8 4 日 0

外 傾 平 坦 3 Å Ⅲ 1 b

1 6 F 5 g 7 N l 初 藍 W
l
楕　 円　 形

0 ・9 5 × 0 ・7 5 巨 7
外 傾 平 坦 3 A I l b

1 7 F 5 f 9 N － 3 5 L E 長 楕 円 形 2 ．5 0 × 1 ．1 7 3 7 外 傾 平 坦 2 Å Ⅲ l b

1 8 F 5 d 9 N － 6 3 旦－ E 楕　 円　 形 1 。0 1 × 0 ．8 3 2 5 外 傾 平 坦 3 A H lb

1 9 F 5 g 9 円　　　 形 径 1 ．2 5 3 1 外 傾 平 坦 5 緑 A 振 b

2 0 F 5 i 8 円　　　 形 径　 0 ．9 2 1 9 外 傾 平 坦 2 A I l b

2 1 F 5 上．0 N … 5 4 旦－ W 楕　 円　 形 工 1 9 × 0 ．9 9 2 1 外 傾 平 坦 2 Å 11 1 b

2 2 F 6 h l N … 3 7 旦－ W 隅 丸 長 方 形 2 ．6 5 × 上 0 0 7 1 垂 直 平 坦 5
第 3 4 6 図

1 （9 ）
E Ⅲ 2 b

2 3 F 6 g 2 円　　　 形 径　 0 ．9 5 1 9 外 傾 平 坦 2 A I l b

2 4 F 5 a 7 N … 1 8 ⊆L E 楕　 円　 形 1 ．2 1 × 上 1 0 2 6 外 傾 平 坦 7 A II l b S K － 2 5 と 隣 接

2 5 F 5 i 7 N － 4 5 旦－ W 不 整 楕 円 形 1 ．4 9 × 上 0 2 2 9 外 傾 平 坦 7 A n lb S K … 2 4 と 隣 接

2 6 F 5 b 6 N … 5 が L E 楕　 円　 形 0 ．9 8 × 0 。7 8 2 8 外 傾 平 坦 4 A I lb

2 7 F 5 ぐ「 N … 3 5 藍 W 楕　 円　 形 2 ．2 4 × 1 ．4 8 2 7 外 傾 平 坦 2 Å 11 1 b

2 8 F 5 e 6 N － 1 6 L W 不 整 楕 円 形 1 ．1 5 × 0 ．6 7 3 0 外 傾 平 坦 3 A Ⅱ l b

2 9 F 5 e 6 N … 3 旦－ W 楕　 円　 形 L 2 8 × L O 5 3 2 外 傾 平 坦 4 A II l b

3 0 F 5 巨 N － 2 6 旦－ W 楕　 円　 形 1 ．0 5 × 0 ．8 4 2 5 外 傾 平 坦 3 A Il l b

3 1 F 5 d 4 円　　　 形 径　 2 ．3 0 2 7 外 傾
序 坦

3 A m l b

3 2 F 5 e 2 N 1 5 1 L E 不 整 楕 円 形 1 ．4 0 × 1 ．1 2 2 0 外 傾 平 坦 4 A Ⅱ 1 b

3 3 F 5 f l 円　　　 形 径　 0 。8 3 1 8 外 傾 平 坦 2 A l lb

3 4 F 4 五 不 整 円 形 径 1 ．6 2 2 0 外 傾 平 坦 4 A Il lb

3 5 F 4 f o 不 整 円 形 径 1 ．0 2 2 1 外 傾 平 坦 2 A Il l b

3 6 F 4 g o N － 1 2 L W 楕　 円　 形 0 ．8 7 × 0 ．7 6 2 3 外 傾 平 坦 3 A I l b

3 7 F 4 g o N － 1 7 9 － E 楕　 円　 形 0 ．7 8 × 0 ．7 0 2 9 外 傾 平 坦 3

2
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2 ～ 3 （3 ）
Å 1 1 b

S K － 4 0 と 重 複

3 8 F 4 g o 円　　　 形 径　 0 ．8 7 2 2 外 傾 平 坦
禦 芸6 酎

！

！

i

㌘ 矧

l

i

i

A I l b

3 9 F 5 f 5 （円　 形 ） 径 （1 ．1 0 ） 4 5 外 傾 平 坦 A Ⅲ l b

4 0 F 5 f 5 （円　 形 ） 径 （1 ．9 3 ） 4 8 外 傾 平 坦 A 臣 b S K － 3 9 と 重 複

4 1 F 5 g 6 円　　　 形 径 1 ．1 4 2 5 外 傾 平 坦 A H l b

4 2 F 5 j 5 N － 2 8 L W 不 整 楕 円 形 1 ．4 9 × 0 ．8 5 7 0 垂 直 平 坦 B II 2 b

4 3 F 5 j 6 円　　　 形 径 1 ．3 0 1 2 外 傾 平 坦 A Ⅲ 1a

4 4 F 5 j 7 N － 5 8 L W 楕　 円　 形 1 ．1 0 × 1 ．0 0 1 8 外 傾 平 坦 A Ⅲ 1 b

4 5
F 5 j 7 ！

N － 5 正 ∵ W 不 整 楕 円 形 1 ．9 4 × 1 ．6 2 2 3 外 傾 平 坦 A 臣 b

－346－



（3）

番 号 位　 置 長 径 方 向 平　 面　 形
規　　　　 模 ）！壁 面

底 面 覆 土
ビ ッ

ト数
出 土 遺 物

（点 ）
形 態 分 類 備　　　 考

長 径 × 短 径 毎 深 さ （①

4 6 F 5 f 8 N － 7 5 9 － E 楕　 円　 形 1 ．2 2 × 0 ．9 7 3 0 外 傾 平 坦 4
第 3 4 6 図

8 － 9 （5 ）
A Ⅲ 1 b

4 7 F 5 j 8 N － 5 9 旦－ W 楕　 円　 形 0 ．9 6 × 0 ．8 4 2 5 外 傾 平 坦 3 A I l b

4 8 F 5 j 9 N － 6 5 L W 楕　 円　 形 1 ．1 6 × 0 ．9 3 2 1 外 傾 平 坦 5 （3 ） A Ⅲ 1 b

4 9 F 5 j 9 N － 3 7 旦－ W 楕　 円　 形 1 ．4 0 × 1 ．1 5 2 4 外 傾 平 坦 3 A Ⅲ 1b

5 0 E 5 j o N － 4 8 旦－ W 楕　 円　 形 1 ．0 0 × 0 ．9 0 1 0 外 傾 平 坦 3 A Ⅲ 1b

5 1 F 6 j l N － 1 5 L W 長 楕 円 形 2 ．2 5 × 0 ．9 0 1 3 外 傾 平 坦 1 A Ⅲ 1 b

5 2 F 5 i 9 N … 3 3 亡－ W 楕　 円　 形 1 ．9 5 × 1 ．4 8 3 7 外 傾 平 坦 4 A Ⅲ 1 b

5 3 F 4 j 8 （円　 形 ） 径 （1 ．3 1 ） 3 2 外 傾 平 坦 5 2 A Ⅲ 1 a S K － 5 4 と 重 複

5 4 F 4 j 8 （円　 形 ） 径 （1 ．0 5 ） 3 7 外 傾 囲 凸 3 第 3 4 6 図

1 0 ～ 1 2 （6 ）
A Ⅲ 1 b S K … 5 3 と 重 複

5 5 F 4 j 8 N － 9 L E 癖　 円　 形 0 ．8 6 × 0 ．7 5 2 2 外 傾 平 坦 3 A I l b

5 6 F 4 i 8 円　　　 形 径 1 ．6 5 3 3 外 傾 平 坦 4 A Ⅲ l b

5 7 F 4 j 6 N － 8 5 旦－ W 不　 定　 形 2 ．0 1 × 1 ．5 3 4 2 外 傾 起 伏 4
（2 1）

E Ⅲ 1b

5 8 F 4 j 7 円　　　 形 径 1 ．2 2 2 2 外 傾 平 坦 2
第 3 4 6 図

1 3 　 （8 ）
A Ⅲ 1b

5 9 F 6 i 4 N － 8 5 旦－ E 楕　 円　 形 1 ．0 0 × 0 ．8 6 2 5 外 傾 平 坦 2 1 A I la

6 0 F 6 g 3 円　　　 形 径 1 ．0 9 2 0 外 傾 平 坦 2 A Ⅲ 1 b

6 1 F 5 b 9 N … 5 8 旦－ W 楕　 円　 形 A l ．7 5 × 1 ．3 0
B l ．2 0 × 1 ．1 2

A 8 2
B 7 3

垂 直 平 坦 9 （9 ）
（46）

E II l b

6 2 F 6 c l N － 1 5 三一 W 楕　 円　 形 1 ．0 3 × 0 ．9 0 2 2 外 傾 平 坦 2 A Ⅲ l b

6 3 F 6 c l 円　　　 形 径 1 ．2 0 2 3 外 傾 平 坦 3 幽 A Ⅱ 1 b

6 4 F 6 d l N － 3 7 旦－ E 楕　 円　 形 0 ．8 6 × 0 ．7 9 3 6 外 傾 平 坦 4 A I l b

6 5 F 6 d l 円　　　 形 径　 0 ．8 6 3 0 外 傾 平 坦 2 A I lb

6 6 F 6 d l N － 3 1 L W 楕　 円　 形 0 ．9 0 × 0 ．7 6 1 7 外 傾 平 坦 2
第 3 4 6 図

1 4 　 （3 ）
A I lb

6 7 F 6 e 2 N － 7 8 旦－ E 楕　 円　 形 1 ．1 4 × 1 ．0 2 2 7 外 傾 平 坦 6 第 3 4 6 図

1 5 ～ 1 6 （5 ）
A I l b

6 8 F 6 e 2 N － 6 8 三一 E 楕　 円　 形 0 ．8 0 × 0 ．6 4 2 5 外 傾 平 坦 3 A I l b

6 9 F 6 d 3 円　　　 形 径 1 ．3 8 1 0 4 垂 直 平 坦 5 （69） B Ⅲ 3 b

7 0 F 6 e 4 円　　　 形 1 ．5 5 × 1 ．4 9 4 6 外 傾 平 坦 4 第 3 4 6 図

1 7 ～ 1 8 （3 ）
A Ⅲ 1 b

7 1 F 6 f 3 N － 5 1 三一 E 不 整 楕 円 形 1 ．0 8 × 0 ．7 7 2 4 外 傾 平 坦 3

」

」

」

」

1

－ i

1

－ I

（4 ） ！

（27） I

I

怒 矧

l

（24） i

A Ⅲ 1 b

7 2 F 6 f 4
N － 2 9 L W I

I

N － 8 3 叫

不 整 楕 円 形 1 ．3 1 × 1 ．0 7 5 0 外 傾 平 坦 3 A Ⅲ 2 b

7 3 F 6 h 5 （円　 形 ） 径 （0 ．8 7 ） 2 2 外 傾 平 坦
2 ！

自

2 ！

5 ！

2 ！

6 ！

4 ！

3 I

A I l b

7 4 F 6 h 5 楕　 円　 形 2 ．2 0 × 0 ．8 0
A 3 ．0 0 × 1 ．9 0

2 0
A 1 7

外 傾 起 伏
平 坦

E Ⅲ 1b

E IⅢ 1b

7 5 G 5 C 8 N － 0 0 不 整 方 形 辺 1 ．3 7 1 9 外 傾 平 坦 A Il l b

7 6 F 5 j 4 N 1 5 6 旦－W 不 整 楕 円 形 1 ．8 0 × 1 ．5 1 7 3 外 傾 平 坦 A Ⅲ 2 b S K … 1 1 8 と 重 複

7 7 F 6 g 6 N － 5 7 旦－ E 不　 定　 形 2 ．5 3 × 1 ．5 6 2 0 外 傾 平 坦 E Ⅲ 1 b

7 8 F 6 i 8
N － 2 2 L W i

i

N － 6 6 叫

楕　 円　 形 1 ．5 7 × 1 ．3 2 7 2 外 傾 平 坦 A Ⅲ 2 b

7 9 F 6 i 7 円　　　 形 径　 0 ．8 2 6 6 垂 直 平 坦 （2 。） l

I

B I 2 b

8 0
F 6 i 8 i

不 整 楕 円 形 1 ．4 0 × 0 ．7 8 2 5 外 傾 平 坦 A Ⅱ 1 b
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（41

番 号 ⊥　 置 長 径 方 向 平　 面　 形
規　　　　 模 i 壁 面

底 面 覆 土
ビ ッ

ト数
出 土 遺 物
（点 ）

形 態 分 類 備　　　 考
位　 阻 長 径 × 短 径 血 深 さ（①

81 F 6 i 9 円　　　 形 径 1 ．1 0 6 0 垂 直 平 坦 1 B Ⅲ2 b

8 2 F 6 j o N － 1 8 L W （不 定 形 ） 1 ．4 3 × （1 ．2 5） 3 3 外 傾 平 坦 5
第 3 4 6 図

2 1 （4）
E Ⅲ1 b S K － 8 3 と 重 複

8 3 F 6 i o （不 定 形 ） 1 ．3 0 × （1 ．2 5） 3 1 外 傾 平 坦 7 E Ⅲ1 b S K － 8 2 と 重 複

8 4 F 6 j o N － 5 5 旦－W 楕　 円　 形 1 ．2 5 × 1 ．1 0 2 4 外 傾 皿 状 3 （2 1） A Ⅲ l b

8 5 F 6 j o 円　　　 形 径 1 ．2 0 2 6 外 傾 平 坦 4 （2 ） A Ⅲ 1 b

8 6 炉　 穴

8 7 G 6 a o N － 4 2旦－W 楕　 円　 形 0 ．9 0 ×0 ．8 0 1 5 外 傾 平 坦 3 （5 ） A I l b

8 8 炉　 穴

8 9 G 6 a 5 N … 3 3 旦－W 楕　 円　 形 1 ．0 4 × 0 ．8 7 1 7 外 傾 平 坦 4 1 A Ⅲ 1a

9 0 G 6 a 5 N － 4 7 旦－W 不 整 楕 円 形 1 ．5 6 × 0 ．9 0 9 2 垂 直 平 坦 5 （5 ） B II 2 b

9 1 G 5 e 4 N － 4 0 9－W （楕 円 形 ） 1 ．6 5 × （0 ．8 5） 4 2 外 傾 平 坦 5 A Ⅲ1 b S K － 1 3 2 と 重 複

9 2 F 6 j 4 不 整 円 形 径 1 ．3 5 2 3 外 傾 平 坦 2
第 3 4 6 図

2 2　 （7 ）
A Ⅲ1 b

9 3 G 6 a 5 N － 3 0 L E 楕　 円　 形

i
0 ．8 3 × 0 ．7 3 1 5 外 傾 平 坦 5 1

第 3 4 6 図

2 3～2 4 （2）
A I l a

9 4 G 6 b 5 N － 6 3 L E 楕　 円　 形 1 ．6 0 × 1 ．4 5 1 7 外 傾 平 坦 5 A Il l b

9 5 G 6 d 6 N － 5 2 L E 楕　 円　 形
：
1 ．1 2 ×0 ．9 8 1 3 外 傾 平 坦 2

第 3 4 6 図

2 5～2 6（3 ）
A Ⅱ 1 b

9 6 G 6 e 6 N － 4 8 旦－W 楕　 円　 形 1 ．1 6 ×0 ．9 5 3 4 外 傾 平 坦 4
第 3 4 6 図
2 7 ～2 8（4 ）

A ［ 1 b

9 7 G 6 C 4 N － 4 3 9－E 隅 丸 方 形 1 ．3 4 ×0 ．9 1 2 5 外 傾 平 坦 2
第 3 4 6 図

2 9 ～3 0（7）
D Ⅲ 1 b S K － 9 8 と 重 複

9 8 G 6 d 4 N … 4 3 L E （長 方 形 ） （2 ．3 3）× 0 ．8 4 1 2 外 傾 平 坦 4 D Ⅲ 1 b S K － 9 7 と 重 複

9 9 H 6 e 4 N － 4 0 旦－E 不 整 楕 円 形 1 ．4 2 × 1 ．1 8 5 3 外 傾 平 坦 4
第 3 4 6 図

3 1 （7 ）
A Ⅲ2 b

1 0 0 G 6 f 4 N － 1 8 旦－E 楕　 円　 形 1 ．3 2 × 1 ．1 8 5 2 外 傾 平 坦 4
第 3 4 6 図

3 2～3 3（16）
A II 2 b

1 0 1 G 6 C 2 N － 1 7 旦－W 不 整 楕 円 形 1 ．4 8 × 1 ．1 5 1 6 外 傾 平 坦 5 4
第 3 4 6 図
3 4 ～3 5 （3）

A Ⅲ1 a

1 0 2 G 6 C 2 N － 4 8 旦－E 不 整 楕 円 形 1 ．1 6 × 1 ．1 0 1 3 外 傾 平 坦 3 A Il l b

1 0 3 G 6 d l N － 5 0 旦－W 楕　 円　 形 0 ．9 7 × 0 ．7 3 1 0 外 傾 平 坦 5 A I l b

1 0 4 G 6 c l N － 3 6 史－E 隅 丸 方 形 1 ．0 3 × 0 ．8 2 1 7 外 傾 平 坦 2 D Ⅲ 1 b

1 0 5 G 6 b l N － 4 2 旦－W 楕　 円　 形 1 ．3 2 × 1 ．0 5 1 9 外 傾 平 坦 2 A Ⅲ 1 b

1 0 6 G 5 a o

N － 5 6 旦－W

円　　　 形 径　 0 ．6 7 1 5 外 傾 平 坦 2

3

第 3 4 6 図
3 6　 （2 ）

A I l b

1 0 7 G 5 a 9 楕　 円　 形 1 ．0 7 ×0 ．7 0 1 3 外 傾 平 坦 2 A Ⅱ 1 b

1 0 8 G 5 b 9 N － 2 3 三一W 楕　 円　 形 1 ．1 2 ×1 ．0 2 1 7 外 傾 平 坦 3 A Ⅲ 1 b

1 0 9 G 5 a 8 N － 1 2 旦－W 楕　 円　 形 0 ．5 7 × 0 ．4 7 1 4 外 傾 平 坦 3 A I lb

1 1 0 G 5 b 9 N － 5 2 L W 楕　 円　 形 1 ．2 0 × 0 ．9 8 1 7 外 傾 平 坦 3 A Ⅲ lb

1 1 1 G 5 C 7 N － 5 1 旦－W 楕　 円　 形 1 ．3 8 × 1 ．1 0 2 1 外 傾 平 坦 4 A Ⅲl a

1 1 2 G 6 g 3 N 1 3 7 三一W

N － 4 9 旦－W

！

楕　 円　 形 1 ．3 0 × 1 ．0 7 2 2 外 傾 平 坦 4 1 A Ⅲ1 b

1 1 3 G 6 h 3 円　　　 形 径 1 ．0 0 1 8 外 傾 平 坦 3
第 3 4 6 図

3 7～3 8（3）

（1 3）

A Ⅱ1 b

1 1 4

1 1 5

G 6 i 4

炉　 穴

楕　 円　 形 1 ．2 6 × 1 ．0 7 1 7 外 傾 平 坦 3

i

A Ⅲ 1 b
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（5）

番 号 位　 置 長 径 方 向

i 平 面 形 ！ 規　　 模 庫 ！底 面 i覆 土 ビ ッ

ト数
出 土 遺 物

（点 ）
形 態 分 類 備　　　 考！長 径 × 短 径 血 ！深 さ（①

1 1 6 G 6 h 3 N － 4 0 旦－ E 楕　 円　 形
巨 ・8 2 × 0 ・7 2 巨 4 中 頃

平 坦 3
第 3 4 6 図

3 9 　 （3 ）
A I l b

1 1 7 G 5 g o N － 5 0 旦－ W 不 整 長 方 形 1 ．4 2 × 0 ．5 3 3 0 外 傾 平 坦 3 D Ⅲ 1 b

1 1 8 F 5 j 4

l

（円　 形 ） 径 （0 ．7 0 ） 3 3 垂 直 平 坦 2 第 3 4 6 図
4 0 　 （6 ） B I l b

S I － 2 2 内

S K － 7 6 と 重 複

1 1 9 G 4 a o （円　 形 ） 径 （0 ．8 0 ） 2 5 外 傾 平 坦 2 A I lb

1 2 0 F 5 c o （円　 形 ） 径 （0 ．7 4 ） 1 7 外 傾 平 坦 2 A I lb S I … 2 4 P 2 と 重 複

1 2 1 G 5 C 6 N － 4 1 旦－ W 隅 丸 長 方 形 1 ．9 0 × 1 ．1 0 3 6 外 傾 平 坦 2 E Ⅲ l b

1 2 2 F 4 i 8 円　　　 形 径　 0 ．9 8 2 3 外 傾 平 坦 1 （4 ） A I l b S K － 1 2 3 と 重 複

1 2 3 F 4 j 8 N … 4 6 旦－ W （不 定 形 ） 0 ．6 7 × （0 ．6 2 ） 2 6
i

外 傾 平 坦 3 E I l b S K － 1 2 2 と 重 複

1 2 4 G 5 a 4 N … 6 0 L W 楕　 円　 形 2 ．6 5 × 1 ．7 3 7 5 垂 直 皿 状 3 （6 8） B Ⅲ 2 b

1 2 5 G 5 C 5
A N － 7 0 L W A （楕 円 形 ） A （2 ．0 0 ）× 1 ．2 0 Å 1 5

B 4 0

A 外 傾

B 垂 直
平 坦 2

第 3 4 6 図 A IⅢ 1b
B N … 4 7 L E B 楕 円 形 B l ．0 3 × 0 ．8 3 4 ト 4 3 咽 B II l b

1 2 6 G 5 d 4 N － 4 旦－W 楕　 円　 形 1 ．3 5 × 1 ．2 0 3 0 外 傾 平 坦 3

i

A Ⅲ l b

1 2 7 G 5 d 4 N l 1 9 L E 不 整 楕 円 形 1 ．6 2 × 1 ．4 5 5 8 外 傾 平 坦 3
第 3 4 6 図

4 4 ～ 4 5 （10）
A II 2 b

1 2 8 G 5 d 2 円　　　 形 径 1 ．4 8 3 0 外 傾 平 坦 3 －
第 3 4 6 図

4 6 　 （3 ）
A Ⅲ l b

1 2 9 G 5 e 2 N － 5 4 旦－ E （楕 円 形 ） 1 ．5 1 × （1 ．0 2 ） 2 0 外 傾 平 坦 2 第 3 4 6 図
4 7 　 （3 ） A II l b S K － 1 6 1 と 重 複

1 3 0 G 5 f l N － 1 7 旦－ E 不 整 楕 円 形 1 ．1 5 × 0 ．8 6 3 5 外 傾 平 坦 第 34 6 回 4 8
第 34 7図 ト 2［10）

A Ⅲ 1 b

1 3 1 G 5 e 2 円　　　 形 径　 0 ．9 1 1 9 外 傾 平 坦 1 2
第 3 4 7 図

3 ～ 5 （1 8）
A I lb

1 3 2 G 5 円 N … 4 5 旦－W （長 方 形 ） （2 ．0 0 ） × 1 ．1 0 1 0 7 垂 直 平 坦 5 第 3 4 7 図

6 ～ 8 （25）
D ⅡI 3 b S K … 9 1 ・ 1 6 5 と

重 複

1 3 3 H 5 a 9 円　　　 形 径 1 ．0 4 2 0 外 傾 平 坦 1 3 4 A Ⅲ 1 a

1 3 4 G 5 f 5 円　　　 形 径 1 ．8 8 1 3 外 傾 平 坦 2 （1 ） A Ⅲ 1 b

1 3 5 G 5 g 4 N － 3 5 L E 楕　 円　 形 1 ．4 0 × 1 ．2 8 1 0 5 垂 直 平 坦 9 （ 1 6 6 ） B Ⅲ 3 b

1 3 6 G 5 h 5 円　　　 形 径 1 ．0 2 3 0 外 傾 平 坦 1 3
第 3 4 7 図

9 　 （8 ）
A Ⅲ 1b

1 3 7 G 5 h 5 円　　　 形 径 1 ．0 2 2 0 外 傾 平 坦 2 2 A Ⅲ 1 a

1 3 8 G 5 f 6 円　　　 形 径 1 ．3 3 3 5 外 傾 平 坦 3 A Ⅲ 1 b

1 3 9 G 5 f 8
I

i

N － 3 柱 E l

i

N － 5 1 L E i

！

N － 2 8 叫

円　　　 形 径 1 ．8 0 2 0 外 傾
平 坦 i

平 可

平 坦 i

平 可

平 坦 l

平 可

平 可

平 可

平 坦 ！

2 ！

3 i

2 1

6 i

3 ！

8 i

2 i

3

3

3 i

9 i

6 ！

」

」

A Ⅲ 1 b S K － 1 6 7 と 重 複

1 4 0 G 5 f 7 （円　 形 ） 1 ．3 7 × （1 ．1 7 ） 2 0 外 傾 Å Ⅱ 1 b S K － 1 6 7 と 重 複

S K － 1 6 8 と 重 複

1 4 1 G 5 e 9 楕　 円　 形 0 ．8 3 × 0 ．6 4 1 4
外 傾 i

垂 可

外 可

垂 可

外 可

A I l b

1 4 2 G 5 e 8 不 整 円 形 径 1 ．3 5 9 5 （11）

石 皿 2 点

（1叫

B H 2 b

1 4 3 G 5 e 8 楕　 円　 形 0 ．8 7 × 0 ．7 0 2 0 A I l b

1 4 4 G 5 f 9 円　　　 形 径 1 ．4 0 1 3 0 B Ⅲ 3 b

1 4 5 G 5 f 8 楕　 円　 形 1 ．0 9 × 0 ．9 5 1 8 A Ⅲ 1 b

1 4 6 G 5 g 8 N － 3 6 史－ W 楕　 円　 形 0 ．9 5 × 0 ．7 5 3 0 外 傾 A I l b

1 4 7 G 5 g 7
N － 5 3 叫

i

N － 5 0 叫

楕　 円　 形 1 ．2 0 × 1 ．0 2 3 0 外 傾 A II l b

1 4 8 G 5 g 7 （円　 形 ） 径 （1 ．1 7 ） 2 9 外 傾 平 坦 A Ⅲ lb

1 4 9 G 5 h 7
（楕 円 形 ） i

（2 ．5 0 ） × 1 ．4 0 1 0 0 垂 直 平 坦
（33） B Ⅲ 3 b S K － 2 0 0 と 重 複

1 5 0 i G 5 g 8 ！ N － 8 4 叫 楕 円 形 ！ 1 ・4 5 × 1 ・2 0 i 7 2 ！外 可 皿 可 （6 ） i A Ⅲ 2 b i
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（6）

番 号 位　 置 長 径 方 向 平　 面　 形
規　　　　 模

壁 面 底 面 覆 土
ビ ッ

ト数
出 土 遺 物

（点 ）
形 態 分 類 備　　　 考

長 径 × 短 径 血 ） 深 さ毎

1 5 1 G 5 g 4 N － 5 5 L E 楕　 円　 形 1 ．6 6 × 1 ．2 6 6 0 外 傾 平 坦 4 1 A Ⅲ 2 a

1 5 2 G 5 g 8 不 整 円 形 径 1 ．4 7 5 0 垂 直 平 坦 5 1 B Ⅲ 2 a

1 5 3 G 5 f o 円　　　 形 径 1 ．7 6 1 0 8 垂 直 平 坦 8 （45） B Ⅲ 3 b S K － 1 6 6 と 重 複

1 5 4 G 6 h l （円　 形 ） （1 ．1 0 ） × 0 ．9 8 5 0 垂 直 平 坦 7 B Ⅲ 2 b S K － 1 5 6 と 重 複

1 5 5 G 6 h l N － 4 0 旦－W 楕　 円　 形 0 ．9 7 × 0 ．7 3 1 6 外 傾 平 坦 3 （23） A I l b

1 5 6 G 6 h l （円　 形 ） 径 （1 ．8 0 ） 1 3 1 垂 直 平 坦 9 （58） B Ⅲ 3 b S K － 1 5 4 と 重 複

1 5 7 G 6 i l N － 5 7 L W 楕　 円　 形 1 ．0 2 × 0 ．8 3 1 3 外 傾 平 坦 2 A Ⅲ 1 b

1 5 8 G 5 i o N － 4 2 旦－E 長　 方　 形 1 ．4 0 × 0 ．7 5 3 6 外 傾 平 坦 2 1
第 3 4 7 図

1 0 　 （6 ）
D Ⅲ 1 a

1 5 9 G 5 j 9 N － 1 9 旦－W 不 整 円 形 1 ．0 1 × 0 ．9 2 2 0 外 傾 平 坦 2 1
第 3 4 7 図

1 1 （3 ）
A Ⅲ 1 a

1 6 0 G 5 j 9 円　　　 形 径　 0 ．9 4 1 7 外 傾 平 坦 4
第 3 4 7 図

1 2 　 （1 ）
A I l b

1 6 1 G 5 e 2 N － 2 5 旦－E 楕　 円　 形 0 ．8 0 × 0 ．6 7 3 0 外 傾 平 坦 2 A I l b S K － 1 2 9 と 重 複

1 6 2 H 5 a 8 （円　 形 ） 1 ．1 5 × （1 ．1 0 ） 9 0 垂 直 平 坦 8 （70） B Ⅲ 2b S K － 2 0 2 ・2 0 3 と
重 複

1 6 3 H 5 a 7 N － 5 1 旦－W 楕　 円　 形 1 ．1 0 × 0 ．9 0 6 7 外 傾 平 坦 3
第 3 4 7 図

1 3 　 （15）
A Ⅲ 2 b

1 6 4 G 5 j 7 円　　　 形 径 1 ．6 0 7 0 外 傾 平 坦 4 （2 7）
A Ⅲ 2 b

1 6 5 G 5 e 4 円　　　 形 径 1 ．3 0 1 2 0 垂 直 平 坦 3 （3 0） B Ⅱ 3 b S K － 1 3 2 と 重 複

1 6 6 G 5 f 9 N － 3 0 旦－W （楕 円 形 ） 0 ．9 3 × （0 ．3 4 ） 6 0 垂 直 平 坦 8
第 3 4 7 図

14 ～1 5 （2 ）
B I 2 b S K － 1 5 3 と 重 複

1 6 7 G 5 f 7 N － 4 0 旦－W 長　 方　 形 1 ．4 0 × 1 ．1 0 7 1 内 湾 平 坦 3 E Ⅲ 2 b S K － 1 3 9 ・1 4 0 と
重 複

1 6 8 G 5 f 6 N － 5 0 旦－W 長 楕 円 形 8 ．8 7 × 0 ．4 5 4 0 外 傾 平 坦 2 （7 ） E Iu l b S K － 1 4 8 と 重 複

1 6 9 F 6 C 2 N － 3 8 旦－E 楕　 円　 形 2 ．1 0 × 1 ．2 3 5 0 外 傾 平 坦 6 A ⅡI 2 b S I － 1 5 内

1 7 0 H 5 a 7 N － 4 4 L W 不 整 長 方 形 3 ．7 0 × 1 ．0 0 2 5 外 傾 起 伏 2 1 D IⅢ1 a

1 7 1 G 6 j 3 N － 1 3 旦－W 楕　 円　 形 0 ．7 0 × 0 ．6 0 2 5 外 傾 平 坦 2 A I l b

1 7 2 G 6 j 3 N － 1 7 旦－W 不 整 楕 円 形 0 ．8 0 × 0 ．6 4 4 0 外 傾 平 坦 3 1 A I l a

1 7 3 G 6 j 3 N － 0 0 不 整 楕 円 形 0 ．9 5 × 0 ．8 0 2 8 外 傾 平 坦 2 1 A I l a

1 7 4 H 6 a 3 円　　　 形 径　 0 ．9 8 2 3 外 傾 平 坦 3
第 3 4 7 図

1 6 ～1 7 （5 ） A I l b

1 7 5 H 6 a 2 N － 5 1 9－W 楕　 円　 形 0 ．7 8 × 0 ．7 5 1 2 外 傾 平 坦 2 A I l b

1 7 6 H 6 a l N － 5 5 史－W 長　 方　 形 1 ．6 2 × 0 ．7 5 4 2 垂 直 平 坦 3
第 3 4 7 図

1 8 ～2 0 （16）
B Ⅲ 1 b

1 7 7 H 5 a o （円　 形 ） 径 （1 ．0 6 ） 7 2 垂 直 平 坦 6 （29） B Ⅱ 2 b S K － 2 0 4 と 重 複

1 7 8 H 5 a o N － 7 5 三一W 楕　 円　 形 1 ．3 5 × 1 ．2 3 3 5 外 傾 凹 凸 2 2 （14） A Ⅱ 1 a

1 7 9 H 5 a 9 N － 7 2 と一W 楕　 円　 形 1 ．6 3 × 1 ．0 6 2 0 外 傾 起 伏 2 （4 2） A Ⅲ 1 b

1 8 0 H 5 a 9 N － 7 2 旦－W 楕　 円　 形 1 ．1 7 × 0 ．9 6 2 1 外 傾 凹 凸 3 （川 A Ⅱ 1 b

1 8 1 H 5 b 8 円　　　 形 径 1 ．5 5 2 3 外 傾 平 坦 3 （1 5） A Ⅲ 1 b

1 8 2 H 5 b 9 N － 1 2 L E 不 整 方 形 1 ．3 5 × 0 ．6 5 4 1 外 傾 平 坦 3 （10） E Ⅱ 1 b

1 8 3 H 6 b l N － 2 4 旦－W 楕　 円　 形 0 ．9 7 × 0 ．8 5 2 3 外 傾 起 伏 2
第 3 4 7 図

2 1 ～2 2 （7 ）
A I lb S K － 2 0 5 と 重 複

1 8 4 H 6 b l 円　　　 形 径　 0 ．9 4 4 8 外 傾 皿 状 2 A I lb

1 8 5 H 5 C 9 N － 5 6 旦一W 長 楕 円 形 5 ．7 0 × 1 ．3 5 2 8 外 傾 平 坦 3 （2 5） E Ⅲ 1b

一350－



（7）

番 号 位　 置 長 径 方 向 平　 面　 形
規　　　　 模 ）i 壁 面

底 面 覆 土
ビ ッ

ト 数

出 土 遺 物
（点 ）

形 態 分 類 備　　　 考
長 径 × 短 径 h 深 さ （Ⅷ

1 8 6 H 5 C 9 不 整 円 形 径　 0 ．9 3 3 2 外 傾 平 坦 2 A I l b

1 8 7 H 5 C 9 不 整 円 形 径 1 ．0 0 2 5 外 傾 平 坦 3 A Ⅲ 1 b

1 8 8 H 5 C 9 円　　　 形 径 1 ．1 9 2 3 外 傾 平 坦 2 1 A Ⅲ l a

1 8 9 H 5 C 8 円　　　 形 径 1 ．9 4 1 6 外 傾 平 坦 2
第 3 4 7 図
2 3 ～ 2 5 （8 ） A II l b

1 9 0 H 5 d 7 N － 3 2 L E 楕　 円　 形 2 ．2 3 × 2 ．1 2 1 6 外 傾 平 坦 3 A IⅢ 1 b

1 9 1 H 5 C 7 N － 6 3 旦－ W 楕　 円　 形 1 ．3 5 × 1 ．0 2 3 0 垂 直 平 坦 4 1 B ［ 1 a

1 9 2 H 5 a 8 不 整 円 形 径 1 ．3 0 2 5 外 傾 平 坦 2
第 3 4 7 図

2 6 ～ 2 7 （4 ）
A Ⅲ 1b

1 9 3 G 5 j 4 N － 4 1 旦－W 方　　　 形 1 ．1 0 × 0 ．8 4 9 0
フ ラ ス

コ 状
平 坦 3

第 3 4 7 図

2 8 ～ 3 0 （13）
D Ⅲ 2 b

1 9 4 G 5 f 4 円　　　 形 2 ．0 6 × 1 ．9 2 8 3 垂 直 起 伏 9 （1 6 2 ） B IⅢ 2 b

1 9 5 G 5 h 3 N － 8 1 L W 楕　 円　 形 0 ．9 0 × 0 ．7 6 1 1 外 傾 平 坦 2 A I l b

1 9 6 G 5 g 3 N － 2 5 L W （楕 円 形 ） 2 ．1 0 × （1 ．8 0 ） 5 5 外 傾 起 伏 3 （59） A ⅡI 2 b S K … 1 9 9 と 重 複

1 9 7 H 5 b 7 N － 2 3 旦－ W 楕　 円　 形 1 ．5 4 × 1 ．4 0 7 1 外 傾 平 坦 9 （l Z） A H 2 b

1 9 8 H 5 a o N － 3 0 旦－ E 楕　 円　 形 1 ．1 5 × 0 ．9 4 1 3 3 フ ラ ス
コ 状

平 坦 1 0 （2 3 2 ） C Ⅲ 3 b

1 9 9 G 5 h 3 円　　　 形 径 1 ．3 0 6 6 外 傾 平 坦 3 （18） A Ⅲ 2 b
S K － 1 9 6 と 重 複
S I … 3 2 内

2 0 0 G 5 h 7 N － 7 0 L E 楕　 円　 形 1 ．2 0 × 0 ．7 0 2 4 外 傾 平 坦 A Ⅱ 1b S K － 1 4 9 ・ 1 5 0
と 重 複

2 0 1 H 5 d 8 円　　　 形 径　 0 ．9 8 5 9 外 傾 平 坦 7
第 3 4 7 図

3 1 ～ 3 2 （6 ）
A I 2 b S I － 3 7 内

2 0 2 H 5 a 8 N － 6 0 仁一 E （楕 円 形 ） 1 ．7 5 × （1 ．0 7 ） 2 2 外 傾 平 坦 1 A Ⅲ 1b
S K － 2 0 3 ・ 1 6 2

と 重 複

2 0 3 H 5 a 8 N － 6 8 旦－W 不　 定　 形 1 ．6 0 × 0 ．8 8 7 0 垂 直 平 坦 E Ⅲ 2 b S K … 2 0 2 ・ 1 6 2
と 重 複

2 0 4 H 5 a o N － 3 3 旦一 W （楕 円 形 ） 1 ．4 3 × （1 ．0 2 ） 7 2
な だ
ら か

平 坦 2 A Ⅲ 2 b S K － 1 7 7 と 重 複

2 0 5 H 6 b l 円　　　 形 径　 0 ．7 0 5 3 外 傾 平 坦 3 （14） A I 2 b S K － 1 8 3 と 重 複

2 0 6 G 4 a 4 円　　　 形 径 1 ．4 0 4 3 外 傾 平 坦 3 A Ⅲ 1 b

2 0 7 G 4 a 5 N － 6 6 旦－ E 隅 丸 長 方 形 2 ．4 0 × 1 ．1 1 2 7 垂 直 平 坦 4 （2 ） D IⅢ 1 b

2 0 8 G 4 b 5 N － 4 8 L E 不 整 楕 円 形 1 ．2 0 × 0 ．9 6 2 2 外 傾 平 坦 2 1 （1 ） A Ⅲ 1 a S K － 2 0 9 と 重 複

2 0 9 G 4 b 5 N － 4 4 旦一 W 楕　 円　 形 2 ．9 0 × 0 ．8 4 2 5 外 傾 平 坦 5
第 3 4 7 図

3 3 ～ 3 5 （1 4）
A Ⅲ 1 b S K － 2 0 8 と 重 複

2 1 0 G 4 C 5 N － 7 2 旦－ W 楕　 円　 形 2 ．2 4 × 1 ．2 2 4 0 垂 直 平 坦 5

1

－ i

ー i

ー I

第 3 4 7 図

3 6 ～ 3 7 （1 0）
B Ⅲ 1 b S K － 2 1 1 と 重 複

2 1 1 G 4 C 5 N － 2 7 旦－ E （楕 円 形 ） 3 ．3 0 × （1 ．8 6 ） 3 7 外 傾 平 坦 5
第 3 4 7 図

3 8 ～ 4 0 （Zl）

（4 0）

A Ⅲ 1b S K － 2 1 0 と 隣 接

2 1 2 G 4 C 6 N － 4 9 旦一 E 不　 定　 形 4 ．5 5 × 1 ．3 3 4 0 垂 直 起 伏 6 E IH l b

2 1 3 G 4 d 2 N － 7 1 旦一 E

N － 4 3 旦－ E

N － 8 6 L E

N － 4 8 旦－W

楕　 円　 形 1 ．5 0 × 1 ．2 1 3 3 外 傾 平 坦 2 第 3 4 7 図
4 ト 4 2 （4 ） A Ⅲ 1 b

2 1 4 G 4 b 4 円　　　 形 径 1 ．5 0 3 1 外 傾 平 坦 5 （1 ） A Ⅲ 1 a

2 1 5

2 1 6

2 1 7

G 4 e 4

擾 乱 可

G 4 g 2 ！

不 整 長 楕 円 形

不 整 楕 円 形

4 ．9 0 × 1 ．6 6

2 ．3 0 × 1 ．9 0

2 5

4 3

外 傾

外 傾

平 坦

平 坦

5

4

（3 2）

（1 3）

第 3 4 7 図

4 3 ～ 4 5 （6 ）

A Ⅲ 1 b

F

A IⅢ 1 b

2 1 8 G 4 g 2 円　　　 形 径 1 ．0 6 4 3 外 傾 平 坦 4 A Ⅲ 1 b

2 1 9 G 4 g 4 円　　　 形 径 1 ．3 7 3 3 外 傾 平 坦 3

4

A Ⅲ l b

2 2 0 G 4 e 3 楕　 円　 形 0 ．9 6 × 0 ．7 4 3 1 外 傾 平 坦 A I l b
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（8）

番 号 位　 置 長 径 方 向 平　 面　 形
規　　　　 模

i 壁 面 底 面 覆 土
ビ ッ

ト数
出 土 遺 物

は 王）
形 態 分 類 備　　　 考

長 径 × 短 径 血 深 さ 拉

2 2 1 G 4 f 5 N － 3 0 旦－ E 楕　 円　 形 1 ．6 1 × 1 ．2 1 3 6 外 傾 平 坦 3
第 3 4 7 図

4 6 　 （7 ）
A I l b

2 2 2 G 4 e 5 N － 3 0 L E 不 整 楕 円 形 2 ．4 7 × 1 ．3 4 2 0 外 傾 平 坦 4
第 3 4 7 図

4 7 ～5 2 （2 6）
A IⅢ 1 b

2 2 3 H 4 h 5 円　　　 形 径 1 ．0 5 6 6 垂 直 平 坦 4
第 347 図 53 （13）
第 348 図 ト 3

B Ⅲ 2 b

2 2 4 G 4 g 6 N － 4 6 旦－ E 不 整 楕 円 形 3 ．2 2 × 2 ．2 0 3 7 外 傾 平 坦 6
第 3 4 8 図

4 ～6 （21）
A 止 I lb

2 2 5 G 4 f 7 N － 8 旦－ W 不 整 楕 円 形 3 ．5 1 × 2 ．1 6 3 8 外 傾 起 伏 7
第 3 4 8 図

7 ～ 1 3 （44）
A Ⅱ I lb

2 2 6 H 4 g 6 円　　　 形 径　 0 ．8 0 3 7 垂 直 平 坦 2 第 3 4 8 図
1 4 ～ 1 5 （15）

B I lb S I － 5 0 内

2 2 7 撹 乱 穴 F

2 2 8 G 4 i 5 円　　　 形 径　 0 ．9 0 4 6 外 傾 平 坦 5 A I l b

2 2 9 G 4 g l 不 整 円 形 径 1 ．0 5 2 4 外 傾 平 坦 3 A Ⅲ l b

2 3 0 G 4 h 7 N － 1 3 旦－W 楕　 円　 形 1 ．9 5 × 1 ．1 1 2 4 外 傾 平 坦 5
第 3 4 8 図

1 6 ～ 1 7 （3 ）
A Il l b

2 3 1 H 4 f 7 N － 6 5 9－ W 楕　 円　 形 1 ．5 0 × 1 ．2 4 6 0 垂 直 平 坦 3 （7 8） B Ⅲ 2 b S I － 4 6 内

2 3 2 G 4 i 7 N － 7 4 L E 楕　 円　 形 1 ．7 7 × 1 ．3 9 4 5 外 傾 平 坦 5 1
第 3 4 8 図

1 8 ～ 2 0 （1 7）
A Il l a

2 3 3 G 4 h 9 N － 3 L W 楕　 円　 形 0 ．8 2 × 0 ．7 1 1 9 外 傾 平 坦 2
第 3 4 8 図

2 ト 2 3 （9 ）
A I l b

2 3 4 G 4 h 9 N － 5 1 L E 不 整 方 形 1 ．0 3 × 0 ．9 1 3 1 外 傾 平 坦 2
第 3 4 8 図

2 4 ～2 5 （5 ）
D Ⅱ 1 b

2 3 5 G 4 i 2 N － 3 6 9 － E 楕　 円　 形 1 ．1 9 × 0 ．8 0 2 1 外 傾 平 坦 3 A Ⅲ 1 b

2 3 6 G 4 i 8 円　　　 形 径 1 ．3 0 4 0 外 傾 平 坦 2
第 3 4 8 図

2 6 ～ 2 7 （9 ）
A Ⅲ 1b

2 3 7 H 4 a 3 N － 4 0 ⊥ W 長 楕 円 形 3 ．5 2 × 1 ．5 4 3 4 外 傾 平 坦 6
第 3 4 8 図
2 8 ～ 2 9 （4 ）

A ∬I l b

2 3 8 G 4 i 5 N － 2 旦－ E 楕　 円　 形 1 。8 0 × 1 ．6 3 3 7 垂 直 平 坦 5
第 3 4 8 図

3 0 ～ 3 1 （2 ）
B Ⅲ 1 b

2 3 9 G 4 i 6 N － 5 8 旦－ E 楕　 円　 形 1 ．2 3 × 0 ．8 8 5 1 垂 直 平 坦 4 （1 ） B Ⅲ 2 b

2 4 0 G 4 j 6 N － 4 4 旦－ E 隅 丸 長 方 形 1 ．7 1 × 0 ．9 7 4 2 外 傾 平 坦 4 4 第 3 4 8 図
3 2 　 （6 ）

D ［ 1 a

2 4 1 G 4 j 6 不 整 円 形 径 1 ．0 1 2 9 外 傾 皿 状 2
第 3 4 8 図

3 3 　 （8 ）
D Ii l b

2 4 2 撹 乱 穴 F

1
2 4 3 l r 　一十．　＿一．　　　．ゴ驚 古し八 ！ ！

［
】

l
l 】 i 】 】 】

l
l F 　　 i2 4 3 ゴ驚 古し八 上 I

2 4 4 撹 乱 穴 F

2 4 5 擾 乱 穴 F

2 4 6 擾 乱 穴 F

2 4 7 G 4 j 7 N － 5 3 旦一 W 楕　 円　 形 1 ．0 6 × 0 ．8 8 3 9 垂 直 平 坦 3 （3 ）′ B 且 lb

2 4 8 G 4 i 7 N － 2 8 L lV 不 整 楕 円 形 1 ．8 0 × 1 ．4 2 4 8 垂 直 平 坦 5
第 3 4 8 図
3 4 ～3 9 （2 1）

B Ⅲ 1b

2 4 9 G 4 i 8 N － 7 5 L W 不 整 楕 円 形 2 ．1 6 × 1 ．7 1 2 7 外 傾 平 坦 6 4 （8 1） A Ⅲ 1a S K － 2 5 0 と 重 複

2 5 0 G 4 j 8 N － 2 3 旦－ E 楕　 円　 形 1 ．2 6 × 0 ．9 4 4 2 外 傾 平 坦 3
第 3 4 8 図

4 0 ～4 2 （14）
A Ⅲ 1 b S K － 2 4 9 と 重 複

2 5 1 G 4 j 8 円　　　 形 径 1 ．6 2 7 5 外 傾 平 坦 5 1 （7 6） A Ⅲ 2 a

2 5 2 G 4 j 7 N － 5 5 旦－ E 楕　 円　 形 1 ．8 8 × 1 ．4 8 5 7 外 傾 平 坦 3 1 （8 1） A Ⅲ 2 a

2 5 3 G 4 i o 不 整 円 形 径　 0 ．8 1 3 1 外 傾 平 坦 3 A I l b

2 5 4 撹 乱 穴 F

2 5 5 G 4 j o N － 4 1 旦－ W 楕　 円　 形 1 ．5 0 × 0 ．6 6 4 3 外 傾 平 坦 3
第 3 4 8 図

4 3 　 （3 ）
A Ⅲ 1 b
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（91

番号 位　 置 長 径 方 向
i 平 面 形 規　　　　 模 ）！壁 面

底 面
i覆土 ビッ

ト数
出 土 遺 物
（点 ）

形 態 分 類 備　　　 考
長 径 ×短 径 血）！深 さ♭

25 6 G 4 j o N … 63 9－E
！楕 円 形

1 ．4 7 × 1 ．0 8 42 外 傾 平 坦 3 2
第 34 8 図
44 ～4 5（6 ）

A Ⅲ1a

25 7 G 4 j o N －3 3 L E 不 整 楕 円形 1 ．98 ×0 ．8 5 3 9 外 傾 平 坦 3 （16） A Ⅲ1b

25 8 G 4 j o N －7 5 L W 長 楕 円 形 2 ．37 ×0 ．9 8 5 9 外 傾 平 坦 4 2
第3 48 図
4 6～49 （24） A IⅢ2a

2 5 9 H 4 a 9 N 1 6 5 三一W 長 楕 円 形 1 ．84 ×0 ．83 2 9 垂 直 平 坦 4 1
第3 48 図
5 0・5 2（12）

B II la

2 60 G 5 i 2 N － 86 旦－E 楕　 円　 形 1 ．4 0 ×1 ．20 4 0 外 傾 平 坦 2 （27） A Ⅲlb

2 61 G 4 g 7 N － 11 L E 不　 定　 形 3 ．4 4 ×1 ．58 36 外 傾 平 坦 E IⅢ1b

2 62 G 4 g 7 N －6 4 と－E 楕　 円　 形 2 ．1 6 ×0 ．7 2 50 垂 直 皿 状 B Ⅲ2b

26 3 G 4 g 7 N －3 4 旦－W 楕　 円　 形 1 ．30 ×0 ．5 0 3 2 垂 直 平 坦 B Ⅲ1b

26 4 炉　 穴

2 6 5 H 5 C 3 N － 4 1 L E 楕　 円　 形 0 ．73 ×0 ．53 2 0 外 傾 平 坦 3 1 A I la

2 66 H 5 d 3 円　　　 形 0 ．8 3 ×0 ．76 5 7 垂 直 平 坦 2 B I 2b

2 67 H 5 a 2 N － 33 L E 不 整 円 形 0 ．9 8 ×0 ．8 5 34 外 傾 平 坦 3 （31） A I lb

26 8 H 5 a 2 円　　　 形 径　 0 ．86 4 7 垂 直 平 坦 2 （26） B I lb

26 9 H 5 a l N ～2 9 L E 不 整 楕 円 形 0 ．66 ×0 ．5 1 4 8 垂 直 平 坦 3 B I lb

2 7 0 H 5 C 4 N －4 3 旦－E 楕　 円　 形 1 ．51 ×0 ．8 7 3 7 垂 直 平 坦 3 1
第3 48 図
5 1 ・5 3（4 ）

B II la

2 7 1 H 5 d 5 N － 22 旦－E 楕　 円　 形 0 ．69 ×0 ．57 2 9 垂 直 平 坦 3 B I lb

2 72 H 5 d 5 N … 36 L W 楕　 円　 形 1 ．3 6 ×1 ．0 0 4 6 垂 直 平 坦 2 （82） B Ⅲ1b

27 3 H 5 d 5 N － 12 旦－E 楕　 円　 形 1 ．1 2 ×0 ．9 2 23 外 傾 平 坦 2 （1 ） A Ⅱ1b

27 4 H 5 d 6 円　　　 形 径　 0 ．58 29 垂 直 凹 凸 3 （27） C I lb

27 5 H 5 e 6 N －5 2 旦－E 楕　 円　 形 1 ．10 ×0 ．7 7 15 L 外 傾 凹 凸 3 A Ⅲlb

27 6 H 5 d 6 N － 64 L E （楕 円 形 ） （1 ．09 ）×0 ．8 8 1 7 外 傾 凹 凸 2 1 （2） A Ⅲ1a

2 77 H 5 e 6 N － 0 0 楕　 円　 形 1 ．3 1 ×0 ．8 1 1 8 外 傾 凹 凸 2
第 34 8 図
54　 （4 ）

A Ⅲ1b

2 78 H 5 e 7 N － 33 旦－W （楕 円 形 ） 1 ．35 × （0 ．64 ） 14 外 傾 凹 凸 3 A Ⅲlb

2 79 H 5 e 7 N －7 6 旦－E 楕　 円　 形 1 ．4 6 ×0 ．9 3 28 外傾 凹 凸 3 A Ⅱib

28 0 H 5 e 6 N －7 0 L E 楕　 円　 形 1 ．14 ×0 ．8 0 21 垂 直 起 伏 2 1
第 34 8 図
55～5 6（4 ）

B Ⅲ1b

28 1 H 5 e 6
i

i

i

i

N －2 0 L W I

i

i

N － 48 叫

円　　　 形 径 1 ．3 8 8 8 垂 直 平 坦
2 ！

3 i

i

4 ！

2 i

！

3 i

4 ！

2 ！

2 ！

（138 ） B Ⅲ2b

2 8 2 ！

2 83 i

28 4 ！

H 5 f 6 ！

凱 可

H 5 e 3 i

楕 円 形 i

！

不 整 円 形 i

0 ・91 ×0 ・72 i

i

径 1 ・60 i

3 8 i

i

64 ！

垂 可

！

垂 直 i

凹 可

i

平 坦 ！

1 ！

！

」

豊 劉

！

怒 豊 胃1g）i

A I la i

F ！

B m ！

28 5 ！

28 6 ！

2 8 7 I

H 5 e 5 i

炉 可

H 5 f 6 i

楕 円 形 i

i

円　 形 i

1 ・1 9 ×0 ・8 8 i

i

径 1 ・27 ！

可

！

2 4 I

外可

I

外 可

平 可

i

平 可

」

I

2 ！

i

i

I
i

A Ⅲ1b i

i

A Ⅲ1a i

2 88 H 5 f 6 不 整 楕 円 形 1 ．70 ×1 ．26 3 3
外 可

平 坦 l i 盟 酢
A Ⅲ1a

28 9 H 5 f 6 N － 18 L W 楕　 円　 形 1 ．0 8 ×0 ．80 3 2 外 傾 平 坦 A Il lb

29 0 ！ H 5 f 7 ！N － 54 叫 不 定 形 i
2 ．1 6 ×1 ．78

15 i 外 可 平 坦 i l i

～
E Ⅲ1a

ー353…



（10）

番 号 位　 置 長 径 方 向 平　 面　 形
規　　　　 模

壁 面 底 面 覆 土
ビ ッ

ト数

出 土 遺 物
（点 ）

形 態 分 類 備　　　 考
長 径 × 短 径 ね 深 さ毎

2 9 1 H 5 f 7 不 整 円 形 径 1 ．6 5 1 0 5
フ ラ ス

コ状
起 伏 1 （44） C Ⅲ 3 b

2 9 2 H 5 d 6 N － 5 1 旦－ E （円　 形 ） 径 （0 ．6 9 ） 5 0 外 傾 平 坦 2 A I 2 b

2 9 3 H 5 g 8 N － 6 2 旦－W 不 整 円 形 0 ．9 1 × 0 ．7 3 1 5 外 傾 平 坦 2 A I lb

2 9 4 H 5 g 7 N － 3 0 旦－W 楕　 円　 形 1 ．3 9 × 1 ．1 2 1 2 外 傾 平 坦 2 3
第 3 4 9 図
1 9 　 （8 ）

A Ⅲ 1 a

2 9 5 H 5 g 7 N － 3 7 L W 楕　 円　 形 0 ．7 3 × 0 ．5 8 1 5 外 傾 平 坦 2 2 A I l a

2 9 6 H 5 g 6 円　　　 形 径 1 ．3 2 2 4 垂 直 平 坦 2 2
第 3 4 9 図
2 0 ～2 2 （3 ）

B Ⅲ 1 a

2 9 7 H 5 g 6 N － 7 3 旦－E 不 整 楕 円 形 2 ．2 1 × 1 ．7 5 1 8 外 傾 平 坦 2 3 A ⅡI l a

2 9 8 H 5 g 6 円　　　 形 径　 0 ．8 7 7 1 垂 直 平 坦 3 B I 2 b

2 9 9 H 5 g 5 N － 3 6 L E 楕　 円　 形 1 ．1 9 × 0 ．9 5 2 2 垂 直 平 坦 4 2 B Ⅲ 1 a

3 0 0 H 5 g 5 N － 6 1 旦－E 楕　 円　 形 0 ．7 8 × 0 ．5 5 4 8 垂 直 平 坦 3 B I l b

3 0 1 H 5 g 6 N － 6 1 旦－E 不 整 楕 円 形 1 ．8 5 × 1 ．2 1 3 4 外 傾 平 坦 3
第 3 4 9 図

2 3 ～2 4 （5 ）
A Ⅲ 1 b

3 0 2 H 5 h 6 N － 5 0 9－W 不　 定　 形 2 ．3 3 × 1 ．5 0 2 3 外 傾 平 坦 3 1
第 3 4 9 図

2 5 　 （7 ）
E Ⅲ l a

3 0 3 H 5 d 3 N － 3 8 旦－W 楕　 円　 形 1 ．3 1 × 1 ．0 5 5 1 垂 直 平 坦 2 （34） B Ⅲ 2 b

3 0 4 H 5 d l N － 7 0 旦－ E 不 整 楕 円 形 2 ．2 7 × 1 ．3 0 3 1 外 傾 平 坦 1
第 3 4 9 図
2 6 ～2 8 （7 ） A Ⅲ 1b

3 0 5 H 4 d o N l 1 9 L W 楕　 円　 形 1 ．9 4 × 1 ．2 7 2 4 垂 直 平 坦 3 5
第 3 4 9 図
2 9 　 （2 ）

B Ⅲ 1a

3 0 6 H 4 d 9 N － 5 4 旦－ E 楕　 円　 形 1 ．7 0 × 0 ．9 1 2 4 外 傾 平 坦 3 A Ⅲ 1b

3 0 7 H 4 d o 円　　　 形 径　 0 ．7 0 4 0 外 傾 平 坦 2 1
第 3 4 9 図

3 0 　 （1 ）
A I l a

3 0 8 H 4 c o N － 6 7 旦－W 不 整 楕 円 形 2 ．1 3 × 1 ．2 8 7 4 垂 直 平 坦 3 （22 ） B I］2 b

3 0 9 H 4 c o 円　　　 形 径 1 ．2 6 5 0 垂 直 平 坦 2 （49） B II 2 b

3 1 0
A 　 H 4 c o

N － 5 3 旦－W
楕　 円　 形 1 ．3 1 × 1 ．1 8 3 3 垂 直 平 坦 5 1 （5 9） A Ⅲ 1 a S K － 3 3 8 と 重 複

B 　 H 4 b o 円　　　 形 径 1 ．1 6 2 3 3 － （6 ） A Ⅲ 1 b

3 1 1 G 4 g 9 N － 4 9 旦－W 楕　 円　 形 1 ．2 8 × 0 ．6 9 1 5 7 垂 直 凹 凸 3 1
第 3 4 9 図

3 1 ～3 2 （3 ）
A Ⅲ 3 a S I － 4 2 内

3 1 2 G 5 j 2 N － 8 0 L E 楕　 円　 形 1 ．2 4 × 0 ．8 4 9 6 垂 直 皿 状 5 （34） B Ⅲ 2 b

3 1 3 撹 乱 冗 F

3 1 4 撹 乱 穴 F

3 1 5 擾 乱 穴 F

3 1 6 H 4 a 6 不 整 円 形 径 1 ．2 3 3 5 外 傾 平 坦 2 A Ⅲ　 b

3 1 7 H 4 a 6 円　　　 形 径 1 ．2 5 2 0 外 傾 平 坦 3 1 A Ih a

3 1 8 撹 乱 穴
第 3 4 9 図

3 3 ～ 3 4
F

3 1 9 H 4 b 7 不 整 円 形 1 ．8 1 × 1 ．5 4 3 4 外 傾 平 坦 3 1
第 3 4 9 図

3 5 　 （6 ）
A Ⅱ 1 a

3 2 0 H 4 b 8 N － 1 8 旦一W 楕　 円　 形 1 ．7 7 × 1 ．1 1 3 0 垂 直 平 坦 2 1
第 3 4 9 図

3 6 ～3 7 （3 ）
B Ⅲ 1 a

3 2 1 H 4 b 8 N － 6 2 旦一W 楕　 円　 形 1 ．6 4 × 1 ．4 3 3 4 外 傾 平 坦 2
第 3 4 9 図
3 8 －3 9 （4 ）

A Ⅱ 1 b

3 2 2 H 4 b 9 円　　　 形 径 1 ．7 2 4 3 外 傾 平 坦 2
第 3 4 9 図

4 0 －4 3 （9 ）
A Ⅲ 1b

3 2 3 H 4 d 8 N － 3 4 L W 楕　 円　 形 2 ．5 0 × 1 ．5 3 3 5 外 傾 平 坦 2 2
第 3 4 9 図

4 4 ～4 5 （4 ）
A I［ 1a

3 2 4 H 4 a 5 円　　　 形 径 1 ．8 2 3 4 垂 直 平 坦 3 1 B Ⅲ 1a

3 2 5 擾 乱 穴 F

…一354－



（11）

番 号 位　 置 長 径 方 向 平　 面　 形
規　　　　 模 ）！壁 面

底 面 覆 土
ビ ッ

ト数
出 土 遺 物
（点 ）

形 態 分 類 備　　　 考
長 径 × 短 径 血 深 さ♭

3 2 6 H 4 C 5 N － 3 1 9 － E 不 整 楕 円 形 1 ．2 5 × 0 ．7 5 2 5 垂 直 平 坦 3 B Ⅲ 1 b

3 2 7 擾 乱 穴 F

3 2 8 H 4 f 5 N － 4 0 L W 隅 丸 長 方 形 1 ．8 8 × 0 ．7 1 1 7 外 傾 平 坦 2 3
第 3 4 9 図

4 6 ～4 7 （6 ）
E Ⅲ 1 a

3 2 9 擾 乱 穴 F

3 3 0 H 4 f 5 N － 1 7 旦－W 不　 定　 形 1 ．7 1 × 1 ．0 7 5 4 垂 直 平 坦 3
第 3 4 9 図
4 8 ～5 0 （16）

F Ⅲ 2 b S K － 3 3 1 と 隣 接

3 3 1 H 4 f 5 N － 5 3 旦－W 楕　 円　 形 1 ．2 7 × 0 ．9 5 2 2 外 傾 平 坦 3 1 A Ⅱ 1 a S K － 3 3 0 と 隣 接

3 3 2 H 4 f 5 不 整 円 形 径 1 ．3 0 8 4 垂 直 平 坦 4
第 3 4 9 図

5 1 ～5 2 （16）
B Ⅲ 2 b

3 3 3 H 4 d 5 N － 5 8 三一 E 楕　 円　 形 1 ．0 3 × 0 ．8 9 7 4 垂 直 平 坦 4 1 （22） B Ⅲ 2 a

3 3 4 H 4 e 2 N － 6 1 旦－E 不 整 楕 円 形 1 ．3 1 × 1 ．1 1 4 5 垂 直 平 坦 3 B Ⅲ 1 b

3 3 5 H 4 b 2 円　　　 形 径 1 ．1 7 4 0 垂 直 平 坦 2 B 臣 b

3 3 6 H 4 b l N 1 4 9 三一W 楕　 円　 形 1 ．2 5 × 1 ．0 8 3 0 垂 直 平 坦 2
第 3 5 0 図

1 （6 ）
B Ⅲ 1 b

3 3 7 H 5 b l N － 2 3 旦－E 楕　 円　 形 1 ．4 6 × 0 ．9 0 4 0 垂 直 起 伏 3 （4 9） B ロ 1 b

3 3 8 H 4 b o N － 4 3 L E （楕 円 形 ） （0 ．7 0 ）× 0 ．4 7 5 2 垂 直 平 坦 （4 7） B I 2 b S K － 3 1 0 と 重 複

3 3 9 H 4 b o N － 6 0 旦－W 不 整 楕 円 形 1 ．3 0 × 1 ．1 0 3 8 外 傾 平 坦 4
第 3 5 0 図

2 ～ 3 （5 ）
A Ⅲ 1b

3 4 0 H 5 c l N － 9 0 L E 楕　 円　 形 1 ．5 3 × 1 ．2 2 2 9 垂 直 平 坦 4 1
第 3 5 0 図

4 ～ 5 （5 ）
B Ⅱ 1 a

3 4 1 H 4 e 8 N － 4 3 三一 E 隅 丸 長 方 形 2 ．0 0 × 1 ．3 6 3 1 垂 直 平 坦 2 1
第 3 5 0 図

6 ～ 7 （8 ）
B Ⅲ 1 a

3 4 2 H 4 f 8 N － 4 4 L E 不 整 楕 円 形 1 ．3 6 × 1 ．0 7 3 4 垂 直 傾 斜 2
第 3 5 0 図

8 ～1 0 （9 ）
B Ⅲ 1 b

3 4 3 H 4 f 8 N － 6 4 旦－W 不 整 楕 円 形 1 ．4 0 × 1 ．1 0 2 9 外 傾 平 坦 3 1
第 3 5 0 図

1 1 ～1 2 （6 ）
A Ⅲ 1 a

3 4 4 H 4 e 8 N － 9 0 旦一W 楕　 円　 形 1 ．3 0 × 0 ．9 5 4 4 垂 直 平 坦 3
第 3 5 0 図

1 3 ～1 5 （8 ）
B Ⅱ 1 b

3 4 5 H 4 d 8 不 整 円 形 径 1 ．5 0 7 6 垂 直 平 坦 1
第 3 5 0 図

1 6 ～1 8 （17）
B Ⅲ 2 b

3 4 6 H 4 e 7 N － 3 8 旦－E （不 定 形 ） 1 ．8 8 × （1 ．7 1 ） 7 5 外 傾 平 坦 4 （9 0） E Ⅲ 2 b

3 4 7 H 4 e 7 N － 0 0 （楕 円 形 ） （1 ．1 0 ） × 0 ．8 2 4 4 外 傾 平 坦 4
第 3 5 0 図

1 9 ～2 1 （6 ）
A Ⅱ 1b

3 4 8 H 4 e 6 不 整 円 形 径　 2 ．5 0 1 8 外 傾 平 坦 2
第 3 5 0 図

2 2 ～2 4 （6 ）
A m 1b

3 4 9 擾 乱 穴
第 3 5 0 図
2 5 ～2 6

F

3 5 0 H 5 b 3 円　　　 形 径 1 ．1 9 2 5 外 傾 平 坦 2 A Ⅱ 1 b

3 5 1 H 4 d 7 円　　　 形 径　 0 ．6 9 3 2 垂 直 平 坦 4 1 B I l a

3 5 2 H 5 f 3 円　　　 形 径 1 ．2 4 2 0 外 傾 平 坦 3 1 A ［ 1 a

3 5 3 H 5 f 3 N － 9 0 旦－W

N － 0 0

不 定 楕 円 形 1 ．3 6 × 1 ．0 5 1 5 垂 直 平 坦 3

1

1

2

1

（28）

B Ⅲ 1 b

S K － 3 7 1 ・3 7 2
と 重 複

S K － 3 7 0 と 重 複

3 5 4 H 5 f l 円　　　 形 径 1 ．5 0 1 0 0 垂 直 平 坦 2 B Ⅱ 3 b

3 5 5 H 4 f 7 不　 定　 形 0 ．9 5 × 0 ．5 8 5 1 外 傾 起 伏 2 （13）

第 3 5 0 図
2 7 ～2 8 （13）

E I 2 a

3 5 6 H 5 h 3 N － 3 7 旦－E 楕　 円　 形 1 ．0 5 × 0 ．7 5 2 2 外 傾 平 坦 3

3

3

4

4 i

A Ⅱ 1 b

3 5 7 H 5 h 3 N － 6 9 旦－W 不 整 楕 円 形 1 ．4 2 × 0 ．8 8 2 3 外 傾 平 坦 A Ⅱ 1a

3 5 8 H 5 h 3 N － 6 3 旦－E

N － 5 8 旦－W

楕　 円　 形 2 ．0 5 × 1 ．0 3 2 9 垂 直 平 坦
第 3 5 0 図

2 9 ～3 1 （3 ）
B Ⅲ 1b

3 5 9 H 5 j 4 円　　　 形 径　 2 ．0 7 3 0 外 傾 平 坦 第 3 5 0 図

3 2 ～3 3 （3 5）
A Ⅲ 1 a

3 6 0 H 5 j 3 楕　 円　 形 1 ．1 0 × 0 ．9 8 2 7 垂 直 平 坦 第 3 5 0 図
3 4 　 （9 ）

B Ⅱ 1 a

－355



（12）

番 号 位　 置 長 径 方 向 平　 面　 形
規　　　　 模 ！壁 面

底 面 覆 土
ビ ッ

ト数
出 土 遺 物
（点 ）

形 態 分 類 備　　　 考
長 径 × 短 径 血 深 さ局

3 6 1 H 5 j 3 N － 4 4 旦－E 楕　 円　 形 2 ．1 4 × 1 ．1 8 4 0 垂 直 平 坦 4 3 （11） B 丑I l a

3 6 2 H 5 i 2 N － 4 5 L E （不 定 形 ） 2 ．9 5 × （1 ．7 5 ） 4 2 垂 直 凹 凸 1 3 2 （50） B lH l a

3 6 3 I 5 a 3 N － 9 L E （楕 円 形 ） （2 ．1 3 ）× 1 ．7 3 3 2 外 傾 起 伏 3 （1 7） A IⅢ 1 b S K － 3 7 0 と 重 複

3 6 4 I 5 a 2 N － 9 0 L E 不 整 楕 円 形 2 ．4 3 × 2 ．1 1 2 9 垂 直 平 坦 4 （2 4） B IⅢ l b

3 6 5 H 5 j 2 N … 6 0 旦－E 楕　 円　 形 1 ．9 5 × 1 ．2 0 9 3 垂 直 平 坦 4 （5 8） B Ⅲ 2b

3 6 6 H 5 h l N － 3 6 L l V 不　 定　 形 1 ．5 0 × 1 ．2 5 1 8 垂 直 平 坦 3 5 E Ⅲ 1a

3 6 7 H 5 g 2 N … 1 9 L E 楕　 円　 形 1 ．5 5 × 0 ．6 9 2 0 外 傾 平 坦 2 5
第 3 5 0 図
3 5 　 （6 ）

A Ⅲ 1 a S I － 6 2 内

3 6 8 H 5 h 2 N 1 6 3 エー E 楕　 円　 形 0 ．7 6 × 0 ．6 0 2 8 垂 直 平 坦 2 2
第 3 5 0 図

3 6 　 （13）
B I l a S K － 3 6 9 と 隣 接

3 6 9 H 5 h 2 N … 2 9 旦－W 隅 丸 方 形 0 ．7 6 × 0 ．7 2 1 4 内 湾 平 坦 2 2
第 3 5 0 図

3 7 ～3 8 （3 ）
E I l a S K － 3 6 8 と 隣 接

3 7 0 H 5 j 3 （円　 形 ） 径 （1 ．2 8 ） 6 1 垂 直 平 坦 4 （63） B Ⅲ 2 b S K － 3 6 0 ・ 3 6 3
と 重 複

3 7 1 H 5 h 3 N － 4 7 旦－W 楕　 円　 形 1 ．3 6 × 1 ．1 0 2 2 垂 直 平 坦 4 2
第 3 5 0 図

3 9 ～4 1 （15）
B II l a S K － 3 5 8 と 重 複

3 7 2 H 5 h 3 （円　 形 ） 径 （1 ．2 5 ） 2 8 外 傾 平 坦 2 3
第 3 5 0 図

4 2 ～4 4 （10）
A Ⅲ 1 a S K － 3 5 8 と 重 複

3 7 3 H 5 h l 円　　　 形 径　 0 ．9 5 1 4 外 傾 平 坦 3 1 A I l a

3 7 4 H 5 i l 円　　　 形 径 1 ．0 5 4 5 外 傾 平 坦 3
第 3 5 0 図

4 5 ～4 6 （3 ）
A Ⅲ lb

3 7 5 H 5 j l N － 6 6 旦－W 不 整 楕 円 形 1 ．4 2 × 0 ．8 9 5 5 外 傾 平 坦 5 1
第 3 5 1 図

1 ～ 2 （5 ）
A Ⅲ 2 a S K － 3 7 6 と 重 複

3 7 6 H 4 i o N － 6 7 旦－W （楕 円 形 ） （0 ．8 0 ） × 0 ．7 2 6 0 垂 直 平 坦 2 （5 ） B I 2 b S K … 3 7 5 と 重 複

3 7 7 H 4 i o N － 9 0 旦一W 楕　 円　 形 0 ．7 8 × 0 ．6 3 3 1 垂 直 平 坦 4 2 B I l a

3 7 8 H 4 i 9 円　　　 形 径　 0 ．9 6 6 5 垂 直 平 坦 1
第 3 5 1 図

3 ～ 4 （4 ）
B I 2 b

3 7 9 H 4 h 9 円　　　 形 径 1 ．0 0 2 7 外 傾 平 坦 3 第 3 5 1 図
5 　 （1 ）

A Ⅲ 1 b

3 8 0 H 4 h o 不 整 円 形 径　 0 ．9 7 6 1 垂 直 平 坦 1 2
第 3 5 1 図

6 ～ 9 （12）
B I 2 b

3 8 1 H 4 i o N － 1 3 三一E （楕 円 形 ） 0 ．7 9 × （0 ．5 0 ） 2 3 垂 直 平 坦 2 1 B I l a S K … 3 8 2 と 重 複

3 8 2 H 4 i o N － 6 1 旦一W 不　 定　 形 1 ．0 5 × 0 ．8 5 2 4 外 傾 平 坦 1 1 E Ⅱ 1 a S K － 3 8 1 と 重 複

t 〔 rJ・▼一　　　　　［　［　　　　　11一′ rl「・…トー こT T 　lr1十 ユ旦 TT Trr「　」．JL一3 8 3 ▼　T 　　aH 4 n o 一l 　′‘ヽ　　　　　　▼1rr1ヽ － 1 8 ニ－ W 楕　 円　 形 1 ．3 8 × 1 ．4 Z 1 3 6 埜 【邑 4 1 （6 7） Ⅱ Ⅱ 3 a ′‘ヽ　Y r 　　　　　　　′、　′一、　4 　　　ヽb h － J 8 4 と 卓 傾′、　（　′、I 　　　T 　T 　j 　t泌 当　 H 卿 0 l 　lL 　▼　　　　一．′ヽ　〔　　▼1rr1ヽ － 1 8 ニ－ W l 　L才一　　　　　［　［　　　　11一′†腎　 円　 形 l 1 ．3 8 × 1 ．4 Z － 1 3 6 I 　rr二・一ト一生 【邑 l 　こT T lrl十 ユ旦 】 4 E 1 ま （6 7） l 　　　　T、　TTD Ⅱ 3 a E s K － 3 8 4 と 重 複

3 8 4 H 4 h o 円　　　 形 径　 0 ．4 7 3 6 垂 直 平 坦 5 B I lb S K … 3 8 3 と 重 複

3 8 5 H 4 i 9 円　　　 形 径　 0 ．6 7 2 9 外 傾 皿 状
第 3 5 1 図

1 0 　 （4 ）
A I l b S K － 3 8 6 と 隣 接

3 8 6 H 4 i 9 N － 6 9 ．5 旦－W 楕　 円　 形 0 ．8 0 × 0 ．5 5 1 9 垂 直 平 坦 第 3 5 1 図

1 1 （4 ）
B I l b S K － 3 8 5 と 隣 接

3 8 7 H 4 i o N － 1 4 ．5 L W 不 整 楕 円 形 0 ．7 0 × 0 ．3 5 3 0 外 傾 平 坦 第 3 5 1 図
1 2 　 （3 ）

A I l b

3 8 8 H 4 i 8 N － 5 2 旦－E 不　 定　 形 1 ．4 2 × 1 ．1 5 1 8 垂 直 平 坦 5 （12 ） E Ⅱ 1 b

3 8 9 H 4 j 8 N － 6 0 旦一W 不　 定　 形 1 ．5 2 × 1 ．0 1 3 0 垂 直 平 坦 2 佃 E Ⅱ 1 b

3 9 0 H 4 j 8 円　　　 形 径　 0 ．6 0 2 1 外 傾 皿 状 （2 9） A I l b

3 9 1 H 4 j 7 不 整 円 形 径　 0 ．5 5 1 8 外 傾 皿 状 1 A I l b

3 9 2 I 4 a 8 不 整 円 形 1 ．2 6 × 0 ．7 4 8 4 垂 直 平 坦 3 （1 4 7 ） B II 2 b

3 9 3 I 4 a 7 円　　　 形 径 1 ．2 8 5 0 垂 直 平 坦 3 （柏 B Ⅱ 2 b

3 9 4 I 4 a 7 N － 7 5 旦－W 不 整 楕 円 形 1 ．1 5 × 0 ．9 0 7 0 フ ラ ス
コ 状

平 坦 3 （1 0 0 ） C Ⅲ 2 b

3 9 5 I 4 b 7 （円　 形 ） 径 （1 ．3 4 ） 3 0 外 傾 起 伏 第 3 5 1 図

1 3 　 （5 ）
A Ⅲ 1b S I － 7 3 炉 と 重 複

ー356－



（13）

番 号 位　 置 長 径 方 向 平　 面　 形
規　　　　 模 庫

底 面 覆 土
ビ ッ

ト数
出 土 遺 物

（点 ）
】

形 態 分 類 備　　　 考
長 径 × 短 径 毎 深 さ（①

3 9 6 I 4 C 8 N － 3 3 三一 E 楕　 円　 形 1 ．0 8 × 0 ．6 8 2 0 外 傾 平 坦 3 2
第 3 5 1 図
1 4 　 （2 ） A H 1a

3 9 7 I 4 C 8 N － 3 3 旦－ E 楕　 円　 形 1 ．0 2 × 0 ．7 0 1 4 外 傾 凹 凸 3 A Ⅲ 1 b

3 9 8 I 4 b 8 N － 4 1 旦－E 楕　 円　 形 0 ．7 5 × 0 ．5 4 5 4 垂 直 平 坦 2 （6 1） B I 2 b S K － 3 9 9 と 重 複

3 9 9 I 4 b 8 N － 1 7 L E （楕 円 形 ） 0 ．7 5 × （0 ．5 7 ） 1 2 外 傾 平 坦 1 A I l b S K － 3 9 8 と 重 複

4 0 0 I 4 b 7 N － 7 亡－ E 不 整 楕 円 形 0 ．8 5 × 0 ．3 9 4 0 垂 直 平 坦 第 3 5 1 図

1 5 ～1 6 （10）
B I l b

4 0 1 I 4 a 8 N － 1 8 旦－E 不 整 楕 円 形 0 ．8 0 × 0 ．5 0 2 0 外 傾 皿 状 1 A I l a

4 0 2 I 4 b 9 円　　　 形 径 1 ．0 9 5 4 垂 直 平 坦 2 （2 4） B Ⅲ 2 b

4 0 3 H 4 j 9 （円　 形 ） 径 （0 ．5 1 ） 3 3 垂 直 平 坦 4 1
第 3 5 1 図

1 7 　 （2 ）
B I l a

4 0 4 H 4 j 9 N 1 4 1 L E 不　 定　 形 0 ．6 0 × 0 ．5 7 4 6 外 傾 平 坦 1 E I l b

4 0 5 H 4 j 9 N － 5 0 旦－E 楕　 円　 形 1 ．2 0 × 0 ．6 0 4 7 垂 直 平 坦 3 2
第 3 5 1 図

1 8 ～1 9 （2 ）
B Il l a

4 0 6 H 4 j o N － 1 1 L E 不　 定　 形 1 ．0 9 × 1 ．0 0 2 9 外 傾 平 坦 2 2
第 3 5 1 図

2 0 　 （5 ）
E Ⅲ 1 a S K － 4 2 3 と 重 複

4 0 7 H 4 j 9 N － 1 7 旦－W 不　 定　 形 1 ．0 4 × 0 ．6 5 1 5 外 傾 平 坦 2 2
第 3 5 1 図

2 ト 2 2 （4 ）
E Ⅲ 1チ

4 0 8 H 4 j 9 N … 4 4 旦－ E 楕　 円　 形 0 ．8 4 × 0 ．4 8 2 6 垂 直 平 坦 4 1 B I la

4 0 9 I 4 a 9 N 1 1 1 三一E 楕　 円　 形 1 ．6 4 × 1 ．2 6 6 4 垂 直 平 坦 4 B Ⅲ 2 b S I － 5 7 内

4 1 0 I 4 b 9 N … 3 旦－W 楕　 円　 形 1 ．3 0 × 1 ．1 2 6 4 外 傾 起 伏 2 A Ⅲ 2 b S I － 6 9 内

4 1 1 I 4 a 7 不 整 円 形 1 ．5 2 × 上 4 5 8 3 垂 直 平 坦 5 A Ⅲ 2 b S I － 7 1 内

4 1 2 I 4 a 7 N － 2 7 L E 楕　 円　 形 1 ．4 5 × 1 ．2 9 7 0 外 傾 平 坦 4 （12） A Ⅲ 2 b

4 1 3 撹 乱 穴 第 3 5 1 図

2 3
F

4 1 4 擾 乱 穴 第 3 5 1 図

2 4 ～2 5
F

4 1 5 I 4 e 9 （円　 形 ） 径 （1 ．6 8 ） 2 1 外 傾 平 坦 第 3 5 1 図

2 6 ～2 8 （4 ）
A Ⅲ 1b S I － 7 4 炉 と 重 複

4 1 6 I 4 e 9 円　　　 形 径 1 ．0 6 4 0 垂 直 平 坦 3 （4 8） B Ⅱ 1 b

4 1 7 I 4 d 9 （円　 形 ） 径 （1 ．0 1 ） 1 5 外 傾 平 坦 3 （24） A Ⅱ 1 b S I － 7 1 P 2 と 重
複

4 1 8 I 4 e o N － 5 5 9 －W 不　 定　 形 0 ．9 1 × 0 ．6 8 6 0 外 傾 平 坦 3
第 3 5 1 図

2 9 ～3 0 （2 ）
F I 2 b

4 1 9 H 4 i 3 N … 3 7 L E 楕　 円　 形 1 ．2 9 × 1 ．0 3 3 6 外 傾 平 坦 4 （2 2） A Ⅲ l b S I － 8 2 内

4 2 0 H 4 j 3 N － 1 5 旦－W 不 整 楕 円 形 1 ．4 1 × 1 ．2 6 5 7 垂 直 平 坦 3 （3 5） B 埠 2 b

4 2 1 ！
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第4節．溝と出丑丑器

第瑠号溝（第352図）

本跡は，南三島遺跡1・2区の第1号溝が，農道の下を適って6区のH5f8区に確認され，ほぼ

直線的に北西方向へF4j5区まで延び，さらに農道の下を適って7区の第4号溝となっている。6

区における長さは94mで，主軸方向はN－440－Wを指している。1e2・7区を合わせた総延長

は392．9mである。

溝の幅は，上幅が160－220cm。下幅が50－90cmである。壁はハードロームで硬く，外傾して立

ち上がっている。底面もハードロームで硬く，平坦である。確認面からの深さは，44－81cmであ

る。断面は，＼』　形をしている部分が多い。G5i3区に1か所，H5a4区に1か所，計2か所のピ

ットが検出されているが，その性格は不明である。底面のレベルは，Aで22．31m e Cで22．29m

e Eで22・53m・Gで22・61m・Iで22．66mで，Cの部分が最も低いが，全体的にみるとAから

Iへ徐々に低くなっている。

覆土は21層からなり，上層に窯褐色土，中層に暗褐色土e極暗褐色土，下層に褐色土・明褐色

土がそれぞれ堆積している。

遺物は馬骨が，G4a6区eG4b6区・G4e8区の底面からそれぞれ1体ずつ言十3体が出土している。

また，縄文土器片も出土しているが，縄文土器片は覆土の上層からなので，時期決定の資料とは

ならない。

第2号溝（第353図）

本跡は，G6C9区から延びており，G6e7区まで直線的に南西方向へ続き，さらに，G6e7区から大

きく湾曲し，G6h6区で農道の下へ至り，H5e。区で再び確認され，H5f8区で第1号溝と合流して

いる。直線部分は12mで，主軸方向はN－560－Eを指している。湾曲する部分は推定で56mであ

り，総延長は68mと思われる。

溝の幅は，上幅が170－220cm・下幅が30－40cmである。壁はハードロームで硬く，なだらかに

外傾して立ち上がっている。底面もハードロームで硬く，ほぼ平坦である。確認面からの深さは，

56～69cmである。断面は，㌔国力形をしている。底面のレベルは，Aで22．58m e Bで22．62m・

Dで22・71mで，Aの部分が最も低くなっており，全体にDからAにかけて徐々に低くなっている。

覆土は11層からなり，黒褐色土・極暗褐色土e暗褐色土などが堆積している。

遺物は，縄文土器片が出土しているが，覆土の上層からなので，時期決定の資料とはならない。
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第354図　第3号溝実測図
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第3号溝（第354図）

本跡は，第6号溝のF6d3区から

延びており，F6g6区まで大きく湾

曲している。その後，直線的に南

東方向へ延び，F6i9区へ至ってい

る。湾曲部分は18．2m，直線部分

は12．6mで，主軸方向はN…610－

Wを指している。総延長は30．8m

である。

溝の幅は，上幅が70－140cm・下

幅が40－80cmである。壁はソフト

ロームで軟らかく，外傾して立ち

上がっている。底面もソフトロー

ムで軟らかく，平坦である。確認

面からの深さは7－11cmである。

断面は，』功形をしている。底

面のレベルは，Aで22．81m・Cで

22．85m・Eで22．85mで，Aの部

分が最も低くなっている。

覆土は4層からなり，黒褐色土

・暗褐色土e褐色土e明褐色土の

順で堆積している。

遺物は，縄文土器片が出土して

いるが，覆土の上層からなので，

時期決定の資料とはならない。

第名号溝（第355図）

本跡は，F6el区から延びており，

直線的に北西方向へ続き，F5a7区

でやや角度を変え，E5j。区へ至っ

ている。さらに，農道の下を通り，

7区の第3号溝として検出されて
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第356図　第5号溝実測図

いる。F6el区からF5a7区までの長さは24．8mで，主

軸方向はN－490－Wを指している。F5a7区からE5j4

区までの長さほ13．8mで，主軸方向はN…670－Wを指

している。6区における長さほ38．6mで，7区を合わ

せた総延長は161．4mである。

溝の幅は，上幅が44－168cm・下幅が38－114cmであ

る。壁はソフトロームで軟らかく，外傾して立ち上が

っている。底面もソフトロームで軟らかく，ほぼ平：胆

である。確認面からの深さは，14－32cmである。断面

は，』功　形をしている。F5b8区にピット1か所が

検出されているが，その性格は不明である。底面のレ

ベルは，Aで22．84m・Bで22．81m・Dで22．66m・F

で22．79mで，Dの部分が最も低くなっている。Aか

らDへ，FからDへと徐々に低くなっている。

覆土は7層からなり，黒色土。黒褐色土e暗褐色土

e褐色土e明褐色土が堆積している。

遺物は，縄文土器片が出土しているが，覆土の上層

からなので，時期決定の資料とはならない。

第5号溝（第356図）

本跡は，F6j7区から延びており，北西方向へ直線的

に続き，F6g。区で第6号溝と合流している。長さは23

．6mで，主軸方向はN－500－Wを指している。

溝の幅は，上幅が64－116cm・下幅が52－88cmである。

壁はソフトロームで軟らかく，外傾して立ち上がって

いる。底面もソフトロームで軟らかく，平坦である。

確認面からの深さは，4～15cmで非常に浅い。断面は，

も』　形をしている。底面のレベルは，Aで22．89me

Bで22．78m e Dで22．84mで，Bの部分が最も低くな

っている。

覆土は5層からなり，黒褐色土e暗褐色土・極暗褐

色土・褐色土・明褐色土の順に堆積している。

－…416－－－－



遣物は，縄文土器片が出土しているが，覆土の上層からなので，時期決定の資料とはならない。

第6号溝（第357図）

本跡は，遺跡北側の調査区外から延びており，F6d2区から確認され，F6f2区まで直線的に南西

方向へ続いている。さらに，F6f2区で南西方向から南東方向へ直角に曲がり，F6g。区まで直線的

に続き，その後，F6g3区で南東方向から北東方向へ直角に曲がり，F鋸。区まで直線的に北方向へ

延びている。全体的にみると，大きな「コ」字形をしている。F6d2区からF6f2区までの長さは12

・9mで，主軸方向はN－450－Eを指している。F6f2区からF6g。区までの長さは6．3mで，主軸方向

はN－480－Wを指している。F6g3区からF6f4区までの長さは6．4mで，主軸方向はN－480－Eを

指している。総延長は25．6mである。

溝の幅は，上幅が62－108cme下幅が24－90cmである。壁はソフトロームで軟らかく，外傾し

て立ち上がっている。底面もソフトロームで軟らかく，平坦である。確認面からの深さは，10－

24cmである。断面は，』4形をしている。

底面のレベルは，Aで22．81m・Cで22．75m e Dで22．89mで，Cの部分が最も低くなってい

る。

覆土は4層からなり，黒褐色土・極暗褐色土e明褐色土が堆積している。

遣物は，縄文土器片が出土しているが，覆土の上層からなので，時期決定の資料とはならない。

三　　　　　主
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第冒号溝（第355図）

本跡は，第23号住居跡内のF5b9区に確認され，南西方向へ直線的に延び，同じ区で第4号溝と

合流している。新旧関係は土層から本跡が新しいと考えられる。長さは4．9mで短かく，主軸方

向はN－420－Eを指している。

溝の幅は，上幅が80－116cm・下幅が48－76cmである。壁はソフトロームで軟らかく，西側は外

傾するが，東側は2段に掘りこまれて立ち上がっている。底面もソフトロームで軟らかく，段を

もっているところが大部分である。確認面からの深さは，64cmである。断面は，咄形をして

いるところが多い。底面のレベルは，1地点だけ計測し，Aで22．69mである。

覆土は6層からなり，黒褐色土・暗褐色土・褐色土・明褐色土が堆積している。

遺物は，縄文土器片が出土しているが，覆土の上層からなので，時期決定の資料とはならない。

第＄号溝（第358図）

本跡は，第4号溝のF5C9区から延びており，F6al区まで北東方向に直線的に続き，F6al区で

北東方向から北西方向へ直角に曲がり，その後，E5f7区まで直線的に続いている。また，農道の

下を通り，7区の第1号溝として検出されている。E封7区からF6al区までの長さは23．3mで，主

軸方向はN－450－Wを指している。E6al区からF5C9区までの長さは11．6mで，主軸方向はN－

450－Eを指している。6区での長さは34．9mで，7区を合わせた総延長は226．1mである。

溝の幅は，F5co区だけが広く，上幅が152cm・下幅が108cmである。他の区では，上幅が60－12

8cm e下幅が34－96cmである。壁はソフトロームで軟らかく，外傾して立ち上がっている。底面も

ソフトロームで軟らかく，平坦である。確認面からの深さは，11～31cmである。断面は＼説ノ」形

をしている。E5il区でピット1か所が検出されているが，その性格は不明である。底面のレベル

I、⊥　　　　　∧　　＿づて、（′ヽrヽ　l｛11　　　　　　　　T‾1　＿・クー、rヽ√ヽ　　′11　　　　　　　　　　　　′”1　｝′プ一、g一ヽrヽ　／一ヽ′ヽ　　　　＿′クー、　　　ヽ　0　　　　1　　7　でLもロ　レ1　、，．　hl．I〈　一＿タ－、　　・・サ　　ー「ヽ　　ノh　－■ナ「1　rl T JlFl　　ヽ　　′rで

は，A L∠∠・e5⊥m O D L’∠∠・01m e e L L’∠∠・e5Um L、，　こツ「刀、朝臣リ」∴まrLtいるfj V）音1）ガ刀当反も1拭

くなっている。

覆土は4層からなり，極暗褐色土。黒褐色土・明褐色土が堆積している。

遺物は，縄文土器片が出土しているが，覆土の上層からなので，時期決定の資料とはならない。

第9号溝（第359図）

本跡は，F5a5区から延びており，直線的に南西方向へ続き，G4a6区で第1号溝と合流してい

る。総延長は55．4mで，主軸方向はN－420－Eを指している。

溝の幅は，上幅が58－134cm e下幅が15－50cmである。壁はソフトロームで軟らかく，外傾して

立ち上がっている。底面もやはりソフトロームで軟らかく，F5a5区からF5e3区までは東側から西

側にかけてやや傾斜をしているが，他の区では平坦である。確認面からの深さは，6～10cmであ

－418－
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る。断面は』の形をしている部分が多い。底面のレベルは，Aで22．73m・Dで22．77m・Fで

22．76mである。

覆土は4層からなり，暗褐色土e極暗褐色土e明褐色土が堆積している。

遺物は，縄文土器片が出土しているが，覆土の上層からなので，時期決定の資料とはならない。

第柑号溝（第360図）

本跡は，H4a3区から延びており，H4C4区まで直線的に続いている。総延長は7．5mで，主軸方

向はN…400－Wを指している。

溝の幅は，上幅が90－108cm。下幅が60～75cmであるが，途中H4b3区で二重に掘りこまれてい

る。この部分の上幅が広いのは，後世の撹乱穴（芋穴）との重複によるものである。壁はハードロ

ームで硬く，外傾して立ち上がっている。底面もハードロームで硬く，芋穴の部分を除くと平坦

である。確認面からの深さは16～40cmである。重複部分は80cmの深さである。底面のレベルは，

22．5－22．74mである。

覆土は，1層だけで，暗褐色土がざくざくした状態で堆積している。

遺物は，縄文土器片が出土しているが，覆土の上層からなので，時期決定の資料とはならない。

第日号溝（第361図）

本跡は，H4f2区から直線的にH4j6区まで南東方向に延びており，H4j6区で南東から南西へとほ

ぼ直角に曲がり，また，直線的に延びて，I4C。区へ至っている。H4f2区からH4j6区までの長さほ

25．2mで，主軸方向はN－430－Eを指している。H4C4区から工4C4区までの長さは15．3mで，主軸

方向はN－400－Eを指している。総延長は40．5mである。

溝の幅は，H4f2区eH4f3区で幅が狭く，上幅が44－66cme下幅が14－22cmである。次のH射。～

H4f4区では，上幅が80～114cme下幅が6－66cmであり，他の区では幅が広くなり，上幅が116－

118cme下幅が68－140cmとなっている。壁はハードロームで硬く，緩やかに外傾して立ち上がっ

ている。底面もハードロームで硬く，H射2区からH4g4区まではほぼ平坦であるが，その他の区で

は大小のピットが掘られており，凹凸が著しい。確認面からの深さは，10－43cmと高低差があ

る。断面は，』ノ」形をしているところが多くみられる。底面のレベルは，Aで22．81m e Cで

22．98m e Eで22．65m e Gで22．88mである。Eの部分が最も低くなっている。

覆土は3層からなり，1層が黒褐色土，2・3層が褐色土である。

遣物は，縄文土器片が出土しているが，覆土の上層からなので，時期決定の資料とはならない。
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第359図　第9号溝実測図
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A　23．5m

第360図　第10号溝実測図

4m

第臓号溝（第362図）

本跡は，H4h2区から延びており，

H4h3区で南西方向から南東方向へ

直角に曲がり，H4h。区からI4a6区

まで直線的に続き，I4a6区で南東

方向から南西方向へまた直角に曲

がり，直線的にI4C4区へ至ってい

る。H4h2区～H4h3区までの長さは

短かく2．7mで1主軸方向はN－560

［二二二二土ニ　　」　　　－Eを指している。H4h3～I4a6区

までの長さは19．5mで，主軸方向

ほN－440－Wを指している。I4a6～I4C4区までの長さは10．6mで，主軸方向はN－560－Eを指し

ている。総延長は32・8mで，全体的にみると，大きな「コ」字形をしている。

溝の幅は，I4a6区からI4C4区までは幅が狭く，上幅が66～88cme下幅が22－66cmである。その

他の区では広く，上幅が90－200cme下幅が70～186cmである。壁はハードロームで硬く，外傾し

て立ち上がっているところが多い。底面もハードロームで硬く，H4h。区からH4j5区までは大小の

ピットが掘られ，凹凸が著しい。他の区では，平坦である。確認面からの深さは，7－45cmと

高低差がある。断面は，転才」形である。底面のレベルは，Aで22．94m e Bで22．93m e Eで22

．56mであり，Eの部分が最も低くなっている。

覆土は4層からなり，1・2層が暗褐色も　3e4層が褐色土である。

遺物は，縄文土器片が出土しているが，覆土の上層からなので，時期決定の資料とはならない。

第悶号溝（第363図）

本跡は，H4j3区から延びており，同じ区で北東方向から南東方向へ直角に曲がり，さらに，I4

a4区まで直線的に続き，その後，I4a4区で南東方向から南西方向へ直角に曲がり，I4b。区へ直線

的に至っている。H4j3区での長さは3・7mで，主軸方向はNM600－Eを指している。H3j3～I4a。

区までの長さは6・2mで，主軸方向はN－450－Wを指している。I4arI4b4区までの長さは4mで，

主軸方向はN－600－Eを指している。総延長は13・9mで，全体的にみると，「コ」字形をしている。

溝の幅は，上幅は80～136cm・下幅は72－114cmである。壁はハードロームで硬く，外傾して立

ち上がっている。底面もハードロームで硬く，ほぼ平坦である。ただ，H4j3～I4b4区では，2段

に掘りこまれている。断面は，H4j3－I4b4区では㌔話形で，その他の区では＼＿4形をしてい

る。また，I4a4区にはピット1か所が検出されているが，その性格は不明である。底面のレベル
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第361回　第11号溝実測図
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第362回　第12号溝実測図

は計測していない。

覆土は，1層だけで，暗褐色土が堆積している。

遣物は，縄文土器片が出土しているが，覆土の上層からなので，時期決定の資料とはならない。

0　　　　　　　　　　　　　　　　4

L　　　毒　　　！

第363図　第13号溝実測図
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第15号溝（364図）

本跡は，第11号溝のI4C。区から

延びており，I4e5区まで直線的に

続き，I4e5区でやや曲がり，さら

に，同区からI4f7区まで直線的に

延び，その後，農道の下を通って

2区の第2号溝とつながっている。

I4C。区からI4e5区までの長さは7

mで，主軸方向はN－450－Wを指

している。I4e5区からI4f7区まで

の長さは9mで，主軸方向はN－
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第364図　第15号溝実測図

320－Wを指している。6区における長さは16m

で，2区を合わせた総延長は78．8mである。

溝の幅は，上幅が48－102me下幅が34－80cm

である。壁はソフトロームで軟らかく，外傾し

て立ち上がっている。底面もソフトロームで軟

らかく，ほぼ平坦である。確認面からの深さは，

8－10cmである。断面は，「し■」形をしている。

工4f7区だけが2段に掘りこまれ，I4f7区でピット

1か所が検出されている。ピットの性格は不明

である。底面のレベルは，Aで23．1m e Bで23

．09mである。全体としてAからBへ，さらに2

区へと徐々に低くなっている。

覆土は3層からなり，1e　2層は暗褐色土，

3層が褐色土である。

遺物は，縄文土器片が出土しているが，覆土

の上層からなので，時期決定の資料とはならな

い。
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第5節　理蛮遺構と出土土器

④）＋叫

A　23．1m

第1号埋垂遺構

（第365図）

本遺構は，G4h7グリッドに位

置し，長径107cm，短径90cm，深

さ29cmの楕円形を呈する土塀のほ

ぼ中央部に第366図1・3の土器が

正位で埋設されていたものであ

る。

胴下半部から底部（3）にかけてはほ

ぼ完有していたが，胴上部からロ

緑部1）にかけては破損が著しく，復
0

」　　　　m元は不充分である0土器の底面は

第365図　第1号埋壷遺構実測図　　　　　　　　　　墳底まで達していない。本棟の覆

土は，褐色，暗褐色を呈する4層－からなり，本土器が埋設されていた部分は褐色土層であったが，

掘り方は確認できなかった。破片は一括して折りかさなるような状態で出土した。
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第366図　第1号埋尭遺構出土土器実測図・拓影図
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第1号埋壷遺構

出土土器

（第366図1～3）

1と3は，同一

個体であるが上

記のような理由

により接合でき

なかった。

1は，口縁直

下および頸部に

押圧を加えた紐

線を貼付し，粗

い縄文地文上に

弧状の沈線文を



左から右へ施している。口唇部内面に1条の沈線を巡らしている。胎土に微砂を含み，焼成は良

好である。色調は外面がにぷい褐色，内面が褐色を呈している。推定口径は30．7cmで9　現存高は

9．3cmである。

3は，胴下半部から底部にかけての破片で，外面の上半部には粗い縄文地文上に縦位の洗練文

を付し，下半部には縦方向のへラナデが顕著に加えられている。底面の近くは一部に横ナデを施

している部分がある。内面は横ナデである。色調は外面と内面下半部が褐色，内面上半部が暗灰

褐色を呈している。底径は6．7cmで，現存高は13。5cmである。

2ほ，本遺構の覆土中から出土した胴部片で，破片の上端に1条の押庄が加えられた紐線が貼

付され，以下は粗い縄文地文上に斜行沈線が施されている。1・3と同じく加曽利B式期のもの

であるが，1。3とは別個体の破片である。

第2号埋療遺構（第367図）

本遺構は，第310号土壌の南側の覆土上位

に所在し，第368図1－3の埋設土器が立位
A’

で出土したものである。埋設土器の掘り方は

捉えられなかったが，第310号土壌の覆土第

凰’　2層の褐色土層が浅いⅤ字状に落ち込んでお

り，この部分が掘り方であったとも考えられ

る。推定直径は46cmで，深さは18cmである。

0　　　　　　　　　　　　　　1m

L　一　　寸　＿＿＿＿＿」

第367図　第2号埋嚢遺構実測図

第2号埋療遺構出土土器（第368図1－3）

埋設土器は，日綾部と底部を欠損している大形の深鉢形土器で，破損が著しく22片に割れてい

たために復元はできなかった。1～3は，埋設土器の一部である。微隆線によって逆U字状のモ

チーフが描かれ，区画内に単節縄文LRが充墳されている。区画外は幅の広い磨消帯となってい

る。胎土には小石粒，砂粒を含み，焼成は良好である。色調は茶褐色を呈している。加曽利EⅣ

式期のものである。

第3号埋療遺構（第369図）

本遺構は，第50号住居跡の西側壁近くの位置に検出されたもので，床面を浅く掘り込んで9　ほ

ぼ正位の状態で深鉢形土器が埋設されていたものである。掘り方は，径29cmの円形を呈し，深さ
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第368図　第2号埋壷遺構出土土器拓影図
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第369図　第3号埋壷遺構
実測図

は土器の遺存状態からみて最低21cm以上あったものと推定される

が，現状では深さは11cm程度である。土器の内・外の土層とも同

様で，ローム粒子を含む暗褐色土層が主に堆積している。土器内

部の土には，わずかに焼土粒子が混入している。本土器が，第50

号住居跡が使用されている間に埋設されたものか，あるいは廃絶

後に覆土，床面を掘り込んで埋設されたものかは明らかにできな

かった。

第3号埋乗遺構出土土器（第370図1）

1は，ロ綾部と底部を欠き，胴部だけが完存しており，復元の過程で第50号住居跡の覆土中か

ら出土した破片1点も接合できた。器面全体に細い沈線で曲線的モチーフが横位に展開するよう
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に施され，内部は磨り消されている。部分的には直線的な施文もみられる。モチーフ間に施文さ

れている縄文は磨滅が著しく，不明瞭であるが，単節LRと思われる。内面上半部が横ナデ，下

半部が縦ナデが施されていたようであるが，磨滅のため不明瞭である。本土器は，加曽利EIII式

期のものと考えられるが，類例が乏しく，位置づけが困難を土器である。胎土には砂粒を含み，

焼成は良好である。色調は褐色を呈している。推定最大胴径は24．1cmで，現存高は15．2cmである。

＋ここ＿
第370図　第3号埋妻遺構出土土器実測図
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第371図　第4号埋妻遺構実測図

第4号埋妻遺構（第371図）

本遺構は，第50号住居跡の南側の床面に検

出されたもので，床面を掘り込んでロ縁部を

欠く深鉢形土器が北西方向に倒れて埋設され

ていたものである。掘り方は，28×25cmのほ

ぼ円形状を呈しており，深さは土器の遺存状

態から考えて，最低23cm以上はあったものと

考えられる。覆土は，暗褐色，褐色のローム

粒子，ロームブロックを含む土層が主となっ

ていた。土器内部の土層は観察できなかった。

第4号埋尭遺構出土土器（第372図1）

1は，やや厚手の深鉢形土器で，ロ綾部を欠損している。残存部上位は焼成が不良でもろく，

9片に割れていて土器の接合に困難をきたした。全面に単節縄文RLが横位を主に，縦位，斜位

など乱雑に回転施文されている。底面から上へ8cmほどは縦方向のへラミガキによって調整され

ている。底面の近くは横ナデが，内面は縦ナデが加えられている。胎土には小石粒，砂粒を含ん
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第372図　第4号埋尭遺構出土土器実測図
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第373図　第5号埋尭遺構実測図

でいる。胴上半部は焼成は不

良だが，その他は良好である。

色調は内外面とも暗褐色を呈

している。底径は7．5cmで，

現存高は25．5cmである。本土

器は，縄文だけの土器で，型

式的特徴に乏しいが，加曽利

EIII式期のものと思われる。

第5号埋建遺構（第373図）

本遺構は，第53号住居跡の南西側の壁近くの

覆土上面で検出されたもので，深鉢形土器が正

位で埋設されていたが，ロ縁部および底部を欠

損し，胴部だけが残存していた。掘り方は，45

×35cmの楕円形を呈し，深さは14cmであった。

覆土は暗褐色，褐色を呈し，ローム粒子，炭化

物が少し含まれていた。掘り方からは45点の土

器片が出土しており，そのうちの40点が同一個体で埋設土器として使用されたものであり，他に

別個体の破片が5点含まれている。

第5号埋壷遺構出土土器（第374図1～8）

1－4は，埋設土器の一部である。いずれも深鉢形土器の胴下半部片で，直線的磨梢帯が垂下

しているが，沈線または微隆線による明確な区画は認められない。器面の磨滅が著しいので，微

隆線が磨滅してしまったものと推測される。縄文は単節RLで，縦位回転で施文されている。胎

土に砂粒を含み，焼成は良好である。色調は褐色を呈している。5は，口綾部無文帯を有し，以
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下に微隆線によるモチーフを描いている。6～8は，縄文だけが施されている胴部片で，6は無

節，7・8は単節縄文が付されている。これらは，加曽利EⅣ式期のものと考えられる。

第374図　第5号埋妻遺構出土土器拓影図
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第6号埋壷遺構（第375図）

本遺構は，第66号住居跡の南側の覆土中から検出され，深

鉢形土器が北西方向に傾いて埋設されていた。周囲の土層は，

褐色のローム粒子，小ブロックを含みやわらかである。掘り

方は確認されなかったが，底部が付いていたやや硬い面が，

あるいは住居跡の床面かと考えられるが確かではない。
0　　　　　　　　　　　　　　　1m

l　一一　一1　　　1

第375図　第6号埋壷遺構実測図

第6号埋尭遺構出土土器（第376図1）

1は，胴下半部から底部にかけてが残存している深鉢形土器で，胴上半部以上を欠損している。

器形は，胴下半部から急激にすぼまっている。外面に無節縄文と条線文が乱雑に施文されており，

底面の近くは横，斜方向の粗いナデにより調整されている。内面は縦ナデが加えられている。胎
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第376図　第6号埋垂遺構出土土器実測図

第6節　炉穴と出土土器

土には微砂を含み，焼成はやや不

良である。色調は外面が褐色，暗

灰褐色，内面が暗灰褐色を呈して

いる。底径は7．6cmで，現存高は

19．2cmである。加曽利EIII式期の

ものと考えられる。

第1号炉穴（第236図）

本跡は，G6a9区に確認され，遺跡の北東側に位置している。平面形は，長径1．7m・短径1．4m

の楕円形である。長径方向は，N－420－Wを指している。壁は外傾して立ち上がり，底面は平坦

である。確認面からの深さは，25cmである。覆土は，5層からなっている。炉跡は底面の東側に

あり，長径36cmの不定形である。焼土の厚さは7cmである。遺物は，覆土から早期の土器片が20

点出土している。

第1号炉穴出土土器（第377図1－5）

1・2は，口縁部片で，1は口唇部に鋭い斜位のキザミ目を付し，2は口唇部に深い押捺を施

している。1の表面は横位の貝殻条痕文，裏面は横位の擦痕文を付している。2も横位の擦痕に

より調整されている。3・4は，同一個体と思われ，明瞭な貝殻条痕文が縦位，斜位に地文され

ている。5は，やや太めの縦位の貝殻条痕文が施されている。3・5は底部に近い部分と考えら

れる。

本炉穴からは20点の破片が出土しており，そのすべてが早期のものである。したがって，本炉

穴の時期は早期の貝殻条痕文系土器の時期と考えられる。
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第377図　第1号炉穴出土遺物拓
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第2号炉穴（第257図）

本跡は，F6j6区を中心に確認され，第1号炉穴の西側13mに位置している。平面形は，長径

1．9m・短径1．2mの不定形である。長径方向は，Nr36。rwを指している。壁は外傾して立ち上

がり，底面は凹凸がある。確認面からの深さは，12cmである。覆土は，3層からなっている。炉

跡は底面の中央にあり，長径35cm・短径14cmの双円形である。焼土の厚さは8cmである。遺物は，

覆土から早期の土器片が50点出土している。

第2号炉穴出土土器（第378図1－13）

1螺も淘Jq■一

粒、、．．＿妄避転上宗
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第378図　第2号炉穴出土遺物拓影図



1～12は早期のもので普13は中期のものである。1ほ日綾部片で9　表裏面に貝殻条痕文が横位，

斜位に施文されタ　ロ唇部に斜位のキザミ目が付されている。2ゆ3は，細い縦位の沈線文を施文

し9　その上にやや太めの浅い沈線を斜位ないしは弧状に施している胴部片である。4－11は，縦

位に貝殻条痕文が施されている胴部片である。6ほ底部の近くの破片で，尖底を呈するものと推

定される。いずれも器面に剥落痕が認められる。12は9　深鉢形土器の上半部の3分の1程度を残

す破片でラ　表面には斜位の貝殻条痕文学　裏面には横位の条痕文が付されている。ロ唇部は薄くな

り9　キザミ目も加えられている。13は9　縦位の斜位の条線文を施している胴部片である。

本炉穴からほ50点の土器片が出土しており9　図示したもののうち13以外はすべて早期の条痕文

系の土器片である。以上から本炉穴の時期は早期の条痕文系土器の時期と考えられる。

第3号炉穴（第242図）

本跡は9　H5d4区に確認され9　第51号住居跡の南側3mに位置している。平面形は，長径L8m

の短径Oe9mの楕円形である。長径方向は9　N…220当好を指している。壁は外傾して立ち上がり9

底面は平坦である。確認面からの深さは9　35cmである。覆土は，5層からなっている。炉跡は底

面の東側にあり9　長径80cmの短径20cmの楕円形である。焼土の厚さは6cmである。遺物は9　覆土

から早期の土器片を中心に35薫出土している。

第3号炉穴出土土器（第379図1～5）

1ほ9　本炉穴の覆土中から出土した破片20数点が接合したもので，薄手の深鉢形土器の胴部片

である。胴上半部には地文の貝殻条痕文士に9　微隆起線による幾何学的な文様構成を施し，区画

内を細沈線で小割にし9　同じ沈線を斜行させて充填している。更に沈線文の一部には刺突文を加

えている。区画は直線的なものばかりではなく，曲線的なものも認められる。地文の貝殻条痕文

は右傾し9　外面の下半部はやや縦方向に近い。内面の上端部には横位の条痕文が，以下には縦位

の条痕文が施されている。胎土にはやや大粒の長石9　石英粒と9　わずかの繊維を含み9　焼成は良

好である。色調は外面上半部および内面が暗褐色9　外面下半部は2次加熱を受けたためか赤褐色

を呈している。本土器は9　内外面とも胴下半部の磨滅が著しい。推定最大胴径は30．7cmで，現存

高は20．0cmである。縄文早期の野島式土器である。

2ゆ3ほ91と同一個体である。幾何学的な徴隆起線による区画内に綿沈線文を充填している。

地文の貝殻条痕文は縦位に付されている。内面は斜位9　縦位に施文されている。4は，表裏面と

も斜位に貝殻条痕文が施されているロ綾部片で，口唇部に斜位のキザミ昌が付されている。

5ほ9　本境の覆土上位から出土した平底を呈する薄手の底部片である。内外面とも縦位の貝殻

条痕文が施されている。底部外面には放射状の条痕文が施文され9　その上からナデが加えられて
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第379図　第3号炉穴出土遺物実測図・拓影図

いる。内面は未調整である0胎土には小石粒や砂粒を混入しているが，繊維は認められない。焼

成は良好で，色調は外面が黒褐色，内面が褐色を呈している。推定底径が7．6cmで，現有高は2．0

cmである。

本炉穴からは35点の土器片が出土しており，主体は早期の条痕文系土器群に属するもので，1

～3などから判断すれば，野島式期である。中期の土器片もわずかに混入しているが，本炉穴の

時期は野島式期と考えられる。

第4号炉穴（第225区l）

本跡は，H5f7区に確認され，第37号住居跡の南側3mに位置している。平面形は，長径1．5m

・短径1・3mの楕円形である。長径方向は，N－54。－Eを指している。壁は垂直に立ち上がり，

底面は平坦である。確認面からの深さは，22cmである。覆土は，2層からなっている。炉跡は底

面の北西側にあり，長径64cm・短径44cmの楕円形である。焼土の厚さは16cmである。遣物は，覆

土から早期の土器片が2点出土している。
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第4号炉穴出土土器（第349図13）

13は，表裏面に縦位の条痕文が付されている胴部片で，胎土に繊維を含んでいる。

本炉穴からは2点の土器しか出土していないが，ともに早期の条痕文系土器片である。したが

って，本炉穴の時期は早期の条痕文土器群の時期と考えられる。

第5号炉穴（第254図）

本跡は，H5il区に確認され，第65号住居跡内に位置している。新旧関係は出土遣物から本跡が

古いと考えられる。当初，第83号住居跡の炉として調査をしたが，出土土器が縄文時代早期のも

のであるため，第5号炉穴とした。平面形は，長径0．66m・短径0．46mの楕円形である。長径方

向は，N－48。－Wを指している。壁は外傾して立ち上がり，底面は起伏が著しい。確認面からの

深さは12cmである。覆土は，7層からなっている。炉跡は底面の南側にあり，径26cmの不整円形

である。焼土の厚さは7cmである。遺物は，覆土から早期の土器片が55点出土している。

第5号炉穴出土土器（第380図1－3）

1－3は，いずれも本横の焼土内から出土したも

2　ので，早期の条痕文土器片である。表面に縦位およ

1　　　　　　　　10cm

．．1、hW L　　　十　　」

第380図　第5号炉穴出土遺物拓影図

期の住居跡，土横が複雑に重複しており，

ものと考えられる。

び斜位の条痕文が付されている。裏面は剥落が著し

く，調整については不明である。胎土に砂粒，繊維

を含有している。

本墳からは55点の土器片が出土しており，そのす

べてが早期の条痕文土器片である。したがって，本

境の時期は早期の条痕文土器群の時期と考えられる。

なお，本境の周囲は，縄文中期の加曽利EIII，Ⅳ式

このために本埠が，破壊され，炉底部だけが残存した
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第　節　激甚以外の鬼瓦遺物

鼠　把手（第381～384図1～47）

この項においてはヲ　土器のうち特徴ある把手を有する資料について個別に説明する。

1ほ9　日綾部無文革を有し，以下に段を有している日録部片で9　縄文と沈線による施文が加え

られている。有段部の一部が特に張り出し，そこに上から下に向けて孔が穿たれて，小把手を形

成している。器面の一部に赤彩痕が残っている。無文革の整形は丁寧である。胎土には砂粒を含

み9　焼成は良好である。色調は9　黒色を呈している。（第25号住居跡出土）

2はヲ　橋状把手の破片である。縦位の条線文が全面に施されている。胎土には砂粒を含み9　焼

成は良好である。色調はラ　橙色を呈している。（第42号住居跡出土）

3ほ，深鉢形土器の白線部片で9　波頂部が筒状に突出し，上面が日学状に少し凹んでいる。波

状縁に沿って1条の沈線と円形刺突文列が巡り9　以下に連日字状の磨消帯を施している。胎土に

砂粒を含み9　焼鴫は良好である。色調は，褐色を呈している。（第42号住居跡出土）

射ま9　小さな筒状把手の破片でラ　上面が凹んでいる。小さな円形刺突文が縦位に23軋　横位に

1列付されている。胎土には砂粒を含み9　焼成は良好である。色調は9　暗褐色を呈している。

（、第42号住居跡出土）

5ほ，微隆線による曲線的モチーフが描かれている胴部片で，橋状把手が横位に付されている。

胎土には砂粒を含み9　焼成は良好である。色調は外面がにぷい褐色，内面が橙色を呈している。

（第42号住居跡出土）

6は，筒状把手の破片で，上面は大きく凹んでいる。沈線による渦巻状のモチーフなどが施さ

れている。胎土には砂粒を含み9　焼成は良好である。色調は，にぷい褐色を呈している。（第48

号住居跡出土）

7ほ9　筒状把手の破片で9　上面は凹んでいる。微隆線による区画と縄文が施されている。胎土

には砂粒を含み，焼成は良好である。色調は褐色を呈している。（第48号住居跡出土）

8ほ9　筒状把手の破片で，上面はほぼ平坦であるが普　微妙に凹んでいる。断面三角形の微隆線

による区画内に縄文を充壊している。胎土には砂粒を含みラ　焼成は良好である。色調は9　外面が

灰色9　内面が褐色を呈している。（第49号住居跡出土）

9は9　小形の深鉢形土器のロ綾部片で9　日綾部無文革を1条の細い沈線で区切り9　無文傍と沈

線上にそれぞれ小さな刺突を施している。以下は纏い沈線による幾何学的磨消帯を加えている。

小さな橋状把手はヲ　無文帯をまたぐように付されている。胎土には砂粒を含み9　焼成は良好であ

る。色調は9　明褐色を呈している。（第49号住居跡出土）
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10は，微隆線による曲線的モチーフが描かれている胴部片で，橋状把手が横位に付されている。

5に類似しているが，別個体である。胎土には砂粒を含み，焼成は良好である。色調は外面がに

ぷい褐色，内面が褐色を呈している。（第49号住居跡出土）

11は，断面三角形の微隆線による区画と縄文が施されている胴部片で，橋状把手が横位に付さ

れている。把手上にも縄文が加えられている。胎土には砂粒を含み，焼成は良好である。色調は

外面が褐色，内面が暗褐色を呈している。（第51号住居跡出土）

12は，全面縄文が施されている胴部片で，小さな橋状把手が横位に付されている。把手上は無

文である。胎土には砂粒を含み，焼成は良好である。色調は外面が暗褐色　内面がにぷい赤褐色

を呈している。（第51号住居跡出土）

13は，筒状把手の破片である。上面は少し凹んでいる。沈線による区画と縄文が施されている

が，沈線の一部は把手の上面にまで延びている。胎土には砂粒を含み，焼成は良好である。色調

は外面が暗褐色　内面が褐色を呈している。（第55号住居跡出土）

14は，薄手の深鉢形土器のロ綾部片で，波頂部に橋状把手が縦位に付されている。口綾部無文

帯を1条の細い沈線で区画し，以下に縄文を施している。胎土には砂粒を含み，焼成は良好であ

る。色調は，褐色を呈している。（第57号住居跡出土）

15は，橋状把手を縦位に付しているロ綾部片である。器面には微隆線による曲線的区画と縄文

が施されている。把手上にも縄文が施され，縄文は内面にもおよんでいる。内面には円孔がみら

れる。器面は剥落が著しい。胎土には砂粒を含み，焼成は良好である。色調は外面が赤褐色　内

面が褐色を呈している。（第63号住居跡出土）

16は，鳥頭形を呈する把手である。器面には，断面三角形の微隆線による区画がなされ，区画

内に単節縄文LRが充填されている。烏頭部にも同じ縄文が加えられている。孔が2か所あいて
くちばし

おり，内面には微隆線による渦巻文が認められる。囁部の先端と右眼孔部および烏頭部の一部を

欠くが，ほぼ完存している。眼孔部は微隆線で軽い入組状に整形され，凹んでいる。器面には，

炭化物が付着している。以上から本資料は，茨城県常北町片山遺軌　千葉県市原市相野遺跡に類
（註1）　　　　　　　　　（註2）

例が認められるワシタカ科の鳥を模した把手と考えられる。胎土には小石粒を含み，焼成は良好で、

ある。色調は暗褐色を呈している。（第64号住居跡南側覆土出土）

17は，ロ綾部に小さな橋状把手を付している口綾部片で，無文帯を残している。把手上も含め

て縦位の条線文を施している。把手の中央部が浅く凹んでいる点に特色がある。胎土には砂粒を

含み，焼成は良好である。色調はにぷい褐色を呈している。（第68号住居跡出土）

18は，波状を呈する深鉢形土器の口綾部片で，波頂部に小さな橋状把手がひねって付されてい

る。口綾部に無文帯を有し，以下は沈線区画内に縄文を充填している。内面にも稜がみられる。

器面には炭化物が少し付着している。胎土には砂粒を含み，焼成は良好である。色調は褐色を呈
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している。（第70号住居跡出土）

19は，微降嫁による逆S字状のモチーフを内外面に描いた板状を呈する把手で，2孔が穿たれ

ている。側面および上面には単節縄文RLが施され，その上に2列を基本とする円形刺突文が付

されている。把手部下の器面には微隆線による区画と縄文が施されると思われる。胎土には砂粒

を含み，焼成は良好である。色調は褐色を呈している。（第198号上境出土）

20は，16に類似し，馬頭形把手と思われるが，相異点もあり断定できない。深鉢形土器の波頂
くちばし

部に形づくられたもので，囁部の左右には細い沈線が施され，口を閉じた状況を示している。眼

孔部が入組状に作出される点は似ているが，凹むだけではなく貫通孔となっている。頭部上面は

鋭い三角形状を呈し，凹んでいる。把手の外面には橋状把手が縦位に施されており，上面に単節

縄文RLが付されている。その直下に小さな円孔が穿たれている。器面には微降嫁による区画と

縄文が施文されているが，磨滅していて不鮮明である。本資料が果していかなる動物を模したも

のであるかは興味のあるところである。胎土には砂粒をやや多く含み，焼成は良好である。色調

はにぷい褐色を呈している。（第198号土境から19とともに出土）

21は，筒状把手の破片である。上面はわずかに皿状に凹んでいる。把手に沿って沈線が巡り，

区画内は磨消され，区画外に単節縄文RLが施されている。胎土には砂粒を含み9　焼成は良好であ

ある。色調は明褐色を呈している。（第312号土壌出土）

22は，縦位の橋状把手が口綾部無文帯をまたぐように付されているロ綾部片である。器面の磨

滅が激しいが，縄文が施されている。炭化物の付着もわずかにみられる。胎土には砂粒を含み，

焼成はやや不良である。色調は明黄褐色を呈している。（第419号土壌出土）

23は，波状を呈する口綾部片で，橋状把手が付されている。橋状把手の上方と下方から孔が穿

たれている。下方の孔を取り巻くように沈線が描かれ，以下は縄文が施されている。胎土には砂

粒を含み，焼成は良好である。色調は外面が暗褐色，内面が褐色を呈している。（第419号土墳

出土）

24は，逆U字状の隆線が貼付されている把手の破片である。隆線上には1個の円形刺突文と日

宇状の沈線が加えられている。後期初頭のものである。胎土には砂粒を含みラ　焼成は良好であ

る。色調は褐色を呈している。（第7号溝出土）

25は，口綾部上に横位に橋状把手が付されている。把手の表側には，縄文が施されている。胎

土には砂粒を含み，焼成は良好である。色調は外面が暗褐色，内面が褐色を呈している。（第11

号溝出土）
くちばし

26は，小形の烏頭形把手と思われるものである。喋部の先端，左側孔部と鳥頭部の隆線の一部
くちばし

を欠損しているが，ほぼ原形をうかがえる。本把手の特色は，烏頭部から嗜部にかけて施されて

いる1本の隆線であり，隆線上には縄文が付されている。眼孔部は入組状に形づくられ，他の類
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例と共通している。眼孔部の凹みはかなり深い。この隆線に接続して逆S字状の隆線も貼付され

ている。内面にも逆S字状の貼付文があるが，共に欠損している。逆S字文の中央部の2か所は

穿孔されている。胎土には砂粒を含み9焼成は良好である。色調は褐色を呈している。（H4h9グ

リッド出土）

27は9筒状把手と橋状把手が組みあわされたものである。ロ綾部無文帯を微隆線と沈線で区画

し，直下に刺突文を施し9以下は縄文を付している。橋状把手上にも区画の洗練が逆Ⅴ字状に延

びており9　その内部の把手上にも縄文が施されていたらしいが磨滅が著しく不明である。目線部

上の筒状把手も破損が著しく，上面の凹みが深いことが分るだけである。胎土には小石私砂粒

を含み，焼成は良好である。色調は暗褐色を呈している。（H4区出土）

28は，太い筒状把手であり，上面からの凹みは非常に深い。内外面に逆S字状の貼付文が施さ

れ9上半部には単節縄文LRが内外面を一周している○以下の両側面と内面は無文であり，両側

面は縦位のナデ整形が顕著である。逆S字文の中央部には2孔が穿たれている。胎土には砂粒を

わずかに含み，焼成は良好である。色調は暗赤褐色を呈している。（H4h9グリッド出土）

29は9橋状把手に眼鏡状の円形貼付文が2個付いたものである。何か動物の眼を表現したもの

と思われるが明らかではない。大きさはやや異なり，右側が少し大きい。胎土には砂粒を含み，

焼成は良好である。色調は褐色を呈している。（I4区出土）

45e31は，大形の橋状把手を縦位に貼付している口綾部片である。共に外反する幅の広い無文

帯をもち9以下は縄文を施している。45の把手は無文帯の直下から貼られ，微隆線による区画を

周囲に有している。把手上にも縄文が付されている○胎土には砂粒を含み，焼成は良好である。

色調は褐色を呈している。31は9把手が目線直下の無文革部からはじまり，把手上には何も施文

されていない。胎土には砂粒をわずかに含み，焼成は良好である。色調はにぷい褐色を呈してい

る。（45はH5alグリッド，31は第26号住居跡出土）

34は，大形の橋状把手をもつ破片であるが，横位に付されているのか，縦位に付されるのか分

らない。内面の整形方向からみれば横位と推測される。堅牢な把手で，上面に縄文が施されてい

る。胎土には砂粒を含み，焼成は良好である。色調は外面が明黄褐色　内面が褐色を呈している。

（第48号住居跡出土）

42は9　ロ綾部突起状の把手であるが9上半部を欠損している。円孔がみられる。口綾部文様帯

は言偽巻文と楕円文で構成されている。胎土には砂粒を含み，焼成は良好である。色調は外面が

褐色　内面が黒褐色を呈している。（第8巨84e85号住居跡の重複部分から出土）

40は9筒状把手の破片で9無文である○上面は内側に傾いていて，上面には微隆線による同心

円状のモチーフが描かれている。外面は縦位のナデが丁寧に加えられている。胎土には砂粒を含

み，焼成は良好である。色調は褐色を呈している。（第72号住居跡出土）
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30033e47e43・32は，橋状把手を有しているものである。30e47e32は口綾部片，33643は

胴部片である。30は波状日録を有しており，口綾部無文帯をまたぐように橋状把手が縦位に付さ

れている。47は30とほぼ同様のものである。32は小形で，橋状把手の上端部の左右側面に1個ず

つの円形竹管文が付されている。33の把手上面には太い凹線が加えられている。43は，30e32e

33047とは異なり，小さな橋状把手が横位に付されている。30e32。33・43・47はいずれも胎土には砂

粒を含み，焼成は良好である。色調は30の外面が褐色　内面が暗褐色，33の外面が暗褐色　内面が黒

褐色　47は内外面とも橙色，43の外面が赤褐色　内面が黒色　32が褐色を呈している。（30は第

15号住居軌　33は第48号住居帆　47はF6i4グリッド，43は第222号土填，32は第47号住居跡出土）

36は，小さな箇状把手の破片である。上面は平坦で，中央部が凹んでいる。胎土には砂粒を含

み，焼成は良好である。色調は明黄褐色を呈している。（第58号住居跡出土）

46は，8字状の平坦な貼付文をもつ把手で，上半部に1孔が穿たれている。器面の磨滅が著し

い。胎土には砂粒を含み，焼成は良好である。（H4j8グリッド出土）

39・41は円形貼付文をもつ把手である。41には，円形貼付文の下に接続して，小さな橋状把手

が縦位に付されている。共に胎土には砂粒を含み，焼成は良好である。色調は39は内外面ともに

ぷい黄橙色　41の外面が灰褐色，内面が褐色を呈している。（39は第70号住居帆　41は第80号住

居跡出土）

35e44は橋状把手の破片である。35にはS字状を呈すると思われる貼付文が付されている。円

孔が1か所みられる。44には楕円形の孔があけられている。共に胎土に砂粒を含み，焼成は良好

である。色調は共に褐色を呈している。（35は第55号住居跡出土。44は第354号土壌出土）

37は，T字状を呈する耳状の把手で，類例のないものと思われる。弁状部はやや湾曲していて，

上面は凹んでいる。茎部の中央に1孔を穿ち，孔の周囲を凹線で囲んでいる。胎土には砂粒を含

み，焼成は良好である。色調は褐色を呈している。（第68号住居跡出土）

註1　橋口尚武他「茨城県常北町片山遺跡の表採遺物」　『考古学雑誌』第66巻第3号　日本

考古学会1980年

註2　上守秀明「市原市高滝柏野遺跡出土の鳥頭形把手」　『研究連絡誌』第6号　千葉県文

化財センター　1983年

上記以外にこのような把手を集成し検討したものに下記の文献がある。

佐藤次男「縄文時代における蛇形装飾付土器について一一「とくに茨城県内の出土資料

を中心にして－」　『茨城県立歴史館報』9　1982年

佐藤次男「『角のある蛇』と『頭上の蛇』」　『茨城の民俗』18　茨城民俗学会1979

年
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表3

挿 図番 号 写真番 号 出土位 置 台帳番号 －挿図番号 写真番号 出土位置 台帳番号 挿図番号 写真番号 出土位置 台帳番 号

第3 8 1図
1

P L 4 9
1
S I － 25 ；

3 44 第3 8 2図
17

P L 49
9

S I － 68 338 第 38 4図
3 3

S I … 4 8 3 34

2 S I 一一4 2 3 62 18 S I － 70 3 39 34 S I － 4 8 34 6

3 S I － 4 2 3 24 19 P　L 49
11

S K － 19 8 1 44 35 S I － 5 5 35 1

4 S I － 4 2 32 3 20 P L 5 0
1 5

S K － 198 14 5
巨 6

S I － 58 3 29

5 P L 49
2

S I －　 4 2 34 5 2 1 S K －3 12 33 1 3 7 S I － 68 3 56

6 S I 一一　48 3 2 6 2 2 P　L 49
10

S K －4 19 34 0 3 8 S I － 70 3 53

7 S I － 4 8 3 25 2 3 S K － 4 19 34 1 39 S I … 7 0 3 52

8 S I － 4 9 3 27 第 38 3図
24

P L 49
12

S　 D　 7 3 60 40 S I － 7 2 33 0

9 P L 49
4
S I － 4 9 3 35 25 P　L 49

13
S I） 11 3 61 41 S I … 8 0 35 7

1 0 P L 4 9
6

S I … 4 9 34 7 26 P　L 5 1
1 6

H　 4　区 3 05 4 2 S I8ト84・85 358

n P L 4 9
5
S I ～ 5 1 34 9 2 7 P L 5 1

18
H　 4　区 34 3 4 3 S K －2 22 3 50

1 2 P L 49
3

S I － 5 1 3 4 8 2 8 P L 5 1
19

H　 4　区 4 4 4 S K －35 4 3 54

13 S I － 55 3 28 2 9 P L 51
17

I 4　区 36 3 4 5 H 5 g l 3

14 P L 49
7
S 1 － 5 7 3 36 第38 4図

3 0
S I … 15 3 32 46 H 4 j　8 3 55

第 38 2図
15

P L 49
8
S 1 －　6 3 3 37 3 1 S 1 － 2 6 3 33 47 F　 6　区 34 2

第 38 1図 ！

1 6

P L 5両

14

s I － 6 4 i 6 8 ［！ 32 i i S ト 4 7 】 ！
3 59 1

！ ！ i

ー443一一



へ
「
∴

I

．・′酢、

∴
∵
．
‥
・

＼
節
亀
～
ノ

け
ノ＼
　
㍉
・
、
∴

、
了

i

え

温

温

．
7
1
－
J
I
H

h

・し．

骨▼　　L．、－－ノ
　
ヽ

＼

1

10cm

！　　i　－二∃

′

－

・

1

1

．

了・√
′

一

　

　

　

r

中一4dYニノハ　　1

．′末も∴’’転鴻岬遠

？

′

第381回　把手実測図（1）

ー444－



写
∴

＿厭二、、、‾I熟′＿徳
l

第382図　把手実測図（2）

ー445－

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　十一　　！



第383図　把手実測図（3）

ー446－

革刃．。。m
！　　　；　＿＿　」



第384図　把手実測図（4）
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2　　－；∴、、ご：

当遺跡6区から出土した土製品の概要は9　前記したとおりである。

土器片錘e土製円板の有孔円板については9　出土量が多かったので普一覧表を付して記述し9

その他の耳栓◎垂飾の管状土製品◎棒状土製品魯塊状土製品については彗個別に解説を加えた。

（1）土器片錘（第385－390図1－253）

土器片錘は542点で，住居跡魯土壌ゆ溝の各遺構内およびグリッドから出土している。住居跡

出土が最も多く381点，土壌出土が64氏　清出土が29点である。他にグ年ノド出土および表採の

ものが68点である。これらは9　各遺構において学　理土中から散在して出土したもので管一括出土

した例はなら　廃棄された状況を示している。また　道春状態をみるL　完形のまま出土したも

のが190鳥　欠損しているものが352点である。これらの土器片錘は9　各出土遺構ごとに土器片錘

のもつ属性（重量撃　長さ9　晩　厚さ9　形状など）の差を比較検討することにあまり有意性が認め

られないと考えるので9　本項では各遺構およびグ年ッド智　東採の資料をも一括して記載すること

にした。完形の土器片錘を重量別にみてみると9最も軽いものが8g智最も重いものが133gで

あり9　且0～45gの間の重量をもつものが多いことが分る。中でも温5～35gの間のものが最も多数

を占めている。

（慧）豊艶関根（第39図　～舶）

本項でいう土製円板は9土器片を利用して作成された閏板状の土製品を指し，有孔のものおよ

び穿孔途中のものは後記の有孔円板の項で扱うことにする。

土製閏板は72点で，住居跡態土壌◎溝の各遺構内およびグリッドから出土している。住居跡出

土が濠も多く47息　土壌出土が10氏　清出土が1点である。他にグリッド出土および表採のもの

が14点ある。これらは普土器片錘と同様に普　覆土中から散在して出土したもので9　一括出土した

例はない。第48号住居跡からほ16点の土製円板が出土しているが9　同跡は大豊に土器片が出土し

た住居跡であり撃　比率的にみれば決して特異な出土状況とは考えられない。

土製閏板⑳有孔閏板には9　打ち欠いただけによる整形のものと9打ち欠いた後に周縁を研磨し

ているものの2種がある。数量的には9　周縁研磨のものが25点で9　打ち欠いただけのもの6点を

上回っているが督磨滅などにより整形方法が確認できないものが41点もある。いずれにしてもタ

周縁研磨の土製円板がかなり多いことが特徴である。

（3）衛乱闘礁（第392図1～27）

有孔円板は56点で9住居跡◎土壌◎溝の各遺構内およびグリッドから出土している。住居跡出

土が最も多く35息　土壌出土が10点9　溝出土が2点である。他にグ年ノド出土および表採のもの

が9点ある。有孔円板についても9　特異な出土状況を示してはいない。
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有孔円板には，穿孔されているものと9穿孔途中のものがみられる。穿孔方法についてみると，

表裏面の両側から孔が穿たれているものと，片側から穿たれているものに分けられる。末貫通の

ものには，裏面からだけの例もあるが，ほとんどは両側から穿孔しようとした痕跡が残されてい

る。両側から穿孔する方法が本来的なものであったと推定できる。また，穿孔された孔の周囲が

丁寧に整形されている点が特徴的である。

有孔円板56点のうち，周縁研磨のものが38鳥　打ち欠いただけのもの2息　磨滅などにより整

形方法が不明なもの16点である。周縁研磨の例が圧倒的多数を占めている。

なお，19は土器片の内外面に施文が認められ，周縁も粗く打ち欠かれただけで，孔の周囲も整

形されていない。これらの特徴は，上記の有孔円板一般の特徴とは異なるもので，異質なものと

考えられる。一応　こゝに含めたが，あるいは別項を設けるべきかもしれない。

（尋）革鎗（第393図4）

第55号住居跡の覆土中から他の土器片に混じって出土した輪鼓状の耳栓の破片で，下半部を欠

損している。上面は凹み，外面は縦位のナデにより整形されているが，手づくねの痕跡も残って

いる。胎土には徴砂を含み，焼成は良好である。色調は褐色を呈している。推定最大径は1．8cm

で9　現存高は1．8cmである。重量は4．7gである。

（5）垂飾（第393図9）

第70号住居跡の覆土中から出土した円形の土製品で，幅6－7mmの細い粘土紐を丸めて作って

おり，上部に2孔を焼成前に穿っている。手づくねの痕跡が残り，上部が厚くなっている。胎土

には砂粒を含み，焼成は良好である。色調は褐色を呈している。外径は2．4×2．3cm，内径は1．0

×0．9cmである。重量は2．8gである。

（6）管状土製晶（第393図2・3・7・10）

2。3は，第49号住居跡の覆土中から出土したもので，2は北壁近く，3は中央部やや南側か

らの出土である。2ほ，出土時にすでに孔の部分で半裁されたような状態であり，その後の乾燥

により10片ほどに割れたが，両端および表面の一部を除いて，ほぼ完形に復元できた。表

面は凸凹しており，ほとんど作り放しのような感を受ける。孔は一方から穿たれており，孔の断

面形は不整三角形を呈している。胎土はわずかに微砂を含むが緻密である。焼成は不良で，ほと

んど末焼成に近い状態である。色調はにぷい褐色を呈している。3も，出土時にすでに図示のよ

うに半分に割れており，取り上げ後に4片に割れたが，完形に復元できた。整形は2とほぼ同様

であるが，2ほどには凸凹していない。孔は一方向から穿たれており9　孔の断面形は楕円形を呈

している。胎も　焼成，色調は2と同様である。2は，最大長8．1cm，最大幅5．6cm，最大厚5．8

cmである。重量は116gである。3は，最大長6・5cm，最大幅3．4cm，最大厚2．5cmである。重量は

41．0gである。
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7は，第59号住居跡の覆土中から出土した管を輪切りにしたような形状を呈する土製品で，縦

に半割されている。孔は曲ってあけられており，断面形状は浅いU字状を呈している。外面は縦

位のナデにより丁寧に整形されている。・胎土に砂粒を含み，焼成は良好である。色調はにぷい褐

色を呈している。最大長は3．4cm，最大幅2．7cm，現存最大厚は1．7cmでも　現存重量は12。9gである。

10は，第308号土壌から出土したもので，下半部を欠く半欠品で，管を縦に半割したような形

状を呈している。表面の図の上端部に浅い楕円形の凹み，現存部の下端には深い断面日宇状の溝

を有し，深い溝の上端から上方に向けて断面長方形を呈する孔を穿っている。胎土に石英，長石

粒，雲母片などの細粒を少し含むが，良質である。焼成は良好で，色調は明赤褐色を呈している。

現存長は4．5cm，最大幅1．4cm，最大厚は1．6cm，現存重量は10。2gである。

2　e3　e　7　elOについては，いわゆる管状土錘の可能性も考えられるが，形状的には不統一な

もので，それぞれ別個の使途が考えられる。特に10については，形状的に類例がなく，今後の検

討を要する。いずれも出土した遺構の時期から，加曽利E桟～Ⅳ式期の所産であることは確実で

ある。当遺跡1。2区の報告書の第365図20e21は，管状土錘と報告されているが，本項の2　e

3　e7などの類例に数えられる。

（謬）棒状土製晶（第393図668弓1）

6は，第55号住居跡の北側のセクションベルト内から出土したもので，粘土を手でひねって棒

状に整形したものである。全体にヒビ割れが目立ち，先端部の一部と下半部を欠損している。整

形時に左右から指で押さえた庄痕が明瞭に残っている。胎土には長石，石英などの細粒を含み，

焼成は良好である。色調は褐色を呈している。現存長は6．8cm，厚さ2．1cmで，現存重量は28。6g

である。

8は9　第63号住居跡の南側の床面上から出土したもので，上下両端および片面を欠損している。

図の上端に浅い沈線が巡り，整形は丁寧なナデである。胎土には微砂を含み，焼成は良好である。

色調は褐色を呈している。現存長は3．4cm，現存部最大厚は2．8cmで，現存重量は16．9gである。

11は，第344号土壌の覆土中から出土したもので，手びねりによって棒状に整形している。断

面形状は円形を呈さず，不整楕円形を呈している。6よりも指頭による押さえが強く加えられて

いる。指頭による押さえは，左右および右下e真下など各方向から施されている。上下端を欠損

している。胎土には長石，石英粒などを含み，焼成は良好である。色調は褐色を呈している。現

存長は7．9cm，最大厚さは3．1cmで，現存重量は38。1gである。

これらの棒状土製品と称したものは，使途などまったく不明である。今後の類例の増加を待っ

て検討すべきものと考える。

（8）塊状丑製品（第393図5）

5は，第55号住居跡の覆土中から，他の土器片とともに出土したもので，整理の段階で見出さ
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れたもので，原形は不明である。表面に網代の庄痕が明瞭に残されている。本土製品は，粘土を

竹篭様の器に入れて保管しているうちに庄痕が付着したものと考えられ，意図的な土製品かどう

かは明らかではない。胎土に砂粒をわずかに含み，焼成は良好である。色調は褐色を呈している。

現存長は6．0cm，現存幅4．4cm，現存厚4．1cmで，現存重量は56．2gである。

5と類似する土製品は，他の住居跡などからも多数出土しているが，網代痕のあるものはない。

当遺跡1ゆ2区の報告書の第365図22において手捏土錘とされているものもこれらの仲間と考え

られる。

（9）有孔土製晶（第393図1）

1は，第42号住居跡の覆土中から出土したもので，縄文だけが施されている胴部の小片の裏面

から穿孔されている。孔は真直ぐで9　小さなものである。焼成が悪く，周縁および表裏面は磨滅

している。有孔円板とは異なる穿孔方法と考えられるので9　ここに有孔土製品として報告した。

有孔円板とした第392図19もあるいはこれらの仲間かもしれない。胎土には砂粒を含み，焼成は

不良で，強く押すとくずれそうである。色調は暗褐色を呈している。長さ3．0cm，幅2．7cm，厚さ

1．2cmで，重量は8．2gである。

（川　球状土製晶（第393図12）

12は，第46号住居跡の覆土中から出土したもので，径Llcmの球形を呈する無文の土製品であ

る。焼成があまり良くなく，剥落が2か所に認められる。胎土には微砂を含んでいる。色調は褐

色を呈している。重量は1．0gである。用途などは不明である。
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表4　　土器片錘一覧表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）

才舶

番号

写真

番号
縦　　 横　　 厚　　　 重 出土位置 備　　　 考

台帳

番号

挿図

番号

写真

番号
縦　　 横　　 厚　　　 垂 出土位置 備　　　 考

台帳

番号

第385図

1

P L 52

1

（ 6．2）5．9　 1．3 （40 ．5）
S I 15

口緑部片

C
1
第385図 l

7．2　 12．3　 1．2　 15 ．7 S I47
口縁部片

C
678

2 2 （4．0） 4．8　 1．8 （24 ．5） ク C 3 33
P L 53

35
4．6　　 5．6　　 0．7　　 封 ．1 S I48

口縁部片

A
114

3 3 4．8　　 5．0　　 0．7　　 22 ．5 S I25 C 14 34 52 3．5 （5．0） 0．9 （14 ．4） ク C 144

4 5 4．4　　 5．3　 1．1　 37 ．0 S I26
切 り込みが片

方だけ 2 か所
17 35 51 （5．2） 4．9　 0．9 （18 ．8） ケ C 142

5 4 6．6　　 6．3　 1．1　 46 ．5 ク C 16 36 49 4．9　　 4．6　　 0．8　 15 ．8 〃 C 136

6 6 4．4 （4．9） 0．9 （21 ．6） ケ C 18 37 57 4．7　　 4．2　　 0．8　 19 ．8 ク A 155

7 7 3．1 （3．3） 0．8 （6．5） S I 32 C 36 38
P L 54

62
3．9　　 5．1　 1．3　　 28 ．8 ク C 164

8 8 3．8　　 3．6　 1．3　 16 ．0 S I 33 C 40 39
P L 53

50
3．9　　 4．3　 1．6　　 20 ．2 ケ C 137

9 5．0　　 6．4　 1．1　 35 。0 S I 34
口縁部片

C
667 40 34 3．0　　 3．3　　 0．9　　 9．7 〃 C 109

10 9 4．7 （3．1） 0．6 （13 ．0） S I38 C 41 42 33 3．7　　 4 ．0　 1．2　 18 ．2 ク C 108

11 10 4．2　　 4．8　 1．0　 19 ．0 S I40 C 463 42 60 3．9　　 4．4　 1．3　 18 ．3 ケ C 162

12 20 5．3　　 6．8　 1．0　　 4 1 ．2 S I42
日縁部片

C
516 43

P L 54

68
（3．4） は 5） 1．2 （14 ．2） ケ　 炉 C 177

13 15 （5。9） 抵 9） 1．4 （51 ．0） ケ C 51 44
P L 53

40 l
2．4　　 3．7　 1．0　 11 。5 ク C 120

14 17 4．9　　 4．2　 1．2　　 29 ．0 ケ C 55 45 48 （3．0） （4．2） 1．1 （16 ．6） ク

口緑部片

C
135

15 21 6．7　　 5．6　 1．2　　 49 ．3 ク　 炉 C 517 46 59 4．7　　 4．2　 1．1　 22 ．7 ク C 161

16 19 5．5　　 6．4　 1．3　　 52 ．9 ク C 58 47
P L 54

71
3．1　 4．9　 1．1　 31 ．6 ク C 183

17 12 4．5　　 5．5　 1．2　　 32 ．8 ク C 46
第38咽

48

P L 53

38
7．8　　 8．5　　 0．7　　 糾 ．0 ケ C 118

18 14 4．6　　 4．9　 1．1　 30 ．0 ク C 49 49 36 7．8　 10．4　　 0．8　　 73 ．8 ケ
ロ縁部片

C
115

10 11 3．9　　 4．9　　 0．8　　 22 ．3 ケ
日緑部片

C
45 50

P L 52

31
6．0　　 6．4　　 0．9　　 49 ．3 ケ C 74

20 16 （4．6） 5．5　 1．5 （40 ．2） ク C 53 51
P L 53

45
6．1　 6．6　 1．0　　 61 ．4 ク C 13 1

21 13

I

4．5　　 7．7　 1．8　　 72 ．7

l

ケ
ロ緑部片

C

【

47

l

52

l
P L 竿4

64
5．2　　 5．0　 1．3　　 37 ．1

l

ケ

l

C 167

22 18 4．8　　 5．9　 1．3　　 40 ．2 ク C 57 53
P L 53

56
5．3　　 5．1　 1．4　　 51 ．8 ク C 154

23 22 5．5　　 4．5　　 0．9　　 24 ．0 S I44 C 68 54 47 5．3　　 6．8　　 0．9　　 39 ．5 ケ C 134

24 23 5．9　　 4．8　 1．0　　 32 ．5 ク
切 り込みが片

方だけ 2 か所
70 55 55 （4．5） 紘 6） 1．1 （22 ．8） ク C 151

25 27 （2．8） 5．1 1．1 （15 ．7） S I45 C 78 56 44 5．4　　 7．1　 0．9　　 36 ．3 ケ C 130

26 24 4．1 （2．8） 1．0 （12 ．0） ク
口緑部片

C
75 57 37 4．6　　 6。8　　 0．8　　 29 ．8 ク C 116

27 25 3．8　　 3．8　　 0．9　 11 ．0 ク C 76 58
P L 54

70
5．6　　 5．4　 1．3　　 43 ．9 ク C 180

28 28 3．8　　 3．5　　 0．9　 11 ．5 〃 C 79 59
P L 53

43
4．6　　 6．5　 1。2　　 39 ．8 ク C 126

29 26 4．9　　 3．9　 1．2　　 28 ．3 ク C 77 60 39 5．0　　 4．7　 1．3　　 32 ．5 ク
口緑部片

C
119

30 29 5．8　　 4．9　 1。1　 28 ．9 S I46 C 92 61 53 5．2　　 4．4　 1．4　 19 ．5 ケ C 145

31 30 5．4　　 6．7　 1．3　　 44 ．6 S I47 C 96 62 32 6．6　　 6．5　 1．6　　 66 ．8 ク Å 104
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（21

挿 図

番 号

奪 莫

番 号

i 縦　 様　 厚　 垂
出 土 位 置 備　　　 考

台 帳

番 号

挿 図

番 号

写 真

番 号
縦　　 横　　 厚　　 垂 出 土位 置 備　　　 考

台 帳

番 号

第386図

63

lp L 5 4

6 7
5 ．1　 5 。9　 1 ．1　 2 7 ．1

i

S I 4 8 C 1 75
第387図

94

P L 5 5

94
（5 ．6 ） （5 ．3 ） 0．7 （2 7 ．2 ） S I 5 1 C 2 54

6 4 7 3 4 ．8　 甘 8 ） 1 ．3 （30 ．0 ） ケ C 18 6 95
P L 5 4

8 1
（7 ．3 ） （6．5 ） 1．0 （5 1 ．5） ク

切 り込 み 片 方

だ け 2 か 所
23 4

6 5
P L 5 3

5 4
5 ．0　　 5 ．4　　 0 ．9　 2 6 ．2

I
ケ C 14 6 9 6 8 5 5 ．4　　 4 ．5　 1 ．0　　 3 1 ．0 ケ C 23 8

6 6
P L 5 4

6 5
4 ．2　　 4 ．4　　 0 ．9　 15 ．0 〃 C 1 7 0 9 7

P L 5 5

9 5
4 ．4　　 4 ．7　　 0 ．9　　 26 ．2 ク C 2 5 5

6 7 6 3 4 ．4　　 5 ．7　　 0 ．8　　 2 8 。2 ク C 1 6 6 9 8
P L 5 4

8 9
5 ．4　　 5 ．2　 1 ．2　　 28 ．5 ク A 2 4 7

6 8 6 9 4 ．3　　 5 ．0　 1 ．3　　 3 7 ．5 ク

i c
1 7 8 9 9

P L 5 5

9 2
5 ．1　 5 ．8　 1 ．2　　 3 3 ．7 ケ C 2 5 0

6 9 66 4 ．9　　 5 ．9　　 0 ．9　　 2 7 ．3 ク C 1 74 1 0 0 4 ．7　　 4 ．9　 1．3　　 割 ．6 ク C 2 4 4

70 7 2 4 ．0　　 5 ．6　 1 ．1　 2 4 ．9 ク C 1 84 1 0 1 P L 5 5

1 0 0
5 ．7　　 5 ．2　 1．2　　 3 0 ．7 ケ C 2 6 1

7 1
P L 5 3

6 1
（6 ．1 ） 5 ．9　 0 ．9 （2 告 8 ） ク C 16 3 10 2 9 8 5 ．4　　 5 ．9　 1．2　　 3 1 ．3 ク C 2 59

7 2 5 8 4 ．1　 5 ．8　 1 ．3　　 37 。2 ケ C 15 8 10 3
P L 5 4

7 7
4 ．6　　 4 ．3　　 0 ．8　　 2 3 ．2 ク C 10 3

7 3 4 2 3．4　　 3 ．0　 1．2　 12 ．1 ケ C 1 2 5 1 0 4 P L 5 5
1 0 1

9 ．8　　 7 ．7　 1 ．1　 95 ．0 S I 5 2 C 2 7 1

7 4 4 6 4 ．4　　 6 。4　 1．8　　 5 5 ．0 ク
口 緑 部 片

C
1 3 2 1 0 5 1 0 2 （5 ．5 ） （5 ．6 ） 1 ．3 （4 0 ．5 ）

ク
阿 王 台 式

C
2 7 2

7 5 4 1 5 ．0 （6 ．0 ） 1 ．0 （2 6 。8 ） ク C 1 2 3 1 0 6 抵 3 ） 7 ．6　 1 ．2 （7 8 ．5 ） S I 5 3 C 6 7 2

7 6
P L 54

A　q　　 G　A　　 l l　　 A I G 引 A q C　　 l ワ1 7 1 0 7
l ‾ノu l

P L 5 6
ク　q　　 A　9　　 1 9　　 1 ら　ワ q T 精 A　　 】3 3 2

7 4 1 3 i 上しノ　°」．J リムU U　 l
7 6
げ L 苧4

I 7 4
l

巨 9　 6 e 4 1 1 4 3 ・6 k l J q

l U 1 1U

五

l 〉

！ ヮ1 7

「 ▲．

帖 0 7

日 ‾ノu

圏 巨 9　 4 ・2 1 ・2 1 5 ・2 I q T 精

I U ▲U U

l A

l

I1 1 9

】U U “

77 75 （5 ．7） 5 ．7　 1 ．4 （4 8 ．4 ） ケ A 2 19 1 08 12 3 4 ．4　　 3 、4　 1．1　 1 8 ．6 ク C 3 1 7

7 8 7 6 2 ．5　　 3 ．3　　 0 ．8　　 8 。4 ク C 2 2 5 10 9 12 6 3 ．2　　 5．0　 1．2　　 2 4 ．2 ケ
口 緑 部 片

C
3 22

7 9 8 6 3．8　　 6 。1　 1．0　　 30 ．6 S I5 1 C 2 4 1 1 10 P L 5 5
1 1 6

（3 ．7） （3 ．2 ） 1 ．0 （1 2 ．1）
〃 C 30 4

1

8 0 8 7 5 ．6　　 5 ．6　 1．2　　 3 5 ．3 ケ C 2 4 3 11 1 P L 5 6

1 2 9
3 ．8　　 4 ．6　 1 ．1　 17 ．5 〃 C 3 2 9

8 1 84 6 ．1　 5 。0　 1 」　　 4 0 ．8 ケ C 2 3 7 1 1 2 P L 5 5

1 1 9
3 ．1　 4 ．3　 1 ．2　 15 ．5 ケ C 3 1 1

8 2
P L 55

9 1
5 ．3　　 4 ．5　 1 ．1　 2 9 。8 ケ C 24 9 1 1 3 1 0 3 8 ．1 （6 ．4 ） 1 ．1 （6 2 ．3 ） ク C 2 8 2

83
P L 5 4

83
（5 ．0 ） （4 ．6 ） 0 ．9 （2 0 ．3 ） ク

切 り 込 み 片 方

だ け 2 か 所
23 6 1 14

P L 5 6

ユ3 6
8 ．0　　 7 。8　 1．1　 8 1 ．2 ク C 3 4 8

8 4 9 0 （3 ．9 ） 3 ．5　 0 ．9 （14 ．7 ） ケ C 2 4 8 1 15 12 8 3 ．3　　 3 ．7　 1．4　 1 5 ．1 ク C 3 27

8 5
P L 5 5

9 3
（5．4 ） （4 ．5 ） 1 ．0 （2 1 ．8 ） ク C 2 5 3 1 16 13 2 4 ．5　　 3 ．7　 1 ．0　 1 3 ．4 ク C 33 6

8 6
P L 54

8 8
5 ．1　 6 ．4　　 0 ．8　　 3 2 ．0 〃 A 2 4 6 1 1 7 12 4 3 ．6　　 4 ．4　 1 ．3　　 22 ．5 ク

口 緑 部 片

C
32 0

8 7 8 2 3 ．9　　 3 ．0　　 2 ．0　　 2 2 。8 ケ C 2 3 5 1 1 8 1 3 9 3 ．2　　 3 ．9　 1 ．3　 15 ．0 ケ C 3 5 3

88
P L 5 5

97
3 ．8　　 4 ．2　 1 ．3　　 2 2 。2 ク C 2 5 8 1 1 9 1 2 1 （3 ．9 ） 4 ．6　 1 ．0 （18 ．8 ） ク C 3 1 5

8 9
P L 5 4

7 9
7 ．0　　 6 ．7　　 0 ．9　　 5 5 。8 ケ A 23 2 1 20 1 35 4 ．1 （3 ．7） 1．1 （1 6 ．6 ） ク C ：辿 4

9 0 8 0 7 ．5　　 7 。7　 1 ．0　　 5 6 ．7 ク C 2 3 3 12 1
P L 5 5

1 0 4
6 ．4　　 7 ．2　 1．7　　 8 2 ．5 ク C 2 8 3

第3紺図

9 1
7 8 9．8　　 8 ．1　 1。2　　 9 9 ．1 〃 C 2 3 1 1 2 2

P L 5 6

1 3 0
（5 ．2 ） 4 ．9　 1 ．0 （2 1 ．2 ） ケ C 3 3 1

9 2
P L 5 5

9 9
5 ．1　 4 ．8　 1 ．0　　 2 2 ．9 ケ C 2 6 0 1 2 3 P L 5 5

1 0 9
3．9　　 6 ．3　 1 ．3　　 28 ．2 ク C 2 9 1

93 96 6 ．1　 4 ．5　　 0 ．9　　 2 0 ．0 ケ C 25 6 1 2 4 1 1 7 3 ．3　 3 ．3　 1 ．0　 12 ．3 ケ
口 緑 部 片

C
3 0 5
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（3）

挿 図

番 号

写 真

番 号
縦　　 横　　 厚　　 重 出 土 位 置 備　　　 考

台 帳

番 号

挿 図

番 号

写 真

番 号
縦　　 横　　 厚　　 重 出 土 位 置 備　　　 考

台 帳

番 号

第 38 7図

1 2 5
P L 5 6

1 3 3
2 ．4　　 2 ．9　 1 ．0　　　 7 ．7 S I 5 5 C

主 3 8 第 38咽

1 5 6

P L 5 7

1 5 3
4 ．7　　 3 ．7　 1 。1　 1 7 ．1 S I 7 1

切 り 込 み 片 方

だ け 2 か 所
3 9 9

1 2 6
P L 5 5

1 0 7
5 ．5　　 6 ．1　 1 ．7　　 5 5 ．8 ケ C 2 8 8 1 5 7 1 5 0 8 ．2　　 8 ．0　 1 ．3　　 8 8 。3 ク

C 3 9 3

1 2 7 1 1 5 5 ．2　　 5 ．9　　 0．9　　 2 8 ．7 ケ C 3 0 3 1 5 8 1 5 1 6 ．1　 8 ．8　 1 ．3　　 7 6 ．2 ケ
C

3 9 4

1 2 8
P L 5 6

1 2 5
4 ．4　　 3 ．1　 1．8　　 2 4 ．7 ケ

A

口 緑 部 片
3 2 1 1 5 9 1 5 2 4 ．0　　 4 ．4　 1。4　　 2 2 ．0 ク

C
3 9 5

1 2 9 1 2 7 4 ．3　　 4 ．4　 1．1　 2 3 ．4 ク C 3 2 5 1 6 0 1 5 4 （3 ．6 ） は 6） 0 ・7 （1 0 ・3 ） ク C 4 0 1

1 3 0 1 3 7 6 ．0 （4 ．1 ） 1 ．0 （2 9 ．6 ） ケ C 出 口 1 6 1 1 5 7 4 ．1　 3 ．8　　 0 ．7　 1 7 ．2 S I 7 2 C 4 0 8

1 3 1 1 2 2 5 ．7　 7 ．0　 1 ．4　 4 6 ，5 ケ C 3 1 6 1 6 2 1 5 6 4 ．9　　 4 ．2　 1 ．0　 1 9 ．0 ク C 4 0 7

1 3 2
P L 5 5

1 1 2
5 ．7　　 6 ．4　　 0 ．9　　 3 0 ．0 ケ C 2 9 7 1 6 3 1 5 5 （6 ．5 ） 8．7　 1 ．1 （6 2 ．8 ）

ク C 4 0 6

1 3 3 1 1 0 5 ．9　　 5 ．8　 1 ．2　　 3 8 ．4 ケ C 2 9 4 1 6 4 1 5 8 8．2　　 7．3　 1 ．1　 9 3 ．0 S I 7 4 C 4 1 3

1 3 4
P L 5 6

1 3 8
4 ．7　　 4 。0　　 2 ．0　　 3 1 ．4 ケ C 3 5 0 1 6 5 1 6 3 3 ．5　　 5 ．3　 1 ．1　 2 2 ．2 ク C 4 2 1

1 3 5 1 3 4 3 ．9　　 3 ．1　 1 ．1　 1 2 ．5 ケ C 叙 0 1 6 6 1 5 9 4 ．7　　 6 ．0　 1 ．5　　 4 8 ．2 ク C 4 1 4

第 38咽

1 3 6

P L 5 5

1 0 6
4 ．6　　 4 ．7　　 0．8　　 2 4 ．0 ケ C 2 8 7 1 6 7 1 6 0 5 ．3　　 6 。5　 1．3　　 4 1 ．7 ク C 4 1 7

1 3 7 1 1 8 4 ．4　　 4 。3　 1．8　　 3 3 ．7 ケ C 3 0 9 1 6 8 1 6 2 5 ．1　 5 。1　 1．1　 4 0 ．4 ケ C 4 1 9

1 3 8 1 1 1 4 ．0　　 5 ．6　　 0 ．9　　 2 1 ．5 ケ C 2 9 5 1 6 9 1 6 1 4 ．0　　 3 ．1　 1 ．0　 1 4 ．3 ク C 4 1 8

1 3 9 1 1 3 4 ．3　　 5 ．8　 1 ．4　　 別 ．8 ク
日 綾 部 片

C
2 9 9 1 7 0 1 6 4 3 ．4　　 5 ．8　 1 ．5　　 2 4 ．8 S I 7 5

口 緑 部 片

C
4 2 3

1 4 0 1 0 8 5 ．0　　 7 ．0　　 0 ．9　 4 6 ．3 ケ C 2 8 9 1 7 1 1 6 5 6 ．6　　 6．5　 1 ．0　　 4 9 ．4 S I 7 7 炉 C 4 2 5

1 4 1 1 0 5 4 ．4　　 6 ．1　 1 ．6　　 3 3 ．9 ク C 2 8 4 1 7 2
P L 5 8

1 7 3
3。5　　 5 ．2　　 0 ．9　　 2 1 ．8 S I 8 1 C 4 4 3

1 4 2 1 1 4 3 ．9　　 5 ．6　　 0 ．8　　 2 6 ．7 ク
日 緑 部 片

C
3 0 0 1 7 3 1 7 6 3 ．5 （3 ．0 ） 0 ．8 （ 9 ．2 ） ケ C 4 4 8

1 4 3 4 ．6　　 4 ．9　 1．1　 3 0 ．0 ク C 3 5 4 1 7 4 1 7 1 3 ．4　　 3 ．5　 1 ．5　　 2 1 ．5 ケ C 4 3 9

1 4 4 1 2 0 3．9　　 5 。2　 1．2　　 3 0 ．0 ケ A 3 1 2 1 7 5 1 6 7 4 ．6 （4 ．5） 1．4 ） （3 2 ．7 ） ケ C 4 3 1

1 4 5
P L 5 6

1 4 1
9 ．0　　 8 ．1　 1 ．0　　 7 5 ．4 S I 5 6 C 3 6 3 1 7 6 1 7 0 4 ．8　　 5 ．4　 1．0　　 3 2 ．3 ク C 4 3 8

1 4 6 1 4 0 1 0 ．0　 1 2 ．2　　 0 ．9　 1 1 1 ．8 ク C 3 6 0
第 38噛

1 7 7

P L 5 7

1 6 6
5 ．7　　 6 ．8　　 2 ．0　　 5 3 ．2 ク

目 線 部 片

C
4 3 0

1 4 7 1 4 2 3 ．9　　 3 ．0　 1 ．0　 1 3 ．3 S I 5 7 C 3 6 4 1 7 8
P L 5 8

1 6 9
（6 ．6 ） （5 ．5 ） 0 ．9 （4 上 2 ） ク C 4 3 6

1 4 8 1 4 3 （3 ．4 ） （5 ．8） 1 ．9 （2 3 ．7 ） S I 5 8
口 緑 部 片

C
3 6 9 1 7 9 1 7 4 （4 ．6 ） （4 ．0 ） 1 ．6 （2 3 ．8 ） ク C 4 4 5

1 4 9 1 4 4 6 ．1　 6 ．4　 1 ．0　　 3 6 ．5 ク C 3 7 1 1 8 0 1 7 5 3 ．3　 3 ．0　 1 ．1 （7．5 ） ケ C 4 4 6

1 5 0 1 4 5 3 ．6 （4 ．2 ） 1．1 （1 4 ．4 ） ク Å 3 7 4 1 8 1 1 7 2 5．8　　 6 。2　 1 ．4　　 5 8 ．8 ク
切 り 込 み が 片

方 だ け 2 か 所
4 4 0

1 5 1
P L 5 7

1 4 7
4 ．5　　 5 ．5　 1．0　　 封 ．1 S I 5 9 C 3 6 7 1 8 2 1 6 8 （4 ．6 ） 7 ．7　 1 ．9 （2 2 ．8 ） ケ C 4 3 2

1 5 2 4 ．0 （5 ．9 ） 1 ．0 （2 5 ．8 ） ク
口 綾 部 片

C
6 7 1 1 8 3 1 7 8 4 ．8　 3 ．6　 1．3　 1告 3 ） S I 8 2 C 4 5 6

1 5 3 1 4 6 4 ．8　　 7 ．5　 1 ．2　　 3 7 ．9 ク C 3 6 6 1 8 4 1 7 7 （7 ．2） 6 。8　 0 ．6 （3 9 ．9 ） ク Å 4 5 3

1 5 4 1 4 8 5 ．7　　 6 ．9　 1 ．1　 4 7 ．5 S I 7 0 C 3 8 7 1 8 5 1 7 9 4 ．0　　 5 ．2　 1．5　　 封 ．7 S K 6 1 B C 4 6 4

1 5 5 1 4 9 6 ．2　　 6 。2　　 0 ．8　　 2 5 ．9 ク C 3 8 8 1 8 6 1 8 0 4 ．8　　 4 ．0　 1 ．2　　 2 3 ．5 S K 7 0
A

口 緑 部 片
4 6 8

－454－



（41

挿 図

番 号

写 真

番 号
縦　　 横　　 厚　　 垂 出 土 位 置 備　　　 考

台 長

番 号

挿 図

番 号

写 真

番 号
縦　　 横　　 厚　　 垂 出 土 位 置 備　　　 考

台 帳

番 号

第389図

18 7

P L 5 8

1 8 1
4 ．4　　 4 ．3　　 0 ．7　 1 2 ．2 S K 13 0

口 緑 部 片

C
4 7 0

雛 姻

2 16

P L 5 9

2 09
5 ．3　　 7 ．7　 1．0　　 4 4 ．2 S K 4 0 2

切 り込 み 片 方

だ け 2 か 所
5 3 9

18 8 18 3 3 ．8　　 4 ．5　 1 ．2　　 2 1 ．3 S K 13 5 C 4 7 4 2 17 2 10 4 ．9　　 5 ．1　 1．1　 3 8 ．5 S K 4 1 6 C 54 2

18 9 18 2 8 ．9　　 7 ．6　 1 ．2　　 90 ．0 ク C 4 7 3 2 18 2 1 1 7 ．5　　 6 ．6　　 0 ．7　　 3 9 ．8 S K 4 2 0 A 5 4 4

1 9 0 18 4 4 ．2　　 3 ．9　　 0 ．9　 15 ．7 S K 1 4 2 C 4 7 7
第390図

2 19
2 1 2 5 。9　　 4 ．7　 1 ．9　　 44 ．3 S D l

把 手

C
5 4 7

1 9 1 1 8 6 2 ．9　　 3．0　　 0 ．8　　 8 ．9 S K 1 4 9 C 4 7 9 2 2 0 2 1 4 3 ．6　　 6 ．3　 1 ．1　 2 1 ．8 S I｝2 C 5 6 1

1 9 2 1 8 5 2 ．9　　 3 ．0　　 0 ．9　　 9 ．8 ケ C 4 7 8 2 2 1 2 1 3 5 ．9　　 5 ．8　　 0 ．6　　 2 6 ．7 ク C 5 5 8

1．9　　 3 ．3　 1 ．4　　 8 ．5 ク C 6 7 9 2 22 2 1 5 4 ．3　　 5 ．5　　 0 ．8　　 2 2 ．0 ク C 5 6 2

（3 ．5 ） 3 ．9 1 カ 5 （ 9 ．0 ） ケ
半 欠

C
68 0 2 23 2 1 6 3 ．2　　 2 ．8　 1．2　 1 1 ．2 S D 4 C 5 6 6

19 3 1 89 4 ．1　 4 ．1　 0 ．8　　 3 5 ．3 S K 19 4 C 4 8 7 2 24 2 17 4 ．2　　 6 ．0　 1．2　　 割 ．8
A 6

S D l l ～ 1 3
C 5 7 5

19 4 18 7 6 ．8　　 7 ．9　 1 ．5　　 9 6 ．8 ク C 4 8 5 22 5 2 18 3 ．2　　 3 ．5　 1．1　 1 3 ．4 ク C 5 76

19 5 19 0 5 ．1　 5 ．0　 1 ．2　 1 5 ．8 ク C 4 8 8 2 2 6
P L 6 0
2 2 2

3 ．0　　 3 ．8　 1。0　 1 1 ．6 G 4‘区 C 57 3

1 9 6 1 8 8 5 ．0　　 6 ．2　 1 ．2　　 36 ．2 ケ C 4 8 6 2 2 7 2 1 9 （5 ．7） 6．4　 1 ．7 （59 ．3 ） 〃 C 58 1

1 9 7 1 9 1 5 ．0　　 6 ．1　 1。4　　 4 3 ．2 S K 1 9 8 C 4 9 2 2 2 8 2 2 0 －5 ．4　　 5．9　 1 ．0　　 割 ．6 G 4 d 6 C 5 8 4

1 0 臭
⊥J Lノ‡
1 0 9
⊥J LJ　l

4　臭　　　 4 1　　　 n　O　　　 ワ∩　六 く灯り1 ［こ
U IL（JJLtノ　　　‡

「
＼ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　l

4 9 と‖ ワワq
▲J JL′　l

9 9 1
ムJ（J＿1　1

7　宍　　　 7　9　　 1 n　　　 R臭 ？ だ　 ハ∩
u　T　LノlJ　　　l

「
＼ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　【

に臭E
U U ＿ヽノ

1 0 臭
⊥J Lノ
I l O ウ
⊥J LJ
1 4　臭　　　 4 1　　 n　O　　　 ワ∩　六 l q 灯り1 ［こ

U IL（JJLtノ
l C 1 4 9 8 lI ワワq

▲J▲J ノヽ
I 2 2 1 1 7　宍　　　 7　9　　 1 n　　　 R臭 ？ I だ 4 ′、∩

u　T　LノlJ
l C lR 臭E

U U ＿ヽノ

1 99
P L 5 9

1 9 3
6 ．3　　 6 ．6　 1 ．0　　 4 7 ．4 S K 2 25

口 縁 部 片

C
4 9 9 2 3 0 2 2 6 5．8　　 6 ．6　　 0 ．7　　 2 5 ．7 H 4 g 6 C 5 9 9

20 0 4 ．9　　 4 ．6　 1 ．2　　 2 7 ．2 S K 26 1 C 6 9 2 3 1 2 2 5 5 ．7　　 6 ．1　 1 ．2　　 4 6 ．0 H 4 a 6 C 5 9 8

2 0 1 19 4 8 ．5 ） 5 ．3　 0 ．7 （1 8 ．4 ） S K 2 7 2
口 緑 部 片

C
50 4 2 32 22 3 6 ．8　　 8 ．4　 1．3　　 6 9 ．8 H 4 区 C 5 94

2 0 2 19 6 6 ．5　　 5 ．3　 1 ．0　　 4 7 ．9 S K 2 8 1 C 5 0 6 23 3 2 2 4 8 ．8 （8 ．2 ） 1．1 （7 4 ．5 ） ケ C 5 97

2 0 3 19 7 4 ．3　　 4 ．2　 1 ．0　　 29 ．7 ケ
C 5 0 7 2 3 4 5 ．5　　 6 ．0　　 0 ．8 H 4 i O C 6 70

2 0 4 1 9 5 2 ．1　 2 ．7　　 0 ．9　　 7 ．8 ク C 5 0 5 2 3 5 2 2 7 5 ．6　　 5．9　 1 ．0　　 3 3 ．2 H 4 区 C 60 0

2 0 5 1 9 8 4 ．1　 4 ．3　 1．0　　 2 9 ．9 S K 2 8 8 C 5 1 0 2 3 6 2 2 8 5 ．3　　 5 ．8　　 0 ．9　　 30 ．4 ケ C 60 7

2 06 1 9 9 10 ．5　　 9 。9　 1 ．1 13 2 ．6 S K 3 33 C 5 1 5 2 3 7 2 3 0 5 ．9　　 4 。8　 1 ．3　　 37 ．8 H 5 g 7 C 6 1 8

20 7 2 00 4 ．8　　 6 ．9　 1 ．0　　 3 6 。2 S K 34 6
口 緑 部 片

C
5 2 1 2 3 8 2 2 9 5．2　　 6 ．9　 1 ．1　 舅 ．1 H 5 i 2 C 6 1 5

20 8 20 3 6 ．3　　 7 。4　　 0 ．8　 4 0 ．8 S K 3 6 5 C 52 5 2 3 9 2 3 1 5 ．5　　 5 ．8　 1 ．0　　 封 ．0 I 4 b 8 C 6 2 3

2 0 9 2 0 2 5 ．9　　 6 ．8　 1 ．0　　 4 9 ．2 ケ C 5 2 4 24 0 23 7 7 ．2　　 5 ．7　 1．2　　 5 8 ．4 I 4 e 9 C 6 3 8

2 1 0 2 0 1 4 ．7　　 7 ．5　　 0 。9　　 4 0 ．8 ケ
口 緑 部 片

C
5 2 3 24 1 23 8 4 ．5　　 4 ．9　　 0 。7　 1 7 ．4 I 4 d 8 C 6 3 9

2 1 1 2 0 4 3 ．5　　 4 ．0　 1．0　 19 ．3 ク C 5 2 6 2 4 2 2 4 3 4 ．1　 6．5　 1．4　　 3 7 ．7 I 4 C 8 C 糾 5

2 1 2 2 0 5 6 ．3　　 8 ．1　 0 ．8　　 4 9 ．5 S K 3 94 C 5 3 2 2 4 3 2 3 6 4 ．4　　 4 ．5　　 0 ．9　　 2 1 ．3 I 4 b 6 C 63 7

2 13 2 0 6 6 ．4　　 5 ．3　 1 ．4　　 2 7 ．2 ク
口 緑 部 片

C
5 3 3 2 44 2 4 0 4 ．0　　 5 ．5　 1 ．3　　 23 ．7 I 4 a 7 C 64 2

2 14 20 7 お．1 ） （5 ．7 ） 1 ．1 （3 2 ．9 ） ク C 5 3 5 2 4 5 2 3 5 3．4　　 4 ．5　　 0 ．6　 14 ．5 ク
口 緑 部 片

C
63 6

2 1 5 2 08 4 ．5　　 4 ．6　　 0 ．9　 1 信 4 ク C 53 6 24 6 2 44 4 ．5　　 5 ．0　 1 ．2　　 測 ．0 I 4 e 8 C 糾 6

－455－



（5）

挿 図

番 号

写 真

番 号
縦　　 横　　 厚　　 重 出 土 位 置 備　　　 考

台 帳

番 号

挿 図

番 号

写 真

番 号
縦　　 横　　 厚　　 垂 出 土 位 置 備　　　 考

台 帳

番 号

第 3 9噛

2 4 7

P L 6 0

2 3 2
4 ．3　　 6 ．5　 1 ．0　　 3 6 ．5 I 4 a 8 C 6 2 5 4 ．2 （4 ．0 ） 1 ．6 （2 7 ．1 ） S I 4 2

口 緑 部 片

C　 半 欠
4 8 4

2 4 甲 2 4 1 3 ．9　　 4 。6　 1 ．2　 1 6 ．3 I 4 e 8 C 由 3 （4 ．3 ） 3 ．3　 1 ．0 （2 1 ．8 ） ク　 炉
口 緑 部 片

C　 半 欠
4 8

2 4 9 2 3 3 5 ．7　　 6 ．1　 1 ．3　　 4 1 ．0 ク C 6 2 8 4 ．3　　 3 ．7　 1 ．3　　 2 0 ．8 ク
ノ ッ チ 3 か 所

完 形
5 0

2 5 0 2 4 5 5 ．3　　 7 ．3　 1 ．1　 5 0 ．0 I 4 b 9 C 6 5 0 （4 ．9 ） （4 ．2 ） 0 ．8 （1 6 ．5 ） ク
半 欠

C
5 2

2 5 1 2 3 9 4．7　　 4 ．3　 1．3　　 2 7 ．0 I 4 e 8 C 6 4 0 （3 ．7 ） 4 ．2　 1．0 （1 2 ．9 ） ク
半 欠

C
5 4

2 5 2 2 4 2 6 ．3　　 4 ．7　 1 ．4　　 3 9 ．5 ク C 6 4 4 （4 ．9 ） （5 ．7 ） 0 ．9 （2 4 潮 ク
半 欠

C
5 9

2 5 3 2 3 4 3 ．2　　 3 ．4　 1 ．0　 1 3 ．3 ク C 6 2 9 5 ．7 （3 ．6 ） 1 ．6 （2 6 潮 ク
半 欠

C
6 0

5 ．2　　 4 ．0　 1 ．0　　 2 1 ．7 S I 1 5
口 緑 部 片

C　 半 欠
2 5 ．6 （3 ．0 ） 0 ．9 （1 5 ．8 ）

〃
半 欠

C
6 1

4 ．8 （4 ．1） 1 ．1 （2 5 ．0 ） ク
日 緑 部 片

C　 半 欠
4 （3 ．4 ） 5．8　 0 ．8 （1 9 ．8 ） 〃

半 欠

C
6 2

（6 ．8） （5 ．7 ） 1 ．1 （4 5 ．3 ） ク
半 欠

C
5 4 ．7 （5 ．9 ） 1 ．2 （3 9 ．9 ） S I 4 4

口 緑 部 片

C　 半 欠
6 7

5 ．7 （4 ．6 ） 0 ．9 （2 8 ．8 ） ケ
半 欠

C
6 （5．2 ） 5 ．5　 1 ．3 （3 1 ．8 ） S I 4 5

口 緑 部 片

C　 半 欠
7 3

（5 ．2 ） 6 ．4　 1．4 （3 9 ．5 ） ケ
半 欠

C
7 （3 ．6 ） （4 ．7 ） L O （1 9 ．5 ） ク

半 欠

C
8 0

（5 ．2 ） 6 ．5　 1．0 （4 0 ．2 ） 〃
半 欠

C
8 5 ．6　　 5 。6　 1．0　　 3 5 ．3 ク

完 形

C
8 1

（3 ．2 ） 3 ．8　 1 ．1 （1 4 ．0 ） ケ
裏 に 木 の 実 状

庄 痕 あ り 半 欠
5 6 （3 ．1 ） （3 ．8） 1．0 （1 0 ．5 ） ク

半 欠

C
8 2

（5 ．3 ） （5 ．8 ） 1 ．7　 髄 ．7） S I 2 5
半 欠

C
1 3 （3 ．2 ） 賂 0 ） 1．2 （2 1 ．8 ） ク

半 欠

C
8 3

（3 ．8 ） 4 ．4　 1 ．2 （2 1 ．5 ） S I 2 6
半 欠

C
1 5 6 ．8　　 8 ．1　 0 ．8　　 5 2 。4 S I 4 6

完 形

C
9 1

（3 ．8 ） （3 ．9） 1 ．0 （1 4 ．0 ）
ク

半 欠

C
1 9 （2 ．4 ） （3．3 ） 1 ．0 （1 8 ．0 ） ク

半 欠

C
9 3

（3 ．2 ） 6 ．2　 0 ．9 （2 2 ．8 ） ク
半 欠

C
2 0 （3．3 ） （3．9 ） 0 ．9 （1 2 ．8 ） ケ

半 欠

C
9 4

（4 ．0 ） （3 ．9 ） 1．1 （1 6 ．5 ） S I 3 0
半 欠

C
2 7 4 ．9 （5 ．3 ） 1 ．1 （2 4 ．0 ） S I 4 7

半 欠

C　　　 l
9 7

4 ．6　　 4 ．2　 1．0　　 2 4 ．8 S I 3 1
口 緑 部 片

C
2 8 4 ．8 （5 ．5 ） 0．8 （2 8 ．8 ） ク

半 欠

C
9 8

（3 ．6 ） （5 ．2 ）　 0 ．9 （1 9 ．5 ） ク
半 欠

C
2 9 （4 ．7 ） 5 ．9　 1．3 （3 3 ．6 ） S I 4 8

自 彿 彿

C　 半 欠
1 0 5

（5 ．0 ） （4 ．3 ） 1 ．2 （2 9 ．5 ） ク
半 欠

C
3 0 5 ．2 （4 ．3 ） 1．1 （2 2 ．5 ） ク

口 緑 部 片

C　 半 欠
1 0 6

3 ．6　　 4 ．8　 1 。1　 1 3 ．8 S I 3 2
切 り 込 み 片 方 だ

け 2 か 所　 完 形
3 3 （7 ．5） （6 ．9 ） 1 ．3 （7 2 ．0 ） ク

半 欠

C
1 0 7

極 ．4 ） （5 ．1） 0 ．7 （1 9 ．8 ） 〃
口 緑 部 片

C　 半 欠
3 4 （4 ．3 ） （6 ．6 ） 1 ．4 （4 5 ．5 ） ク

半 欠

C
1 1 0

（4 ．8 ） 5．0　 0 ．9 （1 9 ．8 ） ク
半 欠

C
3 5 （4 ．0 ） 6．8　 0 ．9　 （2 8 ．7 ） 〃

半 欠

C
1 1 1

3。8 （3 ．1 ） 1．1 （1 0 ．8 ） 〃　 炉
半 欠

C
3 7 2 ．8 （2 ．9 ） 1 ．3 （ 8 ．4 ） ク

半 欠

C
1 1 2

4 ．2　　 4 ．6　 1 ．1　 2 1 ．2 ク
完 形

C
3 8 3 ．0　　 2 ．6　　 0 ．9　　 8 ．7 ク

完 形

C
1 1 3

4 ．0 （3 ．9 ） 1 ．1 （1 8 ．5 ） ケ
半 欠

C
6 3 3 ．2　　 3 ．0　　 0．8　　 9 ．5 ク

完 形

C
1 1 7

（4 ．5 ） （4 ．3 ） 1 ．2 （1 5 ．8 ） S I 3 8
半 欠

C
4 2 （5 ．8 ） 5 ．0　 1．0 （2 9 ．9 ）

ケ
口 緑 部 片

C　 半 欠
1 2 1

（5 ．7） 5 ．4　 1 ．0 （4 上 3 ） S I 4 1
半 欠

C
4 4 （2 ．7） （2 ．8 ） 0 ．7 （ 5 ．8 ） ク

半 欠

C
1 2 2

4 ．9 （6 ．5 ） 1 ．7 （軋 7 ） S 田 2
口 緑 部 片

C　 半 欠
4 8 3 （4 ．6 ） （4 ．0 ） 1 ．4 （2 4 ．2 ） 〃

目 線 部 片

C　 半 欠
1 2 4

－456－



（6）

商 函

番 号

写 真

番 号

縦　 横　 厚　 垂 恒 位 置
備　　　 考

台 帳　 挿 図

番 号　 番 号

芸 苦 縦　 横　 厚　 垂
出 土 位 置 備　　　 考

台 帳

番 号

（6 ・5 日 5 ・1 ） 2 ・0 （5 8 中 4 8 半 欠

C
1 2 7 5 ．5 （4 ．2 ） 1．0 （2 5 ．0 ） S I 4 8

半 欠

C
1 8 8

3 ．4　 3 ．5　 1 ．1 （1 3 ．5 ） ク
一 部 欠

C
1 2 8 （2 ．8 ） （4 ．3 ） 0 ．8 （ 告 1 ）

ケ
半 欠

C
1 8 9

4 ．1　 4 ．9　 1 ．2　　 2 8 ．5 ク
完 形

C
1 2 9 （3 ．6 ） （5 ．1 ） 0 ．9 （1 6 ．7 ） ク

半 欠

C
6 7 6

3 ．3　　 5 ．5　 1．2　　 2 5 ．5 ク
目 線 部 片

C　 完 形
1 3 3

巨 4 （6 ・7 日 ・4 （軋 可 半 欠

C
2 1 8

（3 ．4 ） （4 ．5 ） 0 ．8 （1 3 ．0 ） ク
半 欠

C
1 3 8 4 ．8 （6 ．8 ） 1．2 （4 7 ．5 ）

ケ
半 欠

C
2 2 0

4 ．8　 4 ．9　 1 ．4 （2 9 ．5 ） ケ

ざ 部 欠 i 1 3 9
（5 ．0 ） 6．4　 1 ．1 （3 ．2 ） ク

半 欠

C
2 2 1

（5 ．0 ） （5 ．6 ） 0 ．7 （2 6 ．0 ）
ク

A

半 欠
1 4 0 （5 ．2 ） 6 ．6　 1 ．3 （3 1 ．2 ） ク

半 欠

C
2 2 2

（4 ．1 ） 6 ．2　 1．0 （2 5 ．6 ）
ケ

A

半 欠
1 4 1 （3 ．5 ） （3 ．9 ） 1 ．0 （1 5 ．8 ） ク

半 欠

C
2 2 3

（4 ．5 ） 3 ．8　 1 ．1 （1 3 ．3 ） ク
半 欠

C
1 4 3

（3 ・7 日 3 … 9 （1 4 車 半 欠

C
2 2 4

4 ．7 （3 ．6 ） 0 ．8 （1 4 ．3） ク
A

半 欠
1 4 7 （5 ．7 ） （5 ．4 ） 1．1 （3 2 ．1）

〃
半 欠

C
2 2 6

（2 ．3 ） （3 ．6 ） 0 ．7 （ 5 ．8 ） ク
半 欠

C
1 4 8 （4 ．4 ） （4 ．8 ） 2 ．0 （3 6 ．6 ） ケ

口 緑 部 片

C　 半 欠
2 2 7

（4 ．2 ） （2 。4 ） 1 ．1 （1 4 ．3 ） ク
半 欠

C
1 4 9 5 ．8 （3 ．9 ） 1 ．0 （2 2 ．4 ） S I 5 0 炉

A

半 欠
2 3 0

（5 ．1 ） （4 ．9 ） 1．2 （2 5 ．5 ） ク
半 欠

C
1 5 0 5 ．1 （3 ．6 ） 0 ．9 （2 3 ．3 ） ク

A

半 欠
2 6 2

（摘 （5 ・8 ） 1 ・0 （3 5 可 ク 苧 欠

C

－5 2 日

l
3 2　 r 4 q l　 n G　 r 1 3 q l S T 5 1

半 欠
建

－1し′とJ C　　　　　 I1
l （4 ・6 日 5 ・8 ） 1 ・0　 駄 9 ） ク

l

苧 欠

I C
1 5 2
l ‾〉‾

！

l l l
1 2 　 r 4 ＿q l　 o。6　 什 1 q l

l ）‾‾　 、‘’）′　　　 ＼▲） ’）′
S T 5 1
I ） ▲ ）▲

半 欠

l C
1 m
！Ⅱ

4 ．1　 5 ．8　 1 ．1 （2 8 ．5 ） ク
一 部 欠

C
1 5 3 5 ．5　　 6 ．8　 1．0　　 4 5 ．2 ク

完 形

C
2 3 9

6 ．4 （4 ．9 ） 1 ．3 （4 9 ．6 ）
ク

Å

半 欠
1 5 6 （5 ．4 ） （6 ．4 ） 1．1 （3 6 ．3 ）

ク
半 欠

C
2 4 0

4 ．6　　 5 ．7　 1 ．0　　 2 6 。8 ケ
完 形

C
1 5 7 5 ．7 （5 ．2 ） 1 ．0 （2 6 ．8 ）

ク
半 欠

C

！2 4 2

3 ．9　 5 ．5　 1．4 （2 5 ．8 ） ク
口 緑 部 片

C 一 部 欠
1 5 9 （5 ．3 ） 5 ．0　 1 ．3 （2 8 ．8 ）

ク
半 欠

C
2 4 5

4 ．6 （4 ．3 ） 0 ．8 （1 5 ．2 ） ケ
半 欠

C
1 6 0 6 ．6　 5 ．7　 1．2 （3 9 ．8 ）

ケ
一 部 欠

C
2 5 1

（4 ．0 ） （4 。0） 1 ．2 （1 3 ．7 ） ケ
半 欠

C
1 6 5 （3 ．9 ） 5 ．5　 0 ．8 （1 4 ．6 ）

ク
半 欠

C
2 5 2

3 ．8 （3 ．1） 1 ．2 （1 5 ．1 ） ク
半 欠

C
1 6 8 （5 ．3 ） 5 ．4　 0 ．9 （3 2 ．3 ）

ク
半 欠

C
2 5 7

5 ．1 （3 ．5 ） 0 ．9 （1 9 ．0 ） ケ
半 欠

C
1 6 9 5 ．0　 4 ．1　 0 ．8 （1 6 ．4 ） S I 5 2

一 部 欠

C
2 7 3

4 ．8　　 4 ．8　 1 ．1　 2 2 ．0 ク
完 形

C
1 7 1 5 ．3 （3 ．9 ） 1 ．1 （1 9 ．2） p S I 5 3

口 緑 部 片

C
2 7 4

（3 ．2 ） （4 ．1 ） 0 ．8 （1 3 ．4 ） ク
半 欠

C
1 7 2 4 ．0　 5 ．9　 0．9 つ 2 4 ．5 ） ク

半 欠

C
2 7 5

紅 2 ） 4 ．1 1 ．1 （1 9 ．0 ） ク
半 欠

C
1 7 3 （5 ．2 ） （5．0 ） 0 ．8 （1 9 ．3 ） S I 舅 切 り込 み 片 方 だ

け 2 か 所　 半 欠
2 7 9

（5．5 ） （4 ．7 ） 1．3 （2 5 ．6 ） ケ
半 欠

C
1 7 6 （5 ．7 ） （8 ．8　 1 ．0 （7 5 ．1 ） S I 5 5

半 欠

C
2 8 5

4 ．3　 4 ．3　 1 。4 （2 5 ．0 ） ケ
一 部 欠

C
1 7 9 （4 ．9 ） （5 ．1 ） 1 ．0 （2 6 ，2 ）

ク
半 欠

C
2 8 6

！
（3 ．7 ） （3 ．5 ） 1 ．0 （1 5 ．5 ） ク

半 欠

C
1 8 1 4 ．4 （4 ．0 ） 1 ．0 （2 ．8 ）

ケ
半 欠

C
2 9 0

！
3 ．7　 5 ．2　 1 ．0 （2 1 ．0 ） ク

一 部 欠

C
1 8 2 （3 ．1） （4 ．4 ） 1．2 （1 9 ．5）

ク
半 欠

C
2 9 2

6 ．0　 5 ．8　 1．4 （3 7 ．1 ） ク
一 部 欠

C
1 8 5 6 ．4 （6 ．1 ） 1 ．3 （4 5 ．6 ）

ク
半 欠

C
2 9 3

4 ．8　 5 ．4　 1 ．2 （器 ．8 ） ク
一 部 欠

C
1 8 7 （3 ．1 ） 6 ．1 1 ．3 （2 9 ．2 ）

ク
半 欠

C
2 9 6

一一1457－



（7）

挿 図

番 号

写 真

番 号
縦　　 横　　 厚　　 垂 出 土 位 置 備　　　 考

台 帳

番 号

挿 図

番 号

写 真

番 号
縦　　 横　　 厚　　 垂 出 土 位 置 備　　　 考

台 帳

番 号

（4 ．3 ） 6 ．0　 1 ．0 （3 5 ．8 ）． S I 5 5
半 欠

C
2 9 8 （6．4 ） （8 ．3 ） 1 ．1 （5 3 ．7 ） S I 5 6

半 欠

C
3 6 1

（4 ．9 ） 5 ．6　 1 ．3 （封 ．2 ） ク
半 欠

C
3 0 1 5 ．4　　 3 ．5　 1 ．1　 2 9 。9 ク

完 形

C
3 6 2

3 ．9　　 5 ．2　 1．4　　 3 0 ．8 ク
完 形

C
3 0 2 （3 ．0 ） （2 ．1 ） 0 ．8 （ 告 4 ） S I 5 8

半 欠

C
3 7 0

3 ．3　 位 ．8 ） 1．4 （1 3 ．9 ） ク
口 緑　 片

C
3 0 6 抵 5 ） （4 ．4 ） 1 ．2 （3 1 ．0 ） ケ

半 欠

C
3 7 2

（3 ．8 ） （2 ．9 ） 0 ．8 （ 8 ．0 ） ク
半 欠

C
3 0 7 （4 ．7 ） （4 ．6） 0．8 （1 6 ．7 ） ク

半 欠

C
3 7 3

5 ．1 （4 ．8 ） 1 ．1 （2 8 ．2 ） ク
半 欠

C
3 0 8 7 ．3　 5 ．8　 1．7 （6 5 ．0） S I 5 9

一 部 欠

C
3 6 5

5 ．2 （4 ．3 ） 0 ．9 （2 4 ．5 ） ク
半 欠

C
3 1 0 （3 ．7 ） （2 ．3 ） 0 ．7 （ 7 ．5） 〃

半 欠

C
3 6 8

（4 ．4 ） （4 ．1 ） 0 ．9 （1 9 ．8 ）
ク

半 欠

C
3 1 3 7 ．5 （6 ．4 ） 1 ．3 （5 0 ．0 ） S I 6 0

半 欠

C
3 7 7

（6 ．6 ） （5 ．6　 1 ．4 （6 1 ．4 ） ク
半 欠

C
3 1 4 5 ．4　 6 ．6　 1 ．1 （3 9 ．5 ） S I 6 1

口 緑 部 片

C　 一 部 欠
3 7 8

（3 ．9 ） 4 ．6　 1 ．0 （1 8 ．8 ） ケ
半 欠

C
3 1 5 3 ．4 （3．0 ） 0 ．9 （ 9 潮 ク

口 緑 部 片

C　 半 欠
3 7 9

4 ．0　 4 ．5　 1 ．1 （2 2 ．4 ） ケ
一 部 欠

C
3 1 8 4 ．7　 6 ．3　 1 ．2 （3 9 ．4 ） 〃

一 部 欠

C
3 8 0

3 ．8 （4 ．8） 1 ．4 （3 0 ．2 ） ク
半 欠

C
3 1 9 3 ．7　 5 ．9　 1 ．2 （3 0 ．7 ） ク

一 部 欠

C
3 8 1

（6 。1 ） 5 ．6　 1．4 （軋 7 ） ケ
半 欠

C
3 2 3 （7 ．2 ） （6 ．4 ） 1 ．1 （4 6 ．4 ） S I 6 3

半 欠

C
3 8 2

（4 。1） （4 ．7 ） 1．1 （2 4 ．7 ）
ケ

半 欠

C
3 2 4 （4 ．0 ） （6 ．6 ） 1．2　 髄 ．2 ） ケ

半 欠

C
3 8 3

（3 ．9 ） （5 ．0 ） 1．1 （2 8 ．5 ）
〃

半 欠

C
3 2 6 （5 ．9 ） （5 ．7 ） 1．3 （4 0 ．8 ） S I 6 8

半 欠

C
3 8 4

（2 諸 ） 4 ．8　 1 ．3 （1、7 ．5） ク
半 欠

C
3 2 8 （5 ．1 ） （4 ．2） 0 ．9 （1 3 ．2）

s I 6 9 l 残 欠

C
3 8 6

（6 ．1 ） 6 ．6　 1 ．1 （3 7 ．3 ） ケ
半 欠

C
3 3 0 （3 ．0） 3 ．1 1 ．4 （ 8 潮 S I 7 0

白 線 部 片

C　 残 匁
3 8 9

（2 ．9 ） （3 ．6 ） 0 ．7 （ 8 ．3 ） ケ
半 欠

C
3 3 3 （2 ．6 ） ほ 1） 0 ．8 （ 5 ．6 ） ク

残 欠

C
3 9 0

（2 ．8 ） （3 ．4 ） 0 ．9 （ 9 ．0 ） ク
半 欠

C
3 3 4 （6 ．6 ） （3 ．3 ） 1 ．1 （2 0 ．8 ） S I 7 1 炉

切 り こ み 片 方 だ

け 2 か 所　 半 欠
3 9 6

2 ．9 （2 ．7 ） 1 ．5 （1 2 ．4 ） ク
半 欠

C
3 3 5 5 ．7　 7．0　 1 ．2 （4 0 ．5 ） ク

一 部 欠

C
3 9 7

（4 ．1 ） （2 ．8 ） 1 ．0 （1 2 ．0 ） 〃
半 欠

C
3 3 7 4 ．4 （2 ．9 ） 0 ．9 （1 2 ．2 ） ケ

半 欠

C
3 9 8

（6 ．2 ） （5 ．3 ） 1．4 （2 8 4 ） ク
半 欠

C
3 3 9 （3 ．8 ） （4 ．9 ） 0 ．8 （2 0 ．2 ） ク

半 欠

C
4 0 0

（4 ．2 ） （2 ．6 ） 0 ．9 （1 2 ．6 ） ク
残 欠

C
誕 1 （4 ．2 ） （5 。1 ） 0 ．8 （1 9 ．2 ） ケ

半 欠

C
4 0 2

（4 ．9 ） は 4 ） 1．0 （私 3 ） ク
残 欠

C
3 4 2 （2 ．9 ） （3 ．6 ） L l （1 4 ．1 ） ケ

半 欠

C
4 0 3

（3 ．3 ） （3 ．1 ） 1 ．3 （1 0 ．0 ） ク
半 欠

C
封 3 2 ．6 （2 ．4 ） 0 ．8 （ 5 ．2 ） 〃

半 欠

C
4 0 4

（3 ．7 ） （3 ．5 ） 1 ．1 （1 2 ．7 ） ク
半 欠

C
封 5 （3 ．0 ） （3 ．2 ） 1 ．0 （1 1 ．0 ） 〃

半 欠

C
4 0 5

（3 。7 ） （4 ．3 ） 0 ．7 （1 2 ．0 ）
ク

半 欠

C
勤 6 4 ．8　　 4 ．6　　 0 ．9　　 2 2 。0 S 王7 2

完 形

C
4 0 9

（2 ．8 ） （3 ．3 ） 0 ．9 （ 9 ．8 ）
ク

半 欠

C
3 4 7 （3 。1） 3 ．6　 0 ．9 （1 0 ．2 ） ク

半 欠

C
4 1 0

（3 ．1 ） （4 ．6） 1 ．4 （1 3 ．9 ）
ク

半 欠

C
3 5 1 （4 ．9 ） （3．9 ） 1 ．1 （1 7 潮 ク

半 欠

C
4 1 1

（4 ．2 ） 3 ．8　 1 。0 （1 5 ．6 ） ケ
半 欠

C
3 5 2 （3．4 ） 5 ．3　 1 ．0 （2 3 ．3 ） S I 7 4

半 欠

C
4 1 5

7 ．8　 7 。2　 0 ．9 （5 2 ．8 ） S 王5 6
一 部 欠

C
3 5 9 5 ．9　 6 ．6　 1 ．8 （7 7 ．2 ） ク　 炉

一 部 欠

C
4 1 6

－458－



（8）

挿 図

番 号

写 真

番 号
縦　　 横　　 厚　　 東 出 土 位 置 備　　　 考

台 帳

番 号

挿 図

番 号

写 真

番 号
縦　　 横　　 厚　　 東 出 土 位 置 備　　　 考

台 帳

番 号

（3 ．8 ） 5 ．4 　 1．1 （2 3 ．2 ） S I 7 4
半 欠

C 4 2 0 5 ．4 　 6 ．8 　 0 ．9 （5 1 ．0 ） S K 3 0 7
一 部 欠

C 6 7 5

（4 ．3 ） 8 ．4 　 1．1 （4 8 ．5 ） ケ
半 欠

C
4 2 2 （3 ．5 ） 3 ．5 　 0 ．8 （1 0 ．7 ） S K 3 1 0

半 欠

C 5 13

i
4 ．6 （4 ．8 ） 0 ．6 （2 5 ．2） S I 7 6

半 欠

C 42 4 （3 ．5） 5 ．9 　 1 ．1 （2 7 ．9 ） S K 3 2 2
半 欠

C 5 14

4 ．4 （4 ．2 ） 1 ．0 （2 2 ．1） S I 77 炉
半 欠

C 4 2 6 3 ．6 　　 3．3 　 1 ．2 　 12 ．1 S K 3 3 7
完 形

C 5 4 6

（3 ．1） （3 ．8 ） 0 ．8 （ 8 ．8 ） ク
半 欠

C 4 2 7 4 ．2 （4 ．8 ） 0 ．9 （2 0 ．3 ） S K 3 糾
半 欠

C
5 2 2

5 ．9 （3 ．7 ） 1 ．0 （23 ．7 ） S I 8 0
半 欠

C
4 2 9 （6．1 ） 5 ．5 　 0 ．9 （2 8 ．2 ） S K 3 83

口 緑 部 片

C 　 半 欠 5 2 9

（3 ．1） （4 ．6 ） 1 ．3 （16 ．2 ） S I 8 1
半 欠

C
4 3 3 3 ．5 （4 ．2） 1．0 （1 8 潮 S K 3 9 2

半 欠

C 5 5 3

3 ．2 （3 ．8 ） 1．4 （16 ．7 ） ク
口 緑 部 片

C 　 半 欠 4 34 （2 ．6 ） （2 ．7 ） 1．0 （ 8 ．7） ク
半 欠

C 53 1

（3 ．7 ） （4 ．8 ） 0 ．9 （2 0 ．5） ク
半 欠

C 43 5 （4 ．8 ） 5 ．2 　 1．0 （2 1 ．3 ） S K 3 9 4
半 欠

C 53 4

（4 ．0 ） 5 ．7 　 1 ．3 （3 6 ．4 ） ク
半 欠

C 4 3 7 （5 ．5） （4 ．3 ） 0 ．9 （2 1 ．9 ） ク
半 年

C
5 3 7

4 ．8 （2 ．5 ） 1 ．1 （15 ．5 ） ケ
半 欠

C 4 4 1 （5 ．3 ） （3 ．4 ） 0 ．8 （14 ．7 ） S K 3 9 8
半 欠

C 5 3 8

（4 誹 （4 ．6 ） 0 ．9 　 1 7 ．4 ク　 炉
半 欠

C 4 4 2 （4 ．7 ） （3 ．1 ） 1 ．0 （14 ．3 ） S K 4 12
半 欠

C 到 0

ほ 5 ） （3．6 ） 0 ．8 （ 8 ．7 ） ク
半 欠

C 4 4 7 は 6 ） 5 ．5 　 1．5 （3 6 ．7 ） S K 4 16
半 欠

半 欠 嶺 1

i l （5．4 ） （4 ．2 ） 1 ．5 （3 3 ．5 日 ケ　　 i
半 欠

ハ　　　　　　　　 I ll J「4年／ ll 　　 l l √‘ヽ　▼′　jl 　′．りD n 4 1 ／　 l
半 欠

ハ　　　　　　　　 l
54 3

i 日 5．4 日 周 1 ．5 （3 3 ．5 ） i ヶ l 半 欠

C

i 一一ウ
隼隼／
il
i

i 上 目 、 ′… 、、 ， ハ　 ′‥ 「、
し4 ・1 ノ　 い ．0 ノ　 1．U 　　 L1 4 ．3ノ

上 ，′‥ 【
D n 4 1 ／

I 半 欠

．C

i r ．（
〇年J

（3 ．1 ） （2 ．5 ） 0 ．4 （ 3 ．8 ） ケ　 炉
半 欠

C
4 4 9 （5 ．4 ） （7．0 ） 0 ．9 （2 7 ．8 ） S K 4 2 0

A
半 欠 嶺 5

7 ．8 　 7 。6 　 0．6 （封 ．7’） S I 8 2
一 部 欠

C
4 5 4 （5 ．6） （4 ．0 ） 1 ．4 （2 1 ．3 ） S D l

残 欠

C 舅 8

（3 ．1 ） 5 ．9 　 0 ．9 （1 7 ．3 ） ク
完 形

C 4 5 5 6 ．2 　 7 ．1 1 。O Y （65 ．9 ）
ク

一 部 欠

C 勤 9

6 ．7 　　 6 。4 　 1 ．1 　 66 ．4 S I 81 朋 ・8
完 形

C 4 5 0 （3．8 ） 4 ．7 　 1 ．2 （2 1 ．8 ） ク
A

半 欠 5 5 0

（3 ．2 ） 3 ．9 　 0 ．7 （ 8 ．6 ） S K 6 1B
太 欠

C 4 6 5 は 1 ） 3 ．2 　 0．7 （ 6 ．8 ） ケ
半 欠

C 5 5 1

（5 ．7 ） 4 ．1 1 ．2 （1 5 ．5 ） S ・K 6 9
Å

半 欠 4 66 （4 ．6 ） 5 ．7 　 1．2 　 （罰 。6 ） 〃
半 欠

C
5 52

（4 ．1 ） （4 ．6 ） 0 ．6 （1 4 ．5 ） S K 7 9
半 欠

C 4 7 4 （5 。3） 6．7 　 1 ．1 （3 5 ．8 ） ケ
半 欠

C 55 3

5 ．3 （4 ．0） 0 ．9 （2 0 ．3 ） S K 1 3 5
半 欠

C 4 7 5

l

（4 ．8 ） （4 ．6 ） 1 ．5 （23 ．6 ） ク
口 緑 部 片

C 　 半 欠 5封

4 ．2 　　 3 。9 　　 0 ．9 　 1 5 ．7 S K 1 4 2
完 形

C 4 7 7 （2 ．9 ） 4 ．0 　 0 ．7 （10 ．0 ） ケ
半 欠

C
5 5 5

2．8 　　 3 ．4 　 1 ．2 　 12 ．0 S K 1 94
完 形

C
4 8 9 （5 ．0 ） 8 ．4 　 1 ．1 （5 3 ．9 ） S D 2

半 欠

C 5 5 9

は 7 ） （3 ．8 ） 1 ．3 （17 ，0 ） S K 19 7
半 欠

C 4 9 1 （4 ．8 ） （3 ．3 ） 0．7 （1 3 ．3 ） ク
半 欠

C 5 60

（4 ．8 ） 5 ．8 　 1 ．0 （2 L 2） S K 19 8
半 欠

C 4 9 3 （3 ．7 ） （3 ．5 ） 1．1 （ 9 ．9 ） S D 3
口 緑 部 片

C 　 残 欠 5 63

（3 ．6） （5 ．7） 0 。9 （2 ．3 ） S K 2 1 2
半 欠

C 4 9 7 （5 ．3） 4 ．9 　 1．3 （2 3 ．6） S D 4
半 欠

C 5朗

（5 ．7 ） 5 ．0 　 1 ．0 （18 ．4 ） S K 2 3 1
半 欠

C 5 0 1 ．（4 ．3 ） （4 ．9 ） 1 ．2 （32 ．3 ） ク
半 欠

C
繁 5

（5 ．1 ） （6 。9 ） 1．3 （4 9 ．7 ） 〃
半 欠

C 6 7 3 3 ．6 （5 ．4 ） 1 ．1 （2 4 ．6 ） S D 5
日 録 部 片

C 　 半 欠 5 6 7

6 。5 　　 5 。4 　　 0 ．9 　　 3 8 ．8 S K 24 8
完 形

C 50 2 （4 ．7 ） 4 ．6 　 1 ．1 （3 1 ．4 ） S D l l
口 緑 部 片

C 　 半 欠 繁 8

（7 ．0） （6 ．8 ） 1 ．4 （4 6 。3 ） S K 2 櫛
半 欠

C 50 3 （3 ．0 ） 5 ．0 　 0 ．9 （1 4 ．8） ク
口 緑 部 片

C 　 半 欠
繁 9

ー459－



（9）

挿 図

番 号

写 真

番 号
縦　　 横　　 厚　　 垂 出 土 位 置 備　　　 考

台 帳

番 号

挿 図

番 号

写 真

番 号
縦　　 横　　 厚　　 真 出 土 位 置 備　　　 考 台 帳

番 号

（3 ．1 ） （2 ．9 ） 0 ．6 （ 8 ．5 ） S D ll
半 欠

C
5 7 9 （4 ．3 ） （5 ．5 ） 1 ．0 （3 0 ．0 ） H 5 j 2

半 欠

C
6 16

（6 ．4 ） （4 ．3 ） 0 ．9 （3 1 ．9 ） S D 1 2
半 欠

C
5 7 0 （2 ．7 ） （4 ．8 ） 1 ．2 （1 8 ．3 ） ケ

半 欠

C 6 17

3 ．6 　 6 ．0 　 1 ．9 （4 2 ．0 ） S D I H 3
口 緑 部 片

C 　 一 部 欠 5 7 4 （4 ．7 ） （4 ．7 ） 1 ．1 （2 7 ．0 ） H 5 g 3
日 緑 部 片

C 　 半 欠 6 19

（5 ．1） （4 ．1） 0 ．9 （19 ．8 ） 〃
半 欠

C 5 7 7 （4 ．6 ） （5 ．0 ） 0 ．8 （2 0 ．6 ） H 5 C 5
半 欠

C
6 2 0

4 ．7 （4 ．7 ） 0 ．8 （19 ．4 ） ケ
半 欠

C
5 7 8 （5．0 ） （4 ．9 ） 1 ．1 （29 ．0 ） H 6 a 2

半 欠

C
6 2 2

（6 ．7） （5 ．8 ） 1 ．2 （軋 3 ） S D 1 5
目 線 部 片

C 　 半 欠
5 8 0 4 ．9 （5 ．1 1 ．1 （23 ．5 ） I 4 b 8

半 欠

C 6 2 4

7 ．7 　 7 ．0 　 0 ．9 （4 0 ．2 ） G 4 区
一 部 欠

C
5 7 2 （3 ．6 ） （3 ．9 ） 1 ．3 （16 ．5 ） I 4 e 8

半 欠

C 6 2 6

（3 ．7 ） （2 ．9 ） 0 ．5 （ 5 ．7） ケ
残 欠

C 5 8 2 （5 ．5 ） 6 ．1 1 ．4 （5 1 ．5 ） I 4 C 7
半 欠

C 6 2 7

3．7 　 5 ．9 　 1．1 （2 7 ．2 ） G 4 C 6
ロ 緑 部 片

C 　 一 部 欠 5 83 （2 ．6 ） （3 ．4 ） 1．0 （10 ．0 ） I 4 e 8
半 欠

C
6 3 0

（6 ．2 ） （5 ．1 ） 1 ．0 （2 5 ．8 ） G 4 e 8
半 欠

C
5 86 （3 ．8 ） （5 ．6） 1．4 （2 5 ．4 ） I 4 d 5

半 欠

C
6 3 1

5 ．0 （2 ．9 ） 0 ．6 （1 3 ．0） G 5 区
半 欠

C
59 1 ほ 3 ） （3 ．6） 0 ．5 （ 8 ．8 ） ク

半 欠

C
6 32

5 ．4 （6 ．2 ） 1 ．2 （3 5 ．0 ） G 6 h 5
半 欠

C
59 3 （5 ．0 ） （3 ．8 ） 0 ．9 （1 9 ．5） I 4 d 8

半 欠

C 63 3

5 ．4 （5 ．3 ） 1 ．7 （4 2 ．2 ） H 4 区
口 緑 部 片

C 　 半 欠 59 5 維 6 ） （5 ．1） 1 。3 （1 9 ．7 ） ク
半 欠

C
63 4

6 ．3 （4 ．9 ） 1 ．3 （4 1 ．6 ） ク
口 緑 部 片

C 　 半 欠
5 9 6 （4 ．9 ） （4 ．1 ） 0 ．7 （2 9 ．3 ） I 4 e 7

半 欠

C 6 3 5

5 ．0 （3 ．5 ） 1 ．0 （2 1 ．2 ） H 4 e 6
半 欠

C
6 0 1 （2 ．6 ） 4 ．1 　 0 ．8 （1 2 ．3 ） I 4 d 9

半 欠

C 6 4 1

（4 ．0 ） 5 ．4 　 0．6 （15 ．5 ） H 4 区
半 欠

C
6 0 2 （6．0 ） 4 ．9 　 0 ．7 （23 ．7 ） I 5 a 2

半 欠

C 6 5 1

3 ．6 　 3 ．6 　 0 ．9 　 〃（10 ．8 ） ク
一 部 欠

C 6 0 3 5．0 （5 ．5 1 1 ．1 （30 ．6 ） 表　 採
半 欠

C
6 5 3

紅 4 ） （3 ．4 ） 0 ．9 （17 ．8 ） ケ
半 欠

C 6 0 7 （5 ．3 ） （5 ．4 ） 1 ．0 （2 8 ．1 ） ク
半 欠

C
6 5 4

4 ．5 （2 ．6 ） 0 ．9 （3 3 ．8 ） H 4 j 7
半 欠

C 6 0 5 （5 ．6 ） （4 ．7 ） 1 ．3 　 髄 。0 ） ク
半 欠

C
6 5 5

（2 ．6 ） 5 ．4 　 1．0 （1 2 ．4 ） H 4 区
残 欠

C
6 06 （5 ．1 ） 4 ．6 　 1 ．0 （1 1 ．8 ） ク

半 欠

C 6 5 6

l

（5 ．2 ） 5 ．9　 1．0 （3 1 ．3 ）

l

H 4 f 3

l
半 欠

C
6 0 8 （4 ．2 ） （5 ．6） 1．0 （3 1 ．8 ） ケ

半 欠

C
6 5 7

（4 ．2 ） 6 ．0　 0 ．7 （2 6 ・4 ）L H 4 j 3
半 欠

C
6 0 9 （3 ．9 ） （3 ．9 ） 1．2 （1 2 ．5 ） ケ

半 欠

C
6 5 8

（4 ．3 ） （5 ．5 ） 1 ．0 （3 0 ．0 ） H 5 j 2
半 欠

C
6 1 0 4 ．0 （4 ．2 ） 1 ．3 （1 7 ．4 ） ク

半 欠

C
6 5 9

蒙5　土製閤板一覧表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（且）

挿図

番号

写真

番号
縦　　 横　　 厚　　 重 出土位置 備　　　 考

台帳

番号

挿図

番号

写真

番号
縦　　 横　　 厚　　 垂 出土位置 備　　　 考

台帳

番号

第391図
1
P L 61

24 6
（4．7） （5．4） 0．7 （22．0） SI25 C

i 32 第39個
6
P L 61
2 5 1
4．4　 4．7　　 0．7　 18．0 S王47 A 100

2 247 3．0　　 2．9　　 0．9　　 5．4 S I26 C 21 7 3．9　　 3．9　 1。2　 19．1 S I48 C 204

3 248 2．3　　 2．5　　 0．8　　 8．0 ク A 22 8 255 4．1　 3．1　 1．1　 10．0 ク C 193

4 249 4．2　　 4．0　 1。4　　 25．8 S I38 C 43 9 253 5．9　　 5．8　 1．0　　 44．2 ク A 191

5 250 4．2　　 4．0　 1．1　 20．0 S I 47
A　 ノッチが

1 か所
99 10 252 7．5　　 7．7　 1。0　　 63．6 ク B 190

一46011一一



（2）

挿 図

番 号

写 真
番 号 縦　　 横　　 厚　　 重 出 土 位 置 備　　　 考

台 帳

番 号

挿 図

番 号

写 真

番 号
縦　　 横　　 厚　　 重 出 土 位 置 備　　　 考

台 帳
番 号

第391図

1 1
6 ．0 　　 5 ．8 　 1 。5 　　 3 8 ．5 S I 4 8 B 19 9

第 391図

4 2
P L 6 2
2 7 8 4 ．2 　　 4 ．3 　 1 ．1 　 2 5 ．5 H 亜 7 A 6 12

1 2 P L 6 1
2 5 6

5 ．9 　　 5 ．7 　 1 。2 　　 4 8 ．8 ク C 1 9 6 4 3 2 8 1 6 ．6 　　 6 ．4 　 1．2 　 5 2 ．5 I 4 C 7 B 餌 7

1 3 2 5 7 5 ．3 　　 5 ．0 　　 0 ．7 　　 2 1 ．8 ケ Å 1 9 7 4 4 2 8 2 6 ．4 　　 6．4 　 1 ．0 　　 5 1 ．9 I 4 区 C 餌 8

1 4 2 5 8 （3 ．8 ） 4 ．3 　 1．3 （25 ．0 ） ク A 1 9 8 4 5 2 8 3 4 ．0 　　 4 ．0 　 1 ．1 　 19 ．5 I 5 c l A 6 5 2

1 5 3 ．7 　　 3 ．7 　 1．1 　 18 ．0 ク B 2 0 2 4 6 2 8 6 4 ．5 　　 4 ．2 　 1 。3 　　 2 8 ．5 表　 探 C 6 6 4

1 6 P L 6 12 5 4 3 ．8 　　 3 ．8 　 1 ．3 　 1 5 。4 ク A 1 92 4 7 2 8 7 4 ．4 　　 4 ．1 　 1 。2 　　 2 5 ．7 ケ C 6 6 5

1 7 4 ．4 　　 5 ．7 　 1 ．0 　　 2 4 。0 ク
2 次 加 熱

C
20 6 4 8 2 88 3 ．8 　　 3 ．7 　　 0 ．6 　 1 1 ．8 ク C 6 66

18 4 ．4 　　 4 。6 　 1 ．3 　　 2 6 ．8 〃 C 2 0 1 （3 ．5 ） （3 ．4 ） 0．9 （1 0 ．3 ） S I 15
残 欠

C
9

19 3 ．7 　　 3 ．8 　 1 ．0 　 1 4 ．0 S I 5 1 A 2 6 8 （3 ．3 ） （4 ．3 ） 1．3 （1 6 ．3 ） ク
残 欠

C
10

2 0 3 ．0 　　 3 ．1 　 1 。2 　 1 1 ．0 ケ C 2 6 5 （2 ．3 ） （2．7 ） 0 ．8 （1 5 ．0 ） ケ
A
残 欠 11

2 1 6 ．8 　　 8 ．0 　 1 ．6 　　 97 ．8 ク C 2 6 6 （3 ．5） 5 ．2 　 1 ．1 （23 ．8 ） S I 4 2 B

半 欠
6 6

2 2 6 ．2 ） 5 ．3 　 1 ．2 （3 9 ．3 ） S 王5 3 C 2 7 6 は 6 ） （4 ．5 ） 1 ．0 （19 ．0 ） S I 4 5 B

一 部 欠
8 4

2 3 （5 ．1 ） （3 ．7 ） 1．1 （19 ．6 ） S I 5 5 Å 3 5 5 （2 ．9 ） （4 ．1 ） 1 ．2 （15 ．8 ） S I 4 8
半 欠

C
1 9 4

24 ． rA ＿ク1 　 5 1 　 1ふ？ （？A ．q l ケ C 箭 6 け 淵 （4 ．5 ） 1 ．1 　 白n l l 〃
嬰 欠

1 9 5ふJ‾i Lノもハノ C iJJ ノヽ

2 5 4 ．7 　　 4 。8 　　 0 ．6 　 1 4 ．0 S I 6 8 2 次 加 熱 か

C
38 5 （3 ．8 ） 5 ．3 　 1 ．0 （2 4 ．6 ） ク

半 欠

C
2 0 3

2 6 5 ．0 （4 ．2 ） 0 ．9 （2 2 ．5 ） S I 7 0 C 3 9 1 （4 ．0 ） （4 ．5） 1．5 （2 7 ．8 ） ク
半 欠

C
2 05

2 7 毎．5 ） 5 ．4 　 1 。2 （3 1 ．7 ） ク C 3 9 2 は 1 ） （5 ．8 ） 0 ．8 （1 3 ．1） S I 5 1
残 欠

C
2 63

2 8 3 ．2 　　 3 ．0 　　 0 ．8 　 1 0 ．5 S I 8 1 C 4 5 1 （1 ．8） （3 ．4 ） 0 ．7 （ 5 ．5 ） ク
A

半 欠
26 4

2 9 （3 。6 ） 4 ．4 　 1 ．4 （17 ．7 ） S I 8 5 炉 C 4 5 7 （2 ．7） 4 ．9 　 1 ．0 （13 ．7 ） ク
半 欠

C
26 7

3 0
P L 62

2 7 1
3 ．9 　　 3 ．5 　 1．1 　 16 。8 S K 7 6 C 4 6 9 （4 ．3 ） （4 ．4 ） 0 ．9 （2 0 ．0 ） ク

A

一 部 欠
2 6 9

3 1 2 7 2 3 ．1 　 3 ．1 　 1 ．1 　 12 ．7 S K 1 3 5 A 4 72 （1 ．7 ） （4 ．2 ） 0 ．5 （5 ．8 ） S I 5 3 A
残 欠 2 7 7

3 2 （4 ．1 ） 4 ．5 　 1 ．1 （2 5 ．9 ） S K 1 56 A 48 0 （4 ．8 ） （3 ．2 ） 0 ．9 （1 3 ．8 ） S I 嶺
A
残 欠 2 8 0

3 3 2 73 （4 ．0 ） 3 ．5 　 1 ．0 （1 7 ．4 ） S K 2 12 C 4 9 6 （4 ．1 ） （2 ．1） 0 ．5 （ 5 ．2 ） S I 58
A

残 欠 3 7 5

封 27 4 3 ．0 　　 3 ．1 　 1 ．4 　 1 6 。8 S K 2 8 1 A 5 0 8 （3 ．3 ） （3 ．2 ） 1．1 （1 1 ．7） ク
A

残 欠
3 76

3 5 2 7 5 3 ．6 　　 3 ．7 　　 0 。8 　 1 5 ．3 S K 3 6 5 Å 5 2 7 4 ．8 （2 ．7 ） 1．2 （1 5 ．7 ） S I 8 1 炉
半 欠

C
4 52

3 6 2 7 6 3 ．2 　　 3 ．2 　 1．2 　 10 。8 ケ C 5 2 8 （4 ．9） （5．0 ） 1．1 （3 6 ．5 ） S K 1 3 5
一 部 欠

C
4 71

3 7 2 7 7 3 ．7 　　 3 ．9 　 1 ．0 　 17 ．0 S D 1 2 A 5 7 1 （3 ．7） （2 ．6 ） L 2 （1 0 ．0 ） S K 1 98
残 欠

C 4 9 4

38 2 84 3 ．9 （3 ．8 ） 0 ．9 （2 4 ．4 ） G 4 g 9 C 66 8 （3 ．2 ） （3 ．6 ） 1 ．3 （12 ．9 ） S K 3 88
A
残 欠 5 18

3 9 28 5 4 ．0 　　 4 ．8 　 1 ．1 　 1 4 ．0 G 4 i7 口 緑 部 片

C
66 9 （3 ．8 ） （3 ．4 ） 0 ．7 （11 ．7 ） H 5 i2

半 欠

C 6 2 1

4 0 28 0 4 ．3 　　 4 ．0 　 1 ．1 　 2 0 。0 H 4 区 C 6 14 （3 ．2 ） （5 ．3 ） 0 ．8 （1 4 ．8） 表　 採
残 欠

C
6 6 2

4 1 2 7 9 3 ．9 　　 4 ．2 　 1 ．0 　　 2 0 ．6 ケ C 6 1 3 （4 ．6 ） （3 ．2 ） 1．0 （1 4 ．3 ） ク
A
残 欠 6 6 3

－461－



表6　　有孔円板一覧表

挿図

番号

写真

番号
縦　　 横　　 厚　　 重 出土位置 備　　　 考

台帳

番号

挿図

番号

写真

番号
縦　　 横　　 厚　　 重 出土位置 備　　　 考

台帳

番号

第392図

1

P L 62

289
（5 ．9） 6 ．5　 0．9 （31．8） S I15 A 12 （4．5） （3．1） 1 ．0 （11 ．9） S I45

A

残欠
86

2 290
i 4 ・7 4・5 1・4 26・6

S I26 A 23 （4 ．9） （2 ．5） 1 ．0 （11．8） ク
A

残欠
88

3 293 2 ．5　　 2．4　 1．0　　 6 ．0 ケ A 26
！（3 ．1日 1 ．5） 0 ．7 （3 ．5）

S I47
A

残欠
10 1

4 292 3．5　　 3 ．5　　 0 ．7　　 9 ．5 ク C 25 4 ．3 （2 ．4） 0 ．7　 （7 ．7） S I48
A

半欠
208

5 291 4 ．0　　 4 ．2　　 0 ．9　 17 ．0 ク　 炉 C 24 甘 6） （2 ．1） 1．0　 （6 ．3） ク
A

残欠
209

6 294 （4 ．6） 4 ．9　 1 ．3 （17 ．3） S I32 A 39 （3 ．0） （2 ．0） 0 ．8　 （5 ．2） ク
A

残欠
210

7 296 （3 ．6） （6 ．8） 1 ．1 （21．0） S I42 A 64 （4 ．0 ） （3．1） 1．2 （15 ．4） ク
裏より穿孔

C　　 残欠
211

8 295 3 ．5　 3 、5　 1 ．1　 16．8 ク A 65 2．9 （1．6） 0 ．9　 （3 ．6） ケ
A

半欠
213

9 297 4 ．8　　 4 ．9　 1 ．3　　 29．8 S I44 A 71 （3．0） （1．8） 1 ．0　 （5．2） ケ
残欠

C
214

10 298 2 ．8 （1．9） 0．9　 （4 ．8） ク A 72 （2．3） （1．4） 0 ．5　 （1．7） ク
A

残欠
215

11 299 （4．3） 5．2　 1．2 （19．0） S I45 A 85 （2 ．9） （1．9） 1 ．0　 （4 ．0） ケ
穿孔途中

C　 残欠
216

12 3（氾 4．3 （2．5） 0 ．8　 （8 ．2） ク A 87 （2 ．6） （2 ．5） 0．9　 （5 ．4） S I51
A

残欠
270

13 301 3．0　　 3 ．3　 1 ．0　 11 ．5 〃 C 89 （5 ．0） （2 ．4） 1．4 （14．8） SI54
A

残欠
28 1

14 302 3．5 （2 ．2） 1 ．0　 （8 ．3） 〃 A 90 （2 ．4） （2 ．0） 1．2　 （5 ．2） SI72
A

残欠
4 12

15 P L 63
3 04
3 ．1　 3 ．5　 0 ．8　　 9 ．8 S I48 A 212 （4 ．0） （2 ．1） 1．2　 （9 ．1） S K 135

A

残欠
476

16 303 5 ．2　　 5 ．3　 11 ．2　　 32．9 ク A 207 （5．1） （3．1） 1 ．2 （16 ．3） S K 164
残欠

C
481

17 305 4 ．6　　 4．9　 1．2　　 29．4 ケ A 2㈲ （5．3） （3．1） 0 ．9 （15 ．0） ク
A

残欠
482

18 306 4 ．4　　 4．6　 1．0　　 22 ．5 S I53 B 278
I

5．0 （2潮　 1 ．2 （11．8） S K 198
半欠

C
495

19 （2．9） 3．8　 0 ．8　 （8 ．0） S I70
両面に施文

B
462 （5 ．7） （3 ．1） 1 ．4 （24 湖 S K 225

裏よ り穿孔

′C　　 半欠
5（湘

20 307 5．1　 5．0　 1．1　 33 ．9 S I77 C 428 （3 ．4） （2 ．8） 0．9　 （6 ．2） S K 281
半欠

C
509

21 308 4．3　　 4．7　 1．2　 16．9 SK 69 A 467 （4．7） （2．4） 1．2 （10．9） SDl A
残欠 556

22
i 309 五 5　 2．6　 0．8　 6．3

SK 194 A 490 4．3 （2．3） 1．0　 （8．7） ク
半欠

C

i557

23 310 3．9　　 3．9　 1．1　 17．6 SK308 C 511 4．9 （2．8） 1．3 （15．5） G4gO
A

半欠
589

24 311 4．7　　 4．7　 1．2　　 27．7 SK344 A 520 （4．1） （2．3） 1．0　 （8．2） ク
A
残欠 590

25 313 3．1　 3．2　　 0．9　 11．3 G4区 C 588 （2．4） （1．4） 1．0　 （3．7） G5区 A
残欠 592

26 312 5．2　　 5．7　　 0．8　　 28．4 G4離 A 587 （3．2） （2．3） 0．9　 （5．3） H4区
A

残欠 611

27 314 4．5　　 4．3　 1．0　　 23．2 表　 探 C 660 （2．6） （1．7） 1．0　 （3．5） I4a7
A

残欠
649

（3．1） （1．8） 0．7　 （3．8） SI31
裏より穿孔

C　　 残欠
31 （5．5） （3．3） 1．2 （28．6） 表　 採

A

半欠
661

一一一一一462－



表7　　土製晶一覧表

挿　 図

番　 号

写　 真

番　 号 名　　　 称 縦　　　 横　　　 厚　　　 東 出　 土　 位　 置 備　　　 考
台　 帳

番　 号

第393図

1
P L 63
315

有孔土製品 3．0　　　　　 2．7　　 1 ．2　　　　 8 。2 S I42 穿孔途 中 460

2 318 管状土製品 （8 ．1）　　　 5．6　　 5．8　 （116 ．0） S I49 一部 欠損 228

3
P L 64
319 ク 6 ．5　　　　 3 ．4　　　 2．5　　　 4上0 ク ク 229

4
P L 63

316
耳　 栓 （工8）　　 工8　　　　　　 （4．7） SI55 半欠

l
357

5
P L 63
317

塊状 土製品 （6．0）　　 4 ．4　　 4 ．1　 （56．2） ク 一部欠損 677

6 P L 64

320
棒状土 製品 （6．8）　　 1 ．9　　 2 ．1　 （28．6） ク 半 欠 358

7 322 管状土製品 3．4　　　　 2。7　 （1．7）　 （12膏）
i
S I59 半 欠 458

8 323 棒 状土製品 （3．4）　　　　　　 2。8　 （16 ．9） S I63 残 欠
！
459

9 325 垂　 飾 2 ．4　　　　 2 ．3　　　 0．6　　　　 2．8 SI70 完形 461

10 321 管状 土製品 （生5）　 1．4　　 上6　 （10．2） S K 308 半欠 512

11 324 棒状ま 製品 （7。9）　　　　　　 3 ．1　 （38。1） S K 344 半欠 519

ユ2 326 球状土製品 工1　　　 1．1　　 L l　　　 上0 S I46 完形 95

327 粘土塊 S I32・42 ・48049
［

i 328 i ！
ク

】S I52e55 ・58・69　 i

I4区

i
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第385図　土器片錘実測図（1）
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第386図　土器片錘実測図（2）
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第387回　土器片錘実測図（3）
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第388図　土器片錘実測図（4）
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第389回　土器片錘実測図（5）



第390図　土器片錘実測図（6）
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3　石器

当遺跡6区から出土した石器の概要は，前記したとおりである。

本稀では，各器種ごとに若干の解説を加えた。個々の石器の形状。法量e石材e出土位置等に

ついては一覧表に掲載した。

（瑠）石錬（第394－395図1－14）

当遺跡6区出土の石鉄は14点で，チャート製のものが11点と断然多く，頁岩，黒曜石，流紋岩

製のものが各1点ずつある。無茎石鉄が主であるが，10e13は有茎石鉄である。10は先端部が鋭

く尖り，側線が鋸歯縁を呈し内湾している。基部が緩く外湾している点は特異である。13は有茎

石鉄で，先端部と茎部を欠損している。住居跡からの出土が10点，グリッドおよび表採のものが

4点である。住居跡からの出土の中で完存品は10だけで，他は先端部ないし脚部を破損している。

グリッド出土のものでは11の1点だけが完存品で，他は欠損している。欠損品の多いことが目立

っている。
えぐ

無茎石鉄は，茎部の挟りの浅いもの（2。3。9）から深いもの（1e8ell）までを含み，

各種バラエティに富んでいる。形状的にも，側線が直線的なもの（2　e3◎　5），側線が外湾気

味のもの（4　◎7。11），側線が内湾気味のもの（8～10）などの違いがみられる。

南三島遺跡1e2区の報告書の石鉄の分類基準（第366図）にあてはめれば，6区の石鉄はA

－4，B－2，B－3，B－4，C－2，C－3，C－4が存在することになる。

石鉄について注意すべき点は，石質との関連である。1e2区出土の24点の石質をみると，チ

ャート18点，黒曜石4点，流紋岩2点であった。1e2区に頁岩製のものは出土していないが，

その他は共通している。石鉄の怪格からして，鋭い縁辺部を有する剥片が利用されることは当然

であり，結果としてチャートe黒曜石などが選ばれたと考えられる。6　elOの側線に観察できる

鋸歯縁も鋭刺さをもとめる意義のあらわれと見ることができよう。

（2）石錐（第395図15）

石錐の出土はこの1点だけで，先端部を欠損している。第50号住居跡の床面上から出土し，チ

ャート製で，基部はやや幅が広く，調整されているが薄い。

（3）尖頭石器（第395図16）

気泡のある黒曜石製で丁寧に剥離されている。下半部を欠き形状が不明なので尖頭石器とした。

あるいは掻器の欠損品であるかもしれない。

（尋）掻器（第395図17e18）

17は，粗く剥離が施されているが9　右側綾部の刃部は鋭い。18は，粗く大きな剥離によって調

整され，中央稜線部分は甲高である。右側綾部が刃部と考えられる。

－473－



（5）石核（第395図19）

縦長剥片を剥離した痕跡が残る残核で，裏面の左側緑に粗い剥離痕が残っている。残核を利用

して掻器を作成しようとしたものとも考えられる。

（昏）使用痕のある剥片（第396図20～29）

剥片の石質には9　黒曜石0チャート。メノウが用いられ，いずれも鋭い縁辺部を有している。
つぶ

刃潰し加工のみられる2巨23ゆ24e29などと9　25～27のように使用による刃こぼれが認められる

ものがある。このような不定形石器は取りあげられることが少ないが9　当時の日常生活の器具と

しては重要なものであったことが推測される。

（嘗）磨製石斧（第396図30，第397図37～44）

磨製石斧の点数は9点で，完存品は30の40の2点だけで他は欠損品である。30は小形の定角式

磨製石斧で，第53号住居跡の東側のピット2の底面近くから出土したもので，非常に丁寧に作ら
はまぐりば

れている。研磨は行き届いているが，わずかに稜線が認められる。刃部は蛤刃で，刃縁に直交す

る磨痕と平行する磨痕の両者が観察できるが9　使用痕か，整形痕かは判別できない。40は基部の

打撃痕が著しいが9　刃部の一部を欠くほかは完存している。側線に稜が認められず，定角式とは

いえない。その他の欠損品は走角式磨製石斧である。37・41・42は基部を欠くもので，38は刃部
はまぐりば

だけの断片である。いずれも蛤刃を呈している。39・43・44は基部が残l上　刃部を欠くものであ

る。37の基部の破損面には磨面が認められ，破損後再利用したことがうかがえる。刃部は直刃の

ものが多いが，円刃に近いもの（37・40）もある。42の刃部には，刃縁に直交する擦痕が表裏両

面に顕著に観察できる。着柄方法や使用方法を考える上で注目すべき点である。石材は，39・40

・41が砂岩，30・37が緑泥片岩，38が流紋岩，42が斑棉岩，43が閃緑岩，44が片麻岩である。

（8）打製石斧（第397図31～33）

分鋼形を呈する打製石斧は3点で，32だけが完存品である。31は自然画を有する面を図示した

が，反対側は粗い剥離によって加工されている。32は大形の完存品で，表裏両面を粗い剥離によ

って加工しノ，自然画が多く残されている。a′面左側の挟r、）部分はかなr）磨滅している。刃部は両

端ともに磨滅している。33は磨滅が激しく，剥離痕が明瞭ではない。薄手で小形のものである。

（9）礫器（第397図34－36）

34は，裏面に自然面を残し，表面は大きな粗い剥離によって加工されている。片刃の刃部は鋭

い。甲高の稜線に特色がある。35も片面に大きく自然画を残し，反対側は粗い剥離によって加工

されている。刃部は直刃で片刃状を呈している。36は，棒状礫の側縁および下端に粗い打撃を加

えている。礫は湾曲している。いずれも砂岩を用いている。

（唖　磨石（第398～401図45～86）

磨石は，42点出土している。本項では廃りの痕跡が観察できるものについては磨石として分類
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した。そのため凹みを有し，凹石としてもよいもの（47◎48e59e70e76）も含まれている。平

面形は不整円形。楕円形を呈するものが主となるが，破片のため形状が明らかでないものもある。

断面形は9　楕円形や隅丸万形状を呈するものが多いが，中には49e64e76などのように甲高な不

整三角形状を呈する資料もある。また，57ゆ58の59e65のように三角形ないし不整三角形の断面

形をもつものも認められている。磨りの痕跡は表裏両面にも認められるが，側面に存する資料が

特に目立っている。48◎55◎62。63e64。75e76677。82e84e85などは，側面の磨りが顕著で
はまぐりば

ある。73は，アプライト製の小形磨石で，破片のため断定できないが，断面形が蛤刃状を呈する

仲間と推定されるものである。石質としては9　安山岩20点，流紋岩7点，石英斑岩5点，アプラ

イト3息　砂岩3点，多孔質安山岩2息　硬砂岩1点，斑礪岩1点がある。安山岩。流紋岩e石

英斑岩などの多いことが目立ち，磨石の石質は石皿◎凹石などと共通する傾向が認められる。

（細　石皿（第402～403図87～91）

石皿は5点出土している。87。88は，第144号土壌の底面上に遺存したもので，87は底面の中

央部やや東側から伏せた状態で，88は北西側の壁に縦位に，裏面を壁に向けて立てかけた状態で

出土したものである。共に完形で，87は安山岩9　88は流紋岩を用いている。87は10．1kg，88は12．5

kgである。共に流しロを有し，底面は著しく凹んでおり，長期間の使用がうかがわれる。特に88

は底面が薄くなっていて抜けそうである。裏面および側線部には凹孔が多数穿たれている。この

ような石皿の出土状態は稀なものと考えられ，一考を要する課題を提供している。89は，第81◎

84◎85号住居跡が重複する部分の床面上に据え置かれたような状態で出土したものである。使用

面と考えられる面は浅く凹み，周縁に3か所の凹みをもっている。出土時には，この面が南西側

に傾いた状態であった。右側緑の上部にも1か所の凹みを有している。完形で19．4kgと大変に重

い。砂岩を用いている。本例も住居跡の床面上出土ということで注目すべきものである。90◎91

は9　共に小さな断欠である。90は87に類似している。91は点紋粘板岩製で9　磨り面は充分に観察

できない。

（12）凹石（第403図92893）

凹石は2点で，92は，断面形が円錐形を呈する凹みをもつもので，雲母片岩を利用している。

石皿に分類してもよいものかもしれない。93の平面形は楕円形を呈すると思われるが，半欠品で

ある。2次加熱を受けていて非常に軽い。表裏面および側面の磨りの痕跡は9　2次加熱により失

われている。93の石質は安山岩である。

（13）敲石（第403図94）

94は9　右側縁に顕著な敲打痕が認められたので敲石とした。石英斑岩を用いている。

（礪　軽石製品（第403図95～100）

いずれも軽石を一定の大きさとかたちに整形したものである。切断したり，磨ったりしている
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うき

痕跡は認められるが，特定の形状や大きさ。重量を示してはいない。用途も不明であるが，浮子

ないしは骨角器類の製作に使用する研磨具のような役割が考えられる。以上のような理由から，

ここではあえて浮子とせずに軽石製品とした。

（15）砥石状石器（第403図101）

101は，不整形な自然石の上面にやや凹むほどに顕著な痕跡が認められるものである。磨石と

して扱うべきかもしれないが，手持ち作業用とは考えられないので，ここでは砥石状石器と仮称

した。I4b。グリッドの出土であるが，縄文時代のものと考えられる。

（唖　砥石（第403図102～107）

砥石は，図示したものの他に1点出土している。105が斑礪岩，図示していないものが砂岩で

ある。そのほかは，いずれも凝灰岩製である。断面は方形ないし長方形を呈し，一般的なものと

思われる。当遺跡の出土土器および形状から判断して，いずれも近世のものと考えられる。

（開）石棒（第404図107～114）

石棒は7点出土しているが，出土状態の明確なものは，第41号住居跡の南東側の壁近くの覆土

から出土した107・108である。107は頭部で，2次加熱によって縦に由4分の1程度を損傷して

いる。107の側面図の右側部分が加熱の範囲を示している。108は基部で，断面が円錐形を呈する

孔が1か所穿たれている。107と同様の2次加熱痕が側面に認められるが，それによって割れて
す

はいない。基部の下面は，頭部上面以上に磨られ滑らかになっている。両者は同一個体であるこ

とは間違いないが，中間部を失っているために接合はできない。109は，大形の石棒の頭部の残

欠である。110も頭部で，きわめて写実的な形状を呈している。緑色凝灰岩の比較的軟質な石質

を用いている。111も頭部の残欠で，頭部上面に磨痕が顕著にみられる。112は，中間部の残欠で

ある。113は細身の石棒の基部で，丁寧に作られている。基端部は平坦である。114は，他の石棒

に比較して偏平なものであるが，石棒として取り扱った。残存部が頭部か基部かは明らかではな

い。表面には敲打による整形痕が著しく，その上を研磨している。実測図上のスグリントーンは

研磨部分を表示している。裏面は，剥落している。
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衷8　　石器一・一1蓮表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、11

挿 図

番 号

写 真

番 号
器　　　 種 縦　　　 横　　　 厚　　　 重 出 土位 置 石　　 質 備　　　 考

台 帳

番 号

第394図

1

P L 6 5

1
石　 鉄 （3 ．1）　 2 ．5　　　 0 ．5　　 （2 ．7 ） S I4 2 チ ャ ー ト 7

2 2 〃 （1 ．7 ）　 1 ．4　　　 0 ．5　　　 （0 ．7 ） ク ・ケ 6

3 3 ケ （2 ．4 ） （1 ．8 ）　　 0 ．4　　　 （1 ．6 ） S I4 8　 炉 ケ 16

4 4 ケ （2 ．1 ）　 1 ．9　　　 0 ．3　　　 （0 ．8 ） ク ク 14

5 5 ケ （2 ．9 ）　 1 ．8　　　 0 ．5　　　 （1 ．5 ） ケ ノケ 17

6 6 〃 （2 ．9 ）　 1 ．8　　　 0 ．5　　　 （1 ．4） ク ク 13

7 7 ク （2 ．5）　 1 ．7　　　 0 ．4　　　 （1 ．5） S I5 1 ク 2 4

8 8 ク 3 ．2　　 1 ．6　　　　 0 ．4　　　　 1 ．4 S I55 頁　　 岩 26

9 9 ク （1 ．8 ）　 1 ．5　　　 0 ．4　　　 （0 ．7 ） S I7 6 チ ャ ー ト 38

10 1 0 〃 2 ．6　　　 2 ．0　　　　 0 ．3　　　　 1 ．4 S I7 7 ク 39

11 1 1 ケ 2 ．1　　 1 ．8　　　　 0 ．3　　　　 1 ．0 G 4 g 9 黒 曜 石 62

12 12 〃 （1 ．7 ） （1 ．4 ）　　 0 ．2　　　 （0 ．6 ） G 6 aO 流 紋 岩 6 1

第 395図

1 3
13 〃 （2 ．0 ）　 1 ．7　　　 0 ．3　　　 （1 ．0） I4 e 9 チ ャー ト 8 1

‘1　J 1　J 二k　　　　⊥rr′
1 4 14 ノン し∠。0ノ　　　 ⊥．る　　　　　 U ．J　　　　　 L⊥．0ノ 衣　 1木 ケ 8 b

1 5 15 石　 錐 （3 ．3）　 1 ．0　　　 0 ．4　　　 （1 ．5） S I50　 床 ケ 2 3

1 6 16 尖 頭石 器 （1 ．7 ）　 2 ．2　　　 0 ．6　　　 （2 ．0 ） S K 159 黒 曜 石 103

17 1 7 掻　 器 3 。9　　　 3 ．4　　　 1 ．2　　　 1 5 ．0 S I4 8
ホ ル ン

フ ェ ル ス
15

18 1 8 ク 4 ．8　　　 3 ．9　　　 1 ．7　　　　 33 ．8 S K 3 54 貞　 岩 55

19 1 9 石　 核 4 ．1　　 3 ．1　　　 1 ．9　　　　 17 。8 S I6 8 ク 31

第 396図

20
20
使 用 痕 の あ る

剥 片
3 ．5　　 1 ．7　　　　 1 ．4　　　　　 5 ．4 S I4 6 黒 曜 石 9

2 1 21 ク 3 ．3　　　 3 ．1　　　 1 ．1　　　 1 2 ．4 S I48　 炉 メ　 ノ　 ウ 20

2 2 23 ケ 4 ．7　　　 2 ．9　　　 1 ．3　　　　 13 ．5 ク チ ャー ト 19

2 3 2 4 ク 4 ．1　　 3 ．0　　　 1 ．0　　　 11 。8 ク ク 18

2 4 2 2 ク 2 ．3　　　 2 ．9　　　　 0 ．6　　　　　 4 ．0 S I64 ク 2 8

2 5 2 6 ク 5 ．5　　 1 ．8　　　 1 ．8　　　　　 5 ．9 S I68 メ　 ノ　 ウ 30

26 2 7 ク 5 ．7　　　 4 ．7　　　 1 ．2　　　　 2 7 ．7 S I7 4 pl チ ャ ー ト 3 5

27 28 ケ 5 ．4　　 4 ．3　　　 1 ．6　　　　 3 2 ．8 ク ク 36

2 8 25 ク 3 ．0　　 1 ．5　　　 1 ．2　　　　 4 ．1 S D l l 黒 曜 石 47

2 9 29 〃 3 ．5　　　 2 ．9　　　　 0 ．7　　　　　 8 ．1 D 3 g 2 チ ャー ト 59

3 0 30 磨 製 石 斧 4 ．0　　　 2 ．0　　　 1 ．0　　　 12 ．2 S I53 緑 泥 片 岩
非 常 に 丁 寧 な

作 り
54

第 397図

3 1

P L 6 6

3 1
打 製 石 斧 （5 ．8 ）　 7 ．0　 （2 ．3）　 （1 10 ．0） S I46 砂　　 岩 10

ー477－



（2）

挿 図

番 号

写 真

番 号
器　　　 種 縦　　　 横　　　 厚　　　 真 出 土 位 置 石　　 質 備　　　 考

台 帳

番 号

第 39 7 図

3 2

P L 6 6

3 4
打 製 石 斧 1 2 ．8　　 8 ．5　　　　 2 ．6　　 3 6 5 ．5 S 工5 1 安　 山 岩 2 5

3 3 3 2 ク
（6 ．9 ） （5 ．7 ）　 （1 ．3 ）　 W （5 5 ．0 ） I4 f O 砂　　 岩 8 2

3 4 3 3 礫　　 器 9 ．4　　　 5 ．9　　　　 3 ．6　　　 1 7 0 ．0 S 1 4 8 ク 1 1

3 5 3 6 ク 6 ．0　　　 4 ．3　　　 1 ．5　　　　 5 0 ．0 S I 5 6 〃 1 1 2

3 6 3 5 ケ （8 ．4 ） （5 ．0 ）　 （3 ．5 ）　 （1 5 6 ．0 ） I4 b 3 ク 6 7

3 7 3 7 磨 製 石 斧 （6 ．8 ） も　 3 ．6　　　 2 ．4　 （1 3 5 ．0 ） S I 7 6 縁 泥 片 岩
基 部 （破 損 面 ） に

磨 面 が 残 る
3 7

3 8 4 0 ク
（3 ．8 ）　 6 ．3　　　 2 ．8　 （1 2 0 ．0 ） S D l l 流 紋 岩 5 7

3 9 3 9 ケ
（5 ．2 ） （4 ．6 ）　 （3 ．0 ）　 （6 5 ．0 ） S K 2 2 3 砂　　 岩 5 2

4 0 4 1 〃 8 ．6　　　 5 ．0　　　　 2 ．7　　　 1 6 0 ．0 H 4 i 9 ク 6 4

4 1 4 4 ク
（9 ．1 ）　 6 ．4　　　 3 ．5　 （3 4 0 ．0 ） S K 3 8 9 ケ 5 6

4 2 4 2 ク
（1 0 ．7 ）　 7 ．2　　　 3 ．7　 （5 1 9 ．0 ） I 4 b 3 斑 精 岩 7 8

4 3 3 8 〃 （7 ．2 ）　 4 ．8　　　 3 ．7　 （1 5 2 ．0 ） 表　 採 閃 緑 岩 1 0 1

4 4 4 3 ′ケ （1 0 ．4 ）　 4 ．9　　　 3 ．0　 （2 4 1 ．0 ） ク 片 麻 岩 9 0

第 39 8 図

4 5

P L 6 7

4 5
磨　　 石 9 ．3　　 8 ．1　 （3 ．0 ）　 （3 1 5 ．0 ） S I 2 6 安　 山 岩 1

4 6 4 6 ク
（1 5 ．2 ） （8 ．4 ）　　 5 ．5　 （9 9 5 ．0 ） S I 4 1 ク 3

4 7 4 7 ク 9 ．8　　　 7 ．4　　　　 3 ．8　　　 3 6 0 ．0 S I 4 2 床 床 石 英 斑 岩 8

4 8 4 9 〃 1 1 ．4　　 7 ．8　　　　 3 ．3　　　 4 8 0 ．0 S I 4 8　 炉 安　 山 岩 1 2

4 9
P L 6 8

5 3
ク 1 1 ．5　　 7 ．7　　　　 4 ．6　　　 5 6 5 ．0 S I 4 9 流 紋 岩 2 次 加 熱 2 2

5 0
P L 6 7

4 8
〃

（9 ．9 ） （6 ．8 ）　　 3 ．6　 （2 9 0 ・。0 ） ク ク 2 1

5 1 5 0 〃
（6 ．1 ）　 7 ．6　　　 4 ．3　 （2 9 1 ．0 ） ク 石 英 斑 岩 1 0 6

5 2
P L 6 8

5 6
ク （8 ．3 ） 1 －5 ．4　　　 5 ．3　 （9 2 1 ．0 ） S I 6 8　 床 ク 2 9

5 3 5 4 ク
（8 ．2 ） （5 ．3 ）　　 5 ．7　 （2 9 0 ．0 ） ク ア プ ラ イ ト 3 2

第 39 9 図

5 4

P L 6 7

5 2
ク

（7 ．5 ）　 （5 ．2 ）　 4 ．8　 （2 1 6 ．0 ） ク 石 英 斑 岩 3 3

5 5
P L 6 8

5 8
ノケ

（7 ．5 ） （7 ．5 ）　　 4 ．3　 （2 2 5 ．0 ） S I 7 1 安 山 岩
破 損 面 に 弱 い 磨

痕 が 残 る
3 4

5 6
P L 6 7

5 1 ク
（6 ．1 ） （7 ．0 ）　　 4 ．8　 （1 8 1 ．0 ） S I 8 1 ・8 4 ・8 5 流 紋 岩 4 2

5 7
P L 6 8

5 9
ク 6 ．7　　　 6 ．4　　　　 3 ．9　　　 2 1 0 ．0 S I 8 0 ク 4 0

5 8 5 5 一ケ
（9 ．1 ）　 6 ．4　　　 4 ．3　 （2 9 5 ．0 ） S I 8 1 ・8 4 ・8 5 安　 山 岩 4 4

5 9 5 7 ク 1 2 ．2　　 5 ．0　　　　 5 ．9　　　 3 7 5 ．0 ク ク 4 3

6 0 6 0 〃
（1 0 ．0 ）　 9 ．6　　　 5 ．9　 （5 1 6 ．0 ） ク 砂　　 岩 4 6

6 1
P L 6 9

6 1 ノケ
（1 1 ．0 ）　 8 ．6　　　 5 ．3　 （7 2 5 ．0 ） ・ケ 安　 山 岩 4 5

6 2 6 2 ク （8 ．1 ） （6 ．9 ）　　 4 ．2　 （2 8 9 ．0 ） S K 1 9 4 硬 砂 岩 1 0 4
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（3）

写 真

番 号
器　　　 種 縦　　　 横　　　 厚　　　 東 出 土 位 置 石　　 質 備　　　 考

P L 6 9

6 3
磨　　 石 1 1 ．0　　 7 ．4　　　　 4 ．1　　　 5 9 4 ．0 S K 3 0 9 斑 精 ・岩

6 6 ク （8 ．0 ） （7 ．5 ）　　 4 ．3　　 （3 3 6 ．0 ） ケ 安　 山 岩

6 4 ケ （9 ．3 ）　 7 ．7　　　 6 ．6　　 （4 4 0 ．0 ） I 4 b 3 ク

6 5 ク （8 ．2 ） （5 ．4 ）　　 4 ．2　　 （2 1 6 ．0 ） ク 砂　　 岩

P L 7 0

6 9 ク （1 0 ．0 ）　 8 ．3　　　 5 ．2　　 （6 4 7 ．0 ） ク 安　 山 岩

P L 6 9

6 7 ク 5 ．6　　　 3 ．2　　　　 2 ．4　　　　 6 6 ．0 ケ 石 英 斑 岩

6 8 ク （1 0 ．3 ）　 6 ．5　　　 5 ．8　　 （6 0 6 ．0 ） ク 流 紋 岩

l

ケ （7 ．4 ） （7 ．5 ）　　 4 ．9　　 （2 8 0 ．0 ） ク

多 乳 質

安　 山　 岩

7 1 ケ （6 ．9 ）　 5 ．3　　　 4 ．9　　 （2 4 5 ．0 ） ク 安　 山 岩

7 2 ケ 6 ．3　 （6 ．5 ）　　 4 ．2　　 （2 9 1 ．0 ） ク ク
破 損 面 を 磨 面 と

し て 利 用

7 3 ク （3 ．9 ） （4 ．7 ）　 （2 ．4 ）　 （4 5 ．0 ） I 5 d 7 ア プ ラ イ ト

7 4 ケ （6 ．8 ） （9 ．7 ）　　 4 ．6　　 （3 2 0 ．0 ） I 4 b 3
多 孔 質

安　 山 岩

7 5 ク （8 ．2 ） （4 ．8 ）　　 4 ．8　　 （2 1 6 ．0 ） ク 安 山 岩

7 6 l ＼ノ ノバ　　　 」／l＼ U U

7 7
P L 7 1

7 8
ケ （5 ．7 ）　 7 ．5　　　 4 ．1　 （2 3 5 ．0 ） ケ ク 8 9

7 8
p L 7 b

7 7
ケ （4 ．9 ） （4 ．8 ）　　 4 ．7　　 （1 7 2 ．0 ） ク ア プ ラ イ ト 2 次 加 熱 1 0 0

7 9
P L 7 1

8 0
ケ 1 0 ．4　　 7 ．2　　　　 3 ．9　　　　 3 4 3 ．0 ク 安　 山 岩 9 9

8 0 7 9 ケ
（6 ．4 ） （5 ．7 ）　 （3 ．1 ）　 （1 8 5 ．0 ） ケ ク 9 8

8 1 8 3 〃 （7 ．6 ） （3 ．6 ）　 （4 ．7 ）　 （1 2 9 ．0 ） ク ク 9 6

8 2 8 4 ク 9 ．5　　　 7 ．6　　　　 4 ．1　　　 4 3 5 ．0 ク ク 1 1 6

8 3 8 2 ケ （8 ．5 ）　 3 ．4　　　 3 ．6　　 （1 4 5 ．0 ） ク 砂　　 岩 9 2

8 4 8 5 ク
6 ．9　 （5 ．7 ）　　 4 ．7　　 （1 6 0 ．0 ） ク 流 紋 岩 9 7

8 5 8 1 ク 1 1 ．0　　 6 ．8　　　　 2 ．8　　　　 2 0 6 ．0 〃 安　 山 岩 9 1

8 6 8 6 〃 （8 ．4 ） （6 ．5 ）　　 5 ．6　　 （4 2 2 ．0 ） ケ 流 紋 岩 9 5

第 4 0 2 図

8 7
8 7 石　　 皿 4 0 ．7　　 2 9 ．4　　　　 8 ．5　　 1 0 1 0 0 ．0 S K 1 4 4 安　 山 岩 伏 せ て 出 土 5 0

8 8
P L 7 2

8 8
ク 4 3 ．1　　 3 3 ．3　　　　 9 ．5　　 1 2 5 0 0 ．0 ク 流 紋 岩

壁 面 に 立 て か け

て 出 土
5 1

第 4 0 3 図

8 9
8 9 ク 4 0 ．9　　 2 6 ．4　　　　 2 0 ．0　 1 9 4 0 0 ．0 S I 8 1 ・8 4 ・8 5 砂　　 岩 4 1

9 0 9 0 〃
（7 ．8 ） （6 ．2 ）　　 4 ．1　 （1 5 0 ．0 ） S K 3 4 3 安　 山 岩 1 0 7

9 1 9 1 〃 （1 3 ．4 ） （6 ．3 ）　 （3 ．2 ）　 （2 7 0 ．0 ） F 6 e l 点 紋 粘 板 岩 6 0

9 2 9 2 凹　　 石 （1 0 ．2 ） （1 0 ．7 ）　　 5 ．9　　 （6 6 5 ．0 ） 表　 採 雲 母 片 岩 1 0 9

9 3 9 3 〃 （5 ．2 ）　 7 ．2　　　 4 ．1　 （1 0 5 ．0 ） S I 3 8 安　 山 岩 2 次 加 熱 2
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（4）

挿 図

番 号

写 真

番 号
器　　　 種 縦　　　 横　　　 厚　　　 重 出 土 位 置 石　　 質 備　　　 考

台 帳

番 号

第 4 0 3 図

9 4

P L 7 3

9 4
敲　　 石 ・（1 1 ．0 ）　 8 ．7　　　 5 ．7　　 （6 1 0 ．0 ） 表　 採 石 英 斑 岩 1 1 7

9 5 9 5 軽 石 製 品 （3 ．6 ）　 4 ．8　　 1 ．6　　 （1 ．5 ） S D l l ～ 1 3 軽　　 石 4 8

9 6 9 6 ク
（6 ．5 ） （2 ．6 ）　　 2 ．3　　 （1 1 ．4 ） S I 6 4 ク 2 7

9 7 9 7 ク 3 ．9　　　 2 ．9　　　　 1 ．4　　　　 1 ．4 S I 5 5 ク 1 1 4

9 8 9 8 ノケ 5 ．9　　　 4 ．9　　　　 5 ．1　　　 3 0 ．6 S K 3 0 9 〃 1 1 0

9 9 ケ 2 ．9　　　 4 ．0　　　　 2 ．2　　　　　 6 ．8 S I 5 1 ク 1 1 3

1 0 0 ク 4 ．3　　 1 ．8　　　 1 ．4　　　　　 2 ．0 S I 4 9 ク 1 1 1

1 0 1 9 9 砥 石 状 石 器 （1 2 ．1 ） （1 0 ．2 ）　　 6 ．3　 （1 1 0 0 ．0 ） I 4 b 3 砂　　 岩 7 3

1 0 2 1 0 0 砥　　 石 （5 ．6 ）　 4 ．3　　　 2 ．6　　 （8 5 ．0 ） G 6 e l 凝 灰　 岩 6 3

1 0 3 1 0 1 石 （5 ．8 ）　 3 ．1　　 1 ．8　　 （4 6 ．0 ） I 4 a 7 ク 6 5

1 0 4 1 0 2 ク （1 0 ．6 ）　 4 ．4　　　 3 ．2　 （1 7 5 ．0 ） I 4 b 3 ケ 2 次 加 熱 8 0

1 0 5 1 0 3 ノケ
（7 ．2 ） （9 ．3 ）　　 3 ．2　 （4 0 6 ．0 ） I 5 a l 斑 粍 岩 8 3

1 0 6 〃 （1 1 ．8 ） （生 7 ）　　 2 ．7　 （1 6 5 ．0 ） S D 1 2 凝 灰 岩 5 8

第 4 0 4 図

1 0 7
1 0 5 石　　 棒 （2 3 ．8 ）　 9 ．5　　　 9 ．4　 （2 2 0 0 ．0 ） S I 4 1 流 紋 岩 2 次 加 熱 4

1 0 8 1 0 6 ク
（2 1 ．9 ） 1 0 ．3　　　 9 ．9　 （3 3 0 0 ．0 ） ク ク 5

1 0 9 1 0 4 ク
（5 ．7 ） （9 ．3 ）　 （7 ．2 ）　 （4 8 5 ．0 ） S K 3 3 6 ア プ ラ イ ト 5 3

1 1 0
P L 7 4

1 0 7
ク

（1 1 ．2 ）　 7 ．6　　　 7 ．5　 （4 6 0 ．0 ） I 4 b 3 緑 色 凝 灰 岩 7 7

1 1 1 1 1 0 ケ （9 ．0 ）　 7 ．3　　 （5 ．7 ）　 （5 0 7 ．0 ） 表　 採 角 閃 片 岩 頭 部 上 面 に 磨 面 8 7

1 1 2 1 0 8 ク
（7 ．0 ） （5 ．5 ）　　 4 ．6　 （2 9 0 ．0 ） ク 安　 山 岩 9 4

1 1 3 1 1 1 ク
（8 ．5 ）　 3 ．1　　 2 ．5　　 （8 2 ．0 ） I 4 b 3 緑 泥 片 岩 9 3

1 1 4 1 0 9 〃 （1 4 ．5 ）　 4 ．9 　　　 2 ．7 　　 （2 8 5 ．0 ） 表　 採 ク 8 6

砥　　 石 （3 ．8 ） （3 ．4 ）　 （1 ．1 ）　 （1 6 ．4 ） S K 5 7 砂　　 岩 4 9
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4　貝製品

貝刃（写真図版76－19）

当遺跡から出土した唯一の貝製品であり，ハマグリの左殻を使用して，腹緑の中央から右側縁

にかけて内面からの打ち欠きによって整形されている。細かい剥離が加えられている。殻長66mm

である。本資料は，第149号土壌のG7h8区の10層から出土した貝殻の中に混じていたものである。

第149号墳からは阿王台Ib式期の土器が出土しているので，本資料は阿王台Ib式期の所産と考え

られる。

5　古銭

当遺跡6区から出土した古銭は7点で，いずれも第2号溝が農道に接するG6g6，G6h6区に相当

する本港の第4　e　5区からまとまって出土したものである。銭貨名が判明したものは4点で，天

聖元賓が1点，元祐通賓が2点，紹聖元賓が1点である。その他は，青サビが著しく判読できな

い。いずれも北宋銭である。

表9　古銭一覧表

挿図番号 写真番号 銭貨名 初　　 鋳　　 年 径 重 出土位置 備　　 考 台帳番号

第405図

1

P L 7 7

1
元祐通贅 北宋 元祐元年 1086 2 ．5 2 ．4 S D 2 1

2 2 紹聖元賓 北采 紹聖元年 1094 2 ．3 3 ．0 ／／ 2

3 3 天聖元賓 北采 天聖元年 10 23 2 ．4 3 ．0 ／／ 3

4 4 元祐通賓 北采 元祐元年 10 86 2 ．4 3 ．0 ／／ 4

5 5 ロロロ貿 2．4 3．0 ／／ 青サビあ り 5

6 6 □ロロ賓 2．4 2．9 ／／ 青サビあ り 6

7 不　　 明 2．3 （1．9） ／／ 7
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第8節　陶然遺物

当遺跡6区出土の自然遺物は，貝類と獣骨（馬骨）だけで，他の動植物遺有休などは出土しな

かった。貝類は，第15。25¢49号住居跡。第1490194◎392号土壌の覆土から出土しているが，

第25号住居跡出土の貝類の量が最も多く，第15号住居跡がこれに次いでいる。なお，すべての遺

構出土の貝層中に，魚骨や獣骨などは全く認められなかった。これは，当時の人々が貝類と魚骨

e獣骨などの捨て場を別にしていた可能性を示していて興味深い。

貝層の調査用の区画は，4m四方の小調査区を50cm方眼の小区画に分割し，第3　図のように，

北側左端から右へ1，2，3ll……－8，二段北側左端へ戻って右へ9，10，111…1－11116というよ

うにして，最終端を64区とした。小調査区が複数にまたがる場合は，各小調査区ごとの小区画名

で取り上げた。分層は5cmごととした。整理にあたっては，小区画ごとの貝層サンプルを水洗分

離し，種の同定e計測を行った。水洗分離においては9　最初に5mmメッシュのふるいを用い，以

下3mm，1mmのメッシュを使用し，微細な遺物の収集につとめたが，微小な陸産貝類以外の遺物

は検出できなかった。

貝層には，純貝層ゆ混土貝層e混貝土層の様相を呈するものがみられたが9　いずれも，住居跡

および土壌の覆土からブロック的な出土状態を示していて学　純貝層としたものはごく部分的な個

所にすぎない。大半は混土貝層ないしは混貝土層とすべきものである。

貝種は，海産種。淡水産種◎陸産種あわせて20種におよび，ほとんどの貝層中から共通してシ

オフキ，ハマグリが出土しているる。

当遺跡から出土した貝種は，以下の示す斧足綱は種，腹足綱9種であり，そのうち陸産種が3

種である。

斧足綱

サルポウ

ナミマガシワ

マツカサガイ

ヤマトシジミ

アサリ

オキシジミ

ハマグリ

シオフキ

Anadara（Scapharca）subcrenata（LISCHKE）

Anomia chinensis（PHILIPPI）

Inversidens japonensis（LEA）

Corbicula（Corbiculina）leana（PRIME）

Tapes（Amyodala）japonica（DESHAYES）

Cyclina orientis（SOWERBY）

Meretrixlusoria（RODING）

Mactra veneriformis reeve（REEVE）
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ヒメシラトリ

マテガイ

オオノガイ

腹足綱

カワニナ

ウミニナ

アカニシ

イボニシ

ムギガイ

アラムシロ

腹足綱－陸産種

ナミギセル

オカチョウジガイ

ヒダリマキマイマイ

Macomaincougrrura（MARTENS）

Solen str・ictus（GOULD）

Mya（Arenomiya）arenaria oonogai（MAKIYAMA）

Semisulcospiralibertina（PHILIPPI）

Batillaria multiformis（LISCHKE）

Rapana thomasiana（VAIENCIENNES）

Thaistvmulosa clavigera（Kt）sTER）

Mitrella bicincta（GOULD）

Nassairus testivus（POWYS）

Stereophaedusa japonica（CROSSE）

Allopeas kyotoensis（HIRASE）

Euhadra guaesita（DESHAYES）

隣接する当遺跡1e2区と比較すると，斧足綱で，マルサルポウ，カガミガ有　イタヤガ右

腹足綱ではカワアイが確認されなかった。マルサルポウは，サルボウとしたものの中に混入して

いるかもしれないが，今回は確認できなかった。

各貝種の形態の特徴や生息環境等については，当遺跡1。2区の報告書に記載されているので

本稿では省略する。

以下，各住居跡および土壌出土の貝類とその出土状況について記述する。

住居跡覆土内貝層

第15号住居跡覆土内貝層

本貝層は，住居跡の覆土中に2か所に分かれて遺存していた。住居跡の北東軋　炉の上面およ

びやや北側に不整形状（最大径92cm，最大幅70cm）に広がっていたものをa貝層とし，住居跡の

中央部にブロック的に検出された貝層をb貝層とした。a貝層は，土層セクションから観察する

と，上下2か所の貝層に分かれていたことが判断できる。より壁際に近い部分の貝層が高く，覆

土の上層に存し，中央部に近い貝層の下端は，床面に密着した様子を示している。前者は凸レン

ズ状をなし，最大厚が6cm，後者は小山状に盛り上がり，最大厚が27cmである。b貝層は，相接
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する不整楕円形をなすブロックと瓢箪形を呈するブロックとから構成されている。厚さは，土層

セクションにかからなかったために正確でないが，10～15cm前後であり，b貝層の西南部では10

cm前後と思われる。a e b貝層共に，暗褐色を呈する混土貝層である。

a貝層は，F6C3グリッドの27－29e35e36区の小区画（以下区と記す）にわたって分布してい

るが，36区e28区が中心で，35区e29区e27区と少なくなる。a貝層の主体貝種は，シオフキで

圧倒的多数を占めている。36区では，以下ハマグリが続き，その他のヤマトシジミ　eオキンジミ

。アサリ　eサルボウ。オオノガイ。アカニシeウミニナは微量である。14分層から20分層（以下

分層を層と記す）にわたって貝層が堆積しており，最大厚は30～35cmである。この間に主体貝種

の変化はない。シオフキは殻が薄く破損しやすく計測不能の資料が多いが，殻長30～45mm程度の

個体が主となっている。最大殻長は47mmである。ハマグリは殻長40～55mmの間の個体が多く，最

大殻長56mmである。

28区は36区の北側にあたるが，この区の貝層は36区より5～10cm上位に堆積していて，12～18

層に貝層を形成している。シオフキが主体をなし，ハマグリ，ヤマトシジミ，カワニナが微量含

まれている。シオフキの殻長も36区と同様である。

35区は36区の西側にあたり，14層～18層にわたって貝層を形成している。層厚は20－25cmであ

る。シオフキとハマダリからなる貝層である。シオフキの殻長は30～45mmの個体が多い。

27区は36区の北西側，29区は北東側に位置し，共にa貝層の末端部である。27区はシオフキが

主体で，15層～18層にわたり，層厚は15～20cmである。ほかにハマグリが1点含まれている。

29区は17層の1層だけの堆積で，層厚は5cm前後と薄いが特色がある。それは，シオフキがな

く，ヤマトシジミ，ハマグリ，アカニシの構成をとることである。いずれも，計測は不能である。

ヤマトシジミが多い。

キれらのa貝層中からは，小片ながら刺突文e条線文。縄文を有する土器片が伴出している。

a貝層の形成時期は，これらの土器片からみて加曽利Em式期と考えられる。

b貝層は，42e43。50e51区にわたって分布しているが，42¢43区が中心となり，50e51区は

量的に少ない。b貝層の主体貝種はシオフキである。42区には以下，ハマグリ。ヤマトシジミ。アサ

リeアカニシeカワニナが微量含まれている。16層～18層にわたって貝層が堆積しており，層厚

は10～15cmである。シオフキの殻長は30～45mmの個体が多く，最大殻長は45mmである。

43区は42区の東側で，シオフキが主体で，ハマグリeナミマガシワ？eアカニシeウミニナ。

カワニナが微量混入している。16層～18層にわたって堆積し，層厚は10～15cmである。シオフキ

の最大殻長は46mmである。

50区は42区の南側にあたり，瓢箪状のブロックの南半部に相当する。シオフキが主体で，ハマ

グリeアサリがわずかに含まれている。16層～17層にわたって貝層が堆積し，層厚は5～10cmで
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ある。シオフキの殻長は30～40mm前後の個体が多く，最大殻長は43mmである。ハマグリeアサリ

は殻長30mm程度の個体である。

51区は43区の南側で，不整楕円形ブロックの南半部に相当する。シオフキが主体で，ハマグリ

が微量混入している。シオフキは殻長30mm程度の個体が主となり，ハマグリほ殻長34mme55mmの

個体が含まれている。16－17層にわたり堆積し，層厚は5－10cmである。

b貝層中からは，条線文。縄文が施文された土器片が出土しているので，b貝層の形成時期も

加曽利Em式期と考えられる。

第25号住居跡覆土内貝層

本貝層は，住居跡の覆土の上面から床面に達するような状態で堆積していたものである。東壁

近くに検出された不整円形（50×42cm）のブロックをa貝凰　住居跡中央部に大きく広がってい

るブロック（154×160cm）をb貝層と命名した。土層セクションでは，a貝層は小山状を呈し，

最大厚16cm程度，b貝層は最大厚16～18cm程度の厚さを有している。a貝層は，極暗褐色を呈す

る混土貝層で，b貝層は褐色を主とする混土貝層である。

a貝層は，F6h3グリッドの57区e58区とF6i3グリッドの1区・2区にまたがって分布している

が，57区e58区が中心で，1区e2区にはわずかに広がっているだけである。この貝層の主体貝

種はシオフキである。

57区では，シオフキ以外にハマグリ。アサリeアカニシが微量混入している。13層～15層にわ

たり貝層が堆積し，層厚は10－15cm程度である。シオフキの殻長は35～40mm程度の個体が多く，

最大殻長は40mmである。ハマグリでは22mmと48mmの穀長が計測できた。

58区は，57区の東側にあたり，シオフキが主体を占め，ハマグリ，アカニシeウミニナが少量

含まれている。貝層の堆積は13層～15層にわたり，層厚は10～15cmである。シオフキは30～40mm

の間の殻長を有し，最大殻長は39mmである。ハマグリには24mme41mmを計測したものがある。ウ

ミニナは完存している個体はないが、推定殻高24～36mmの間の個体である。

1区の貝層には，シオフキ以外は含まれていない。いずれも計測不能である。層厚は5～10cm

程度である。13層から14層にわたって堆積している。

2区の貝層には，シオフキの他にハマグリ。アカニシが少量混入している。層厚は5cm程度で，

13層にだけ堆積している。

a貝層中には2点の土器小片が含まれていたが，いずれも縄文だけのものであり，詳しい時期

については判断できない。

b貝層は，当遺跡で検出調査された貝層の中では規模の大きいもので，F6h2グリッドの54～56

区e60区。62～64区およびF6i2グリッドの4～8区e14区。15区の合計14区画にわたって広がっ
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ている。F2h2の62e63区，F6i2の5～7区などが中心部で，最も貝の堆積の厚い5区では，12層

から19層にわたって堆積し，35～40cmにもおよぶ層厚を有している。54～55区・60区e64区e4

区・8区などでは貝層の末端部に相当し，層厚も薄い。b貝層の主体貝種はシオフキであるが，

ハマグリの混入率が他の貝層よりも高く特徴的である。区および層によっては，シオフキに比べ

ハマグリが多くなる個所も認められる。

以下各区ごとに貝種構成，計測値などを記述する。

54区は13層にだけ堆積が認められ，層厚は5cm程度である。シオフキeハマグリが主であり，

アカニシeウミニナが混じっている。シオフキは殻長30－40mmの間の個体，ハマグリほ22－23mm

の殻長の個体が多い。

55区は54区の東側で，12層から13層にかけて堆積がみられ，層厚は5～10cmである。シオフキ

eハマグリ。アカニシがほぼ等量含まれており，サルボウが1個体混入している。ハマダリは殻

長20mm前後の個体が目立っている。アカニシは計測不能である。

56区は55区の東側で，12層から13層にかけて堆積していて，層厚は5～10cmである。ハマグリ

・シオフキが主で，アカニシが1個体ある。いずれも計測不能である。

60区はb貝層の西側の末端部で，14層から16層にかけて堆積し，層厚は10～15cmである。北側

の54～56区に比較するとより下層位に位置している。シオフキが圧倒的多数を占め，15層に4個

体のハマグリが認められただけである。

62区は54区の南側にあたり，12層から14層にかけて堆積し，層厚は10－15cmである。12層はシ

オフキeハマグリを主として，アカニシ◎ウミニナが微量混入している。13層もシオフキeハマ

グリが主体で，アカニシeイボニシ。ウミニナeアラムシロeサルポウが微量含まれている。シ

オフキの殻長は20～40mmの間の個体が多く，最大殻長は40mmである。ハマグリは，15～35mmの間

の殻長を有する個体が多く，最大殻長が35mmで，比較的小形の個体が目立っている。14層は，シ

オフキが多く，ハマグリがこれに次いでいる。シオフキは破損した個体が多いが9　25－45mm前後

の穀長を有している。ハマグリは15～35mm前後の殻長の個体が多く，13層と類似している。しか

し，中には殻長74mmという大形の個体もある。上記の2種以外に，アカニシ。イボニシ。ウミニ

ナが少量含まれている。

63区は55区の南側にあたり，区内全体に貝層が分布している。12層から14層にかけて堆積し，

層厚は10～15cmである。12層は，シオフキeハマグリがほぼ等量あり，オキシジミ。アカニシが

微量含まれている。シオフキは計測可能な個体が少ないが，28～40mm程度の殻長が普通である。

ハマダリは，殻長15～35mm程度の個体が多くみられる。最大殻長は42mmである。アカニシで計測

できた個体は殻高50mmである。13層は，12層とほぼ同様で，シオフキeハマグリが主となり，サ

ルボウ。アカニシ。イボニシeウミニナが少量含まれている。シオフキは，殻長28～42mm程度の
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個体が普通である。ハマグリは，殻長15～35mm程度の個体が多くみられる。14層は，12～13層と

ほぼ同じ様相を示しているが，ハマダリがシオフキよりやや多くなっている。他に，サルボ

ウeアカニシeイボニシeアラムシロが微量含まれている。シオフキは，24～44mmの殻長の個体，

ハマグリほ，18～42mmの殻長の個体が多い。

64区は56区の南側にあたり，b貝層の東側の末端部に相当している。12層から13層にかけて堆

積し，層厚は5～10cmである。12層はシオフキeハマグリが主体で，アカニシが1個体出土して

いる。ハマダリがシオフキより少し多く，殻長17～27mmで小形の個体である。シオフキほ計測不

能である。13層はシオフキがハマダリより多く存し，アカニシ。ウミニナが微量混入している。

ウミニナは，殻高24mmの個体である。ハマグリほ，17～22mmの殻長を有する個体である。シオフ

キは，計測不能である。

4区は60区とともに，b貝層の西側の末端部をなす部分に相当するが，15層から19層にかけて

堆積していて比較的厚く，層厚20～25cmである。下層から上層にかけてシオフキ主体の貝層が堆

積していて，16層においてハマグリの混入率が高くなる。他の層では，シオフキが圧倒的多数を

占めている。19層にウミニナが1個体，16層でウミニナとサルボウが若干，15層でアカニシeウ

ミニナが各1個体温入しているだけである。シオフキは計測不能の個体が多いが，下位の18。19

層では35－45mm前後の個体が目立ち，中間の17層では29～42mmの間の個体がみられ，上位の15。

16層では，21－30mmの間の個体が多くなり，傾向として小形化がみられる。ハマグリは，層位ご

との変化はあまり認められず，16～32mmの間の小形の個体が一般的である。ウミニナは殻高20～

30mm前後の個体がみられる。

5区は4区の東側にあたり，12層から19層にかけて厚く堆積し，層厚は35－40cmにもおよぶ個

所がある。下位の14層から19層にかけてはシオフキが主体となり，ハマグリがこれに次いでいる

が，上位の12～13層にかけては，ハマグリがシオフキより多くなり逆転している。2種以外の貝

種は微量混入しているだけである。アカニシ。ウミニナeイボニシeカワニナeオカチョウジガ

イeサルボウeマツカサガイ？がみられる。シオフキは破損したものが多く，計測できたものは

少ないが，30－45mm程度の個体が目につき，中でも35－45mmの間の個体が主となっていて，シオ

フキとしては大形の部類と考えられる。ハマグリは，最下位の18～19層にはほとんどなく，17層

以上では増加する傾向を示している。しかし，殻長は15～35mm程度の個体が多くを占め，全体と

して成育不良の小形の個体が目立っている。

6区は62区の南側，5区の東側に位置し9　b貝層の中心部にあたっている。12層から15層にあ

けて堆積し，層厚は15～20cm程度であるが，各層とも貝の混合率が高く，純貝層に近い状況を示

していた。他区に比較して貝の量も多い。本区もシオフキeハマグリが主体となっているが，ハ

マグリがシオフキよりも数量的に多いことが認められる。ハマグリとシオフキでは殻の強度が異
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なり，シオフキは破損しやすく数が少なく見られる傾向がある。この傾向を加味してもハマグリ

の優位は動かない。以下各層ごとに貝種の組成を記載する。最下層の15層には，2種以外にサル

ボウ。アカニシ。ウミニナなどが含まれていたが，極微量である。アカニシは，殻高67mmの個体

であった。シオフキは，殻長15－49mmの間の個体がみられたが，多いのは30～40mmの間の個体で

あった。一方，ハマグリは16～36mmの間に殻長がおさまり，20～30mmという小形の個体が目立っ

ていた。14層には，サルボウ。アサリ　◎オオノガイ。オキシジミ。アカニシeイボニシeウミニ

ナなどの多種が混入していたが，いずれも5点以内という微量にすぎない。シオフキの殻長は18

～46mmの間で，25～40mmの間の個体が主となっている。ハマグリは，15層に類似しているが，よ

り小形の15～20mmの間という個体が増加している。最大殻長は69mmの個体である。60mm以上の個

体は稀である。13層には，サルポウeアサリeオオノガイ。ヤマトシジミ　eアカニシが混入して

いた。この中ではアサリが7点とやや目立つことと，ヤマトシジミが1点ながら含まれていたこ

とが特色である。シオフキの殻長は18～46mmの間で，前層とほぼ傾向を同じくしている。ハマグ

リもほぼ同様な状態であるが，14層と比較すると15～20mmの小形の個体の割合が減っている。12

層には，サルボウeアサリ　eヤマトシジミ　eアカニシが含まれていた。ヤマトシジミは，19～20

mmの殻長を有する個体で3点と増えている。シオフキ◎ハマグリともに計測できる個体が少ない

が，殻長の傾向は前層に類似している。

7区は6区の東側にあたり，12層から14層にかけて堆積し，層厚は10～15cm程度であるが，6

区と同様に良好な貝層をなしていた。全体の傾向としては6区に類似した状態を呈し，下位より

上位に移るにしたがい，ハマグリがシオフキより多くなる傾向がみられた。下位の14層をみると，

2種以外にアサリ。ヤマトシジミ　eアカニシ。ウミニナが極微量含まれている。シオフキは殻長

26～44mmの間の個体であり，35～40mmの個体が多い。ハマグリは15～35mmの間の個体が多く，最

大穀長55mm，最小殻長14mmであった。13層には，サルボウ◎アサリ　eオオノガイ◎アカニシ。イ

ボニシeウミニナなどが微量含まれている。アカニシには9　殻高74mmの個体が2点認められた。

シオフキは穀長23～51mmの個体であったが，主体は30～45mmの個体である。ハマグリは15～35mm

の個体が多く，中でも20～30mmの殻長の個体が目についた。12層には，サルボウ。アサリ。オオ

ノガイ。ナミマガミワ。アカニシが混入していた。シオフ車は23～43mmの間の個体であり，30～

40mmの間の個体が目立っている。ハマグリは殻長16～49mmの間の個体であり，特に多いのは20～

30mmの間の個体である。7区においても，6区と同様にシオフキに比較してハマグリの殻長が小

さい点が特徴である。

8区は7区の東側にあたるが，b貝層の東側の末端部で，12層から13層にかけて堆積し，層厚

は5～10cmとうすく，混土率が高く，混貝土層といった状態を呈していた。貝も少なく，シオフ

キとハマグリが極微量含まれていた。
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14区は6区の南側にあたり，12層から15層にかけて堆積し，層厚は15～20cm程度である。全体

的に，6区の様相に類似しているが貝の量は少ない。最下層の15層では，シオフキよりハマグリ

が若干多くなっている。両者の殻長の傾向は6e7区とほぼ同じで，シオフキが大きい。この傾

向は上位の12－14層においても変らない。

15区は14区の東軋　7区の南側に位置し，b貝層の南側の末端部にあたる。本区の貝層も混土

率が高く，貝の量は少ない。シオフキeハマグリが主体となり，アサリ。アカニシが各1点ずつ

含まれている。

第25号住居跡のb貝層中には，多くの土器片が含まれていたが，主体は，隆線区画によるもの，

沈線による曲線的区画を有するもの，縄文だけのもの，条線文を付したもの，無文のものなどで

あり，加曽利Em式土器と考えられる。

第49号住居跡覆土内貝層

本貝層は住居跡のほぼ中央部に2か所に分かれて遺存していた。住居跡の中央部の床面上に

直径4cm程度の木きざで遺存していたものをa貝層とし，a貝層の西鶴　覆土下層の床面上5cm

ほどから検出された最大長54cm，最大幅28cmのシオフキを主とした貝層をb貝層とした。前者は

アカニシの残欠3点が認められただけのもので，貝層と名づけることは不適当かもしれない。し

たがって層厚は計れるものではない。

b貝層は，北西側に小さな突出部をもつ長橋円形状を呈しており，層厚は4～5cm程度の薄い

ものであった。本住居跡の貝層の調査にあたっては，50cm方眼の小区画を設定する方法は採用せ

ずに，平面図上に出土範囲を明示するにとどめた。b貝層も土層セクションにかからなかったこ

とは残念である。

b貝層は，前記のようにシオフキが圧倒的多数（77個体以上）を占め，他にハマダリeアサリ

eサルボウeヤマトシジミeウミニナeムギガイが1～2個体含まれていたものである。シオフキは殻

長28～41mmの間の個体であり，26～30mmの間の個体と36～40mmの間の個体が比較的多数であった。

第49号住居跡は，加曽利EⅣ式期の住居跡と判断されるので，本貝層の時期も加曽利EⅥ式期

のものと考えられる。

土壌覆土内貝層

第149号土壌覆土内貝層

本貝層は，土境の覆土の中位からまとまって検出されたもので，暗褐色を呈する混土貝層で，

砂。土を多量に含みザラザラしている。土層セクションからみると，覆土上面から19cm下位に貝

層が確認され，最大厚は26cmを計測できる。平面分布図においては，G5h8グリッドの1区および
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G5h7グリッドの8区に広がりが認められ，最大長43cm，最大幅25cm程度の大きさを有している

が，これは貝層上面の広がりであり，下層に移るにしたがい最大長60cm以上，最大幅もより広く

なっていることが確認された。採取された貝をみると，G5h7の15区，16区の一部にも延びていた

と推定される。また，層厚も一部では35～40cmにもおよぶ部分が存在したと推測される。

G5h8グリッドの1区は，本貝層の東側の末端部にあたり，オキシジミeハマグリの2種が認め

られているが微量である。ハマグリの殻長は，27e33mmの個体である。

G5h7グリッド8区は，本貝層の中心部にあたると考えられ，9層から16層にかけて堆積している

が，12層には貝が含まれていない。9弓0層にはオキシジミ。ハマグリの2種があり，11層はオ

キシジミだけである。オキシジミはハマグリより多く，殻長25～45mmの間の個体であり，この間

にほぼ平均的に分布している。ハマグリは殻長25～35mmの間の個体が主となっている。第25号住

居跡のb貝層に比較すると成育は良い。なお，10層出土の殻長65mmのハマグリの左殻は貝刃とし

て加工されていた。当遺跡出土の唯一の貝製品である。13層から16層にかけてもハマグリeオキ

シジミが主であ、り，15層以外にはシオフキが1～2点含まれていただけである。やはりオキシジ

ミがハマグリより多くみられる。オキシジミ　eハマグリの殻長は，上位の層とほぼ同様である。

15区は8区の南西側にあたり，13層から16層にかけて堆積し，層厚は15～20cmである。主体貝

種はオキシジミ　eハマグリでほぼ等量ずつの出土量である。他にシオフキeアカニシが若干混入

している。16層は主体の2種だけである。オキシジミ　◎ハマグリの殻長は8区とほぼ同じである。

16区は8区の南側にあたり，ハマグリ。オキシジミが少量みられただけにすぎない。

本貝層中の9層からは阿王台式土器片を利用した小形の土器片錘2点が出土し，覆土中からは

阿玉台Ib式期の土器片が出土しているので，本貝層の形成時期は，阿玉台Ib式期と考えられる。

第194号土壌覆土内貝層

本土横は，第31号住居跡の床面中央部を切って設けられたもので，径約2．0m，深さ78cmの大

形の深い円筒形の土壌である。貝層は覆土の最上層部に，2か所にわかれて出土した。両者とも

にセクションベルトにかからなかった。本横の貝層については，出土量も少なく，出土状況の記

録も不充分で層厚などは明らかではない。東壁際の貝層をa貝層，中央部やや西側の貝層をb貝

層として，以下記述する。本横については，50cm方眼の方法をとらなかった。

a貝層はブロック状をなしていて，比較的多種類の貝が含まれていた。ヤマトシジミとヒメシ

ラトリが主体を占め，サルボウeオキシジミeハマグリeシオフキ◎アサリeカワニナが若干み

られた。ヤマトシジミeヒメシラトリの両者とも，穀長は15～30mm前後の個体が多く，ヤマトシ

ジミの最大殻長は31mm，ヒメシラトリの最大殻長は34mmである。最小穀長はヤマトシジミが16mm，

ヒメシラトリが17mmという数値である。サルポウは計測できる個体が少ないが，23～42mmの間に
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分散している。オキンジミはわずかに1個体だけで計測不能である。ハマダリは36－52mmの間に

まとまり9　45mm前後の通常の殻長を有する個体が多い。シオフキは25～46mmの間に分散し，35～

45mmの間にやや集中するが9　全体量は少ない。アサリも殻長32mmと34mmの個体が各2個体ずつと

少量である。カワニナは計測不能の個体が4個体ある。いずれにしても，本貝層は9　主体貝種が

ヤマ斗シジミとヒメシラトリという異色の組み合わせである。

a貝層中からは，無文・縄文と沈線の組み合わせの土器の小片が出土している。

b貝層は，a貝層よりも貧弱なもので9　全体で40個体ぐらいしかない。その中でサルボウが最

も多く，26個体と半数以上を占める。以下シオフキ・ハマダリ・オキンジミ・ヒメシラトリが少

しずつ含まれている。サルボウの殻長は26～40mmの間の個体であり9　40mmを計る個体が5個体と

多いのが目につく。シオフキは30－42mmの個体であl），ヒメシラトりは殻長20mmの個体だけであ

る。ハマダリ・オキンジミは計測不能の個体である。

b貝層中からは，縄文・条線文および磨消懸垂文を有する小片が出土している。

本境の覆土中からは，加曽利EIII式期の土器片が多量に出土しているので，本土埠のa・b

両貝層ともに加曽利EIII式のものと推定される。しかし，a貝層の主体貝種がヤマトシジミ・ヒ

メシラトリの2種で，b貝層の主体貝種がサルボウとなっている点は，他の15・25号住居跡の加

曽利E琵式期の員層の主体貝種がシオフキ聯ハマグリであることと異なっておりタ　注目すべき点

と思われる。同一型式期内における微妙な時間差をあらわすものか，あるいは採集者の晴好を示

すものかは明らかではないが，後者の可能性が高いと考えられる。

第392号土壌覆土内貝層

本貝層は，本境の中央部やや西側に小ブロックとして確認されたもので，ほぼ円形で18～20cm

の径を有し9　層厚は20cmであった。土層セクションにかからずに検出されたもので，覆土上面

より20cm掘り下げた部分の9　黒色に近い黒褐色土層中に認められた。主体貝種は，シオフキとウ

ミニナであり，他にハマダリ・アサリ・サルボウeヒメシラトリ・アカニシが少量含まれていた。

シオフキは殻長16－43mmの間の個体であり，26－46mmの間の個体が目立っている。ウミニナは推

定殻高25～33mmの間の個体であり，25－30mmの間の個体が主となっている。ハマダリは殻長27－

39mmの間の個体であり，アサリは殻長28mmの個体1点だけである。サルボウは，殻長31mmの個体

が計測できただけである。ヒメシラトリは，殻長11mmという小形のものであった。アカニシは計

測不能である。他に小巻貝が破砕され塊状になった資料が1点認められた。

本貝層中からは，無文・条線文・縄文の小破片の土器片が出土したが，詳しい時期を判断でき

るものはなかった。しかし9　本境の覆土下部から加曽利EⅣ式期の大形破片が数点出土しており，

本貝層の時期も加曽利EⅣ式期と考えられる。
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